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(上 に 使 っ て 上 手 に 節電 ) 


ステ レオ ペア ー の 見 方 に つい て | 


肉眼 立体 視 で ステ レオ ペア ー を 見 る 方 法 に つい て 述べ ます 。 ご これ を 肉眼 立体 視 で 見 ます と 、 き れい 
な カラ ー の 立体 像 が 見え ます 。 まず 、 ス テレ オペ アー の 写真 な り 、 プ ラフ ィ イッツ な り を 両 で 水平 
に も ち 、 中 央 を 目 の 前 25cm ぐ らい に も つて 、 遠 こく を 見 る よう お 感じ で 目 を リラ ックス させ ます こと 、 

左右 懐 が 寄っ てき て 重ね る よう に な り ま す 。 そ こ で 、 水 平 を 像 が ひと つ に な る よう に 正確 に 合わ せ 
る と 、 そ の 瞬間 に 立体 卵 が 見 えま す 。 像 は うつ 見 えて 中 央 の も の が 立体 に 見 えま す 。 直 接 に 肉眼 で 
見 る 肉眼 立体 視 は 道具 を 秘 要 と せ ず 、 い つど こ で も で きる の で 便利 で あり 、 ぜ 〇 修得 し て ぐだ さい 。 
上 の 3 組 の ステ レオ ペア の うち (1 と の は 立体 作画 ソフ ト で 描い た も の で す 。 は 立体 エア チエ ッ ツ 
ツー ル を 使 つて 作成 し を も の で いずれ も 肉眼 立体 視 で きる よう に ステ レオ ベア で 載せ て いま す 。 


きじ め に 


ご この だ び は 、 シ ャ ヤー ブ Y 立 体 映像 セツ ント (CZ-8BR1 ) 
を お 買い あげ い だ を だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま 
し 守 。 

杯 機 は パソ コン テレ ビ X1 、X1tUurPoO シ リー ズ と 組 
み 合 わせ て 迫力 ある 立体 映像 を 手軽 に 楽し め る パソ コ 
ン 立 体 映像 セツ ト で す 。 

パソ コン に 内 蔵 を れ て いる 機能 と の 組み 合わ せこ より 
3 人 ホ プ ラ ノイ ックス が でき 。 ピ デオ カメ ラ 、 ピ デオ カ 
セッ トレ コー ダ を 合わ せ て 使用 すれ ば 立体 映像 も 可能 
に な り ま す 。 明和 
さら に 、 独 自 に 開発 し まし だ 立体 作画 ソフ ト “ 立 骨 歓 ” 
を 使用 すれ ば 簡単 な 操作 で 立体 グラ フィ ックス を 楽し 
む お こと で きま き 。 


正しく お 使い い を だ くだ め に 、 ご この 取扱 説明 書 を よく 
お 読み くだ さい 。 

な お 、 ご の 取扱 説明 書 は 万 一 ご 使用 中 に わか ガ ら な いこ ご 
と や 具合 の 部 い こと が お きだ と き 、 き つこ と お 役に立ち 
ます の て で て 大切 に 保 存 し て ぐだ さい 。 
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1 . 製品 概要 ・ 特 長 


立体 映像 セット CZ-8BBR 1 は 、 パ ソコ ン テ レ ビ X1 ・X1turDO シ リー ズ と 組み 合わ せ て 人 迫力 ある 
立体 映像 (※) を 手軽 に 楽し むこ と が で きま す 。 

ソフ トウ エア に より 、 幅 広い 可能 性 が びあ り ま す が 、 具体 的 に は 炊 の よう な ご 利用 の し が た だ が あ り ま 
す 9。 

(パソ コン に よる 本 格 フ ルカ ラー 立体 視 シ ステ ム を 実現 ) 


e 立体 作画 ソフ ト ^ 立 入 歓 〈 同 梱 ) よ つて 、 バ パソ コン に よる 立体 グラ フィ ッ フ ス を 簡単 に 作る ご 
と が で きま す 。 


e プロ プラ ミン プ に よ つ て 、 立 体 プ ラフ ィ ッ クス を 作る こと が で きま す 。 
@ 立体 ビデ オ が 撮れ ます 。 

$ ビデ オ に よる 立体 映像 の 録画 再生 が 可能 で す 。 

@ 立体 ゲ ー ム が で きま す 。 


e テ レビ 放送 。 ビ デオ , ビデ オデ ィ ス ク の 映 優 (立体 で な いも の ) ガ ら 立 体 静 止 映 依 を 取り 込む 、 
立体 エア チエ ッ ク が で きま す 。 


@ ハー ビー を 利用 し だ 立体 エア チエ ッ ク が で きま す 。 
@ カラ ー イ メー ジ ボ ー ド を 利用 し て 、 立体 イメ ー ジ 処理 び お で きま す 。 
@ パソ コン テレ ビ の 機能 を いか し て 、 立体 スー パー イン ポー ズ 、 立 体 テ ロッ プ が で きま す 。 


e@ フ ロッ ピー, ハー ド デ ィ スク 等 へ の 立体 画 多 の セー ブ が で きま す 。 
@ 立体 画像 の プリ ント アウ ト が で きま す 。 
※ 立 体 映像 と は 


シヤ ー ブ 独 自 の 高速 液晶 シヤ ツタ ー の 開発 に より 、 光 学 シヤ ツマ ー 方 式 に よる 立体 視 が 可能 に な り 
まし た 。 

液晶 シヤ ツマ ー は 立体 スコ ー プ と いう 商品 名 で 呼ば れ て いま す が 、 ご これ の ご 使用 に より 、 立 体 が 非 
常に 見 や すぐ 、 今 まで に な いす ば らし い 立 体 映 央 が 多 方 面 に 活用 で きる よう に な つて いま す 。 
この 立体 視 は 電子 工学 の 最 先端 技術 を 利用 し て 実現 し て いま す の で 、 以 下 の よ うな いろ いろ な メリ 
ツ ト が あげ られ ます 。 


フルカラー の 電 立 体 父 が 可能 

e モニ マー が 可能 

e 録 田 再生 が 可能 

@ 高 信頼 性 、 安 全 性 

e 誰 で も 立体 視 が 可能 

e 経済 的 な は シス テム が 実現 

e 専門 的 知識 が 不要 
ご の よう な お 電子 立体 僚 の メリ リツ ト を いか し 幅広 < 使用 で きま す 。 
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2 . 製品 構成 


パッ キン グ ケ ー ス ガ ら 取り 出す と き 、 立 体 ボ ー ド 、 立 体 ス コー プ 、 立 体 作画 ソフ ト の 他 つ ぎの 同 梱 
物 が そろ つて いる こと を 確認 し て ぐだ さい 。 


立体 ボー ド 四 


立体 スコ ー プ (サイ ドウ イシ グ 付 ) 
延長 コー ド 


りつ だ い 
立体 作画 ソフ ト い 立 内 歓 
5 ら イ ンチ デイ スク 2 枚 


躍 RGB ケー ブル E 画 llw ニ ーーーーー eiW 議 


ビデ オケ ゲー ブル Im 一 ーーーーーーー ア ーーーーーーーーーーmmr |ー 


多 み メダ ぽ 
取扱 説明 書 


・ 保 証書 / / は タ あ な メー タダ 
・ ず お 客 様 ご 相談 窓口 と / で ーー 


一 覧 表 
・ 操 作 表 示 ラ ベル 


と "テカ と ど テ ゴ 入 力 要 ま 邦 析 入力 7/7 パ カラー 聞 
・ カ / テ ス フ ー プ 少 カ 科 


ご 注意 | 梱包 箱 、 梱 包 材 お よび 導電 性 袋 は 大 切 に 保管 し て ぐだ さい 。 
故障 の 場合 な どの 再 輸送 時 に みな ら ず 使用 し て ぐだ さい 。 
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3 . 設置 と 各部 の 名 称 ・ 機 能 


|3 一 1| 設置 ・ 使 用 上 の 注意 事項 | 


立体 ボー ド 


e 本 ボー ド を 装着 する 場合 は 、、 ガ なら ず コ ン ピ ユ ー タ 本 体 の 電源 を OFF( 切 ) に し て くだ さい 。 


@ 本 ボー ド を 回 路 変更 し だ 場合 の トラ ブル に 関し て は 、 メ ー カ ー と し て は 一 切 の 責任 を 負い か ね 
ます 。 


e 本 ボー ド を 保存 する 場合 は 、 静 電 破 壊 防止 の 導電 性 袋 に 入れ て 静電気 か ら 保護 し て ぐだ さい 。 
e 本 ボー ド の プラ ブ に は 、 所 定 の 信号 以外 の 入力 や 機器 の 接続 は し な いで くだ さい 。 
な お 、 特 に 下記 の よう お 場所 に 本 機 を 放置 し な いで ぐだ さい 。 
e 混 気 の 多い 場所 
e 下山 日 光 の あ だ る 場 所 
e ホコ リ の 多い 場所 
@ 温度 が 非常 に 高い 場所 低い 場所 
@ 振動 が 激 し い 場 所 


立体 スコ ー プ 


@ イス や ソフ ァ アー の 上 へ 置 ひ な な いで ぐだ さい 。 本 機 の 上 に 座 つ を と き な ど に 大 き な 力 が 加わ り 、 
特に ガラ ス で で き て いる 液晶 シヤ ツタ ダー が 割れ る こと が あり ます 。 


e 本 機 は 、 精 密 部 品 で 構成 これ て いま す の で 、 落 と し だ り 、 ぶつ けた だり し な いで こぐ ださい 。 特に 
ガラ ス で で き て いる 液晶 シヤ ツタ ー が 割れ る こと が あり ます 。 


e 林 機 を 装着 し だ 状態 で 走り まわ る な ど 、 遊 ば な いで くだ さい 。 ぶ つけ だ りす る と 危険 で す 。 

@ 万 一 液晶 シヤ ツタ ー が 破損 し だ 場合 、 液 別に さわ ら ざ お 買い 上 げ の 販売 店 に お 申し 出 こ だ さい 。 

e 直射 日 光 の 当る 場所 、 暖 房 器 具 の 近く な ど や 、 ホ コリ や 湿気 の 多い 場所 、 高 混 や 低 混 に な る 場 
所 で の 使用 ・ 保 管 は さけ て こぐ ださい 。 改 障 の 原因 に な り ま す 。 

@ 本 機 を 分 解 し な いで ぐだ さい 。 


e お 入れ は 、 揮 発 性 (バン ジン 、 シ ン ナ ー) を さけ 、 (ネル な ど ) 柔 ら か い 布 で 軽 こ ふき 取 つ て ご 
だ さい 。 活 れ が ひど いと き は 水 で うす め た だ 中 性 洗剤 に ひたし だ た 布 を よく 絞 つ て ふき 取り 、 乾 い 
だ 布 で 仕上 ぽ て こ だ さい 。 


3 一 2| 各部 の 名 称 ・ 機 能 


立体 ポ ボード 


| プ O0 ス ロッ トコ ネ ク タ 


Y 


ーーー | MOB 時 メス イッテ 
カメ ラ ・ 右 端子 スコ ー プ 出力 端子 


ビデ オ 入 力 プ カメ ラ ・ 左 端子 ⑳⑲ 垂 直 同 期 入力 端子 
名 称 機能 
⑩ ビデ ナオ 出力 端 子 ・ ビ デオ や モニ ター テレ ビ の 映像 入力 (ビデ オ 入 力 ) 端 子 に 
接続 し 立体 録画 や 立体 表示 が 楽し め ま す 。 
@ カメ ラ ・ 右 端子 ・ 立 体 撮影 時 に 右 眼 用 の ビデ オカ メラ の 映像 を 入力 し ます 。 


⑥ ビデ オ 入 力 / カ メラ ・ を 端 ・ 立体 撮影 時 に 録画 し を ビデ オ ソ フト や 他 の 立体 編集 され 
だ ビデ オ の 映像 を 入力 し ます 。 ま た だ 、 立 体 撮影 時 に を 眼 
用 の ビデ オカ メラ の 映像 を 入力 し ます 。 この 端 隔 は ビデ 
オ 入 力 と カメ ラ ・ を 入力 の 兼用 に な つて いま す 。 

モー ド 切 換え スイ ツチ に よ つ て 、 ビ デオ 入力 まだ は カメ 
ラ ・ を 入力 の 機能 選択 が 行なわ れ ま す 。 


の 悼 直 同期 入力 端 地 ・ 同 梱 さ ぎれ て いる 中 継 RGB ケ ー ブ ル の RCA ピ ンプ ラグ 
を 接続 し ます 。 

⑥ スコ ー プ 出力 端 ・ 同 梱 の 立体 スコ ー プ を 接続 する 端 了 で す 。 
お 知ら せ 


市 販 の 拡張 プラ ブ ア ダ プ タ ( ス テレ オミ ニ プ ラ ブタ イプ ) 
を 使用 する こと に より 2 双 ま で 接続 で きま す 。 


省 。 衝 機能 
⑥ モー ド お よび 左右 切換 スイ | ・ モ ー ド 切 損 ( ロ ー タ リー スイ ツチ ) 
4 1 mm コン ピュ ユー タマ で 立体 プラ フィ ックス な ど を 楽 
し お 時 に 使用 し ます 。 
MT 肌 の mw ビデ オ 入 力 に より の 立体 映像 を 楽し お 時 に 使 
| 用 し ます 。 
> 入 メ ラ … ビデ オカ メラ を 使用 し て の 立体 撮影 時 に 使 
用 し ます 。 
・ を 右 切 換 ( プ ッシュ スイ ツチ ) 
* Em か いつ 通常 は この 状態 で ご 使用 こ だ さ い 。 
・ 逆 (時)…… ビデ オ な ご どの 機器 を 接続 し て 立体 編集 され 
だ 映像 を 再生 する 場合 、 左 右 の 映像 が 逆 の 
合 が ありま す 。 ま た だ 、 立体 プラ フィ ッ フ 
ス の を 右 を 逆 に 作成 し て し まつ だ 場合 な ど 
ご の スイ ツチ を 押し て いた だ きま すこ と 正常 
な お 立体 映 人 こ と し て 見 る こと が で きま す 。 
モー ド 切 換 左 右 切換 スイ ッ チ 
モー ド 切 換 左右 切換 
回 す と モー ド ^X! VTR カメ ラ 斉 下 国 芝 
切換 、 
切換 と な り 
ます 。 
ご 注意 | 押す た びに 正 逆 と な り ま す 。 
9 |「 〇 スロ ッ ツ ト コ ネ ク フタ ・ コンビ ピ ユー 本 体 !|/ 〇 スロ ツ ト 、 ま だ は 拡張 |/ 〇 ボッ フス 
の |/ 〇 スロ ツ ト 接 続 用 
お 知ら せ 


@ 立体 ボー ド の 左右 切換 スイ ッ チ に つい て 


立体 ポ ボード に は 立体 スコ ー プ の 液晶 シヤ ツタ ー の 開 開 を 逆 に で きる 左右 切換 スイ ツチ が つい て いま 
すず 。 

本 来 は 左 眼 用 と 右 眼 用 に 映 さ れ だ 映像 あめ あるいは コン ピュ ユー タダ 用 に 作成 され だ 立体 グラ フイ ッ ツク フス な 
ど ご は 、 を を 右 を 逆転 さき せる こと に よ つ て 、 遠 近 が 逆 ご な つて し まい ます 。 ご の 現象 は 逆転 ステ レオ 
(OSeudo stereo) と 呼ば れ て お り 、 日 常 で は 考え られ な いよ うな お 立体 映像 や 立 林 グラ フィ ッ フ ス 
を 見 る こと が で きま す 。 

ご の よう に 、 を を 大 切換 スイ ツチ は 通常 ご 使用 いた だ ご 時 は 秒 ず 正 (=) の 状態 、 す な わ ち 押し た 状態 
に し て お きま す が 、 左 右 切 換 ス イツ チ を 逆 ( 還 ) に する こと に よっ つて も 、 い ろ い ろ な 用 途 が びあ り ま す 。 
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@ 様 種 構成 に つい て 
本 セツ ト を 下記 コン ピュ ユー タイ で 使用 する 場合 は 、 下記 の 表 の よう お 機種 構成 で ご 使用 くだ さい 。 


シヨ ン | 2 に R 本 0 5 た = フ D- ヲ ィ ス 2 画 は 6 
オプ ショ ヨン | 5 フィ ツ 2RAMR- ド | 抜 届 0 ポート 拓 /O ポ ックス 152 お 7022| マス 立体 作画 ソフ ト 立 能 歓 


ヨ 引 一 逐 SR SE MERVBHB3 CZ CZ-8NMI( は | キー ボー ド 版 (X1 用 ) [2 孤 X1hDO) 


ーー () 加 ーー 94 


X1 
CZ-800C e り ワ 


0 ー ー O 9 | 


⑥) 


@ 
CZ-801C ペ 


詞 ⑯) 3 ※ 


(⑥) 


1D 
CZ-802C 


X1Cs |※ 


CZ-803C 


X1C ※ 


K 
CZ-804C 


| 

| 
5 | 人 Q | 

| 
@⑥ | @ 


3 


F Model 10 ※ 
CZ-811C 


| 
| 
| 
O 
| 
(9) 
※ 


X1F Mooel 20 ー 
CZ-812O 


X1G Model 10 
CZ-820C 


| 
O ひ 
X 


| 
O 

| 
(@) 
※ 


X1G Model 30 _- ※ 
CZ-822C 


X1turbo Model 10 ※ 
CZ-850C 


X1turbo Model 20 
CZ-851C 


| 

| 

| 

| 
@1@1@ 

※ 


X41turbo Model 30 6 O 
CZ-852C 


X1turDboII _- と 
CZ-856C 


X41turDo 隊 
CZ-870C コ 


| 
| 
@1@1I@I@ 
(@ 


間 6Z-8806 ー ー 9 (本 体 同 梱 ) 


O 印 : 秒 要 @⑥ 印 : 使用 で きま す 。 
X 印 : 使用 で きま せん 。 


※ 別 売 の GS-232C マ ウス ボー ド (CZ-BBM2) で は 
マウ ス 版 は ご 使用 に な れ ま せん 。 


ご 注意 
@ 本 機 は 、CZ-862C(X1turDo Model 40) で は ご 使用 に な れ ま せん 。 
e マウ ス は 、XX1tUrDO 用 の 立体 作画 ソフ トド 立 剛 歓 / を ご 使用 の こき に め 要 と な り ま す 。 


マウ ス は CZ-8NM 1( 別 売 の マウ スハ) 以外 に 嬉 楽 画 ター ボ CZ-114SF( マ ウス 付 ) も ご 使用 に な れ 
ます 。 まだ 、X1 turDoZ で 、 同 梱 の ツマ ウス も ご 使用 い を だ だけ ます 。 


eCZ-850CCX1tUrDo_ Model10) で 同 梱 の 立体 作画 ソフ ト ヾ 立 内 歓 を ご 使用 に な る 場合 は 、X 
1 用 の 立体 作画 ソフ ト を ご 使用 こ だ さ い 。 
立体 エア チェ ッ フ ツー ル は 、X1tUrDO 用 が ご 使用 に な れ ま す 。 


| 立体 スコ ー プ | 


ヘッ ドバンド ラバ ー 
ヘッ ドバンド 


ヘッ ドバンド 調整 部 


@ 液 晶 シ ャ ッ タ ー 1 -@ リ ー ド 線 


@ 液晶 保護 フィ ルター 
⑥ 延長 コー ド ( 4 n) 


サイ ドウ イン グ 


名 称 ' 機能 

⑩ ヘッ ドバンド ・ 頭 部 の 径 、 約 52cm 約 61om ま で 調整 で きる バン ド で すき 。 

@ 液晶 シャ ッ タ ー ・1/60 秒 ご と に 開閉 する 、 高 速 液晶 シヤッター で す 。 

@ 液 遇 保護 フィ ル マ ー ・ 液 晶 シ ャ ッ ツマ ー を 保護 し 、 ま だ 余分 な 光 を カツ ト し ます 。 

ゆ フレ ー ム | 

⑥ サイ ドウ イィ ング ・ 両側 か ら の 光 を さえ ぎり 、 映像 を 見 や すこ し ます 。 不要 
な と き は 、 は ず し て お いて ご ださい 。 

⑱ ヘッ ドバンド ラバ ー ・ 豆 部 と の 当たり を や わら げ 、 ま た だ 、 頭 部 この ズレ を 防ぎ 
ます 。 

の へ ヘ ツ ドバンド 調整 部 ・ こ の 部 分 を スラ イド させ る こと で 、 ヘ ツ ド バン ド の 径 を 
調整 する こと が で きま す 。 

⑥ リー ド 線 ・ 普通 お 使い じ に な る と き は 、 延長 コー ド と 接続 し て ご 使用 
こ だ さ い 。 

@ 延長 コー ド | ・ 長 さ が 4m の 延長 コー ド で す 。 


(立体 スコ ー プ の 使用 方 法 ) 


手順 | 1. 付属 の 延長 コー ド の ジャ ッ フ と リー ド 線 の プラ グ を 接続 し て ぐだ さい 。 
(不要 の と き は 、 延 長 し な ぐ て も 使用 で きま す 。) 


2. ⑥ 延 長 コ ー ド の プラ グ 、 ま だ は 、 リー ド 線 の プラ グ を 立体 ボー ド の 立体 スコ 
ー プ 接続 端子 へ 差し 込み ます 。 


3. ヘソ ツ ド バン ド を 頭 の 大 き さ に 合わ せ 調 整 し て ぐだ さい 。 


イ . 後 亡 に 光 が あ る と き は 、 付 属 の サイ ドウ イン グ を ⑳ フ レー ム へ の サイ ド 部 に 取 
り 付 け て ぐだ さい 。 (不要 の と き は 、 取 り 付 け な ぐ て も 使用 で きま す 。) 


5. 立体 スコ ー プ を @ 液 晶 シ ヤツ マー 部 が 目 の 正面 に こる よう に か ガ ぶ り 、 立 体 映像 を 
お 楽し みく だ さい 。 


お 知ら せ 

@ 立体 スコ ー プ の 増設 方 法 に つい て 

立体 ボー ド に は 立体 スコ ー プ の 接続 用 端子 が 1 つつ 用意 され て いま す 。 立体 スコ ー プ を 2 つ 取 り 付 け 
て 立体 映像 を お 楽し み に な る に は 、 市 販 品 の ステ レオ ミニ プラ グ 付 ヘッド ホン が 2 つつ 同時 に 使用 で 


きる アダ プター が 和 め 要 に な り ま す 。 プラ ブ ア ダ プター ある い は へ ヘ ツ ド ホ ンコ ー ド 等 と 呼ば れ て いま 
す 。 例 えば 


AI2 プ ミー プラッ バ ーー ステ レス ニー ラク ツメ だ 


な ど と 表示 され て いる も の が 秘 要 で す 。 

立体 スコ ー プ は VHD ビ デオ ディ スン 用 と し て 立体 スコ ー プ (VO-U41) ガ 販売 され て いま す 。 だ だ 

し 、 パ ソコ ン 立 体 映像 セツ ト に 同 梱 され て いる 立体 スコ ー プ (※) と 若干 の 仕様 の 違い が あり ます 。 

※ パ ソコ ン 立 体 映像 セツ ト に 同 棚 き され て いる 立体 スコ ー プ は 液晶 保護 フィ ルター に 明る いも の を 使 
用 し て いま す 。 


ステ レオ 
ミニ ジャ ッ ク X2 


立体 スコ ー プ 立体 スコ ー プ 


立体 スコ ー プ の 増設 方 法 
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3 一 3| 使用 方 法 と 接続 例 ] 


@ 立 体 ボ ー ド の セッ ティ ング 方 法 


本 ボー ド は 拡張 /O 〇 ポート ま だ た は 拡張 / 〇 ボッ フス に 装着 し て 使用 し ます 。 セ ッ ツテ ィ ング 方 法 は コン 
ピコ ユー ツタ 本 体 の "取扱 説明 書 』 の 「 オ プシ ョ ン デ バイ ス の セッ ツテ ィング 方 法 」 を ご 覧 くだ さい 。 な お 、 
ボー ド を セツ ティ ング し だ 後に 付属 の 『 操 作 表示 ラベ ル 』 を 下図 の よう に 取り 付け て くだ さい 。 
誤操作 防止 の お 役に立ち ます 。 


し 


⑯ 
ーー 一 操作 表示 ラベ ル 
ビデ オ 出 力 ビデ オ 入 力 垂直 同期 入力 X| VTR カメ ラ ェ 正 
| 右 ・ カ メラ ・ 左 スコ ー プ 出力 年 送 
! 
1 
| 


トー ラベ ル の 端 を ネジ の 中 心 
に 合わ せる と 合わ せ や す 
US で し よう 。 


コン ピュ ー タ 後面 ・/O ス ロッ ト 部 


| ご 注意] wCZ-800C、 802C、 803C、 804C の |!/O ス ロッ ト 3 に は 、 装 着 し な いで こ だ さ い 。 


e 本 ボー に の セツ ティ ング 時 に は 、 秒 ざ ず 左 右 切 拠 ス イツ チ を 正 ( 呈 ) の 状態 (押し た 状 
態 )/ じ し て ぐだ さい 。 
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4 . 立体 映像 セッ ト の 活用 


4 一 1| 立体 作画 ソフ ト で 立体 グラ フィ ックス を 作る 方 法 | 


下記 の 接続 に より 同 机 の 立体 作画 ソ フト ^ 立 骨 歓 * を 実行 させ る ご と が で きま す 。 操作 方法 に つい て 
は 、 本 取扱 説明 書 の | 立体 作画 ソフ ト の 説明 | を ご 参照 くだ さい 。 


(接続 例 ) 


ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-855D) 


パーソ ナル 
コン ピュー タ (CZ-856C) 


中 継 RGB ケ ー ブ ル 
( 同 梱 品 ) 


ご 注意 | 本 ポ ボード の セツ ティ ング 時 に は 、 秒 ざ 左 右 切 拠 ス イツ チ を 正 (=) の 状態 (押し た 状態 ) 
に し て < だ きい M 
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4 一 2|| プロ グラ ミン グ に よる 立体 グラ フィ ックス の 見 方 ・ 作 り 方 


下記 の 接続 に より 、 コ ンピュータ で プロ グラ ハム を 作成 し て 立体 プラ フィ ックス を 表示 させ る こと が 
で きま す 。 
プロ グラ ム の 作成 方 法 に つい て は 、 本 取扱 説明 書 の | 立体 作画 ソフ ト の 説明 | を ご 参照 くだ さい 。 


(接続 例 ) 


ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-855D) 


ビデ オカ ッ ト 
ケー ブル 


X1 VTRH カメ ラ 


デパ パーソナル 
コン ピュ ー タ (Cz-856C) 
ーー 


中 継 RGB ケ ー ブ ル 


1 = と 
2 ETTTT | HH ( 同 梱 品 ) 
本 才 切換 は FrrrrrtrTTrTtttT 1HTT1 PU SR 
= ( 正 ) に し て L-TTTTTTTLTLTLTTU 1 は | 
ml 中 時 四 


くだ さい 。 


ご 注意 | 本 ボー ド の セツ ティ ング 時 に は 、 め ざ 左 右 切換 スイ ツチ を 正 (=) の 状態 (押し だ 状態) 
に し て こ だ さ い 。 


|4 一 3| 立体 ビデ オ の 撮影 回 ERI 


下記 の 接続 に より 立体 撮影 ガ ヴ で きま す 。 
この 場合 、 右 眼 用 、 左 眼 用 カメ ラ は 互い に 同期 が これ る (GENLOCK 可 能 な も の ) カ メラ を 用 い 同 
期 を と つて くだ さい 。 


お 知ら せ 


この よう に し て 撮影 し だ 録画 テ ー プ は 、 VHD ビ デオ ディ スン 用 立体 アダ プター(VO-U40) に 再生 
信号 を 入力 し て も 立体 ビデ オ を 見 る こと が で きま す 。 


(接続 例 ) 


映像 入力 


映像 出力 


ディ スプ レイ テレ ビ 
(CZ-855D) 


映像 入力 


ピ デ オ カッ ト 
ケー プル 


X| VTR カメ ラ 


| ・ カ メラ モー ド に 
| し て くだ さい 


中 継 RGB ケ ー ブ ル 


右 眼 用 カメ ラ 


し っ 左 眼 用 カメ ラ 
GENLOCK 覚え ヨー ブ 
N ステ レオ 雲 台 


ご 注意 GENLOCK( 外 部 同期 ) が 可能 な ビデ オカ メラ は 、 業 務 用 の も の が ほとん ご ど で す 。 
ホー ム 用 の ビデ オカ メラ や ピ デ オ ーー 体型 カ メラ の 多く は GENLOCK( 條 部 同期 ) が 
で きず ざ 、 ご 使用 に な れ ま せん 。 
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ご 注意 ビデ オカ メラ を 2 台 用 いて 立体 撮影 する 場合 つぎ の こと に 注意 し て 行なう と 
よい で し よう 。 


e 上下 の ズレ を な ぐす 
左右 の カメ ラ の 上 下位 置 が 一 致し な いと 見 に ぐい 画面 た な り ま す 。 


ーー 右 眼 映像 
mc 左 眼 映像 


この 場合 、 左 右 い ずれ の カメ ラ の 高 さ を 調整 し ます 。 


e 左右 の 像 の 大 き さ を 同じ に する 
ズー ム 比 に より 左右 の 像 の 大 き さ が 異な る と 見 に こく な つた だり の 立体 に 見 えな い 場 合 が あり ます の 


で 大 き さ を 合わ せま す 。 


e 左右 の 像 の 明る さ を 同 じ に する 
アイ リス や 映像 レベ ル が 異な る と ちら つい だ 画面 と な り ま す の で 、 同 じ に な る よう に 絞り を 調整 
し ます 。 


e ホワ イト バラ ンス 、 色 あい 、 色 レベ ル 等 左右 の カメ ラ 間 の 差 が で きる だ け 少 な べ な る よう に 調整 
し ます 。 


撮影 例 


e この 撮影 倒 の 場合 日 は 画面 上 に 見 え A は 奥 
0 に 見 えま す 。 ま た だ 、 〇 は 画面 か ら と び だ し レ 
て 見 えま す 。 
置 e 左右 の カメ ラ の 光二 の 交点 を 視点 と し ます 
と その 点 よ り 前 が と び 出 し て 見 え 、 後 が 奥 
交 崩 に 見 えま す 。 
e ステ レオ ベー ス を 広げ 過ぎ ます と 視点 の 前 
後 が 見 に ここ な り ま す の で 注意 し て こ だ さ 
Mb 


ズ ネス デ レオ ペー ズ 
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|4 一 4| ビデ オカ セッ トレ コー ダ に よる 立体 映像 の 再生 


下記 の 接続 に より ビデ オ で 立体 編集 され だ 立体 映像 を 見 る こと が で きま す 。 
この と き 名 眼 用 、 を を 眼 用 の 映像 が 逆 に 編集 ぎれ て いる と 正常 に 見 えな い 場 合 が あり ます の で その と 
き は を 右 切 換 ス イツ チ を 逆 (時 ) に する こと に より の 正常 お 立体 映像 を 見 る こと が で きま す 。 


(接続 例 ) 


デイ スズ グ レイ グレ だ 
(CZ-855D) 


ビデ ダッ ト 
ケー プル 


X | VTR カメ ラ 


⑤ 


・VTR モー ド に 

し 左右 切換 は 
一 ( 正 ) に し て 
くだ さい 


中 継 RGB ケ ー ブ ル 


| ご 注意 | 特殊 再生 時 (静止 、 サ ー チ 、 ス ロー 等 ) は 立体 に 見 えな い 場合 びあ り ま す 。 
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|4 一 5 | テレ ビ か ら 立 体 映像 を 取り 込む 方 法 (立体 エア チェ ッ ク ) | 


下記 の 接続 に より 立体 静止 画像 を 取り 込む こと が で きま す 。 具体 的 な 操作 方法 は 、「 立体 作画 ソフ ト 
の 説明 」 の 中 の 「 立 体 エ ヤシ チエ ッ フ ソフ ト の 使い 方 」 の 頂 を ご 参照 くだ さい 。 
(スー パー イン ポーズ モー ド で ご 使用 に な る 場合 は 、VTR モ ー ド で も 使用 可能 で す 。) 


(接続 例 ) 


家 オ デイ ズ ジ グ 
テレ ビ 放 送 ビデ オカ メラ (| 台 使 用 ) 


NN ビデ オ な ど 


ー 


NT 


人 に 
ーー ディ スプ レイ テレ ビ 
(CZ-855D) 
トー l 


デ ロ ww パ | 
入力 


GZ:8BVI ま た 信 
CZ- 8 BV 2 


(X | turboZ の 場合 ) 


1_  _ 昌 還 


立 体 ス コー プ 


X1 VTR カメ ラ 


| ご 注意 ) X1turDoZ(CZ-880C) で ご 使用 の 場合 は 、 コン ピュ ー タ 本 体 の テロ ッ パ 入力 へ も ビ 
デズ 信号 を 入力 し て くだ さい 。 な お 、 次 買 に X1 turDoZ の 接続 倒 を 示し て お り ま す 。 
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お 知ら せ | 立体 エア チェ ッ ク に つい て 


立体 エア チエ ッ ク と は 、 テ レビ 放送 や ビデ オ の 入力 を 利用 し て 立体 の 静止 画像 を 作る 
SW 店 

通常 の テレ ビ 放 送 や め 、 ビ デオ の 映像 な ど を 時 間 間 隔 を あけ て 2 グ 枚 の 静止 画 こ し て 取り 
込み ます 。 

映像 の 内 容 に よ つ て 、 ら ぢ 枚 の 映像 が 両 眼 視差 に 相当 する 情報 を 含ん で いま す と 、 す ば 
らし い 立 体 の 静止 映像 が 得 ら れ ま す 。 

これ が 、 立体 エア チェ ッ ク で す 。 

芝 林 エア チエ w ツ は 、 パソ コン シテ レビ ※1 /※X1iturBpo ジ リー ズ 、 カ ラー イメ ー ジ ポ 
ー ド を 使っ つて 、 今 まで に な い 機 能 を 実現 し て いま す 。 

本 パソ コン 立体 映像 セツ ト に は 、 立体 エア チエ ツク 用 の ツー ル が 同 柚 さ れ て いま す 。 
立体 エア チエ ッ ク ツ ー ル の 使用 方 法 に つい て は 、 | 立体 作画 ソフ ト の 説明 | で くわ し く 述 べ 


で CN まみ 
(X1 turboZ の 接続 例 ) 
た ビデ オデ ィ ス ク 
全 放 尼 ビデ オカ メラ (| 台 使用 ) 
ビデ オ な ど 


ン ANT 回 
"% 導 ーー ティ スプ レイ テレ ビ 
(CZ-600D) 
し | 映像 入力 映像 出力 


立体 スコ ー フ 


X1 VTR カメ ラ 。X1 モー ド に し | 


左右 切換 は 
=ー ( 正 ) に し て 
くだ さい 
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|4 一 6|| ビデ オム ー ビ ー を 利用 し た 立体 静止 画 の 撮り 方 


ビデ オム ー ビ ー で 撮影 を 行 な つ だ 後 、 下 記 の 接続 に より 再生 画面 ら 立体 静止 画像 を 取り 込ん で 立 
体 エ ア チ エ ッ ツク が で きま す 。 


操作 万 法 に つい て は 、[ 立体 作画 ソフ ト の 説明 | の 中 の 「 立体 エア チエ ッ ツク ソフ ト の 使い 方 」 の 項 を ご 参照 
ぐだ さい 。 


(接続 例 ) 

ディ スプ レイ テレ ビ 

(CZ-855D) 
2 還 ーー ビデ オ 入 力 
和 カ 計 2 


5 ブリッジ 出力 


CZ-8BV1 ま た は 
CZ-8BV2 


立体 ボー ド 


立体 スコ ー プ 


X1 VTR カメ ラ ・X1 モ ー ド に し 


左右 切換 は 
呈 ( 正 ) に し て 
くだ さい 


| 己 注意 | X1turDoZ(CZ-880C) で ご 使用 の 場合 は 、、 コ ンピュータ 本 体 の テ チロ ッ / 0 へ も ビ 
デオ 信号 を 入力 し て て だ さい 。 
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お 知ら せ 


< く ムー ビー の 撮影 方 法 に つい て > 


立体 エア チエ ッ ク 用 の ムー ビー の 撮影 は 一 般 の ビデ オ 撮 影 の 基本 操作 を 利用 し ます 。 カ メラ を 秘 動 
し て 撮影 行なう こと に より あたかも 2 双 の カメ ラ で 撮影 し と よう な 両 眼 視差 の 映像 情報 が つぎ つ 
ぎ と 得 ら れ ま す 。 し だ が つて 、 こ の カメ ラ の 移動 ザ ボ ポイ ント と な り ま す 。 


e カメ ラ を 水平 移動 し て 撮る 方 法 
ご れ は カメ ラ を 撮り た だい 方 向 に 向け 、 そ の まま 横 に 移動 し な が ら 撮 影 し ます 。 


ポイ ント 


e カメ ラ を で きる だ け 上 下 ・ を 右 に 振ら な いで 、 ゆ つぐ のり 移 動 し て ぐだ さい 。 

e カメ ラ 用 の ドー リー( 秘 動車) を 使う と 便利 で す 。( 車 の つい た 折り だ だ み 式 の 三脚 の 双 が ドー リ 
ー と し て 市 販 さ れ て いま す 。) 

e 車 で 移 動 し な が ら 窓 か ら 撮影 し て も よい で し よう 。〈 近 景 が びあ る 場合 は 、 ス ピー ド を 遅 ぐ し ます 。) 
カメ ラ は 進行 方 向 に 対し て 直角 に 外 へ 向け 、 同 一 方 向 へ 移動 し な が ら 撮り ます 。 


手押し 車 を 使っ て の (と ⑧ の 画面 を 立 

水平 移動 体 エ アチェ ッ ク で 

es 見 る と 近 景 と 遠景 

移動 方 向 が 区 別 さ れ て 立体 
(この 逆 で も よい ) 


視 が で きま す 。 
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@ 被写体 を 見 な が ら 移動 し て 撮る 方 法 
ファ イン ダー の 中 に 被写体 を と ちら え て 、 常 に カメ ラ を 向け な が ら 秘 動 し 、 渦 (な ) め る よう に 撮影 
し ます 。 


ポイ ント 
@ 被写体 の ある 一 点 を 常に フラ イン ダー の 同じ 位置 に 見 る よう に し ます 。 


@ 被写体 を 移動 する 記法 
人 形 や 展示 物 な ど で 回 転 で きる も の を 撮影 する 場合 、 カ メラ を 固定 し 被写体 を ゆめ つく り 回 転 、 
まだ は 平行 移動 し な が ら 撮 影 す る と 立体 エア チェ ッ ク に 適し た 画像 が 得 ら れ ま す 。 


回 転 平行 移動 


4 


立体 ビデ オ に 立体 スー パー を 入れ る 方 法 


立体 映 條 に テロ ッ プ を スー パー イン ポ ボーズ す る 場合 は 、 パ ー ソ ナル テロ ツ パ や 内 蔵 テ ロッツ パ 〈X 1 
tuUrTDo シ リー ズ ) を 使用 し ます 。 


1 . パー ソナ ル テ ロ ッ パ を 使用 し た 場合 
下記 の 接続 に より 立体 映像 に 立体 テロ ツ プ を 重ね 表示 する こと が で きま す 。 立 体 テ ロッツ プ 時 の 具体 
的 操作 方 法 に つい て は 、 本 取扱 説明 書 の | 立体 作画 ソフ ト の 説明 | を ご 参照 くだ さい 。 


(接続 例 ) モニ ター 


デズ プレ イチ テ ャ ビ - 
(CZ-855D) 映像 出力 | 較 
= 


映像 出力 


映像 入力 


中 継 RGB ケ ー ブ ル 
VIDEO VIDEO 
IN 3 OUT 


| 
ail ss 


パー ソナ ル テ ロ ッ パ (GZ-8DT2) 


X| VTR カメ ラ 


・VTR ま た は X 1 モー ド に し 
左右 切換 は =( 正 ) に し て 
くだ さい 


立体 映像 入力 


ご 注意 | パー ソナ ル テ ロ ッ パ と し て CZ-8DT (デジ タル テロ ッ ツ パ ) を ご 使用 の 場合 は 、 テ ロッ 
パパ 出力 映像 の 左右 が 逆 に な る こと が あり ます 。 ご の 場合 、 次 の 方 法 で ご 使用 くだ さい 。 


@ 立体 映像 入力 時 は 、 を 右 逆 の テロ ッ プ を 入れ 、 和 鑑賞 時 に 左右 切 換 ス イツ チ を 逆 ( 量 ) 
に し て ぐだ さい 。 
@ 立体 カメ ラ に よる 入力 時 は 、 カ メラ の 左右 を 逆 に し 本 ボー ド に 入力 し て ぐだ さい 。 
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2 . 内 蔵 テ ロッ パ を 使用 し た 場合 (X1turbo シ リー ズ ) 


下記 の 接続 に より 立体 映像 に 立体 テロ ツ プ を 重ね 表示 する こと が で きま す 。 立体 テロ ッ プ 時 の 具体 
的 操作 方 法 に つい て は 本 取扱 説明 書 の | 立体 作画 ソフ ト の 説明 | を ご 参照 くだ さい 。 

な お 、 ス ー パ ー イ ン ボ ポー ズ の と き 、 モ ー ド スイ ツチ は V T R モ ー ド まだ は カメ ラモー ド で も ご 使用 
で きま す 。 


(接続 例 ) 


デイ 記 ピ ライ デレ ビビ 
(CZ-855D) - 


- ー | 可 
に = 区 デオ カッ ト 
ーー ー 回 | ケー ブル 
と 3 
て 0 スロ ッ ト へ 
ーー=ー ビ デブ 。 中 継 RGB 
還 記 陸 = ケー ブル 


映像 出力 。 
ーーーー ヘ ーーーー プ 
TELOPPER 
入出 カ 


立体 映像 入力 XI VTR カメ ラ 


X | モー ド に し 左右 切 
換 は = ( 正 ) に し て くだ 
さ し 


| ご 注意 ] カメ ラモー ド で ご 使用 の 場合 は 、 立 体 映像 入力 の か わり に カメ ラ 右 お よび カメ ラ 棋 に 
カメ ラ を 接続 し て くだ さい 。 
(カメ ラ の 接続 は 、[ 立 床 ビ デオ の 撮影 | の 頂 を ご 参照 くだ さい 。) 
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5 . 故障 と お 考え に な る 前 に 


故障 と 思 つ て すぐ に アフ ター サー ビス を お 申し レ し つけ に な る 前 に も う 一 度 、 次 の ポイ ント を チエ ッ 


し て こく だ さい 。 

症 状 原 因 負 理 
立体 スコ ー プ を 通し て | ・ 立 体 ポ ボー ド は レ つ カ | ・|!/O ス ロッ ト に レ つ かり 装着 し て くだ 
見 て も 立体 に 見 えな い | の と コン ピュ ー タ の | さい 。(2 カ 所 の ピス 止め を 確実 行 な 

I/O ス ロッ ト に 装着 | つて こく ださい) 
され て いま すか ゃ 
・ ケ ー ブ ル コネ クタ は | ・ 接 続 を 確認 し て こ だ さ い 。 
し レ つ かり と 接続 され 
て いま すか ゃ 
・ モ ー ド スイ ッ ツチ は 正 | ・ 各 モー ド に 合う よう 切換 えて くだ さい 。 
し いで すか ゃ 
・ 左右 切換 スイ ツチ は | ・ 正 し < 見 える よう に 切換 えて くださ い 。 
正しい で すか ゃ 
・ 映像 が ー 重 に 見 えま | ・ 二 重 に 見 えな い 映 勿 は 立体 用 の 映像 で 
すか (スコ ー プ を | は な い の で 貢 体 に 見 えま せん 。 
通さ な いで 見 だ 場合 ) 
立体 撮影 し て も 立体 に | ・ 左 右 の カメ ラ は 同期 | ・ 同 期 を と つて くだ さい 。 
な ら な い 。 が と れ て いま すか マ 
SA ・ 左右 の カメ ラ の 向き | ・ 正 し い 方 向 に 合わ せ て こ だ さい 。 
は 正しい で すか 
・ カ メラ モー ド に な つ | ・ カ メラ モー ド に し て くだ さい 。 
て いま すか カマ 
ビデ オ の 立体 編集 され | ・ 和 を 右 切 拠 スイ ツチ は | ・ を 右 切 損 ス イッ チ を 切換 えて くだ さい 。 
だ 映 依 な の に 立体 に 見 | 正しい で すか 
2 ・ VTR モー ド に な つ | ・VTR モ ー ド に し て くだ さい 。 
て いま すか カマ 


6 . 保証 と アフ ター サー ビス 


届 ア フタ ー サ ービス に つい て 
1 . 故障 まだ は 異常 ガ お 生じ だ と き は 、 使 用 を や め 、 お 買い 求め の 販売 店 も し て は も より の シャ ー 
プ お 客 様 ご 相談 窓口 に ご 連絡 ぐだ さい 。 
本 機 は 精密 機器 で す の で 、 ご 自分 で の 修理 は 避け て こぐ だ さい 。 
故障 の まま お 使い に な つ だ り 、 ご 自分 で の 修理 は 危険 で す 。 


2. ご 転居 、 ご 贈答 品 な ど で 、 お 買い あげ の 販売 店 に 修理 を 依頼 で き な い 場合 は 、 も より の シヤ 
ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


男 保 証 に つい て 
1 . 本 機 に は 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 し て お 渡し いた し ます 
の で 、 内 容 を よ ぐ お 読み い だ だ き 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 
保証 期間 は 、 お 買い 上 げ の 日 ガ ら 1 年 間 で す 。 


ど . 保証 期間 中 、 万 一 故障 し だ 場合 は 保証 書記 載 内 容 に 基づき 、 修 理 い た し ます 。 詳しく は 保 証 
書 を ご 覧 くだ さい 。 


づ . 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 販 売店 に ご 相談 て だ さい 。 修理 に よ つ て 機能 が 維持 で き 
る 場合 は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 修理 いた し ます 。 


立体 ボー ド 


7. 仕 様 


立体 え スコープ 出力 


ゅ 3.5 ス テレ オミ ニ ジ ャ ッ プ X1 12V 以 下 


ビ オ 則 カ 


RCA ピ ンジ ャ ッ ク X1 1VD-D/756 


ビデ オ 入 力 / カ メラ を 入力 


RCA ピ ンジ ャ ッ フ X1 NTSC カ 式 準 拠 


多 凡 ラ 名 みれ 


RCA ビ ンジ ャ ッ フ X1 NTSC 式 準拠 


垂直 同期 入 力 


RCA ビ ピン ジャッ フ X1 TTL レ ベル 負極 性 


モー ド 切 換 を 石切 抽 人 スイ ツチ 


・ モ ー ド 切換 部 一 ロー タリー スイ ツチ (X1、 VTR、 カメ ラ の 3 ポジ ショ ン ) 


・ 左右 切換 部 一 プリ ツ シ ユ スイ ツチ ( 呈 正 、 軒 逆 の 2 ポジ シヨ ン ) 


動 作 温 度 (040(C( コ ン ピ ュ ー 々 本 体内 に 実装 の 場合 ) 
電 源 DC+5V( コ ン ピ ュ ー 々 本体 か ら 受 給 ) 
消 費 電 力 1.75W 
外 形 寸 法 137( 幅 )X139.7( 奥 行 )X13( 高 さ ) (mW 
重 量 480 g 

EE o 

立体 スコ ー フ 
ヘッ ツ ド バン ド 内 周 寸 法 約 52cm 一 約 61cm 


フレ ー ム 内 側 半 法 


幅 約 16.5cm・ 高 さ 約 4.5cm 


液晶 シヤ ツタ ー 部 


液晶 ガラ ス 表 面 法 … 終 3.3cm・ 幅 6.7cn 
導 駆動 電 圧 .………… 12V( 知 形 波 ) 以 下 


リー ド 線 約 80om ぁ 3.5 ス テレ オミ ニ プ ラ グ 付 き 


ー P 延長 コー ド 約 4m ぁ 3.5 ス テレ オミ ニブ ラブ ノン ジャック 付 き 
許 容 周囲 温度 5C40C 

す 法 215( 幅 )X242( 奥 行 )X95( 高 さ ) Cm) 

重 開 180g 


| 立体 作画 ソフ ト の 説明 


第 草 
ご 使用 いた だ く 前 に 


立体 作画 ソフ ト * 立 購 歓 ? の 使用 上 の 注意 事項 


層 体 作画 ソ フト い 冬 胃 歓 / を 正 し こ ご 使用 いただこ だ め に 下記 事項 に つい て ご 注意 こ だ さい 。 
e。 マス マー ディ スク の バッ クア ッ プ コピ ー を 作成 し まし よう 。 


マス マー ディ スク フ は 、 め ざ 予 備 の コピ ー を と り 、 通 常 は コピ ビー し だ た フロッピー ディ スク を 使用 
され る ご こと を お すす めし ます 。 不慮 の 事故 に よ つ て 、 マ スタ ー デ ィ ス ン が 使用 不能 こと な ら な い 
よう 、 安 全 な 場所 に 保管 し て くだ さい 。 


BASIC の マス ター ディ スク の コピ ー (Copy al) と 同様 に 、 以 下 の 手順 で 行 な つ て くだ さ 
い 。 (詳し こく は 、 コン ピュ ユー タ に 付属 の 説明 書か も し こ は 、「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 説明 」 
を ご 参照 くだ さい 。) 


④① コピ ー 用 の ブラ ンク ディ ス を 用 意 し 、 コン ピュ ー タ 付属 の BASIC の マス ター ディ スン ツ 
内 ディ ス フ コ ユー ティ リティ "Format & Copy.Uty" を RUN し ます 。 


② Format 機能 を 選択 し 、 コピ ー 用 の ブラ ンク ディ スク を フォ ー マ ツ ト し ます 。 
③ Copy 引 機能 こよ り 、 ソー ス を 立体 作画 ソフ トマ スタ ダー ディ スク 、 デ ステ ィ ネ ーション 
を ② で フォ ー マ ッ トレ し た コピー 用 ディ スク と し 、 コピ ー し ます 。 
e マウ ス を 使用 する 場合 (X1turDO) 


X1turDbO に て マウ ス を ご 使用 に な る 場合 は 、 羽 ず プロ グラ ム を 起動 させ る 前 に 、 (本 体 に 電 
源 を 入れ る 前 に ) セツ ント し て くだ さい 。 ま だ 、 作 男 中 に マウ ス を 抜き 差し する と 正常 に 動作 し 
な ぐ な り ま す 。 


es モー ドス イッ チ の 設定 
立体 ボー ド 後部 の モー ドス イッ チ を X 1 モー ド に し て くだ さい 。 他 の モー ド で は 、 正 常に 動作 
し ませ ん 。 (だ だ し 、 ビデ オカ メラ か ら の 映像 入力 に 立体 スー パー イン ポー ズ す る 場合 に は 、 カ 
メラ モー ド に し ます 。) 

e X1tUFbo で 作成 し た 画面 を テロ ッ バ を 使っ つて ビデ オ に 録画 され る 場合 


X 1 tuFDo に て 作成 し だ 画面 を テロ ッ パ を 使っ て ビデ オ に 録画 され る 場合 あらかじめ 640 
x200、320x200 ド ツ ト モ ー ド を お 使い くだ さい 。 


お 知ら せ 


立体 作画 ソフ ト / 立 骨 歓 / を 使用 し て 、 テ レビ 放送 や 録画 物 (ビデ オ ソ フト な ど )、 出 
版 物 等 々 か ら 画像 入力 し だ も の は 、 個 人 用 と し て 楽し お な どの ほか は 、 著作 権 上 の 権 
利 者 に 無断 で 使用 で きま せん 。 


立体 ボー ド を サポ ー ト に し た ゲー ム 、 作 画 ソ フト 、 ビジ ネス ソフ ト 、 通信 ソ フト 等 は 、 


ソフ トバ ウス より 発売 巴 定 され て いま す 。 
(だ だ し 、 立 体 ボ ー ド を サポ ー ト し て いる 表示 の ある も の 以外 は 立体 に は 見 えま せん 。) 
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りつ た い が ん 


立体 作画 ソフ ト “ 立 骨 歓 "の 特長 


立体 作画 ソフ ト * 立 鏡 歓 " は 、 立 体 映像 や 立体 グラ フイ ツク ス を ぼ 軽 に ご 使用 いた だ こ だ め の ソフ 
に で す 。 本 ソフ ト の 特長 は 、 次 の と お り で す 。 


@ ア イコ ン ( 絵 文字 ) 選 択 で わか りや すく 操作 も 簡単 

機能 を 図案 化し た アイ コン を 選ぶ 方式 な の で 、 実行 し た い モ ー ド を すぐ に 選択 で きま す 。 マ ウス 
版 で は 、 マ ウス カー ソル を 選び だ い ア イコ ン の 上 に 持つ て いく だ け で 、 ま だ キー ボー ド 版 で は 、 
すべ て の 機能 が ファ ン フ ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いる の で ファ ン フ ショ ン キ ー を 押す だ け で 
機能 を 実行 で きる と いう 簡単 操作 で す 。 


@ 立 体 だ か ら 描き や すい 

今 ま で の よう に 、 わ ずら わし い デ ー 夕 入力 や 複雑 な 計算 プロ グラ ム を 作る こと な ぐ 、 直 接 マ ウ 
ス や キー ボー ド 操 作 で 、 自 由 に 立体 プラ フィ ッ フ ス を 描く こと が で きま す 。 

また だ 、 立 体感 を 由 す た め に 、 遠 近 法 な どの 手法 を 考え な が ら 描 く の で は な ぐ 、 感 覚 的 に 自分 で 
見 だ まま 描い て いけ る と いう 、 立 体 な ら で は の 描き や すさ を 持つ て いま す 。 


@ 立体 エ アチェ ッ ク ツ ー ル に より VTR や カメ ラ 、TV 放 送 か ら も 立体 画像 の 取 込 
み が 可 能 
イメ ー ジ ボー ド 等 画像 入力 装置 を お 持ち の 方 に 、V T R や カメ ラ 、 さ ら に は TV の 放送 が ら 立 体 
画像 を 取り 込ん り で し まう “立体 エア チェック ツー ル '" を 用 意 し まし た 。 こ の ツー ル も すべ て アイ 
コン 選択 方 式 で す の で 簡単 に 操作 で きま す 。 


@ プ リン タ 、 ハ ー ド ディ スク は も ちろ ん テロ ッ パ も サポ ー ト 

白黒 ハー ドコ ピー に 加え 、 カ ラー ハー ドコ ピー (CZ-8PC1 他 |O- ZOO 系 ) も 対応 、 セ ー ブ グ 
ロー ド 機 能 よ 、 デ イィ スク (3、 ら 、8 イ ンチ ) に 2HD、EMM( 外 部 メモ リ )、 バ ハード デイ スク ま 
で サポ ー ト し て いま す の で 、 大 容量 の 画像 デー ツタ で も た ご さん 保存 で きま す 。 

さら に 、 パ ー ソ ナル テロ ッ パ や 内 蔵 テ ロッ パ CX1turDo シ リー ズ ) を 使 つ て 立体 テロ ツ ッ プ を 入れ 
る こと も で きま す の で 、 立体 ビ デオ パッ ツケ ー ジ な ど を 作る こと ガ が 可能 で す 。 

@ フ ァイル コン バー タ を 付属 

他 の グラ フィ ッ フ ツー ル ( 嬉 楽 画 や イメ ー ジ ツー ル ソ フ ト ) で 作成 し 画像 デー ダ を 利用 し て 、 
新しい 立体 プラ フィ ックス を 作る だ め に 、 フ ァイル コン バー タ を 付属 し まし た 。 

も ちろ ん 、 立体 作画 ソフ ト で 作 つ た も の を 嬉 楽 画 や イメ ー ジ ツー ル ソ フ ト 用 の 画像 デー ツタ と する 
こと も で き 、 い ろ い ろ な ソフ ト を 統合 し て 使用 する こと が で きま す 。 


お 知ら せ | 立体 作画 ソフ ト の 用 途 に つい て 


立体 映像 セッ ト 立 崩 歓 ? は 、/ パ ソコ ン と の 組み 合わ せ に より 使用 する 業界 初 の 立体 人 
作成 用 ノ ソフト で す の で 、 い ろ い ろ ね お 分 野 の 多 こ の 万 々 に お 使い いた だ ける よう 、 自在 
な 道具 と し て 作ら れ て お り ま す 。 立体 作画 ツー ル と し て だ け で な こ 、 立体 デザ イン ツ 
ー ル 、 立体 教 育 ツ ー ル 、 立 体 デー タデ イィ スプ レイ ツー ル な ど 、 多 こ の 目的 に 、 コン ピ 
ユー タ の 知識 や プロ プラ ミン グ な し で 、 立 体 の 新しい 世界 を 借 造 し て いた だ け ま す 。 


新しい 絵画 
新しい 作画 の 道具 に より 、 あ な だ も “立体 日 曜 画家 " と し て 、 楽 し み に お 使い いた だ だ ける よう に 
使い や すぐ し まし だ た 。 
立体 の 絵 を 描く 楽し み ば か り で な こぐ 、 い ろ い ろ な 目的 に ご 使用 い だ だ け ま す 。 


商品 デザ イン アプ パッケージ デザ イン 
あら ゆる 商品 、 パ ッ ケ ー ジ 、 シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ 、 デ イィ スプ レイ の 立体 デザ イン を 直接 マウ ス や キ 
ー ボ ー ド の 操作 だ け で 、 プ ログ ブラ ミン グ な ど を する こと な ぐ 、 ぼ 軽 に 立体 モデ ル と し て 作成 で き 
ます 。 も ちろ ん 、 保 管 し た り 、 再 加工 、 コ ピー が 簡単 で す の で 、 専 門 家 だ け で な ぐ 、 あ ら め ゆめ る 業 
種 の 方 々 が 、 在 画 ・ デ ザイ ン の 感覚 を 自分 で 感じ る こと が で きま す 。 


立体 テロ ッ プ ノン 立体 ビデ オ パ ッ ケー ジ の 製作 
ビデ オ や ビデ オデ イィ ス の 立体 映像 に 自作 の ブラ フィ ックス や 立体 文字 で スー パー イン ポー ズ し 、 
立体 テロ ッ プ を 入れ て 、 自 分 だ け の 立体 ビデ オ パ ツ ケー ジ を お 作り に こなれ ます 。 


立体 ホビ ー 
ステ レオ 写真 愛好 家 、 ジ オラ マ 愛 好 家 な ど 、 趣味 の 新しい 楽し み 亡 の 1 つと し て 、 立体 グラ フィ 
ッ ン や エレ クト ロニ ッ ク の 立体 依 、 パ ノラ マ な ご ど に ご 利用 くだ さい 。 


教育 (CAI) 
学校 教育 は も ちろ ん 、 企 業 内 教育 に も お 役に立ち ます 。 ま すま す 多 様 化す る 商品 や サー ビス を 立 
体 イ メー ジ で 体得 で きま す の で 、 よ り の 早く ぐ 、 よ り 確 な 教育 が 可能 と な り ま す 。 
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り っ た い 


2 . 立体 作画 ソフ ト "“ 立 懇 歓 "の 構成 


りつ だい 
立体 作画 ソフ ト * 立 角 歓 " の マス ター ディ スク に は 、 次 の よう な プロ グラ ム が 収め られ て いま す 。 


| キー ボー ド 版 (X1・X1 turbo 用 ) 
【 デ ィ ス ク 2】-ーー キ ー ボ ー ド 版 CX 1 対 康 サ ーー 

Bin ネ * 々 9@:BASIC CZ8FB91.V29” 
Bas* ?@:Start up 。Bas“ 
Asc ?@:Start up at 
Bas* 9: リッ タイ カツ eSub 三 
Bas* 9: リッ タイ カツ 。Bas” ダ が イジ ググ ラム 
Bin* 0: リ ッ タ イカ ッ 0 
Bas* ?@:ATRCHECK X1 .Bas* 」。 二 6 
Bin* 6:ATRCHECK 1 05 デー リー ーッ ク 
Bas* ?@:S & L X1 2 半 P0 _ 
Bin* McR&t 中 0 デー ドド")「 
Bas* ?@:HCOPY X1 .Bas* イー プリ ッ タ 
Bin※ ネ ?@:HCOPY X1 DP ニー 
Bas* 々 9xCONVERTER X1 。Bas”ーー フ ァイル 交換 ユー ティ リティ 
Asc 々 9:SAMPLE329-1 .S@L" 一 
Asc 々 の:SAMPLE320-1 .S@RY 1 
Asc 2@:SAMPLE320-2 .S@L" | 7 ン フ ル デ ー タ 
Asc 々 9@:SAMPLE329-2 .S@R” 一 


マウ ス 版 (X1 turbo 用 ) 


【 デ ィ ス ク 1 】 一 一 マウ ス 版 CX 1 turDO 対応 〕 
Bin* 0 リッ タイ カツ turbo 。Sys”ーー メ イン プロ グラ ム 
Bas* ?@:ATRCHECK 。Sub” 一 
Bas* ?6@:ATRCHECK MATIN.Bas” | 立体 エア チェ ッ ク ユ ー テ ィ リ テ 
Binw* 0@:ATRCHECK 。 .0b ア ーッ 
Bas* の:S &L BaoS 、 
Bin* y5 を L -0bj? II 
Bas* 0:CONVERTER -Bas” ___ フ ァイル 交換 ユー ティ リティ 
Asc ”@:SAMPLE646 CIH Ne 人 5 
Asc 29:SAMPLE649 .S1R"_ | サン ブル デー タ 


3 。 探 作 方 法 に つい て 


3 一 1 | 入力 装置 の 操作 


立体 作画 ソフ ト “ 立 財 歓 " で は 、 入 力 装 置 こし て 、 X1tUTDO 対 応 で は マウ ス を 、X 1 に つい て は 
キー ポー ド に を 使用 し ます 。 (CX 1 tUFDOo に つい て も 使用 で きま す 。) マウ ス は 、 嬉 楽 画 ツ ー ポ (CZ- 
114SF) に 付属 の マウ ス 、 あ る い は 別売 の マウ ス (CZ-BNM 1 ) を ご 使用 こ だ さ い 。 

キー ボー ド を 使用 する 場合 、 カーソル の 秘 動 は 、 テ ン キー で 行ない ます 。 


[ZI8I9| 
4I5IG| 呆 加 


決 害 は [ 当 | キー、 と り 消 し は [ESC] キー で 行ない ます 。 

モー ド 、 機 能 よ ファ ン フ ショ ン キ ー と 1 : 1 に 対応 し 、 画面 上 部 に アイ コン 表示 され ます 。 

マウ ス の 場合 、 本 ソフ ト で は 、 決 定 は すべ て 左側 ボタン の クリック フク 操作 (C を フリック フ ) で 行ない 、 
右側 ボタ ン の クリッ クン 操作 ( 右 フ リッ ク ) は 、 主 に 奥行 き の 変更 に 使用 し ます 。 

モー ド 、 機 能 は 画面 上 部 に メニ ュー バー 状 に アイ コン 表示 され る か 、 ま だ は 、 ア イコ ン ウ ィ ン ド ウ 
が 開く よう に な つて いま す の で マウ スカ ー ソ ル を 選び た い モ ー ド や 機能 の アイ コン 上 で フリック フ 操 
作 し ます 。 (こわ し ぐ は 入 門 編 2 . の “メニ ユー の 選択 方 法 " を ご 参照 くだ さい 。) 


剛 
レル 記 


(マウ ス ) (マウ ス と 立体 移動 ) 


Hi 左右 
ーー 一 李 - 


左側 ボタ ン 右側 ボタ ン 


= 640 ド ッ ト 。(x)(Y) 


8 問 前 後 
200 ド ッ ト 


1 
1 、』 右 ポタ ン を 


| ー (D) 肖 1 
レ 2 リャ な が と 


前 後 
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8 一 2 | アイ コン 家 示 


立体 作 固 ソ フト * 立 匂 歓 " で は 、 キ ー ポ ボー ド 版 CX 1・X 1 tubo 用 )、 マ ウス 版 CX 1 tuFbo 用 )、 
と し て 、 次 の よう な メニ ュー アイ コン が 表示 され ます 。 


キー ボー ド 版 (X1・X1turbo 用 ) 


2 コー ア al 選 ジ / 


メイ ン メ ニュ コー 瑞 較 癌 賠 向 亡 


作画 モー ド メ ニ ユ ー 


HE' ま WEHFHHIHEUTLIFF | 


ヨコ タデ 奥行 
ai H 


XVD ニ 153 039、 0⑪0 
HE ほす iiEHFHHIHEIUIHIEF 


編集 モー ド メ ニ ュ ユー 


ヨコ 多 奥行 
「 LU | 日 委 も 


IXvlh 三 hh 、298」 ーーー | 
HHTHE' ま きす IEHFHEHIHEUHLIFF 


立体 エア チェック 
正三 は みみ 三 モー 


編集 モー ド 
和英 三 ユ ー ウ イラ ドウ 


GtC. 
メニ ュー ライ ドウ 


ma) 
ロロ 


0 ーー | に の) 


- メ 器 


| 立体 エア ワ チ エッ 
コー ジャ リリ テイ ニコ ヨー 


3 一 


9 


モー トド 、 機 能 の 選択 


モー ド や 機能 を 選択 する 時 は 、 キ ー 


老人 し だ アイ コン が 、 


ボー ド 版 (X 1・X 1tUurDO 用 ) で は 、 そ の モー ド 、 機 能 を 図 


ファ ンション キー 1 10 に 対応 し て いま す の で 、 対 記す る ファ ンク ション 
キー を 押し ます 。 マ ウス 版 で は 、 ア イコ ン を 直接 本! リッ フク し ます 。 選択 さ きれ た アイ コン は 、 反 転 
表示 まだ は 、 色 が 変わ り 、 現 在 の モー ド 、 機能 が わか ひる よう に な つて いま す 。 

(くわ し ぐ は 、 人 入門 編 の . の “メニ ユー の 選択 記法 " を ご 参照 くだ さい 。) 


キー ボー ド 版 各 ソ フト の 呼び 出し 亡 


ーー ニー ニー 電源 ON メイ ン 
RS 又は GW IL3rtUO| 功 鈴 || メニ ュー|P 二 sejo | | 作画 モー ド 
ー ボ ー ド 版 | PL 動 | BASIC | ター ポ "| | メー ュー 
NN |CZ8FB0W20 2_ 札 集 モー ド 
[2D] ー 回 KR 9 ニュ 
関 請 画面 の セー ブ 
| BN- ド 
F4 男 面 の 
較 半 フ ル tzat 
立体 エア 
FZ の ツク モー ド 
選択 (X1X12- ポ ) 
FS_ RM ファ イル 
] 較 が [ | Ne ユー ティ リティ 
| マウ ス 版 各 ソ フト の 呼び 出し 方 | 
ー- 電源 ON 和 三 コー, - 
ドラ イブ O 〇 | 又は * 立 態 歌 || バ ー | 隔 ア イコ ン 画面 の 
マウ ス 版 |PL 生 補 呈 選択 プリ ント アウ ト 
(マウ ス 李 所 択 時 くう 
(キー ボー ド 業 択 ) | 軒 4 アイ コン NRN 
選択 (ター ボ Z 対 ) 
電源 
ドラ ィ イブ O | ほ |2-4A8G | ドラ ィ フ O AROHEC ーー ク 
本 体 付属 PL 起動 | (CZ-8FB02 マウ ス 版 SUD′ | | ター ポ vm/Z) 
の 10) ヽ 立 角 歓 ター ポ / 二 
[2D] い | ファ イル 交換 
CZ-8FB02V10* RU に デ Um 
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4 . 立体 作画 ソフ ト の 概略 仕様 


4 一 1| キー 操作 仕様 


ーー 


| 立 界 堆 ツ ー ボ (マウ ス 版 ) 


りつ っ た いん 


2 衣 -_ りつ だ い カ ん 
| キー 立 崩 人 歓 (キー ボー ド 版 ) 
ファ ンク ショ モー ド 選 択 和 名 モー ド へ の 移行 ) 
92 メイ ン メ ニュ ー | 作画 モー ド 編集 モー ド 
CF1<F10) 上 ー a 
[1 作画 モー ド 誠 イ ッ メ ニュ ー | メイ ン メ ニュ ー 
| 政 如 ] 編集 モー ド 連続 ライ ン 連続 ライ ン 
F3 ファ イル モー ド | ボツ クス ボッ クス 
面 調 プリ ンタ モー ド | サー クル サー クル 
還 記 > 画面 消去 消 レ ゴム 消 レゴ ム 
F6 | た 1 に イズ | ペイ マント ペイ ント 
ト 訪 Z | 立体 エア チェ ッ フ | カー ソル バッ フ | ルー ベ 
LF8 ] 終了 カー ソル フォ ワー コピ ー 
LFg_ ーー | ライ ン デ リー ト | 画面 切換 
F10 ーー カラ ー チ エンジ | カラ ー チ ェ エンジ 
テン キー | 作画 / 編 集 モ ー ド 時 マテ 、 ヨ コ 方 向 カー ソル 移動 
3 こ EE 較 加 | 回 四 
共 | |6 ーー | に 
1423| | ノド 
田 、 ビ 作画 編集 モー ド 時 、 奥 行方 向 カ ー ソ ル 物 動 
NGI Eo ーー 
| て リタ ー ン キー) 作画 指示 の 決定 
ラペ ベー ヌス 
(長い キー) 動作 の 解除 
選 全 ⑮⑯ キヤ ン セ ル 
| 円 カラ ー 選 択 、 セ ー プ ブン ロー ド 時 の モー ド 選 択 
H TAB アイ コン 上 下 物 動 
CLGRAPH] 十 | アイ コン 表示 ON/OFF 
H_ TAB |) 


※ モ ー ド 選択 、 描 画 指 
示 等 操作 は すべ て マ 
ウス に より アイ コン 
を 選択 し 、 左 フリ ツ 
ク に て 決定 


4 一 2| ソフ ト 概 略 仕様 


りつ だ い ガ ん 


立 騰 歓 ( キ ー ボ ー ド 版 〕 


りつ だ いか ん 


立 歓 ター ボ ( マ ウス 版 〕 


作画 モー ド 
立体 画 作 男 (LR 画面 同時 描画 ) 
ライン ーー ニュ | 直線 を ひ < 
連続 ライ ン 連続 し た 直線 を ひ ぐ ーー 
一 筆 書 き マウ ス の 動き 通り に 図 を 描く 
ボッ フス 長方形 や 正方 形 を 描く ォ ーー 
サー クル 円 を 描く ーー 
消 レゴ ム 絵 の 一 部 を 指定 し だ 色 で 消す ーー 
2 ント | 色 を ぬる ーー 
コピ ー | ーー- 絵 の コ ピー を 行なう 
部 品 ーーー 休部 58(Y 休 、 三 角 す し 等 ) の 表示 
編集 モー ド L /R 片 画面 の 作画 編集  ( 片 画面 の み 措 画 ) 
ライ マツ ーー ニー | 直線 を ひく 
連続 ライ ン 連続 し た 直線 を ひ ぐ 0 
一 筆 書き マウ ス の 動き 通り に 図 を 描く 
ボッ クス 長方形 や 正方 形 を 描く ーー 
サー クル 円 を 描く = 
消 レゴ ム 絵 の 一 部 を 指定 し た 色 で 消す ーー 
ペイ ント 色 を ぬる まま 
コピ ー 絵 の コ ピー を 行なう = 
ルー ペ 絵 の 一 部 を 拡大 し 、 役 修正 を 行なう | ー- 
、 ファイ ルモード 画面 の SAVE LOAD、 フ ァイル の 消去 
SAVE 画面 を ディ スク に セー ブ す る 
LOAD ディ スク の 画面 デー ツタ を ロー ド す る | 一 一 
FILE ディ スク の 画面 デー ツマ を 表示 する 
民 1 LT 画面 デー タフ ァイル を 消去 する | 一 - 
(サポ ー ト ドラ イブ ) 5'2D、 EMM 5 2D、2DD、2HD、82D、EMM、HD 
プリ ント モー ド 画面 の プリ ント アウ ト 


( 半 ポ 一 ト ヒデ リウ 9 


CZ-600P、80KP、8PD273、8PK273/4/56、、 
8PC1、MZ-1P06、1P0/、1P08、1P10A、1P17 
ESC/P-ext、 RP-⑳0I、 FP-80 
UP-130K、 PC-⑳22、 M-1009X、1009 
LDR-24T、 KP-3000、 MZ-1P04、 |O720 
PO-PR201CL 


その 他 

画面 消去 ブラ フィ ッ ク 画 面 の 消去 

立体 スー パー イン ボー ズ | 立体 映像 信号 と 作成 画面 と の 立体 同期 を と り ス ー/ パ 表示 を 行なう 

画面 モー ド 320x200 ド ッ ト 640x200、320x200 
320x400 ド ッ ト 

確認 モー ド 記 二 記 指示 点 決定 を 人 認 モー ド と する 


立体 エア チエ ッ ク モ ー ド 


カラ ー イ メー ジ ボ ー ド で 立体 の 静止 画 を 作成 する 
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作画 モー ド (③① 体 ) 


ファ イル ゼ モード 


| 連続 ライ ン 
編集 モー ド (% ぞ 単独 ) 」 ボッ クス 
サー クル 
消し ゴム 
ペイ ント 
久 ラ ター チエ ンジ 
ルー ペ 
コピ ー 
画面 切換 え (し /RR) 


リリ に 窒 三 


画面 消去 


立 林 スー リー イン スモ ー ド 


0 し に は 


CB( カ ー ソ ル パ バック) 


作画 モー ド の ゐ 動 作 


CF( カ ー ソ ルフ オリ ー ド ) 


ら x ら 


ー1.15%45 


| 


立体 エア チェック モー ド トーー ィ ー] 画像 取込み 


SAVE ペー ジ 選 択 ドラ イブ 選択 

LOAD L&RLEFTRIGH 5'2DEMM 

FILE 

KILL プリ ンダ 選択 <⑭) 

プリ ンダ 選択 トーー| ペー ジ 選 択 CZ-800P800KP 
L&RLEFTRIGHT 6PD236PC1 


6PK2/347576 
MZ-1PO/0670708/ 
10AIO7⑳0 
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一 [立体 表示 = ESC/P-exLRP80I 
一 | マニ ュ ア ル 取 込み FP80UP130KPC8822 
ー「| オー トド 取 込み M-1009X.009LDR-24T 
| _「 語 清 ま KP-3000PC-RR201CL 
| し リパーク ス 表示 りつ だ い が ガル 
ーー スゲ ケール メ ッ ツ シ ユ N 7 エー ボー は に ーー 
ーー イ 関 に 立 帳 歓 (キー ボー ド 版 ) メ ニュ ユー 構造 
ララ ヤッ ン DEL( ラ イッ デリ ー ト )| 、 
ジイ コラ E ド 連続 ライ ン ーー オー| C.B( カ ー ソ ル バ パッ ク ) | ! 作画 モー ド の ゐ 動 作 
作画 モー ド ( 貢 体 ) 一 筆 書き CFO の ソル フォ ワー ド ) | ! 
編集 モー ド (6 単独 ) ボッ フス 
サー クル ー| 5x5 
消し ゴム ーーーー 9x9 
大 イッ ント ー「 直 廊 体 
コピ ー 四角 名 
部 品 ーーー 三角 柱 
ルー ペ 三 過 雛 
画面 切換 え (L/ 民 ) 5' 2D 
ファ イル モー ば LOAD 5'2DD 
SAVE | 2HD 
KILL 宮 BD 
ドラ イブ (デバ イス ) 」 EMM L&R 
ペー ジ LHD ハー ド デ ィ ス 2 の ) | |-[LEFT 
プリ ント モー ド ぷー ] RIGHT 
ー 出力 モー ド トーー-[ 碧 黒 
プリ ンダ 選択 ⑯ ] ト | リバ パー ス 
その 他 画面 消去 L_「 カ ラー 
リー イン ポー 在 玉 画面 モー ド トーーー 640 200 
アイ コン ON/OFF 確認 モー ド 320 x400 
カラ ー チ ェ エンジ モ ー ド 終 了 ー| 320x200 
祭 エ アナ チエ ッ ノ 上 ティ リティ 画面 切換 え (L/) 
※ タ ー ボ BASIC(C8FBO2 画面 取込み 
上 で 動作 「 立体 表示 ] 
マニ ュ ア ル 取 込み 
オー ト 取 込み 
に < りつ だ い が ガ が ん 
バース 寺 示 | 帳 歌 ター ボ ( マ ウス 版 ) メ ニコ ュー 構造 
セー ブ & ロ ー ド 


ーー トー 


. 立体 作画 の 基本 


パー ソナ ルコ ン ピ コ ユー タ X1・X1tUurDo と 、 立体 映像 セット (CZ-8BBR1) が あれ ば 、 立 体 静 止 画 
上 80 な あら メー ショ ン も 作る こと が で きま す 。 


ご の 「 立 体 作画 画 ソ フト ' 補 骨 歓 " 」 は 、 こ の うち の 立体 静止 画 画 を 描く だ め の も の で す 。 も ちろ ん 立体 
ウー ペー ショ ヨン を 作る と き に 利用 する こと は で きま す が 、 こ ご の ソフ ト だ け で 立体 の 絵 を 動か すこ と 
は で きま せん 。 で は 、「 立 体 作画 ソフ ト “ 立 骨 歓 " 」 を 使っ つて 、 立 体 画 を 描く だ を め に ぜひ 知 つ て お き 
だ いこ と に つい て 、 書 いて お きま す 。 


1 一 1 | 困っ た と き は 、 ラ イン で 描く 
立体 の 絵 を 描 ご 基本 は 線 ( ラ イン ) で す 。 線 を ひご 機能 さえ あれ ば 、 多 角形 は も ちろ ん 、 多 面 休 も 措 
ぐことができます 。 まな 、 曲 線 や 円 も 持 け ます 。 な ぜ な ら 、 曲 線 は 直線 の 集まり だ か ら で す 。 


立体 作画 ソ フト * 宮 崩 歓 ' 」 に は 、 ラ イン の 他 に いろ いろ な 描画 機能 を も つて いま す が 、 ラ イン の 機 
能 を 中 届 に 設計 され て いま す 。 も し 描き だ い 絵 を 頭 に うか ひか べ な が ら ど の 機能 を 使 つて 描こ う カ 迷 つ 
だ り し な ら 、 


| ライ ン 機 能 を 使え ば 何で も 描け る | 
こと を 思い 出し て くだ さい 。 


1-2 | 性 上 げ は 。 ペ イシ ント で 


ライ ン を 基本 に し て 何 ガ の 形 を 描け だ ら 、 色 を ぬ つ て ( バ ペイント) 仕上 げ ま す 。 
フイ ン で 抽 き 、 ペイ ント で 仕上 げ る 


この 行程 を 繰り 返し て いけ ば 、 NN 
は な ぐ 、 色 を ぬる こと に よ つ て 、 隠 線 処理 を し だ り 、 影 を つけ だり し て 、 よ り い つ そ うう 立体 感 を 
すこ と ガ で きま す 。 


し が し 、 ベ イン ト を する と き に は 、 充 分 な 注意 が 息 要 で す 。 ベ イン ト 機 能 は 閉じ だ 空間 を ぬり つぶ 
す 9 ので すか が ら 、 万 ガー、 ペ ベイ ント し よう と し て いる 面 が 閉じ た 空間 で な か ひつ だ ら 、 す な わ ち 、1 ド 
ツ ト で も 線 が 離れ て い を たら 、 ペ イン ト は も れ て 他 の 面 ま で ぬり の つぶ し て し まい 、 せ つが ガ ぐ 作 つ た 絵 
人 


だ た いか ん 


表示 を や め て 、 片 画面 ずつ ( 堪 画面 、 右 画面 ) 確認 する 習慣 を つけ まし よう 。 こ のだめ に " 立 鈴 
に は 編集 モー PS ー ベ (拡大 ) 機能 が あり ます の で 、 


ペイ ント する 前 に は ルー ペ で 確認 | 


する こと を 和 泡 れ な いで くだ さい 。 ま た だ 、 完 成す る まで は 絵 を セー プ し て 、 バック アッ プ す る 習慣 を 
つけ まし よう 。 
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2 . 立体 表現 の 基本 


2% 見 覚 的 に 描 4 


従来 の ブラ フィ ッ ク フツー ル で 立体 画 を 作ろ うと し た と き 、 立 体感 を 由 す 、 す な わ ち 立体 視 す る だ め 
の 絵 を 作る に は 、 両 也 視差 (付録 の に て 説明 ) を 考え て 、 左 眼 用 、 右 眼 用 の 絵 を 作 つ て いか な けれ 
ば な り ま せん が 、 ' 立 崩 歓 ′ で は 、 立 体 スコ ー プ を 使 つて 立体 視 し な が ら 描 く ここ と が で きま すか ら 、 
と に が ガ ぐ は じ め は 、 


2 一 1 | 感 


見 た まま 、 感 じ た ま ま 描 いて い ご 


と いう こと が 大 切 で す 。 だ だ この と き 、 飛 び 出し だ り 、 奥行 き の ある 絵 を 書 こ うと し て あま り 視 差 
を 広げ る と 、 二 重 に 見 えて し まい 立体 視 で きなこ な っ て し まい ます し 、 大 き さ の 違う テレ ビ (ブラ 
ウン 管 ) で は 、 小 さい も の で 立体 視 で き て も 大 き な も の で は 二 重 に な つて し まう こと が あり い 匠 内 
歓 / で は この 視差 を 制限 し て いま す 。 


| 2 一 2 | 自然 な 感じ を 出す 


立体 作画 ソフ ト で は 両 眼 視差 に よる 作画 を し や すぐ し て いま す が 、 立 体感 は それ だ け で は 不 十分 で 、 
物 の 立体 視 に は 、 


(1 ) 物 の 大 小 (2) 物 の 高低 (3③) 物 の 重なり 
(4) きめ の 粗 密 (5) 形状 (6) 明暗 
(メリ コン ッ トラス (8) 彩 厩 (9) 色相 
(0) 鮮明 度 
な ご ど が あり ます 。 


小さ ね 絵 を 作 つ て 1 ドッ ト だ けず らし た り の 、 前 で 後 の 絵 を 消す (プラ イオ リティ を つけ る ) こと や 、 
色 に よ つ て 影 を つけ だ り 、 また だ 、 , 遠く の も の は ぼかす な どの 才 理 が そ それ で す 。 

こ ご これら の 負 理 の を め に 、 * 立 購 歓 で は 、 編 集 モ ー ド に 、 ル ー ペ (拡大 機能 ) や 、 コ ピー 機能 を 用 
意 し て いま す の で 、 


ルー ペ 、 コ ピー を 使っ て 自然 な 立体 感 を 出す | 


工夫 を ぜひ 試し て みて ぐだ さい 。 


お 知ら せ | 奥行 き は 、 最 大 上 99 ド ツ ト ま で 描け る よう に な つて いま す が 、 見 る 人 も 立体 画 に 慣れ 
て いな い 場 合 は 、 興 行き 方 向 に は CR か ら 水 平 ド ツ ト の ら 5% ぐ らい に し て 描く よう 
に する の が よい で し よう 。 つ まり の 、640 ド ツ ト モ ー ド の 場合 、 一 92 ドッ ト ぐ らい 、320 ド 
ツ ト モ ー ド の 場合 一 16 ド ツ ト ぐ らい で す 。 
まだ た 、 ま 前 万 向 に は 10%、 つ まり 640 ド ツ ト モ ー ド で 十 64 ド ッ ト 、 320 ド ツ ト モ ー ド で 
圭 32 ド ッ ト ぐ らい が 見 や すい で し よう 。 
こう する と ディ スプ レイ が 少々 々 大型 で も 問題 な ぐ 立 体 的 表現 が で きま す 。 


41 


第 - 草 


りつ た い か ん 


1 . 立体 作画 ソフ ト 立 購 歓 "の 起動 と 終了 


ら イ ンチ ディ スク の ラベ ル 表 示 を ご 確認 の うえ マウ ス 版 (X1 turDo 用 )、 キ ー ボ ー ド 版 CX 1・X 1 
tuJrDo 用 ) い ずれ が を ご 使用 < くだ さい 。 マ スタ ー デ ィ ス フク を ディ スク ドラ イブ O に セツ トレ 、 コ ン 
ピュ ユー タ 本 体 の 電源 スイ ツチ を 「 入 」 に し ます 。 キー ボー ド 版 で は 、BASIC が ロード され 、 終 了 
する と 、 画 面 上 に “OK” と 表示 され 、 そ の あと 上 自動 的 に (X1・X 1 tUrDO 用 ) 立体 作画 ソフ ト 


りつ だ いか ん 
cg コー 由 


立 骨 歓 ′ プ ログラム ガ が 起動 し ます 。 そ の 後 画面 上 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


デー リッ タイ サク “ジフ トニ テ 


※ 引 5 妥 ゴ コカ ンジ * 


じ o ら p ッ Right て こう 1BSG SHRRP 


シリ ロー ラク オマ チク タ ~ サイ 


その 後 画面 上 部 に 次 の よう な メイ ン メ ニ ユ ー が ガ が 表示 され ます 。 


FI IFE IFE IF は IFEIFE IFT 
< 当 || 政 包 | 人 寺 SIHTFi 
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マウ ス 友 (X1 turDO 用 ) で は 、 起動 後 次 の 画面 が 表示 され 、 ブ ラフ ィ ッ ク RAM を 初期 化す る か ガ ど 
つ グ 間 い て きま す の で 、 初期 化し だ い 場 合 は 、 Y] キー を 、 初期 化し な い 場 合 は IN キー を 押し て こ ご 


だ さい 。 (な お 、` 立 角 八 " の 崩 は JIS 第 2 水準 漢字 の だ め 、 下記 表示 画面 で は 立体 燈 と な つて いま 
ず 。) 


水 水 氷 喜 体 欲 turbo 表 氷 
Copuright (C) 1986 bu SHRRP 


画面 を 初期 化し ます か (Y ン NRN) ? 


その 後 画面 上 部 に 次 の メニ ユー バー が 表示 され ます 。 


し 


終了 する と き は 、 キ ー ボ ー ド 版 CX 1・X 1 tuFDO 用 ) で は 、 メイ ン メ ニュ コー 内 の 間 を 居 択 し ま 
す 。 次 の よう な メ ツ セー ジ が 表示 され 、 系 | キー の 入力 後 プ ロブ ラム を 終了 し 、BASIC の コマ ン 
ド 待 ち 状態 と な り ま す 。 


マウ ス 版 CX 1 tUFDO 用 ) で は 、 メニ ュ ユー バー 内 の 聖和 に カー ソル を 移動 し て マウ ス の 左 ポ タン を 
フリック し ます 。 次 の ウィ ンド ウ が 表示 され ます の で 、 還 を 選択 し て くだ さい 。 


炎 の ウィ ンド ウ が 出 て [OK | を 選ぶ と ツー ル は 終了 し ます の で 、 電 源 を 切 つ て くだ さい 。 


IE 二村 
EFJ[」 TL 


ICPNICEL 
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2 。 メニ ュー ー の : 刀 択 方 法 


プロ グラ ハム を 起動 する と 、 画 面 上 に は 、 モ ー ド や 機能 を 選択 する だ た め の メ ニコ ユー が 表示 され ます 。 
メニ ユー の 選択 は 、 実行 し を た い メ ニコ ユー 表示 部 (アイ コン ) を 指定 する こと で 行なわ れ ま す 。 

キー ボー ド 版 で は 、 各 ア イコ ン が ファ ンク ショ ン キ ー の [F 1 ト _ F10 ] に 対応 し て いま す の で 、 指 定 
は 、 フ ァ ン フシ ョ ン キ ー を 押す こと で 行なわ れ ま す 。 

マウ ス 版 は 、 マ ウス の カー ソル を 指定 し た い ア イコ ン に 秘 動 し 、 を フリ ツク し ます 。 

メニ ュー の 中 に は サブ メニ ユー を 持つ も の が あり 、 こ の と き 、 キ ー ボ ー ド 版 で は メニ ユー バー が 変 
化し 、 マ ウス 版 で は 、 メ ニュ ユー バー の 下 に ウィ ンド ウ が 開く こよ うに な っ て いま す 。 

また 、 現 在 選択 し て いる 色 や 、 カ ー ソ ル の 現在 位置 は 、 カ ラー アイ コン お よび XX 座標 )、Y 〈Y 
座標 )、D( 奥 行き ) と し て 、 画 面 右上 (メニ ュ ユー バー 内 ) に 表示 され て いま す 。 

メニ ユー の 上 下 移動 は 、 キ ー ボ ー ド 版 CX1・X1tUurDbo 用 ) で は [H TAB | キー に より 、 ま だ マウ ス 
版 (X1 tuFDOo 用 ) で は 、 メニ ユー バー 左端 の アイ コン を 指定 する こと で 行なわ れ ま す 。 ま だ た メニュ ユ 
ー の ON/OFF を 行なう こと も で き 、 キ ー ボ ー ド 版 (〈X 1・X 1 tuFDo 用 ) で は 、[GRAPH |+ 
[H TAB ] キー に より 可能 と な り 、 ま だ 、 マ ウス 版 CX 1 turbo 用 ) で は 呈 詞 の クイ コン を 左 フ リ 
ッ ク し た 後 、 再 び を フリ リッ フク する まで メニ ュー は OFF し ます 。 
首 メ ニコ ユー の 機能 の 詳細 は 、 キ ー ボ ー ド 版 で は 、 第 5 ら 章 操作 手順 (キー ボー ド 版 1.X1turbO 用 )) 
に 、 マ ウス 版 で は 第 O 章 操作 手順 (マウ ス 版 ペ 1turDbo 用 )〕 で 説明 し ます 。 


| 2 一 1 || メニ ミュ ニア イコ シン 表 示 、 1 1 | 


りつ だ た し 


立体 作 男 ソフ ト ' 立 購 稚 で は 、 キー ボー ド 版 、 マ ウス 版 と し て 、 次 の よう な メニ ユー アイ コン が 
表示 され ます 。 


[キー ボー ド 版 ] 
還 [ ニョ - 表 守 コ 2 軒 
メイ ン メ ニュ ー 問題 症 固 回 商 | 
」 = 
ーー 


編集 モー ド メ ニ ュー 還 員 韻 四 
| 


立体 エア チエ ッ フ 
に ーー ニル 
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[マウ ス 版 〕 


ao ア 210 引 ンプ 
メニ ュー バー 
作画 モー ド 


ニコ ュー ラウ ィ ン ド ウ 


編集 モー ド 


メニ ュー ウィ ツウ | 


GtC. 
メニ ュー ウィ ンド ウ 


部 品 
メー コー ツジ の 


立体 エア チエ ツノ 
ユー ティ リティ メニ コ ュー 


2 一 2 | モー ド 、 機 能 の 選択 


モー ド や 機能 を 選択 する 時 は 、 キ ー ボ ー ド 版 で は その モー ド 、 機 能 を 図形 化し を アイ コン が 、 フ ァ 
ンク ショ ン キ ー 1 10 に 対応 し て いま す の で 、 対 応 す る ファ ン フ ショ ン キ ー を 押し ます 。 マ ウス 版 


で は 、 ア イコ ン を 直接 生 ク リッ ツク し ます 。 


選択 され を アイ コン は 、 反 転 表示 また は 色 ガ 変わり 、 現 在 の モー ド 、 機 能 ザ わび る よう に な つて い 


ます 。 
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3. サン プル デー タ の 見 方 


メニ ユー の 中 か ら 機 能 を 選ぶ 万 法 が びわ ひつ だ と ころ で 、 そ の 機能 の 中 の 画像 デー タ を 読み 出す ロー 
ド 機 能 だ け を 使 つ て サン プル デー を 読み 出し 、 立 体 の 世界 を の ぞい て み ま し よう 。 

セー ブ 8 ロ ー ド の 機能 こつ いて は 、 後 で くわ し ぐ 説 明 し ます の で 、 ご ここ で は 、 以 下 の ぼ 順 ど お り に 、 
実行 し て ぐだ さい 。 


キー ボー ド 版 (X 1・X 1 turbo 用 ) 


手 順 | ① [F3] キー を 押し ます 。 メ イン メニ ユー 内 の の アイ コン が 反転 表示 され だ 
後 、 次 の 画面 に な り ま す 。 


*# 5 人 HHYTE & LOHUD% 


LOHD 


FILE 
AdkL 


END 
599【[ 付 】 7 【(R] 


② | キー を 1 度 だ け 押し て 、2 番 目 の "LOAD" が 反転 表示 され る よう に し て ぐ ご 
だ さい 。 も し いき 過ぎ たら [f] キー で 戻し て くだ さい 。 "LOAD" を 選べ た ら 
r 記 | キー で 決定 し ます 。 

③ 画面 が 次 の よう に 変わ り ま す の で 、“L & R" が 反転 表示 され て いる こと を 確認 
し て [ 当 | キー を 押し て くだ さい 。 も し "L & R" が 選択 され て いな けれ ば ② の 
要領 で |?) | キー に よっ つて 選ん で くだ さい 。 


# SHVE 8 LOHD # 


RIGHT 
599[ 付 ] 7 呈 [CRI 
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④ デバ イス 指定 の モー ド と な り 、 次 の よう な 画面 表示 され ます の で 、 フ ロッ ピー 
ディ スク の O 〇 ドラ イブ 、 すなわち“[O : ]" を 選択 し て [| キー で 決定 し ます 。 


# SHVE 8 LOHD * 
晶 間 123 239997997 7 


嘱 菩 馬 [ 11[ 2 中 [ 3i] 
[ENMI] [EMM1i] [ENM2E] [ENMM3i] 


599 [fd 人 4] 7 呈 【CR] 


⑥ 画面 上 に 読み 出す (ロー ド す る ) こ と の で きる ファ イル 名 が 表示 され ます の で 、 ま 
ざ ず "SAMPLE320-1" を 選ん で くだ さい 。 選び 方 は 前 と 同様 
使い 、[ 婦 | キー で 決定 し ます 。 


# SRHVE& LOHRD 


も 599 [1 付 】 。 77 [CRI 
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』] キー を 


⑥⑯ 次 の よう に 画面 が 変わ り 確 認 し て きま す の で 、YeS を 選択 し て rl| キー を 押す 
と 画面 の ロー ドガ 開始 され ます 。 


⑦ ロー ド 終 了 後 、 何 ガキ ー を 押す と 、④① に 戻り ます の で 、 | キー で "END" を 
選択 し 、r 当 | キー を 押す こと に より 、 メ イン メニ コー モー ド に 戻り ます 。 
「 ビ ル 」 の 絵 が 出 ま し た か や も し 出 な い 場 合 は 、 も う 1 度 は じ め か ら や り 直 し て 
くだ さい 。 “SAMPLE320-1" は 立体 作画 ソフ ト い 立 内 歓 * を 使っ て 描い た も の で 
す 。“SAMPLE320-2" は 、 立 体 エ アジ チエ ッ フ モー ド を 使用 し て 作 つ だ 画面 で す 。 
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マウ ス 版 (X 1 turbo 用 ) 


手順 


④ 


の ) 


6 


マウ スカ ー ソ ル を メニ ュー バー 内 の 『F: 有 の アイ コン の 上 へ 移 動 し 、 左 フリ ッ ク 
( 左 ボ タン を 押す ) し ます 。 

次 の よう な ウィ ンド ウ が 開か れ た こと を 確認 し 、"L 〇 AD" を 選び ます 。 選び 方 
は 、 マ ウス カー ソル を “LOAD" の 上 へ 持つ て いく と "LOAD" が 反転 表示 
され ます の で 、 こ の と き 左 フリ ッ ク し て ご ださい 。 

も し 、 画 面 が 違う 表示 に な つて いた ら 、 第 6 章 1 -4 フ ライ ルモード と 手順 を 参 
星 し て 正しく 直す か 、 1 し スイ ッ ツチ を 押し て 最初 か ら や り 直 し て こく だ さい 。 


IDR ICE : 5" ジ D ロ 
PPGE :LSR 


② の ウィ ンド ウ に 重 な つ て 次 の ウィ ンド ウ が 表示 され 、 ロ ー ド で きる ファ イル 名 
が 出 て きま す 。 

"SAMPLE640.S1 * "を 選び ます 。 選び 亡 は 、 マ ウス カー ソル を “SAMPLE 
640.S1* “の 上 に 持つ て いき ます 。 する と 、 反転 表示 され ます の で 、 こ の と き を を 
クリ ッ ク し て ぐだ さい 。 ウ ィ ン ド ウ の 下端 に “SAMPLE640.S1*” が 表示 され 
ます の で 、 マ ウス カー ソル を 〇 に K の と ころ に 移動 し フリ ツク し ます 。 


| Linil) (画定 別 ヨ 画 
と 3 


SFPh1PLE64 ロ - や 1* 


に コ 
- ご ユキ * 


「 海 の 中 」 の 絵 が 出 ま し だ が や も し 、 出 な か つ だ 場合 は 、 も う 1 度 は じ め が ら や 
り 直 し て ぐだ さい 。 この 絵 は 立 体 作 男 ソ フト い 歓 ツ ー ボ ” を 使 つて 描い た も の 
で す 。 キ ー ボ ー ド 版 の サン プル デー タ も みる こと が で きま す 。 
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4 . 実際 に 使っ て みる (実用 例 ) 


メニ ユー の 選択 び で きる よう に な つ だ と ころ で 、 試 し 描き を し な が ら ツ ー ル の 基本 的 な 使い 方 を マ 
スタ ダー し まし よう 。 


ご こ で は 下図 の よう な ロボ ツ ト の 顔 を 描い て み ま す 。 


4 一 1 | 立科 共 (X1・X 1turbo 用 ) 一 画面 モー ド 320X200 ド ッ ト を 使用 。 


1) 線画 を 描く 


手 順 | ① [F1] キー を 押し 、 蘭 証 を 選択 する と 、 "作画 モー ド " と な り 、 メ ニコ ー 表 示 が 
欠 の よう に 変わ り ま す 。 


本 ら 癌 較 加 


VID ニ デュ 、 ゆり 、 0dO | 
HIHE: ほ ます iPEHFHHTHEIRIFF | 
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|FS] キー で 、 剛 の BOX 機能 を 選択 し 、 ロ ボッ ト の 顔 の 輪郭 を 描い て いき ま 
し まう ラ 。 
真中 に 表示 され て いる カー ソル (+ ) を 、 左 上 の 万 へ 、 テ ン キ ー を 押し て 移動 し ま 
す 。 
メニ ュー の X、Y、D の 座標 で 見 る と 
XX=05、 Y=80、 D=0 
の あ だ り が 良い で し よう 。 
[| キー を 押し て 、 始 点 を 決定 し ます 。 
ちよ つと テン キー で カー ソル を 動 ひ の し て みて くだ さい 。 い ま 決 定 し た 始点 と 、 カ 
ー ソ ル を 対角線 と する BOX が 描 わ れ て いる は ざ ず で す 。 
カー ソル を テン キー で 右 下 の 万 に 移動 し て いこ と 、 だ ん だ ん BOX が 大 きく な っ 
て 衝 ま し た ね 。 
メニ 95。 Y=180、 D=0 

ぐら いま で カー ソル を 動 ひ の し て くださ い 。 
: 避 | キー を 押し て 描い た BOX を 固定 し ます 。 
これ で 、 g-b-C-d の ロボ ッ ト の 顔 の 輪郭 が 描け まし だ 。 
同様 に 、e-f-9-h、 |-J-K-| の ロボ ツ ト の 耳 を 描き ます 。 
目安 と な る 座標 を 次 に 示し ます の で 、 顔 の 輪郭 と 同じ よう に 描い て みて こ だ さ い 。 


@……X=65、Y=115、D | ……X=225、Y=115、D=O 
f……X=95、Y=115、D= J……X=255、Y=115、D=O 
9…X=95、Y=160、 D k……X=255、Y=160、D=O 
h……X=65、Y=160、 D | ……X=225、Y=160、D=O 
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KID ニ SS 、TG0、 DD | 
HTHE:*#_iEHFHHIHEIHIFF | 
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今度 は 、 口 と 鼻 を 描き ます 。 ご これ も 顔 や 耳 と 同様 に BOX 機能 を 使い ます が 、 奥 
行き を 出す た め に 、D の 値 を 変え て み ま し よう 。 
D は O 以 下 で 引 つ 込ん で 
また だ 、O 以 上 で 飛び 出し て 
見 えま すず 。 
品 は 、 引 つ 込 ん る で みせ る だめ に | キー で D を -- ら 5 こら い に し て こ だ さ い 。 
ちよ つと 立体 スコ ー プ を は ざし て 画面 を 見 る と 、 カ ー ソ ル が 2 つ に 見 える は ず で 
9。 
ロ の 一 端 を 始点 と し ます 。 
X=140、Y=150、D=-5 
まで 、 カ ー ソ ル を 秘 動 し て 、 決 定 ( [ 避 | キー) し て くだ さい 。 
ロロ の も う 一 端 (終点 ) を 
X=485、 =170、D=-5 
に 移動 し たら 記 ] キー を 押し て 、 品 と な る BOX が 固定 され ます 。 Cm-n-O 
-D) 


Ei 


結 間 


(を ) 


鼻 は 飛び 出し て 見 える よう に 、 キー で 、D を + 10 ま で ふやし ます 。 
カー ソル が グー ツ と 飛び 出し て きた で し よう 。 
始点 を 
X=150、Y=115、D=+10 
と し 、[l| キー で 決定 後 、 終 点 を 
メ =175、Y=145、D=+10 
で (q キー に て 決定 し て くださ い 。 (下図 の Q-r-S-t) 
飛び 出し た 鼻 が 描け まし た か 
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⑲⑬ 


⑲ 


⑯ 


さて 、 頭 を 描き まし よう 。 頭 は 三角 で す が 、 下 図 の よう に 頭 の て つべ ん が と が つ 
だ も の に し ます 。 
F2 ] キー を 押し て 蘭 調 (連続 ライ ン ) を 選択 し て ぐだ さい 。 


下図 の ア ・ イ 間 の 線 を 描き ます 。 ア の 点 の D( 奥 行き ) は O で すか ら 、 に | キー で D 
を O に し て 、 ア の 点 
X=05、Y=80、 D=0 
に カー ソル を 合わ せ [ 司 | キー で 始点 を 決め ます 。 次 に 、 イ の 点 は 、 ず っ と 奥 に 
ある わけ で すか ら 、D を 円 キー で 30 く らい に し まし よう 。 その後 テン キー で 
X=165、Y=50、D=-80 
の 位置 まで カー ソル を 移動 し | キー で 終点 を 決定 し ます 。 


AE に に 「「  。 EE optrgEnror 


0 
グン SS 
2 へ 、。 


| 


(を ) 


次 に イー ウ 間 の 線 を 描き ます が 、 連 続 ラ イン 機能 は 、 終 点 決定 後 その 終点 が 次 の 

ライ ン の 始点 に な り の ます の で 、 イ の 始点 は すでに 決定 され て お り 、 ウ の 終点 を 決 

定 す る モー ド と な つて いま す 。 ま ざ ず D を + キ ー で 〇 に し だ 後 、 
=225、Y=60、D=O 

の ウ 点 に カー ソル を 秘 動 し 、 [| キー で 決定 し ます 。 
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2) 色 を ぬる 
手順 | ① 
(の) 


最後 に 目 を 入れ て あげ まし ょ よう 。 目 は 円 を 使 つ て 描き ます の で 、[F4 」 を 選び ます 。 
円 の 描き 方 は 、BOX の 場合 と ほとん ど 同 じ で す 。 異な る の は 終点 決定 で 、BOX 
の わり に 、BOX に 内 接する 円 を 描く こと で す 。 
ロボ ッ ト の 石 目 を 描こ だ た めこ 、 ま ざ 始 点 を 

X=110、 Y=90、D=+20 
の 位置 で [ 如 | キー に て 決定 し 、 再び カー ソル を 秘 動 し て 、 

X き =185、 Y ョ (人 。 =+80 
まで BOX を 広げ た と ころ で 、 [ 当 | キー で 決定 する と 拡げ た BOX に 内 接する 円 
が 描 の れる は ず で す 。D は +20 に し て いま すか ら 、 グ ー ン と 飛び 出し だ 目 に 見 え 
る で し おう 。 
同様 に し て 左目 も 、 始 点 を 

X=185、Y=90、D=+20 
と し 、 終 点 を 
= ニョ 115、 ロニ ャ 90 
に し て 、 [ 当 | キー で 決定 し て こく だ さい 。 
以上 で 、 下 図 の ロボ ッ ト の 顔 の 線画 が 描け た は ず で す 。 
も し 、 下 図 と まつ だ くべ 違 つ て し まつ だ ら 、 [FE1 ] キー で メイ ン メ ニュ ユー に 戻り 、 
[F5」 キ ー で 回 菩 ( 個 庫 フリ ア ) を 選択 、 実 行 すれ ば 全 画 面 が フリ ア さ れ 、 ま だ 
は じ め か ら や り 直 すこ と が で きま す 。 


(を ) ( 石 ) 


「SHIFT ] | 上 1 ] キー を 押し て 陸 壮 (ベイ ント ) を 選択 し て くださ い 。 

カー ソル を テン キー で ぬり だ い 場 所 へ 移動 し 、[ 記 | キー で ベイ ント され ます が 、 
ぬる 色 (領域 色 ) は 最初 白 に 設定 され て いま すか ら 、 | SHIFT ]  [F5 」 キー を 押 
し て 、 色 の 選択 モー ド に 入り ます 。 

色 選 択 モ ー ド に 入る と 、 炊 軸 ( 上 較 ) の よう に 、 画 面 右端 に 、 カ ラー の サン プル が 
表示 され ます 。 ま ず 、 領域 色 (ぬる 色 ) を カー ソル キー で 選び ます 。 

“を 指定 し だ い 色 に 合わ せ て | キー で 決定 し ます 。 
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③ 画面 が 下 較 の よう に 変わ り 、 境 界 色 (ぬり だ い 部 分 を 囲ん で いる 色 ) の 指定 モー 
ド に な り ま す の で 、 囲 ん で いる すべ て の 色 を 指定 し て くださ い 。 
アイ コン 左側 の "py "を 、 カ ー ソ ルキ ー [4][』] で 秘 動 し 、 [ 民 | キー で 指定 し ます が 、 
アイ コン 右側 に “4" が 表示 され た も の は 指定 され て いる こと を 表わし て いま す 。 


し し LKVD ニ 1 っ 3 、033、 OO 
LLLLIHTHE:s4 GEHFHHTHEIH 


④ 境界 色 の 指定 が 終わ つ だ ら 、 [スペース | キー で この モー ド を 抜け られ ます 。 

⑥ 色 の 変更 が 終わ つた ら 、 ぬ る 色 が に 、 境 界 色 は の 石 側 に 、 指定 し だ 
も の だ け 色 が 表示 され て いる は ず で すか ら 、 確 認 し て くだ さい 。 

⑥ カー ソル を ぬり だ い 部 分 に 秘 動 し て ベイ ント し ます 。 


ロボ ッ ト の 顔 、 耳 、 口 、 鼻 、 頭 、 目 を それ ぞ れ ぬ つ て みて ぐだ さい 。 

ご 注意 | この と き 、D を 変え て (D=O 以 外 で ) 描 いた 部 分 は 、 同 じ D で カー ソル 
を 合わ せ だ 万 が 確 実 で す 。D が 異な る と 、 ベ イン ト も れ し て 、 せ つが ガ が ぐ 
の 絵 が 台無し に な つて し まう こと が あり ます 。 
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以上 で 、 ロ ボッ ト の 顔 が 描け まし た 。 ど うつ で すか が 愛 の ある 顔 で し よう 。 


さあ 、 線 で 描い て 色 を ぬ つ て 仕上 げ る と いう 基本 的 な 操作 が わか つた と ころ で 、 あ な 
だ も 自分 だ け の 作品 " を 描い て み ま し よう 。 


4 一 2 | 


立 髄 歓 ター ボ (X 1 turbo 用 ) 一 画面 モー トド 640X200 ド ッ ト を 使用 


り っ た いか ん 


手 順 | ④① 


⑩⑥ @ 


1) 線画 を 描く 


メニ ュー バー 内 の 査 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 左 フリ ッ フ する と 、 "作画 
モー ド " と な り 、 こ の モー ド で 使用 で きる 機能 を 示す アイ コン ウィ ンド ウ が 図 の 
よう に 開き ます 。 


ウィ ンド ウ 内 の 【 較 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 左 フリ ッ ク し て BOX 機能 
選択 し 、 ロボ ッ ト の 顔 の 輪郭 を 描い て いき まし よう 。 
マウ スカ ー ソ ル ロロ を メニ ュー の X、Y、D 座 標 で 見 る と 
X=490。 Y=80、 D=O 
の あ だ り へ 物 動 し 、BOX の 始点 を 決定 し ます 。 
決定 後 は 、 決 定 し だ 始点 と 、 マ ウス カー ソル を 対 角 と する BOX が 描 の れ ま す 。 
マウ スカ ー ソ ル を 右 下 の 方 に 移動 し て いこ と 、 だ ん だ ん BOX が 大 きこ な つて き 
まし た ね 。 
X=450、Y=180、D=O 
ぐら いま で 、 マ ウス カー ソル を 動 ひ し て こ だ さ い 。 
左 フ リッ フ で 、 描 いた BOX を 固定 し ます 。 
これ で 、 炊 頁 (上 図 )a-D-C-d の ロボ ッ ト の 顔 の 輪郭 が 描け まし だ 。 
同様 に 、 貞 (上 図 )e-f-9-h、 |-)-K-I の ロボ ッ ト の 耳 を 描き ます 。 
目安 と な る 座標 を 次 に 示し ます の で 、 顔 の 輪 部 と 同じ よう に 描い て みて こ だ さい 。 


@……X=130、Y=115、D=O 1……X=450、 Y=115、D=O 
ロミ の  」 ベラ ョ 500、Y ョ (5 ロニ 
g…X=190、Y=160、D=O  k……X=510、 Y=160、D=O 
D=O |1……X=450、 Y=160、D=O 
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今度 は 、 口 と 鼻 を 描き ます 。 こ れ も 顔 や 耳 と 同様 に BOX 機能 を 使い ます が 、 奥 
行き を 出す た め に 、D の 値 を 変え て み ま し よう 。 

D は 、O 以 下 で 引 つ 込ん で 

また 、O 以 上 で 飛び 出し て 
見 えま す 。 
口 は 、 引 つ 込 ん る で 見 せる だ め 、 右 フ リッ フク し な が ら マ ウス を 前 へ 移動 し 、D を 
ー5 ら ぐらい にし て ぐだ さい 。 


ちよ つと 立体 スコ ー プ を は ず し て 画面 を 見 る と 、 マ ウス カー ソル が の つ に 見 える 
は ざ ず です 。 
口 の 一 端 を 始点 と し ます 。 
X=280、Y=150、D=- ら 
まで 、 マ ウス カー ソル を 移動 し て 、 決 定 ( を フリック ) し て ぐだ さい 。 
の も う 一 端 ( 終 点 ) を 、 
X=370、Y=170、D=- ら 
に 秘 動 し 、 を フリ ッ フ する と 、 口 と な る BOX が 固定 され ます 。 (mm-n-O-D) 


60 


⑪ 


⑲ 


鼻 は 、 飛 び 出し て 見 える よう に 、 右 フ リッ フク し な が びら マウ ス を 前 に 引い て D を 
+10 に し ます 。 
マウ スカ ー ソ ル が グー ツ と 飛び 出し て きだ で し よう 。 
始点 を 
=300、Y=1415、D=+10 
と し 、 を を フリック て で 決定 後 、 終 点 を 
メ =350、Y=145、D=+10 
まで 移動 し 、 を リッ ツク し て ぐだ さい 。 
Q-「-S-t の 飛び 出し た 鼻 が 描け まし だ か ゃ 


(を ) ( 石 ) 


さて 、 頭 を 描き まし よう 。 頭 は 三角 で す が 、 下 図 の よう に 頭 の て つべ ん が と が つ 
だ も の に し ます 。 

メニ ュー バー 内 葵 主 を フリ ッ ク し て 、 作 画 ウ ィ ン ド ウ を 開き 、 アイ コ 
ン を を フリ ッ ツク し て 、 連 続 ラ イン を 選択 し て くださ い 。 
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下 較 の アー イ 間 の 線 を 描き ます 。 アア の 点 の D( 奥 行き ) は 〇 ですから 、 右 クリ ッ ツ 
し な が ら マ ウス を 前 へ 移動 し 、D を O に し て 、 ア の 京 

メ =190、Y=860、D=O 
に マウ スカ ー ソ ル き を 合わ せ 、 左 フリ ッ フ で 始点 を 決め ます 。 次 に 、 イ の 点 
は ずっ と 奥 に ある わけ で すら 、 マ ウス を 、 右 フ リッ ク し な が ら 前 へ 動 お し 、D 
を -30 く らい に し まし よう 。 
その 後 、 マ ウス カー ソル を 

X=330、Y=50、D=ー-30 
の 位置 まで 秘 動 し 、 左 フリ ツク し て 終点 を 決定 し ます 。 


(を ) ( 石 ) 


炎 は 、 イ ー ウ 間 の 線 を 描き ます が 、 連 続 ライ ン 機能 は 、 終 点 決定 後 、 そ の 終点 が 
災 の ライ ン の 始点 に な り ま す の で 、 イ の 始点 は すでに 決定 され て お り 、 ウ の 終点 
を 決定 する モー ド と な っ てい ます 。 ま ず 、 右 フ リッ フレ し な が ら マ ウス を ぼ 前 に 物 
動 し 、D を O に し だ 後 、 

メニ 450。Y=、D= テ 0 
の ウ 点 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 し 、 友 フリ ツ フ で 決定 し ます 。 
最後 に 目 を 入れ て あげ まし よう 。 目 は 円 を 使 つ て 描き ます の で 、 メ ニコ ユー バー 内 
除 三 | を キエフ リッ ク し て 作画 ウィ ンド ウ を 開き 、 (サー クル 機能 ) を 選び ます 。 
円 の 描き 万 は 、 BOX の 場合 と ほとん ど 同 じ で す 。 異な る の は 終点 決定 で 、BOX 
の か わり に 、BOX に 内 接する 円 を 描く ここ と で す 。 
ロボ ッ ト の 右目 を 描こ た め に 、 ま ず ざ 始 点 を 

X=220、 Y=90、D=+20 
の 位置 で 左 フ リッ ク し て 決定 し 、 再び マウ スカ ー ソ ル 【[ ] を 移動 し て 

※= ニ 20、Y= イ 56。D= ャ 20 
まで BOX を 拡げ ば とこ ろ で 、 左 フ リッ フ す る と 、 拡げ た BOX に 内 接する 円 が 
描か れる は ざ ず で す 。 
D は +20 に し て いま すか ら 、 グ ブー ン と 飛び 出し だ 目 に 見 える で し よう 。 
同様 に し て 、 左 目 も 、 始 点 を 

メニ 370、Y=00、 D=+20 
と し 、 終 点 を 

X ニ 490、 ヤ = ニ 15。D= キ 8 
に し て 、 左 フリ ッ ク で 決定 し て こく だ さい 。 
以上 で 、 下 図 の ロボ ッ ト の 顔 の 線画 が 描け だ は ず で す 。 
も し 、 図 と まつ だ ご 違 つ て し まつ だ ら 、 メ ニュ ー バ ー 職 門 を フリ ッ フ し 、 開 い 
だ ウィ ンド ウ 内 の 共 軒 (画面 クリア) を 左 フ リッ ク し 、 確 認 ウ ィ ン ド ウ の OK を 
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も う 1 度 フ リッ フク すれ ば 、 全 画面 が ノリ アジ され 、 ま だ は じ め か がら や り の 直す こと が 
で きま す 。 


2) 色 を ぬる 


手 順 | ① メニ コー バー 内 訟 三 | を を フリック し 、 作 画 ウ ィ ン ド ウ を 開い だ 後 、 (の 
イン ト ) を 左 フ リッ ク し て 選ん で くだ さい 。 
マウ スカ ー ソ ル  \M を ぬり だ い 場 所 へ 物 動 し 、 を フリ ッ フ すれ ば 、 ペ イン ト が 
実行 され ます が 、 ぬ る 色 (領域 色 ) は 、 最 初 白 に 設定 され て いま すか ら 、 メ ニュ ユ 
ー パ バー 内 の カラ ー ア イコ ン を を フリ ッ ク し て 、 色 選択 モー ド に 入り ます 。 

@ 色 選 択 モ ー ド に 入る と 、 下 図 の よう に 、 カ ラー ウィ ンド ウ が 開き 、 カ ラー の サン 

プル が 表示 され ます 。 
ぬり た だい 色 (領域 色 ) に 、 マ ウス カー ソル を 移動 し て 、 左 フリ ッ ク で 決定 する こと 、 
メニ ュー バー 内 の カラ ー ア イコ ン が 指定 し だ 色 に 変わ り ま す 。 
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③ マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ か ら 外 へ 出す と 、 ウ ィ ン ド ウ が 下図 の よう に 変わ り 、 
境界 色 (ぬり だ い 部 分 を 囲ん で いる 色 ) の 指定 モー ド に な り ま す の で 、 囲 ん で い 
る すべ て の 色 を 指定 し て くだ さい 。 
指定 する 色 の 上 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し て 、 を フリ ッ フ する と 、 指 定 ま だ は 解 
除 で きま す 。 
指定 され だ 色 の 上 の “ マ " が 、 赤 く ぐ な り 、 解 除 さ れる と 、 黒 に 変わ り ま す 。 


④ マウ スカ ー ソ ル を 、 ウィ ンド ウ の 外 に 出す と 、 ウ ィ ン ド ウ は 消え 、 境 界 色 の 指定 
モー ド は 終 ず し ます 。 

⑥ 色 の 変更 が 終わ の つ だ ら 、 カ ー ソ ル を ぬり だ い 部 分 に 秘 動 し 、 を フリ ッ プ で ベイ ン 
ト し ます 。 
ロボ ッ ト の 顔 、 耳 、 口 、 鼻 、 頭 、 目 を それ ぞ れ ぬ つ て みて ぐだ さい 。 


ご 注意 | この と き 、D を 変え て (D=O 以 外 で ) 描 いた 部 分 は 、 同 じ D で マウ スカ 
ー ソ ル を 合わ せ だ 訪 が 確実 で す 。 
D が 異な る と 、 ペ イン ト も れ し て 、 せ つか が か ぐ の 絵 が 台無し に な つて し ま 
うこ と が あり ます 。 


以上 で 、 ロボ ッ ト の 顔 が 描け まし た 。 ど う で す ガ や 愛 嬉 の ある 顔 で し よう 。 
さあ 、 線 で 描い て 、 色 を ぬ つ て 仕上 げ る と いう 基本 的 な 操作 が わか つ だ と ころ で 、 あ 
な だ も 、 自 分 だ け の "作品" を 描い て み ま し よう 。 
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5 。 画面 の セー ニア と ロー ド 


キー ボー ド 版 (X 1 用 ) 


⑦④ メイ ン メ ニュ ユー に お いて 、[F3] キ ー を 押す こと に より (ファ イル モー ド ) を 選択 し ます 
と 、 下図 の よう な 表示 が 現われ ます 。 


* SHVE 8 LOHD # 


9HVE 
L0A1 


FI 上皮 
: 電 拓 昌 上 


END 
6599 [1 7 町 [CR] 


②⑨ カー ソル キー で “LOAD" が SAVE" を 選択 し 局 キー で 人 確定 し ます 。 
③ 画面 が 下図 の よう に 変わ り 、 フ ァイル 形式 を 聞い て きま す の で カー ソル キー で 選択 し て ぐだ さ 
い 。 


*# SHVE 8 LOHD * 
回 量 7 7 59997 299" サイ 
| 叶 FR 
L ま | 

RIGHTI 
6599[ 科 ] 77 【R] 
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③ 続い て 、 デ バイス を 聞い て きま す の で 、 カ ー ソ ルキ ー で 選択 し て [ 選 キー で 決定 し て くださ 
い 。 


# SHVE& LOHRD* 
還 間 123 59997997 9 


員 謙 虹 [ 1[ 2H[ 3 


[EMHNI] [ENM1i] [ENMMeEI] [EMH3iJ 


も 599 [rd 層 ] 77 [CR] 


④ @ で "LOAD" を 選択 し て いる 場合 、 指 定 し た ドラ イブ 上 の 絵 の フ ライ ル 包 を 表示 し ます の で 、 
カー ソル キー で 選択 し 、 [| キー を 押し て ぐだ さい 。 確認 メ ツ セー ジ が 出 ま す の で “YeS" 

を 選択 する と 画面 へ ロー ドガ が 開始 され ます 。 
⑥ @ で “SAVE" を 選択 し て いる 場合 は 、 図 の よう お 画面 と な り ま す の で 、 フ ァイル 名 を 入力 し 
| キー を 押す こと で 、 人 確認 メ ツ セー ジ が 出 ま す の で 、“Yes" を 選択 する と 指定 し た ドラ 

イブ の ディ スク に 画面 上 の 絵 を セー プ し ます 。 


# SHRVE & LORD* 
還 剛 | 1773 も 99997997 9 人 


員 議 馬 [ 1[ 2H[ 3 
[EMM8I] [EMHHE]【EMM2I] [ENMM3i] 


File name=" 本 5 
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マウ ス 版 (X 1 turbo 用 ) 


④① メニ ュー バー 内 の 了 政 (フラ イル モー ド ) を 左 フ リック する と 下図 の よう な ウィ ンド ツウ が 表示 
され ます 。 


IDR IE : 5" ジ ど D 
PPGE LSER 


② ドラ イブ 、 ペ ー ジ を 変更 する 場合 は 、 そ れ ぞ れ そ の 部 分 に カー ソル を 秘 動 し フリ ッ フ する こと 、 
下図 (A)、 (CB) の よう な メニ ユー の ウィ ンド ウ が 開き ます の で 、 カ ー ソ ル を 秘 動 させ て 選び 、 
ぬけ る と 、 の の 状態 に 戻り ます の で 、“LOAD" も し ぐ は SAVE" を 選択 し ます 。 


(A) (B) 
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③ @ で “LOAD" を 選択 し な 場合 、 下 図 の よう な ウィ ンド ウ が 、 表 示さ れ ま す の で 、 そ の 中 か ら 、 
ロー ド し だ たい ファ イル 名 を 選び [OK」 を を フリ ツク する と ロー ド を 開始 し ます 。 


| ロロ 1) 【 画 司 刷 瑞 引 間 ( 届 
に 


SFhPL E ビ 4 ロロ - で 1 キ 


に コ 
- ご 1* 


④ @ で “SAVE" を 選択 し て いる 場合 、 下図 の よう な ウィ ンド ウ 表 示 と な り ま す の で 、 フ ァイル 
名 を 入力 し [OK | を を フリ ッ フ する と セー ブ を 開始 し ます 。 


HuE  ( 男 司 思 紹 四 
と 3 


SFFPLE ビ 4 オロ 還 に こち E 


〒 


- や 1* 


ご 注意 | EMM〈 外 部 メモ リ ) を ご 使用 に な る 場合 は 、 本 ソフ ト を 起動 する 前 に 和 め ざ 初 期 化し て 
ぐだ さい 。 
(初期 化 に つい て は 、EMM の 取扱 説明 書 ま た は 、 コ ン ピ ユ ー タ 本 体 の BASIC リ ファ 
レン スマ ニュ アル の INIT コ マン ド を ご 参照 くだ さい 。) 
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@ 立 体 作画 ソフ ト で は 画面 モー ド に 応じ 、 次 の よう な エク ステ ンション (拡張 子 ) が つけ られ ます 。 


エク ステ デ テラ ショ シ 画面 の モー ド ( ブ プラ フィック モード ) 画 面 
SL し 320x200 を 画面 ペー ジ O 
SOR 320x200 右 画面 ペー 
< 押 四 回 640x200 を 画面 ベジ (OS 3 
ら S1 民 640x200 右 画面 ペーS052。 
お ぢ L 320x400 を 画面 ペー5 ク ()、 ダ 
SS ぢ 代 320x400 石 画 面 SM 、 計 
GS 320x200 (64 色 ) turboZ を 画面 ペー3 メ (1 
SGR 320x200 (64 色 ) turboZ 右 画面 一 522、 8 

また だ 、 使 用 可能 な デバ イス は 次 の 通り で す 。 

画 面 表 示 
ANe A 5 
キー ボー ド 版 (X 1 用 ) マウ ス 版 (X1turDbO 用 ) 

らら ど ぢ ど D 坂 2 LDK 人 KS2D ど 5 だ 人 8 

5'" ZDD ら の DDCOH DBD12 25 尺 の BDS8: 
5'” の ら HD どら 財 DO⑨: ど 周 D 代 2 日 人 2 26S 
8" D 2@DO:82D158 ら BDP の : 8 2058: 

(回 ⑨ 記 入ら 5 8 

EMM( 外 部 メモ リ ) | EMMO:EMM1 :EMM2:EMM3: | EMMO: EMM 1 : EMM2: EMM3: 

リー ドド ディ ャ スク 同 DO:HD4 HDSIHDS: 


※ 立 体 エ ア チ エ ッ ク フツー ル 
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第 ら 草 


控 作 手順 
(キーボー ド 版 (X1・X1 turbo 有 )) 0 


、 立体 作画 ソフ ト “ 立 購 歓 " 
[キー ボー ド 版 (X1・X1turbo 用 ) 〕 


立体 作画 ソフ ト “ 立 財 歓 "(キー ボー ド 版 CX1・X1tUrbO 用 )) の 操作 は すべ て キー ポー ド を 用 いて 
行なわ れ 、 ま ざ ず 、 モ ー ド や 機能 を 選択 し 、 それ ひら それ ぞ れ の 機能 を 実行 する よう に な つて いま す 。 
これ ら モ ー ド 、 機 能 の 選択 は 、 そ の 働き を 較 形 化し た アイ コン が ファ ン フ ショ ン キ ー 1 ~10 に 対応 
し て いま す の で 対 訪 す る ファン フ シ ョ ン キ ー を 押す こと に より 行なわ れ ま す 。 

まだ 、 こ の アイ コン の 表示 位置 は 、[H TAB] キ ー に より 画面 の 上 端 、 下端 に 切り 換え る こと が で き 、 
GRAPH」+ [HH TAB | キー に より の 、 表 示 を 消す こと も で きま す 。 (再度 、「GRAPH」+ [H TAB | キ 
ー で 表示 ) 

それ で は 、 以 降 各 機 能 、 操 作 に つい て 順 を 追 つて 説明 し レ て いき ます 。 


1 一 1 | 作画 モー ド と 手順 


メイ ン メ ニ ユ ー が 表示 され て いる 状態 で LF 1 | キー を 押す と 、 メ ニコ ユー の 表示 が 、 下 図 の よう に 切 
り 換 わり 、 作 画 モ ー ド に 入り ます 。 
この モー ド で は 、 次 の よう な こと が で きま す 。 


文 メ ニコ ユー の 表示 を メイ ン メ ニュ ユー に 戻し ます 。 


5 電 還 (に 半 凍 MBP 8200 WPRC の Pe205457Reae 9 
志井 導 0E 廊 穫 売 紅 凍 二 居 ooAhAARbREYkRaAORnSreaneaeaa 
天国 征 鞭 庄 誠 20 0 05B 2 2000 な GR223erRGS 才 RER 45428acNeSReo 
F 
府 の 一 克 を 、 指 師 し た 公 で 泊 ( し まし ea pany NeartD onesptereeeiite ones 
后 あ De 打つ 2MDW 2 に ekie03 ROSE3B9 543E も AR 2RSS た ep 器 
二 な 
ee 630rAOD02RORESR 32eaeheC22zRe< ーー 


※ カー ソル パック )、 較 ソル フォ ワー ド )、 加 ( ラ イン テリ ー ト ) の 名 機能 は 、 
画 (ライ ン ) 機 能 を 選択 し て いる と きのみ 使用 で き 、 他 の 機能 を 選択 し て いる と き に は 表示 さ 
れ ま せん 。 


メス 


作 


固 


モー ド ^ 連 続 ライ ン " 時 に は 開 還 が 表示 され 、 次 の よう な 機能 が 追加 され ます 。 
是 据 カー ソル バッ フ : カー ソル が ガ 以前 指示 し だ 点 に 戻り ます 。 


カー ソル フォ ワー ド : カー ソル バッ を し た 点 ガ ら 新 し ぐ 指定 し だ 点 ま で カー ソル を 進め 
ます 。 


Fc 
文 リー ライ ン デ リー ト : 新しい カー ソル の 位置 ひら その 一 つ 前 に 決定 し た 点 ま で ライ ン を 次 々 に 


消し て いき ます 。 

| ご 注意 

* 連 続 ライ ン "時 に は 、 rl| キー に て 決定 し た 座標 を 最大 64 個 まで メモ リ に 蓋 え て いま す 。 (し 
だ が つて 、“ 立 体 作画 ソフト "を 起動 し た 直後 は 、 メ モリ は 空 に な つて いま す 。) 

* 連 続 ラ イン "に よる 作画 の 過程 を 薔 え て いま すか ガ ら 、 作 男 の 途 中 で 前 に 指定 し た 座標 こ に カーソル 
を 戻し た り 、 前 に 指定 し た 座標 に 向 か つ て ライ ン を ひこ こと が 簡単 に で きる わけ で す 。 

例え ば 、 図 の よう に の っ ②③ つつ ④ と ライ ン を ひい だ 後 、④ の 点 と の の 点 を 結ん で 閉じ だ 図形 を 
作り た いよ うな 場合 ④ か ひら の まで カー ソル を 動 プ し て もち も よい の で す が 、 カ ー ソ ル を ④ の 座標 に 
正確 に 合わ せる の は 、 最 初 の うち な か な ガ 難 し いも の で す 。 な ぜ な ら 、 立体 の 場合 、 終 CY 亡 向 ) 
横 (X 方 向 ) に 加え て 、 奥行 き て D : depth) も 合わ せる 秘 要 が ある か ら で す 。 も ちろ ん 、 使 っ て 
いく うち に 、 立 体感 覚 び 身 に つい て き て 、 奥 行き も 比較 的 楽に 合わ せら れる よう に な り ま す 。 
で も この よう な が 時 、[SHIFT ] 十 [F2 ] キー を 押せ ば 、 押 す だ び に カー ソル が ④ か ら ③ っ @ っ ④ こ と 
順に 戻り 、 自 動 的 に あ ② と の を 結ん で これ ます 。 ご これ が "カー ソル バッ ク フ 機 能 ? で 、 前 述 の よう に 64 
点 前 まで 戻る こと が で きま す 。 

また だ た 、 カ ー ソ ル バ パッ フ を し て いつ て 戻し け ぎ て し まつ だ 場 合 、[SHIFT ] + [F3] キー で カー ソル 
バッ フク を する 直前 の 座標 ( 図 の 場合 は ④ の 点 ) ま で 逆 に 進ま せる こと も で き 、 こ れ を い カ ー ソ ルフ 
オ ワ ー ド 機能 ? と 呼び ます 。 
[ 当 | キー で ライ ン は 確定 し ます 。 
十 [F4 ] キ ー は 、 確 定 し て し まつ た ライ ン を 黒 で 消す た め の * ラ イン デリ ー ト 機能 ? で す 。 
キー を 押す だ びに 、 最 も 新しく て ひ いた ライ ン か ガ ら 新しい 順に 消し て ゆき ます 。 こ の こと き 、 鹿 レ 
て いた ライ ン の 座標 デー ツタ も いつ し よ に 消え ます 。 


ご 注意 
スペ ー ス 」 キ ー な ど で の 始点 決定 モー ド の と き に は 、 カ ー ソ ル の み 戻 つ を の 進ん だ り の し ます 。 だ だ 
レ 、 ラ イン デリ ー ト は 、 始 点 決 定 モ ー ド で も 最も 新しい ライ ン か ら 消 し て いく こと が で きま す 。 
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順 | ① 


手順 


ボッ クス 


④ 
の ) 


メニ ュー の 表示 を メイ ン メ ニ ユ ー に 戻し ます 。 


F1 キー を 押し 情 華 を 選択 し ます 。 
② メニ ュー の 表示 を メイ ン メ ニュ ー に 戻し 、 モー ド 選 択 状態 と な り ま す 。 


メイ ン メ ニ ユ ー が 表示 され て いる と き は 、 カ 


連続 し だ 直線 を ひき ます 。 


キー を 押し 、 較 を 選択 し ます 。 


ー ソ ル は 表示 され て いま せん 。 


|、| キ ー で 尋 行き を 決 


jl| キー を 押し ます 。 さ ら に 、 


スペ ー ス 」 キ ー を 押す こと に より 、 解 除 と な り 、 ラ イン を ひか ず に ②⑨ 


長方形 や 正 亡 形 を 拉 きま す 。 


手 順 | の [F2I 
ZI|I8II9 
[2IS 
め 、 [| キー を 押し ます 。 
③ カー ソル を 秘 動 し 、 終 点 の 位置 ・ 奥 行き を 決め 、 
この 点 が 次 の ライ ン の 始点 と な り ま す 。 
ご 注意 | 終点 決定 の 際 、 
の 始点 決定 に 戻り ます 。 


F3] キ ー を 押し 、 を 選択 し ます 。 


カー ソル を 秘 動 な で せ 、 ま だ は 


キー で 奥行 き を 決め て 四角 形 の 一 角 を 決め [ 昭 | 


キー を 押し ます 。 


③ カー ソル を 動 ひ す と ボッ クス が 表 示さ れ ま す の で 、 対 角 を 決め て 品 キー を 押 


し ます 。 (LESC 


定 す る こと は で きま せん 。 


キー で キャ ン セ ル と な り 、④① か ら 再 度 実行 で きま す 。) 


ボッ クス は 同一 奥行 面 の み で し か 機能 し ませ ん の で 、 手 順 の と ③ で 異な る 興行 き を 
指 
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[F4」 キ ー を 押し 、 を 選択 し ます 。 

②@ カー ソル を 物 動 し 、 始 点 を 決め 当 | キー を 押し ます 。 

③ カー ソル を 移動 させ る と 、② で 決め だ 点 と 、 カ ー ソ ル を 対 角 こ と する 四角 が 表示 さ 
れ ま す 。 円 は 、 こ の 四角 の 内 接 円 と し て 描 ガ れ ま す 。 

④ 四 骨 の 大 き さ を 変え な が ら 、 XX 方 向 ・ ヤ 方向 の 長 さ を 決め て | キー を 押し ま 

す 。 (LESC]」 キー で キャ ン セ ル に な り ま す 。) 

例え ば 


の よう に 円 が 描け ます 。 


ご 注意 サー クル は 同一 奥行 面 し が 機能 し ませ ん の で 、② と ④ で 異な る 奥行 き を 指定 する こ 
と は で きま せん 。 


ま 順 | ① 「F5] キ ー を 押し 、 隊 諾 を 選択 し ます 。 
② [F5] キ ー を 押す ご と に 、 消 し ゴム の 大 き さ ( 大 、 小 ) が 、 交互 に 変わ り ます 。 
⑨③ カー ソル が 、 指 定 し た 大 き そ の ボッ フス カー ソル と な り ま す の で 、 ボ ックス カー 
ソル を 消し た い 領 域 へ 移 動き せ 、 滞 | キー を 押し ます 。 


お 知ら せ | 消し ゴム ハ の 色 を 変え る と き は [ SHIFT 」+[F5 」 キー を 押し カラ ー チ ェ ン ジ モ ー ド に し レ 
て 行 な つ て くだ さい 。 (くわ し こく は 、 カラ ー チ エン ジ の 項 を 参照 し て ください 。) 
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ペイ ンド 単色 の 部 分 に 色 を ぬり ます 。 


お 知ら せ 


の [SHIFT ]+ [FE1 キー を 押し 、 了 義 を 選択 し ます 。 
② 色 を ぬり た い 領域 へ カー ソル を 移動 させ 、 [ 当 | キー を 押し ます 。 


領域 色 、 境 界 色 の 変更 は 、[SHIFT ]+[F5 」 キ ー を 押し カラ ー チ エン ジ モ ー ド に する 
こと に より 、 領 域 色 、 境 界 色 の 再 指 定 が で きま す 。 (次 項 の カラ ー チ エン ジ モ ー ド 参 ) 


嘆 員 賠 較 山 % E 四 


ュー っ 本 に うう 


し し LKVD ニ 15 う 033、 DO | 
LLLLIHTHEs# iiEHFHTHEI 
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色 の 選択 を 行ない ます 。 


この 機能 は 、 選 択 し て いる 提 画 機能 こよ つて 手順 等 が 違い ます の で 、 別 々 に 説明 レ し ます 。 
(G) 較 連続 ラ ィ ン 、 略 ホッ フス 、 略 サー フル を 選択 し て いる と き 
描画 カラ ー を 8 色 か ら 選 べ ま す 。 


ま 順 | ⑦⑳ [SHIFT」+[F5 」 キ ー を 押し 、 カ ラー チエ ンジ を 選択 し ます 。 
下図 の B 色 カラ ー バ ー が 表示 され ます 。 


⑨ カー ソル キー に より 描画 カラ ー を 選択 し 、 [ 避 | キー を 押し ます 。 


HH きす REFHFH*HTIHEIIR 


EE っ リエ YK に 3 


Fz2 I ほ 還 ま 】 2 
ハン 計 哨 に EE 半 提 抽 提 


(b) 消し ゴム を 選択 し て いる と き 
消 レ ゴム の 色 を 、36 色 か ら 選べ ます 。 


手 順 | ① [SHIFT]+[F5」 キ ー を 押し 、 カ ラー チエ ンジ を 選択 し ます 。 
②@ カー ソル キー に より 色 を 選択 し [ 滞 | キー を 押し ます 。 


AI 二 。 HEEmi pEmFHcipirrF_ 


2 。 口コミ ジ テ イラ つの 
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CC) 導 剛 ベイ ント を 選択 し て いる と き 
領域 色 を 36 色 の タイル パ パタ ー ン か ら 、 境 界 色 を 8 色 か ら 選 べ ま す 。 


手 順 | の [SHIFT」+[F5」 キ ー を 押し カラ ー チ エン ジ を 選択 し ます 。 
下 國 (A) の カラ ー バ ー が 表示 され ます 。 
②@ カー ソル キー に より 領域 色 を 選択 し 、 [| キー を 押し ます 。 下図 (G) の カフー 
バー が 表示 され ます 。 
③ カー ソル キー に よら 境界 色 を 選択 し 、 | キー で 指定 し て いき ます 。 (/ 色 ま 
で 指定 で きま す 。) 
境界 色 に 指定 され だ 色 は 、 右 側 に [4| の 表示 が 出 て 指定 され ね だ こと を 示し ます 。 


④ 境界 色 の 指定 を 終了 後 、| ス ペース 」 キ ー を 押し ます 。 


| ご 注意 | 
境界 色 と は 、 ペ イン ト し よう と し て いる 領 城 を 囲ん で いる ライ ン の 色 の こと で 、 領域 色 こ は 、 そ 
の 領域 内 を ペイ ント する 色 の こと で す 。 例え ば 、 次 の よう に 、 黄色 い サ ー ク ル と 赤い ボッ フス が 
重 な つて 描 お れ て お り 、 そ の 中 一 点 で 領域 色 を 赤 と し て ベイ ント を 開始 し た と し ます 。 この と き 、 


赤い ボッ クス 


黄色 い サー クル 8 
ペイ ント 地点 


境界 色 が 赤 だ け 、 黄 色 だ け 、 赤 と 黄色 の 場合 の 結果 に つい て 示し ます 。 
だ だ し 、 ボ ックス と サー クル の 描 ぐ 順番 に よ つ て 下図 の よう に な ら な い 場 合 が ありま す 。 


赤 だ け 黄色 だ け 赤 と 黄色 


人 軸 ロ に あみ 内 FE pgkim 
と ョ イジ ョ の ラ ジテ イジ エフ タ グイ 


(A) (B) 
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1 一 2| 罰 編集 モー ド と 手順 


メイ ン メ ニ ユ ー が 、 表 示さ れ て いる 際 に 、[F2 ] キ ー に より 六軒 を 選択 する と 、 メ ニュ ユー パー が 
下図 の よう に 変わ り 、 編 集 モ ー ド と な り ま す 。 こ ご の モー ド で は 、 左 右 片 面 の み が 表 示さ れ 、 表 示 面 
の み へ の 作業 が 行なわ れ ま す 。 表 示 面 は 、 メ ニコ ユー 内 の 民放 に 示さ れ ま す 。 

ご の モー ド で 、 行 な うこ と の で きる 作業 は 以下 の 通り で す 。 


ーー 
se 
mn 

文 円 を 描き ます 。 
2 3 
内 由 
生計 画 
8 園 
陸 FR 問 
(06 還 択 碗 人 条 (8LNR、MMMRDMIP2RE MNOSS3GK33eieke es reseees 


| ご 注意 | 編集 モー ド で は 、 較 罰 (カー ソル バッ ク )、 較 剛 (カー ソル フォ ワー ド )、 革 (ライ ィ 
ン デ リー ト ) の 名 機能 は 使用 で きま せん 。 


FE FIFE 加 回 wi 三 1 っ 9 、3 ーーー | 
軸 画 則 商 内 再 癌 問 置 TEE'ef CEHPHHTHETHLTF 
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編集 モー ド で の 機能 は 、 一 部 作画 モー ド と 重複 する 機能 が ありま す 。 こ の だ め 以 下 の O つ の 機能 に 
つい て は 、 作 画 モ ー ド を 参照 し て くだ さい 。 


作画 モー ド を 参照 する 機能 


F 
メイ ン メ ニュ ー ム へ 記 る 叶 遇 ブーン ル 
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画面 の 一 部 を 拡大 し 、 絵 の 微 修正 を 行ない ます 。 


お 知ら せ 


⑤⑯@ 


@⑥ @⑨ 


[SHIFT ] + [F2] キ ー を 押し 、 を 選択 し ます 。 画面 に 、 拡大 され る 領域 を 
示す ボッ フス カー ソル と カー ソル 部 が 拡大 され だ 拡大 画面 が 表示 され ます 。 
拡大 画面 の 枠 が 水色 を し て お り 、 ボッ フス カー ソル が 所 色 で 表示 され て いる と き 
は 、 ル ー ペ カー ソル (拡大 領域 ) の 物 動 が 可能 で す 。 

ポッ フス カー ソル を 拡大 し だい 場所 へ 物 動 し 、 [ 当 | キー を 押し ます 。( 拡 大 画面 
の 枠 の 色 が 白色 に な り 、 ボ ックス カー ソル は 緑色 に な り ま す 。) 

| 選 、 | キー 操作 に より 色 を 選択 し ます 。 

テン キー 操作 に より 、 点 滅 し を た カー ソル " 置 " を 移動 し 、 画 面 上 で , 届 | キー を 押 
す と ③ で 選ん だ 色 が 置か れ ま す 。 カ ー ソ ル 物 動 方 向 が 枠 内 の カラ ー の 横 に 表示 さ 
れ [ 如 | キー を 押す ご と に 矢印 の 方 向 に 1 つづ つ 選 ん だ 色 を 置い て いき ます 。 
③、@④ の 操作 を 繰り 返し て 、 修 正 を 行 な つ て こく ださい 。 

拡大 領域 を 物 動 さ せる 際 は 、 [スペース] キー を 押し 、② で 領域 を 指定 し 直し て くだ 
さい 。 


修正 中 、[DEL」 キー に より グラ フィ ッ ク フク 画面 を 、 消し た り 、 表 示し た りす る こと が で 
きま す 。 


に IARWEJR|。。 Eh 
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ま チ 順 


記 ーー 繧 の コピ ー を 行ない ます 。 


SHIFT ]+ |F3] キ ー を 押し 、 還 還 を 選択 し ます 。 

コピ ビー し レ だ た い 絵 の 一 端 に カー ソル を 物 動 し [| キー を 押し ます 。 カ ー ソ ル を 物 
動 す る こ ボ ックス カー ソル が 現われ ます 。 

コピ ビー し だ た い 領 域 を ポッ フス で 囲み [ 如 | キー を 押し ます 。 ([ESC] キ ー で キャ 
ン セ ル さ れ ま す 。) 領域 を 囲ん で いる 枠 は 、 緑 色 に 変わ り そ の 上 に ボッ フス カー ソ 
ル が 重なり ます 。 

ボッ クス カー ソル を 物 動 さ せ 、 コ ピー し だ た い 場 所 で 世 キー を 押し ます 。 
スペ ー ス ] キー を 押す と 、 手 順 @ に 戻り 、 コビー 領域 の 再 指定 が で きま す 。 

([ ス ペー ス ] キ ー を 押す まで 、 何 回 で も 、 同じ 領域 の コピ ー が 行なえ ます 。) 


( ヾ 履 ぶ ) 


る 
⑤ 


手順 @ で 、 コピ ー 先 を 指定 する 前 に 、[SHIFT ]+ [4 ] キー を 押し 画面 切換 え を 行 な 
つこ ご と に より 、 別 画面 ( 諾 か ら 右 画 面 も し くべ は 、 逆 ) へ の コピ ー も 行なう こと が で き 
ます 。 


画面 切換 え 表示 画面 を 切り 換え ます 。 


④ [SHIFT]+[F4] キ ー を 押し 、 問 を 選択 し ます 。 
② 表示 され る 画面 が 左 か ら 右 画面 ( 右 か ら を 画面 ) へ と 切り 換わり ます 。 


画面 切換 え の ア イコ ン は 現在 表示 され て いる 画面 に よ つ て 異な り 、 ア イコ ン ガ が [ 還 
の 時 は 現在 右 画 面 が 表示 され て いる こと を 、 隊 軒 の 時 は 、 画面 が 表示 され て い 
る こと を 表わし て いま す 。 


1 一 8 ファ イル モー ド と 手順 


メイ ン メ ニュ ー に お いて [ES] キー を 押す と 、 (ファ イル モー ド ) が 選択 され 、 下 図 の よう な 
画面 に な り ま す 。 


# 5HVE& LOHRD * 


LOHRD 


FL 此 里 
1 LE 


END 
599【[ 付 ] 7 【CR] 


この モー ド で は 、 カ ー ソ ルキ ー を 使 つ て 名 機 能 を 選択 し 、 r 当 | キー で 決定 し ます 。 
メイ ン メ ニュ ユー に 戻り た い 場 合 に は 、 こ の 画面 で [END」 を 選択 決定 し ます 。 ま た 、 そ の 他 の 画 


手 順 | ① 上 図 に お いて [LOAD] を 選択 、 決 定 し ます 。 
② 画面 が 次 の よう に 変わ る の で 、 ロ ー ド する ファ イル の 形式 を 選択 し て ぐだ さい 。 
例え ば 、 左右 同 時 に ロー ド し だ い 場 合 は 、[L&R] を 、 左 画面 だ け ロ ー ド し だ い 場 
合 は [LEFT | を 選択 し ます 。 


# SRVE LORD * 
員 7 人 7 腸 村 59997 97979 


RIGHT 
599 [人] 7 【CRJ 
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③ 次 に 、 ディ スク ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 聞い て きま す の で 、 画面 デー ツタ を ロー 
ド す る ドラ イブ 番号 を 、 同 様 に し て 選択 し て くだ さい 。 


SNVE & LORD # 
則 有 23 5999799 す イロ 


嘱 族 馬 [ 111[ BEH[ 3 
[EMMI] [EMM1I] [EMI] [ENMM3I] 


t599 [94] 77 イ 【(R] 


④ 画面 上 に ファ イル 名 が 表示 され ます の で 、 ロ ー ド し だい ファ イル を 選択 後 、| 
キー を 押し ます 。 


当 衝 WE AA LDRHD 


LORD 
HHFLE3EH-] ・SH (SEENgHH) 


599[ 層 ] 。 77 [CRI 


⑥ 画面 が 次 の よう に 変わ り ま す の で 、YGS ま だ は No を 選択 後 、 . 避 | キー を 押し 
て く 太 ざ し ie 


⑥ ロー ド 終 ず 後 、 何 ガサ キー を 押す と ファ アイ ルモード 最 初 の 画面 に 戻り ます 。 
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手 順 | ① フタ アイ ルモード 最初 の 画面 で 、| SAVE | を 選択 、 決 定 し ます 。 
② 画面 が 下図 の よう に な る の で 、 セ ー プ ブ しだい 画 面 を [|[』 引 キー を 使 つ て 選択 し て 
ぐだ さい 。 
例え ば |L&R」 を 選択 する と を と 右 の 画面 が 同時 に セー プ さ れ ま す 。 


# SHVUE & LOHRD # 
還 間 7 人 6 7 伯 村 も 9997 9 サイ 


L 8 ド 
電 : 半 ! 
RIGHT 

599[ 改 ] 7 居 イ [CR] 


③ 次 に 、 セ ー プ ブ す る ディ スク の 入 つ だ ドラ イブ を 指定 し ます 。 指定 の 亡 法 は [LOAD 
の 場合 と 同様 で す 。 


# SHVE &5 LOHD*# 
還 導 1423 も 2999799"9 


咽 議 環 上 [ 111H[ BEH[ 
[ENMMBI] [EMIEH [ENMWgEE]【ENMM3i] 


も 599 [4] 7 【(R] 
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④ ドラ イブ 指定 後 、 画 面 は 、 次 の よう に な り ま す の で ファ イル 名 を 入力 し て ぐ くださ 
い 。 


# SAVE & LORD * 
四 机 723 も 2993799 が 9 


嘱 較 遇 [ 1][ BEH[ 3 
[EMMBI] [EMIi] 【[EMM 語 ] [ENMM3i] 


Fila name=" 時 


⑥ 遇 | キー を 押す と 、 次 の 表示 が 出 ま す の で 、YGS を 選択 し r| キー を 押す と 、 
セー ブ ガ が 開始 さ れ ま す 。 ここ で 、 [ESC」 キー を 押す と ② に 戻り ます 。 


0 ご 


FLE ヨ ミロ 1 


| ロ 
LEFT 記 ド 


⑥ セー ブ が 実行 され だ 場合 、 セ ー ブ 終了 後 、 rl| キー を 押す こと に より ファ イル 
モー ド 最 初 の 画面 に 戻り ます 。 
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に ファ イル デイ スン の すべ て の 画面 デー ツ フ ァイル を 表示 し ます 。 


チ 順 


① ファ イル モー ド 最 初 の 画面 に お いて | FILE | を 選択 、 決定 し ます 。 
② 画面 が 下図 の よう に な る の で 、 表 示し た い デ ィ ス フク ド ライ ブ の 番号 を 選択 し て < 


だ さい 。 


# SRHVE 8 LORD * 
PT423 59997997 9 イ 。 


員 雇 下 有 [ 11[ 2H[ 3 
[EMBI] 【[EMM1IH [EMI] [EMBi] 


6599 [ed] 中 [CR] 


③ する と 、 そ の ドラ イブ に セツ ト さ れ だ ディ スク に お さめ られ て いる 画面 デー タフ 


アイ ル の ファ イル 名 すべ て が 表示 され ます 。 
ESC」 キ ー を 押す と ファ イル モー ド 最 初 の 画面 に 戻り ます 。 


# SHVE 8 LOHRD # 


SRMPLE328-2 ,8 刀 (328 


SHMPLE3ZB-2 SR (328 


や - が | 【[ 必 ] :909 [CR] 
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ファ イル 潜 去 画面 デー ツ フ ァイル を 消去 し ます 。 


手順 


④ ファ イル モー ド 最 初 の 画面 に お いて 、[ KILL ] を 選択 し ます 。 
② 画面 が 下図 の よう に 変わ り ま す の で 、 消 去 す る フラ イル の タイ プ を 指定 し ます 。 


例え ば 、[L&R] を 指定 する と を と 右 を ベア で 、 ま だ 、 [LEFT]| を 指定 する と 
左用 の フラ イル の み 消 去 し ます 。 


# SHVUE 6 LOHD 
7 人 9 桂 【09997 "9 


L 8 ド 
間 : 通 | 
RIGHT 
6599[ 付 ] 町 [CR] 


③ 消去 する ファ イル の 入 つ だ ドラ イブ を 指定 し ます 。 


# SRVE&LOHRD* 
IP も 999979979f 


員 議 顕 [ 1[ 2H[ 3 
[E 了 Wi] [EMIE] [EMI]【[EMM3i] 


ft599 [fd 人] 77 イ [CR] 
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⑨④ 次 に 、 @ で 指定 し た ツタ イプ の ファ イル が ガ が 画面 上 に 表示 され る の で 、 消 去 し だ い フ 
アイ ル を [| | 中 キー で 選択 し ます 。 


# SHVUE 8 LOHRD 


599 [11] 7 馬 [CR] 


⑥ 画面 上 に 確認 の メッ セー ジ が 出る の で 、 消 去 し て よい な ら YGS を 、 キヤ ン セ ル し 
だ けれ ば 、NO を 選択 決定 後 何 サキ ー を 押す と それ ぞ れ の 負 理 後 、 フ ライ ル モ ー 
ド 最 初 の 画面 に 戻り ます 。 


順 


④ ファ イル モー ド 最 初 の 画面 に お いて | END 」 を 選択 、 決定 する と 、 作 画 ツ ー ル の メ 
イン メニ ユー へ 戻り ます 。 
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1 一 4| プリ ント モー ド と 手順 


④① メイ ン メ ニュ ユー に お いて [F4」 キ ー を 押す と 、 プ リン トモ ー ド に 入り 、 下 図 の よう な 画面 に な 
り ま す 。 


ま 計 目 民 也 じ HFT * 


デ だ 9 の 3 間 " す 7。 
FPー8 ロ 
= ピー1 る に ド 
ヒビ デー ピロ ジン ご ピピ ロ ビビ ヒー どら ジジ ン ピ ビビ ーP ビ R ジ ロロ 1 


ドー1 ロコ ※ 
SKK ジジ に 
ヒデ ビー ラビ ピ ド ラン ご ピ ド オオ 
ヒー ラ ピ ド 5 ラン /S ピ ド 己 
ビデ ビー ご PhI1 ド MM デー1 ユ ピロ オン [ロー アジ ロ 

TK MGS ピ ビ ーP ビ PR ジロ 1CL ン ピ ド オキ ロビ 


99[] 耳 記 CR] [ESC] 


@ 使用 する プリ ンタ の タイ ブ を 指定 し ます 。 指定 方 法 は 、|? | |! キー で 選び [ 避 | キー で 決定 し ま 
び 。 


* HHRD COPY * 
エー ジュル PD9297 29"97。 
リー マル 
り リリース 
| Ey99[1 1] TCR] 
日 / 黒 プリ ンタ 


%* 慎 自 展 軸 EUFPTY * 


"ー ノ ジル 7 7 の 5 7 17。 
ブーマ 
人 王 庄 

PE 1] 5 イ [CR] 
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③ プリ ンタ の タイ プ ガ 白黒 の も の で あれ ば 、 出 力 モ ー ド を ノー マル ガリ バー ス (反転 ) か を 選 
択 し 、 カラ ー で あれ ば 、 ノ ー マ ル 、 リ パー ス と カラ ー の 中 か ら [1] [中 キー で 選択 し ます 。 | 
キー で 決定 する と 、 画 面 は 次 の よう に な り ま す 。 


* 出 朋 RU EDFY * 


ドー Ph すま 9 


に し 島 ま り 
RK」 條 骨 
27[ | ) ] 了 , 王 イ [CR] 


⑨ 画面 、 ド 画面 を 連続 し て プリ ント アウ ト す る 場合 、[L&R ] を 選び 、 片 画面 だ け の 場合 、「LEFT 


まだ は | RIGHT | を 選択 し ます 。 r| キー で 決定 する と 、 画面 は 次 の よう に 変わ り ま す 。 


| mrmmmm | 


③ 画 側 の 下端 に メッ セー ジ で プリ ント を 開始 する か どう か 聞い て きま す の で 、 プ リン タ の 準備 が 
で き て いれ ば 、 = = キー で Y@S の 文字 を 反転 表示 させ [| キー を 押す と プリ ント が 始ま 
り ま す 。No を 選ぶ と ② に 戻り ます 。 


| ご 注意 | 
・ プ リン タ の 機種 名 中 、 CZ-SBPC1/MZ-1P1 フ 、 MZ-1PO4/IO-Z2O、 PO-PR2O1CL 
/PR406 は カラ ー プ リン タ で す 。 
・ プリンタ の 機種 に よ つ て は 、 縦 横 比 の 関係 で 、 正 円 が 杖 円 に な つて し まう こと が あり ます 。 
・ CZ で 始ま る も の 以外 は 、 X1 用 純正 品 で は あり ませ ん の で 、 プリ ンタ の ディ ッ プ スイ ツチ な ど 
の 設定 に 注意 し て くだ さい 。 ま だ ただ 、X 1 用 と し て 使用 する 場合 、 付属 品 が 秘 要 に な る 場合 が あ 
り ま す 。 
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| 1 一 5 | 画面 消去 モー ド と 手順 


1 。 メ イン メニ ュー に て [FSS] キー を 本 す と 、 画面 消 去 が 選択 され 、 次 の よう な 画面 に な り 
ます 。 


FI IF IF |F+ 
: 当 | に | 中 | 包 


の. 消し て し まう 場合 は キー、 消 さ な い 場合 は IN キー を 押し て ぐだ さい 。 


| 1 一 6 | 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド と 手 順 | 


1 . メイ ン メ ニュ ユー に て [SHIFT |+ [F1 ] キ ー を 押す と 、 立 体 ス ー パ ー イ ン ポ ボーズ モー ドガ が 選択 さ 
れ ま す 。 

の . 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド の 時 、 メ イン メニ ユー に て [SHIFT 」+[F1 | キー を 押す と 解除 
され ます 。 (接続 は 、 第 1 章 4. オー ノ / 立 体 映像 セッ ト の 活用 を 参照 くだ さい 。) 


ご 注意 


・ 立 体 ボ ー ド 映像 入力 端子 に 映像 信号 が 入 力 さ れ て いな い 場 合 、CVTR 再 生 中 に 信号 が 切れ だ 場 
合 を 含む な) で は 、 自 動 的 に 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド を 解除 し ます 。 (接続 等 は 第 1 章 の 
4 項 立 体 映 依 セ ツ ト の 活用 を 参照 くだ さい 。) 

・[SHIFT」 + [F1 ] キ ー を 押す タイ ミン グ に よ つ て は 、 ス ー パ ー イ ン ボ ポー ズ と 、 コ ン ピ ユ ー タ 画 

面 が 繰り 返さ れる こと が あり ます 。 ご の 場合 、 何 が ひ キー を 押し 、 再 び し つ か り と [SHIFT] + 

[F1 」 キ ー を 押し て 指定 し た を い モ ー ド に し て ぐだ さい 。 


《 立 体 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ モー ド と は ?)》 


立体 ボー ド 映像 入力 端子 に 立体 映像 信号 を 入力 し て いる 時 (第 1 章 4. オー ブフ 立体 映像 セット の 活 
用 参照 ) VTR 画面 と 作画 し た プラ フィ ッ ノ 画面 の 同期 を と り 、 ス ー パ ー で 表示 する モー ド を 立体 
スー パー イン ポー ズ モ ー ド と 呼び ます 。 
| ご 注意 た だ し 、[SHIET]+ [] キ ー で 強制 的 に スー パパ ー 表 示し だ 場合 、 ま た 立体 スー パー イン 
ポー ズ モ ー ド の 時 、 立 体 ポー ド 映 後 入力 端子 に VTR 等 の 映像 信号 が 入力 され て いな 
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い 場 合 は VTR 画面 と た パソ コン 画面 の 同期 は 保障 ご され ませ ん 。 
さら に 、 [SHIFT ]+|・| キ ー で 強制 的 に パソ コン 画面 へ 戻し な 場合 に は 、 パソ コン 画面 の 同期 が 乱 


れ 正 常 な 動作 を 行ない ませ ん 。 


1 一 7 | 立体 エア チェ ッ ク モ ー ド と 手順 


メイ ン メ ニ ユ ー の | SHIFT | + [FE2 ] キ ー を 押す と 図 人 の よう に 確認 し て きま す の で 、 ツキ ー を 押し 
ます 。 は じ め に 図 の よう に シス テム (カラ ー イ メー ジ ボ ー ド CZ-8BV1 か CZ-8BV2) を 聞い 
て こる の で |=|、 に | キー で 選ん で | キー を 押し て ご ださい 。 


( 図 A) 


ツムラ 1T ジ テク 599! 


CZ-8BM2 


[nm コキ ラ 切 め 、 り 和装 - デカ 写 偽 み 。 


( 図 包 ) 
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ご の モー ド で 行なう つこ と の で きる 作業 は 以下 の 通り で す 。 


火 下 向 に 帳 う て いる 絵 十 取 切 込み 計 す tmrerhterrerneeekrenerdyeokuevsudoesonweaeererMeee ss 
アン 
素 守 大 め 正章 を マコ アル 所 作 で 散 基 みみ ます mm ドド ロウ mi 
夷 守 大 の 画 夏 春 自動 部 に 必 の 込み 赤 前 ーー セー シヤ ドド he CM NR ass 

FE 
取 め の 負 施 記 絵 才 山 表 じ まま 本 トル wo Raauahsest eeen evetszoatr vs を 
六 取り 込ん だ 立体 画面 の 左右 を 反転 し て 表示 レ し ます 。 ドド ドド ドド ドド memem EEU 
売 天 ゲー ルル 20w ら > コ 索 静 示し ee 時 
7 
RC ニー 則 


立体 エア ソチ エッ クモ ー ド の 終了 
F3 


メニ ユー バー の | SHIFT |」+ [F4 」 キ ー を 押す と 訓 識 アイ コン が 反転 表示 し 、 メ ニュ ユー バー 右側 の 
メッ ツ セ ー ジ 領域 ご “ツール ニモ ドリ マス ヨロ シイ デス カ ゃ (Y/N)" と 表示 され ます の で 取 キ ー の 入 
力 に より 、 立体 作画 ツー ル に まだ [INI キ ー を 押す と 再び 立体 エア チエ ッ ツ フ モー ド に 戻り ます 。 


ご 注意 


・ 無 信号 状態 の 立体 エア チエ ッ ツ フ モード の 動作 に つい て 
立体 エア チエ ッ フ モー ド で は 、 立 体 ボ ー ド 映像 入力 端子 に 映像 信号 が 入力 され て いな い 場 合 、 
(VTR 再生 途中 で 信号 が 切れ だ 場合 を 含 お ) で は 、 ス ー パ ー モ ー ド を 解除 し 、 取 込み 動作 は で 
きま せん 。 端子 に 映像 信号 を 入力 する か 、VTR を 再生 状態 に し て こ だ さ い 。 (接続 は ハー ド マ 
ー ユ アル を 参照 くだ さい 。) 
まだ 、VT ド 再生 中 の 早送り 、 巻 戻し 等 の 特殊 再生 時 は 、 取 込み 動作 が で きなこ な る 場合 が あ 
のり ます 。 


・LSHIFT 」+ +] キ ー で 強制 的 に スー パー イン ポー ズ 表 示し だ 場合 、 ま た [SHIFT | +[・] キ ー で 強 
制 的 に パソ コン 画面 へ 戻し だ 場合 に は 、 パ ソコ ン 画 面 の 同期 が 乱れ 、 正 常 な 動作 を 行ない ませ 
ん 。 
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ま 順 | ④ [F 和 | キー を 押す と 、 画 像 取込み モー ド と な り 、 匠 軸 の アイ コン ガ 出 て 、 左 右 


以後 [F1 


り ま す 。 
②⑨ [スペ ー ス 」 キ ー を 押す と 、 映 つて いる 画面 が 取り 込ま れ ま す 。 


どちら の 画面 を 取り 込む ガ 表 示さ れ ま す 。 


キー を 押す ご と に 、 取 込み 画面 ( 紅 症 、 ) が 交互 に 切り 損 わ 


[正光 上 守 デ 
画面 が コン ピュ ユー タモ ー ド と な り 、 立 体 表 示 に 変わ り ま す 。 ご この 状態 の と き 、 立 


を 押し ます 。 


体 ス コー プ で 立体 斬 する こと が で きま す 。 


手 順 | ① [F3] キ ー を 押す と 、 マ ニコ ユア ル 取 込み モー ド と な り 、 は じ め に 取り 込む 画面 を 
アイ コン で 表示 し ます 。 


以後 [F3 


ます 。 


キー を 押す ご と に 、 は じ め に 取り 込む 画面 (L また は 尺 ) が 切り 換わり 


②⑨ [| スペース 」 キ ー を 押す と 、 そ の 瞬間 の 画像 が 取り 込ま れ 、 立 体 表 示さ れ ま す 。 同 時 
に 、 次 に 取り 込む 画面 を アイ コン 表示 し ます 。 

③ 以後 [スペース] キー を 押す ご と に 、 アイ コン で 表示 され だ 方 の 画面 ( 後 で 取り 込 
ん だ 亡 の み ) を 新しく 取り 込み ます 。 


ご 注意 ③ の 状態 で LF3] キー を 押す と 、 初 期 状 態 と な おり 、 の か ら の 操作 を くり 返し ます 。 


明 オー ト 取 込み 和 を 右 の 画面 を 自動 的 に 取り 込み ます 。 


手 順 | の [F4] キ ー 


を 押す と 、 オ ー ト 取込み モー ド と な り 、 立体 表示 と な り ま す 。 


② 以後 [スペ ー ス ] キ ー を 押す ご と に 、 を / 右 両 画面 が 取り 込ま れ ま す 。 
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選 
誕 画面 ノリ ア 任意 の 画面 を 消去 し ます 。 


手 順 | ④ [F5] キ ー を 押し ます 。 
② "コノ ガメ ン ラ ヲ ショ ウキ ヨシ テモ ヨロ シイ デス カマ 〈Y/N)" と 表示 され ます の 
で 、 医 アイ コン に 表示 され だ 方 ( 左 まだ は 右 ) の 画面 を 消し だ い 場 合 は 
キー を 、 消 し た こない 場合 は N キー を 入力 し ます 。 


還 そ 半 間 商 合 財 


③ アイ コン で 、 も う 一 方 の 画面 に 対し て 、 ぢ @ と 同様 の 操作 を 行ない ます 。 
⑨④ その 後 、LF5」 キー を 押す 前 の モー ド に 戻り ます 。 


FE リバ ー ス 表示 取り 込ん だ 立体 画面 の を 、 右 を 逆 に し て 表示 し ます 。 


手 順 ④ [SHIFT 」+ [F1 」 キ ー を 押し ます 。 
② 取り 込ん だ 立体 画面 の 左 、 右 を 逆 に し て 表示 し ます 。 
(L 画面 を と し 、 ド 画面 を L と し ます 。) 
③ 再び [SHIFT | + [F1 ] キ ー を 押す と リバ ー ス 表示 は 解除 され 、 元 に 戻り ます 。 


ご 注意 取り 込ん だ コ ン ピ コ ユー 映像 の み の 反転 表示 (左右 を 逆 に し だ 表示) で す の で 、 人 外 
部 か ら の 立体 映像 ( 立 栖 VHD、VTR に よる 立体 再生 、 立 体 カ メラ 等 ) は 反転 され ま 


せん 。 
ペッ ー ル メッ ラス ユ スケ ー ル メッ シ ユ を 表示 し ます 。 


手順 ④ [SHIFT | + [F2」 キ ー を 押し ます 。 
② 24 ド ツ ト の スケ ー ル メッ シコ が 青色 で 表示 され ます 。 
③ も う 一 度 、 [SHIFT |] + [FE2 」 キ ー を 押す と スケ ー ル メ ツ シコ は 消え ます 。 


96 


デイ スン に デー ツ を セー ズ 、 志 は ディ スク か ら デ 


ー タ を ロー に し ます 。 


手 順 | ④① [SHIFT | + [F3] キー を 押し ます 。 
② 以後 の 操作 は 、 立 体 作画 ツ ー ル の ファ イル モー ド と 同様 で す 。 
(1 3 ファ イル モー ド を 参照 し て こく ださい 。) 


立体 作画 ツー ル に 立体 エア チエ ッ フ モー ド を 終了 し 、 立 体 作画 ツー ル 


戻り ます 。 に 戻り ます 。 


| 手 順 | の [SHFT」+ [F4] キ ー を 押す と 、 メ ニコ ュー バー 右側 の メッ セー ジ 領 域 に “ツー ル ニ 
モ ド リ マス ヨロ シイ デス カマ (Y/N)" と メッ ツ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


② 立体 作画 ツー ル に 戻る 場合 は 、 IYJ キ ー を 入力 し て くだ さい 。 IN| キー を 押す と 立体 
エア チエ ッ ツ フ モー ド を 続け ます 。 
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1 一 8 || 終了 モー ド と 手順 


1 . メイ ン メ ニュ ユー に て [SHI_FT |]+ |F3 ] キ ー を 押す と 隔 間 (終了 ) が 選択 され 、 下図 の よう な 
画面 に な り ま す 。 


商 回 癌 間 回 同 開 : 
紀和 政夫 SIHIFHHU 


の. 終了 する 場合 は Y\ キ ー を 押す と プロ グラ ム は 終了 し 、BASIC の コマ ンド 待ち 状態 と な り ま す 。 
まだ 、 終 了 し な い 場 合 は INI キ ー を 押す と 、 メ イン メニ ユー に 戻り ます 。 
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2. ファ イル 交換 ユー ティ リティ 
し [キーボード 版 (X1・X1turbo 用 ) 〕 


プラ フイ ツリ ソ ツ ー ル 嬉 楽 画 " で 作成 し た 絵 の デ ー タ を 立体 作画 ソン トド * 立 歓 で 使用 し だり 、 逆 
に 、 ' 立 角 稚 " の デー タ を " 嬉 楽 画 " で 使用 し を た りす る だ め に 、 立 崩 歓 の (キー ボー ド 版 ) の ディ スク 


に ファ イル 交換 ユー ティ リティ が ガ 入 つて いま す 。 
ご 注意 


・ キー ボー ド 版 で 扱え る デー タダ は 、320x200 ド ツ ト の デー タ の み で す 。 


・ 嬉 染 画 ター ボ " を お 使い の 万 は 、" 嬉 楽 画 タ ー ボ "に 付属 の フラ ァイル コン バー タマ で " 嬉 楽 画 " の フ 
アイ ル 形 式 に 変更 し て が ガ ら 行 な つ て くだ さい 。 


| ま 順 | ① X1 NEW BASIC (CZ-SBFBO1 V2.O) を 起動 し ます 。 
@② ' 立 崩 歓 "(キー ボー ド 版 ) の ディ スク を ドラ イブ O ひ に セツ ト し ます 。 


RUN “CONVERTER X1  .Bas'[ 昭 


と 入力 する と 起動 し ます 。 
③ 下図 の メニ ユー が 表示 され ます か ら 、 カ 


ー ソ ルキ ー で メニ ュー を 選択 レ [ 当 キ 
ー を 押し て こく だ さい 。 


ー 
* FILE CONMERTER * 
りーー> 抹 幼 " 
END 
99 [人 ] 手 写 イ 【CR] 
本 


以下 に 苔 メ ニ ユ ー の 働き に つい て 説明 し ます 。 
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e キラ フ ガ -> リッ タイ カン 本 
* 嬉 楽 画 "の 320x200 ド ツ ト の デー タフ ァイル を “ 立 骨 歓 " の を 画面 も し ぐ は 、 石 画面 の デー ヤノ 
ァイル と し ます 。 


手 順 | の は じ め の 画面 に お いて 、 カ ー ソ ルキ ー で “キラ ク ガ - ゅ リツ タイ カン " を 選択 し 


r| キー を 押し ます 。 
りつ た いか ん 


@② 画面 が 下図 の よう に 変わ り ま す の で 、 『 嬉 楽 画 " の デー タフ ァイル を 、“ 立 骸 歓 " 
の 左 画面 ファ イル に する か ガ 、 右 画面 フラ ァイル に する が ガ 、 カ ー ソ ルキ ー で 選択 し 、 
| キー を 押し ます 。 


* FILE CONVERTER * 


カル で PD9 の テ 907 す 7。 


EE トト 
RIGHT 


229 [ 伴 ] アテ イ 【CR] 


③ 画面 が 下図 の よう に 変わ り 、 変換 を 行なう デパ イス を 、 聞 いて きま す の で 、 カ ー 
ソル キー で 選択 し 、 [ 如 | キー を 押し ます 。 


* FILE CONMERTER * 
テリ イフ ピッ ウゴ ダイ 。 


員 議 題 [ 1][ 2][ 3:] 
[EMWMM:] [EMM1:] [EMWMZ2:] [ENWS:] 


[は 層 ] 「 計 イ 【CR] 
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④ 画面 に 、 変 換 で きる “ 嬉 楽 画 " の ファ イル が 表示 され ます の で 、 (下図 に 例 を 示 
し ます 。) カー ソル キー で 選択 し 、r| キー を 押し ます 。 (変換 で きる ファ イル 


が な い 場 合 に は 、 表 示さ れ ま せん 。) 


| * ト FILE LONVERTER * 


5HMFLES だ 時 1 .GrM (SEM*ZMM) 
SHMPLE3Z 時 2 .GrM (3ZM*2MM) 


ウ [ 伴 ] 馬上 号 イ [CR] 


⑥ 画面 が 下図 の よう に 変わ り 、 変換 後 の フ ァイル 名 を 聞い て きま す の で 、 フ ァイル 
名 を 入力 し [ 如 | キー を 押し ます 。 


* FILE CONMERTER * 


SHMFLES だ 時 1 .GrM (52M2M) 
SHWPLES2 時 2 .GrM (32M*2MM) 


File name=" 面 MPLE32 時 1 .S 忠 
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⑥ 画面 が 下図 ( 例 ) の よう に 変わ り 、 変 換 す る ファ イル を 確認 し て を ます の で 、 カ ー 
ソル キー で 選択 し [ 当 | キー を 押し ます 。 


* FILE CONVERIER * 


く 押 "つり 人 DD > 


②⑦ @ で [YES] を 選択 し だ 場合 に は 、 変 換 を 行ない 、 の の 画面 に 戻り ます 。 まだ 、|NO! 
を 選択 し だ 場合 に は 、 ぢ に 戻り ます 。 
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@ リッ マタ イカ ンー> キラ ク ガ 
りつ っ た だ いか ん 
立 内 歓 "の 左 画面 も し こく は 、 右 画面 の デー タフ ァイル を “ 嬉 楽 画 '" の デー タフ ァイル に 変換 し ます 。 


| 手 順 | ① は じ め の 画面 に お いて 、 カ ー ソ ルキ ー で “リツ マタイ カン > キラ ク ガ "を 選択 し 、 

r 当 | キー を 押し ます 。 

② 画面 が 下 較 の よう に 変わ り 、 変 換 を 行なう デバ イス を 聞い て きま す の で 、 カ ー ソ 
ルキ ー で 選択 し r 記 | キー を 押し ます 。 


* ト FILE CUNMERTER * 
Y や 2 の た 末 9 99。 


中 還 放 明 [ 111 2]H[ 3] 
[EMM:] [EMM1E] 【[EMM2E] [EMMS:] 


Dr っ 人 生生 イ [CR] 


りつ だ いか 


③ 画面 に 変換 で きる * 立 骨 稚 / の ファ イル が 表示 され ます の で 、( 下 図 に 例 を 示し ま 
す 。) カー ソル キー で 選択 し 、 [| キー を 押し ます 。 (変換 で きる ファ イル が な 
い 場 合 に は 、 表 示さ れ ま せん 。) 


* FILE CUNVERTER * 


RMFLESZ .SL (32M*2MM) 
SLF220- .SR (3202M) 
SHMPLE32-2 .SL (3ZM*2MM) 
SHMPLE32- 2 .S 嘱 (3ZM*2MM) 


ウ ウ [人 ] 馬上 5 イ [CR] 


103 


④ 画面 が 、 下 図 の よう に 変わ り 、 変換 後 の フ ァイル 名 を 聞い て きま す の で 、 フ ァ イ 
ル 名 を 入力 し [ 司 | キー を 押し ます 。 


* FILE CONVERTER * 


5HMFLES SH 
SLE220- .S 路 (320*2D 
SRMPLE32-2 .SL (3ZW*ZMM) 


SRMPLE32-2 .S 所 (3Z*2MM) 


File name="SRMPLE32 叶 1 .GrM 


⑤ 画面 が 、 下 図 ( 例 ) の よう に 変わ り 変換 する ファ イル を 確認 してき ます の で 、 カ ー 
ソル キー で 選択 し l キー を 押し ます 。 


* FILE CONMERTER * 


くり 人 ウー> 捕 錠 "> 


⑥ @⑥ で [YES] を 選択 し だ 場合 に は 、 変 換 を 行ない 、 は じ め の 画面 へ 戻り ます 。 まだ 、 
[NO」 を 選択 し だ 場合 に は ② へ 戻り ます 。 


@END 
は じ め の 画面 に お いて 、 | END を 選択 し 、[ 当 | キー を 押す と 、 フ ァイル コン バー タマ は 終了 し ま 
す 。 
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り っ た い か ん 


1 . 立体 作画 ソフ ト " 立 骨 欲 ター ボ ”" 
[マウ ス 版 (X1turbo 用 )〕 


立体 作画 ソフ ト “ 立 購 歓 ター ボ "C マ ウス 版 (X1tUTDO 用 )) の 操作 は 、 す べ て マウ ス を 用 いて 行なわ 
れ 、 左 フリ ッ フ は 確定 用 、 右 フリ ッ フ は 主 に 奥行 き 変更 上 と し て 使用 され ます 。 ま だ 、 確 定 の 際 キ ャ ン 
セル の め 要 な 場合 は 、 メ ニュ ユー バー 内 に 、 国 韻 と いう アイ コン が 表示 され 、 こ こ を 左 フ リッ ク す る 
こと で 、 キ ヤン セル で きる よう に な つて いま す 。 

(キー ボー ド 版 ) で は 、 フ ァ ン フシ ヨン キー で 行 な つ て いた モー ド ・ 機 能 の 選択 は 、( マ ウス 版 (1 
tUrbO 用 )) に お いて は 、 マ ウス カー ソル を アイ コン の 上 に 物 動 し 左 フ リッ フ す る こと で 行なえ ま 
す 。 

それ で は 、 以 降 に 名 機能 の 働き 、 操 作 に つい て 順 を 師 つ て 説明 し て いき ます 。 


ご 注意 | 説明 文 の 中 で ^ ア イコ ン を を フク フリッツ す る "と 出 て ぐる の は 、 す べ て “マウ スカ ー ソ ル 
を 指定 し た い ア イコ ン 上 まで 移動 し ツウ ス の を ボタ ン を 押す " と いう こと で す 。 


1 一 1 」 メニ ュー バー の 表示 位置 移動 


メニ ュー バー の 臣 宇 』 を フリッツ フ する と メニ ユー バー の 表示 位置 び 、 上 端 か ら 下端 へ (下端 か ら 
上 端 へ ) 秘 動 し ます 。 


| ご 注意 | メニ ュー バー が 上 端 に あめ る と き は 、 モ ー ド 内 の 機能 を 表わす アイ コン ウィ ンド ウ が メ 
ニュ ー バ パー の すぐ 下 に 開き 、 下端 に あめ る こき は 、 メ ニュ ユー パー の 上 に 開き ます 。 


1 一 2 | 作画 モー ド と 手順 


メニ ュー バー 上 の 葵 室 | を エフ! リッ フ す る と 次 頁 (A) の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
ご の モー ド で は 、 以 下 の よ うな 作業 を 行なう こと が で きま す 。 


Ne 2 RE 
2 デ 
SE の eee 
ーー 
陸 衣 0E82 ま ーー プ ド 。 rm 


文 絵 の 一 部 を 、 指 定 し だ 色 で 消し レ ま す 。 … ご ieooeoee 
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文 指定 し だ 境界 内 に 色 を ぬり の ます 。 mee aisteigiodeialatezatseiass it: TWSewoMO6 136: ち Te gg(9 る Ye mi: aaSF 光 9682 aYSiSr ogi8i6 7220 8 


天 弧 の 三 部 を E 三 し まま 


作画 モー ド ライ ン 、 連続 ライ ン を 選択 時 に は 、 メ ニュ ー バ ー に 本 武昌 狂 貞 用 が 
表示 され 、 炊 の よう な 機能 が 追加 され ます 。 


文 引 軸 カー ソル バッ フク : カー ソル が 以前 指示 し た 点 に 戻り ます 。 

文 四 導 カー ソル フ オ ワー ド : カー ソル バッ し た 点 か ら 最も 新 し ご 指定 し だ 点 ま で カー ソル を 進 
め ま す 。 

始 本 ライ ン デ リー ト : 現在 最も 新しい カー ソル の 位置 ひら 、 そ の 1 つ 前 に 決定 し だ 点 まで 
の ライ ン を 次 々 に 消し て いき ます 。 


“ライ ン " “連続 ライ ン " 機能 選択 時 に は 、 左 フリ ッ ツ フ に より 決定 し た 座標 を 最大 64 座 標 ま で メモ リ 
に 蓄え て いま す 。 ご この だ め 、 作 画 の 途中 で 前 に 指定 し た 座標 こ に カー ソル を 戻し た を り 、 前 に 指定 し だ 
座標 に 向 か つ て ライ ン を ひこ こと が 簡単 に で きる わけ で す 。 

例え ば 、 “連続 ライ ン *" の モー ド で 図 の よう に の つつ @ー つ ③ つ ④ と ライ ン を ひい だ 後 、④ の 点 と の の 
点 を 結ん で 閉じ だ 図形 を 作り だ いよ うお 場合 、④ か ひらの まで カー ソル を 動 ひ お し て も 良い の で す が 、 

カー ソル を ④ の 座標 に 正確 に 合わ せる の は 、 最 初 の うち な か な が 難し いも の で す 。 な ぜ な ら 、 立体 
の 場合 、 縦 (方 向 )、 横 (X 方 向 ) に 加え て 、 興行 き (D : depth) も 合わ せる 和正 要 が ある か ら で す 。 
も ちろ ん 、 使 つて いこ うち に 、 立 体感 覚 び 身 に つい て き て 、 奥 行き も 比較 的 楽に 合わ せら れる よう 
に な り ま す 。 

で も 、 こ の よう な と き 、 メ ニ ユ ー バ ー の 革 氏 アイ コン に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 左 フ リッ フク す る 
と 、 そ の だ びに ライ ン の 終点 び お ④⑦ か ら ③ っ ー②@ー④ と 順に 戻り 、 自 動 的 に あめ と の ① を 結ん で くれ ます 。 

これ が “カー ソル バッ ンク 機能 " で 、 前 述 の よう に 64 点 前 まで 戻る こと が で きま す 。 

まだ た 、 カ ー ソ ル バ ッ ツク を し て いつ て 戻し ばけ ぎ て し まつ だ 場合 、 講 妊 アイ コン を 左 フ リッ ク す る と 、 
カー ソル バッ ンク する 直前 の 座標 ( 較 の 場合 は ④ の 点 ) まで 逆 に 進ま せる こと が で き 、 ご これ を “カー 
ソル フォ ワー ド 機 能 ” と 呼び ます 。 

カー ソル を メニ ュー バー の 外 へ 出し を フリ ッ フ する こと で ライ ン は 確定 し ます 。 四 開 アイ コン を 
左 フ リッ フ す る と 、 人 確定 し た ライ ン を 黒 で 消す こと が で き 、 こ ご これ が “ライ ン デ リー ト 機 能 ” で す 。 
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左 フ リッ フク す る だ びに 、 最 も 新しく ひい だ ライ ン ガ ら 新 し い 順に 消し て いき ます 。 ご の と き 、 記 民 
し て い だ ラ イン の 座標 デー ツ も いつ し よ に 消え ます 。 


手 順 | ① ウィ ンド ウ 内 の を 左 フ リッ フ す る と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え 、 マ ウス カー ソル 
が Nk に 変わ り ま す 。 
②@ カー ソル を 移動 し て 始点 の 位置 お よび 奥行 き ( 右 フ リッ フレ ながら の マウ ス を 前 
後に 動か す ) を 決め 、 左 フリ ッ フ し ます 。 
③ カー ソル を 動 ひ の し な が ら 、 終 点 の 位置 お よび 奥行 き を 決定 し 左 フ リッ フ す る と 、 
始点 か ら 終点 まで の ライ ン を ひき ます 。 


ご 注意 終点 を 決定 C 左 フリ ッ フ ) す る 前 に 、 メ ニュ ー バ ー の 写 蔽 アイ コン を フリ ッ フ する 
こと に より 終点 決定 モー ドガ キャ ン セ ル と な り 、 改 め て @( 始 点 の 決定 ) か ら 、 や り 
直す こと が で きま す 。 


手 順 | ① ウィ ンド ウ 内 の を 左 フ リッ フ す る と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え 、 マ ウス カー ソル 


が べき に 変わ り ま す 。 

② カー ソル を 秘 動 し て 、 始 点 の 位置 、 奥 行き を 決め 、 左 フリ ッ ク レ ます 。 

③ カー ソル を 動 み し な が ら 、 終 点 の 位置 お よび 奥行 き を 決め 左 フ リッ フ し ます 。 さ 
ら に 、 ご の 点 が 次 の 線 の 始点 と な り ま す 。 


ご 注意 | 終点 決定 の 前 に こ 、 メ ニュ ユー バー の EEH ア イコ ン を を フリ ッ フ する こと に より 終 京 
決定 モー ド は キャ ヤン セル と な り 、 改 め て @( 始 点 の 決定 ) か ら 、 や り 直 すこ と が で き 
ます 。 
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手 順 | の ① ウィ ンド ウ 内 の 則 を を フリ ッ フ みる と 、 ウ イン ドウ が 消え 、 マ ウス カー ソル 
が 環 に 変わ り ま す 。 
② カー ソル を 移動 し て 、 始点 の 位置 を 決め 左 フ リリ ソフ し ます 。 左 フ リッ フ に し た ま 
ま 、 マ ウス を 動 ひ す と 、 マ ウス の 動い た と お り に 図 を 描き ます 。 


ワ ィ ンド ウ 内 の を を リック する と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え て 、 マ ウス カー ソ 
ル が 口 に 変わ り ま す 。 
カー ソル を 移動 させ て 四角 形 の 一 角 を 決め 、 左 フリ ッ ク し ます 。 
マウ ス を 動 お す と 、②@ で 決め だ 点 と マウ スカ ー ソ ル を 対 包 と する ボッ フス が 表示 
され ます の で 、 描 きだ い 形 に な つ だ ら 左 フリ ッ ツク し て 決定 し ます 。 
(メニ ュー バー の 還 アイ コン を フリ ッ フ する と キャ ン セ ル と な り ま す 。) 

ご 注意 ボッ クス は 、 同 一 奥行 面 の み で し か 機能 し ませ ん の で 、 手順 の と ③ で 異な る 奥行 き 


を 指定 する こと は で きま せん 。 し た が つて @(〈 始 点 の 決定 ) の と き に 奥行 き を 決め て 
が ら 描 いて ぐだ さい 。 


⑯⑯ @ 


円 を 描き ます 。 


ウィ ンド ウ 内 の 還 』 を フリ ッ フ する と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え 、 マ ウス カー ソル 
が 【】 に 変わ り ます 。 

カー ソル を 秘 動 させ て 始点 を 決め を フリ ッ フ し ます 。 

カー ソル を 移動 きせ る と 、③ で 決め だ 始点 と 、 カ ー ソ ル を 対 角 と する 四角 が 表示 
され ます 。 

四角 の 大 き さ を 変え な が ら 、 ヨ コ ・ タ テ の 長 さ を 決め て 左 フ リッ ク し ます 。 
(メニ ユー バー の 皿 還 アイ コン を クリ ッ フ する と キャ ン セ ル と な り ま す 。) 
例え ば 


⑮ ⑯⑯⑳ @ 


の よう に 四角 形 の 内 接 円 が 描け ます 。 


ご 注意 サー クル は 、 同 一 奥行 面 の み で し か 機能 し ませ ん の で 、② と ④ で 異な る 奥行 き を 指 
定 す る こと は で きま せん 。 
し た が つて ②( 始 点 の 決定 ) の と き に 奥行 き を 決め て か ら 描 いて こく だ さい 。 
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消 レ ゴム 絵 の 一 部 を 、 指 定 し た 色 で 消し ます 。 


ウィ ンド ウ 内 の 隔 4』 を 和 フ リッ ソフ し ます 。 

下図 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 

消 レ ゴム の 大 き さ を 選択 し ます 。 (現在 、 選 択 し て いる 大 き さ が “Pb "に より 表 わ 
され ます 。) 

左 フ ! リ ッ フ で 決定 し 、 カ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 へ 物 動 し ます 。 

左 フ リッ フレ し ながら マウ ス を 動か の す と 、 指 定 し た 大 き さ 、 色 で 動 グ し だ 通り に 絵 
が 消さ れ ま す 。 


⑥@③@  @⑯@⑩@ 


| お 知ら せ | 消し ゴム の 色 は タイ ル パ タ ー ン を 含む 36 色 の 中 か ら 選 択 で きま す 。 ("カラ ー チ エン 
ジ " の 項 を 参照 し て くだ さい 。) 
e 消 し ゴム へ は 指定 し た 大 き さ の ペン に よる 一 筆 書 き と し て も 使え ます の で 有効 に 利用 
し て こく だ さい 。 も ちろ ん 奥行 き を 変え る ご と も で きま す 。 
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お 知ら せ 


ST 指定 し た 境界 内 に 色 を ぬり ます 。 


④ ウィ ンド ウ 内 の 仙 を フリ ッ フ する と 、 ウ イィ ンド ウ が 消え マウ スカ ー ソ ル が 
\ に 変わ り ま す 。 
② 色 を ぬり だ い 領域 へ カー ソル を 移動 させ 、 左 フリ ッ フ する と ペイ ント され ます 。 


奉 域 色 ( ぬ る 色 )、 境 界 色 (〈 ぬ り だ いと ころ を 囲ん で いる 色 ) の 変更 は 、 カ ラー アイ コン 
を を クリ ッ フ する こと に より 、 色 指定 モー ド に なり ます の で 、 領 域 色 、 境 界 色 の 順 で 
再 指定 が で きま す 。 (くわ し ぐ は “カラ ー チ エン ジ "” の 頂 を 参照 し て くだ さい 。) 


繧 の コピ ー を 行ない ます 。 


ウィ ンド ウ 内 の を を フリ ッ ツク する と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え て マウ スカ ー ソ ル 
が に 変わ り ま す 。 

コピ ー し だ た い 絵 の 一 端 を 左 フ ! リ ッ ク し て 決定 し 、 マ ウス を 動か す と 決定 し た 点 と 
マウ スカ ー ソ ル を 対 角 と する ボッ クス が ガ 描 の れ ます 。 

マウ ス を 動 ひ し な が ら コ ピー し だ たい 部 分 を ポッ フス で 囲み 、 左 フリ ッ ク し ます 。 
(メニ ュー バー の 皿 基 アイ コン の を フリ ッ フ で キャ ン セ ル と な り ま す 。) 

マウ スカ ー ソ ル を 中 届 に し て 、 点 対称 な 位置 に ボッ フス が も う 1 つ 現 れ ます 。 
マウ ス を 動 の す と 、 新 し く 現 れ を ボッ フス が 移動 し ます の で コピ ビー し だ た い 場 所 で 、 
を フリ ッ フ する と コピ ー が 実行 し ます 。 


⑳@⑧@ ⑯ 人 @ 


| 順 | ④① 
② 
③ 
@⑳ 
⑤⑥ 


立体 部 品 を 表示 し ます 。 


ウィ ンド ウ 内 の 隔 穫 を フリ ッ ク し ます 。 

下図 CA) の よう な ウィ ンド ウ が 開き ます ので 、 使 用 し た い 部 品 を 選択 し ます 。 
カー ソル が 部 品 カ ー ソ ル 男 に 変わ り ま す の で 、 部 品 カ ー ソ ル を 部 品 を 表示 さ 

せ だ い 場 所 へ 秘 動き せ 、 左 フリ ッ フ し ます 。 メ ニュ ユー バー が 、 下 図 (B) の よう に 
変わ り ま す 。 

@②@ で 選択 し だ 部 品 が 、 置 か れ ま す の で 、 以 下 の よ うな 操作 に より 、 そ の 大 き さ 、 
向き を 決定 し ます 。 

e 部 品 の 名 辺 の 長 さ 

メニ ュー バー の ( イ ) の 部 分 を フリ ッ フ する と 表示 が 、X、Y、Z の 順に 変わ り 、 
それ ぞ れ 対応 する 辺 の 長 さ の 変更 が 可能 と な の り ま す 。 ご の 際 、(⑦ \ の 部 分 に あ 
る ヾ ロ ? マー ク が その 辺 の 長 さ を 示し て いま す 。 そこ で 、 ( 口 )、 ( 二 ) の 矢印 
を 左 フ リッ フ す る か 、(/\) の 部 分 を フク リッ フ す る こと に よめ の 辺 の 長 さ を 決定 し 
表 強 。 

e 部 品 の 向き 

メニ ュー バー 内 の (ホホ )、〈 へ ) を 左 フ リッ フ す る こと に より 、 部 品 が 回 転 (15 智 ) 
し ます の で 好み の 向き に し ます 。 

部 品 の 位置 、 大 き さ 、 向き が 設定 で きだ な ら ば 、 メ ニュ ユー バー 内 の ( チ ) 

を 左 フ リッ フ すれ ば 、 指定 カラ ー で 、 部 品 を 置き ます 。 

この 際 、( ト ) 皿 半 を 友 フ リッ フ す る こと に より 、 キ ヤン セル と な り 、 ③ か ら 
や り 直 すこ と が で きま す 。 


(A) 


1 一 3 | 編集 モー ド と 手順 
メニ ュー バー 内 の 臣 較 を ク リック する と 下図 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 ご の モー ド で は 、 左 右 


片面 の み が 表示 され 、 表 示さ れ て いる 面 の み へ の 作業 が 行なわ れ ま す 。 行なう こと の で きる 作業 は 
以下 の 通り で す 。 


FE 
文 連 続 し だ 四 線 を ひき ます 。 RS を (9IeieiGhK2HIE7S IGG:D2Ng7ere2a28AG1ECGEISD3ISIZIEY8GBISIR87IEHIETAHSCSICTOSIPG1 の が cg%GR 82062 ご (ZS61S1g2 (の 


キ 
財 


上 ドビー 陣 
文 長 亡 形 や 正 万 形 を 描き ます 。 COPDLYOYCXOCCKYYCKYCNOCPTUCKOKDOKTC2 POPK ブ を XTC PCTY ア トル で に OPC 
文 円 を 描き ます 。 
ーー 幸 
上 BB95Base ーー デー 
ドン 
ーー 【a 
ーー 天 
| ご 注意 編集 モー ド で は 、 証 畔 (カー ソル バッ ク )、 証 用 (カー ソル フォ ワー ド )、 皿 靖 


(フイ ン デ リー ト ) の 名 機能 は 使用 で きま せん 。 


iM 


編集 モー ド で の 機能 は 一 部 作画 モー ド と 同一 の 機能 が あり ます 。 こ の だ め 以 下 の / つ の 機能 ごつい 


ド を 参照 し て くだ さい 。 


作画 モー ド を 参照 する 機能 


ライ ン 秩 
連続 ライ ン 吉 
ポッ クス 


0 


消 レゴ ム 


2 ペイジ に 


| ま 順 | ① 
@ 
G) 
の 
@⑤ 


お 知ら せ 


ウィ ンド ウ 内 の を 左 フ リッ フ す る と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え て マウ スカ ー ソ ル 


が KRN に 変わ り ま す 。 


コピ ー し だ い 絵 の 一 端 を 左 フ リッ ク し て 決定 し 、 マ ウス を 動 が す と 決定 し た 点 と 
マウ スカ ー ソ ル を 対 角 と する ボッ クス が 描け れ ま す 。 

マウ ス を 動 ひ み し な が ら コ ピー し だ た い 部 分 を ボツ フス で 囲み 、 左 フリ ッ フ し レ ま す 。 
(メニ ュー バー の 皿 還 アイ コン の 左 フ リッ フク に より キャ ヤン セル と な り ま す 。) 
マウ スカ ー ソ ル を 中 届 に し て 点 対称 な 位置 に ボッ フス が も う 1 つ 現 れ ま す 。 
マウ ス を 動 ひ す と 、 新 し こく 現れ た だ ボッ フス が ガ 物 動 し ます の で 、 コ ピー し だ た い 場 所 
で 左 フ リッ フク す る と コピ ー が 実行 し ます 。 


手順 @ で コピ ー 先 を 人 定 する 前 に 、 右 フリ ッ フ する と 、 表 示 画 面 が 切り 換わり 、 も う 


一 方 の 画面 へ ヘコ ピー を 行なう こと が で きま す 。 
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男 衝 王 人 画面 の 一 部 を 拡大 し 、 絵 の 微 修正 を 行ない ます 。 


お 知ら せ | ・ 


@⑯ 


の ) 


ウィ ンド ウ 内 の 障 』 を テ フ リ ッ フ みす る と 、 ウ ィ ン ド ウ が 消え マウ スカ ー ソ ル が 
VQ に 変わ り ま す 。 

拡大 され る 領域 を 示す ボツ フス カー ソル が 表示 され 、 下 図 の ルー ベ ウ ィ ン ド ウ が 
画面 右側 に 表示 され ます 。 

マウ スカ ー ソ ル を 拡大 し だ い 場 所 に 秘 動 し 左 フ リッ フ す る と ボッ フス カー ソル が 、 

ルー ベ カ ー ソ ル の 位置 に 秘 動 し ます 。 

ルー ベ ウ イン ドウ 内 に ある ボッ フス カー ソル で 囲ま れ だ 部 分 の 拡大 画面 が 表示 さ 

れ ま す 。 

e 拡大 画面 の 周囲 に ある 方 向 の 矢印 "4" を を フリ ッ フ する と 拡大 され る 領域 が 、 
その 方 向 に 1 ドッ ト び つ 動 き 位置 の 微 調整 び で きま す 。 

ルー ベ ペ カー ソル を ウィ ンド ウ 内 に 物 動 レ ウィ ンド ウ 内 の カラ ー パ バー より 色 を 選ん 
で 左 フ リッ ク し ます 。 選ば れ だ 色 は 、 上 に “ マ " が 表示 され ます 。 

拡大 画面 に カー ソル を 移動 し 、 画面 上 を を フリ ッ フ する と @⑤ て で 選ん だ 色 が 置か れ 
ます 。 左 フ リッ フ し た まま マウ ス を 動か し 、 一 筆 書 き の 要 領 で 修正 し て いこ こと 
も で きま す 。 

⑥、@⑥ の 作業 を 繰り 返し 、 修 正 を 行なっ つて こ だ さい 。 


修正 し た い 部 分 が ルー パウ ィ ン ド ウ に お ぐれ て い だ り する 場合 、 ウ ィ ン ド ウ 内 を 上 隅 
の 四角 (( 」) を キ フ リッ ク し だ まま マウ ス を 動 お す と 、 ウ ィ ン ド ウ 自 体 を 動か ひ す こ と 
が で き 、 を フリ ッ ク を 止め だ 位置 に 固定 され ます 。 


・ マ ウス を 右 フ リッ する と 、 表 示 画 面 が 変わ り 、 も う 一 万 の 画面 の 修正 を 行なえ ます 。 


9 三 | つつ SF『: 画 三 下 T3inn 還 還 間 間 間 間 間 昌 昌 還 P:Im GEFMMHIIEIEIEFWEIEIEIE 還 | 


画面 切り 換え 表示 画面 を 切り 換え ます 。 


ま チ 順 


④ ウィ ンド ウ 内 の 半生 を を フリ ッ フ し ます 。 
② ウィ ンド ウ ガ が 消え 、 表 示 面 が 反転 (し まだ は 呈し ) し ます 。 


1 一 4| ファ イル モー ド と 手順 


メニ ュー パー 内 の 計 : 凡 (フラ イル モー ド ) を 左 フ リッ フ す る と 、 フ ァイル モー ド に 入り 、 ウ ィ ン ド 


ウ が 開き ます 。 

ご の モー ド で は 次 の よう な 作業 を 行なう こと が で きま す 。 

友 ドラ イブ を 変更 し まず oe DRIVE 
文 セー ブ ま だ は ロー ド す る ペー ジ ( 画 面 ) を 変更 し ます 。…… ド ooo PAGE 
六 デ ィ ス フク に セー プ し て ある 絵 を 読み 込み ます tt LOAD 
文 作成 し だ 絵 を ディ スク フ に セー プ し ます Ji ら SAVE 
丸 デ ィ ス フク に セー プ し て ある 絵 を 削除 し まず oe KILL 


ファ イル モー に ド の ウィ ンド ウ が 開い た 状態 で ツマ ウス カー ソル を ウィ ンド ウ 外 に 出す と 、 こ の モー ド 
を 呼び 出す 前 の モー ド に 戻り ます 。 

各 機 能 を 選択 する に は 、 名 機能 の 表示 部 分 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し (カー ソル の ある 部 分 の 機能 
表示 が 反転 し ます )、 を フリ ッ す る こと で 行なう こと が で きま す 。 


IDR IE: 5 ジロ 
PPGE _ : LSER 
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DRIVE ドラ イブ を 変更 し ます 。 


手 順 | の DRIVE" を 選択 する と 、 下図 の よう な ウィ ンド ウ が ガ 開 き 、 現在 指定 され て いる 
デバ イス 名 と デバ イス 番号 が “pe "で 示さ れ ま す 。 
⑨ デバ イス 名 、 デ バイ ス 番 号 の 上 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 する と 、 そ の 文字 が 反転 
表示 され ます 。 
③ 新 し ぐ 指定 し た い デ バイ ス 名 、 デバ イス 番号 を を フリ ッ フ て で 決定 し ます 。 決定 し 
だ た デバ イス 名 、 デ バイ ス 番 号 の 左側 に “yp " ガ 表 示さ れ ま す 。 
④⑨ マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 へ 出す こと で 、 下図 の ウィ ンド ウ は 消え ます 。 


| ご 注意 | EMMC 外 部 メモ リ ) を 用 いる 場合 に は 、 本 ソフ ト を 起動 する 前 に 初期 化し て お くめ 
要 が あり ます 。 
(EMM の 初期 化 に つい て は 、EMM の 取扱 説明 書 内 「 イ ニシ ャ ライ ズ の 方 法 」 ま だ 
は BASI び マニ ユア ル の INIT コ マン ド を 参照 し て くだ さい 。) 


セー ブ ま だ は ロー ド す る ペー ジ ( 画 面 ) を 変更 し ます 。 


| 手 順 | ① “PAGE" を 選択 する と 、 炊 買 ( 上 図 ) の よう な ウィ ンド ウ が 開き 、 現 在 指定 され 
て いる ペー ジ が "py "で 示さ れ ま す 。 


②⑨ ペー ジ 名 の 上 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 する と 、 そ の 文字 が 反転 表示 され ます 。 

③ 新 し ぐ 指定 し だ たい ペー ジ 名 を 左 フ リッ で 決定 し ます 。 決定 し た ペー ジ 名 の 左側 
に "が 表 示さ れ ま す 。 

④ マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 へ 出す こと で 、 次 頁 ( 上 図 ) の ウィ ンド ウ は 消え 
ます 。 


| ま 順 | 


ご 注意 "L&R" を 選ぶ と 、 セ ー ブ ププ ロー ド は を 画面 、 右 画面 の 両方 を 行ない ます 。 片 廊 の 画 


面 だ け 行 な いだい 場合 に "LEFT" まだ は “RIGHT" を 選択 し て くだ さい 。 


LOAD ディ スク に セー ブ プ し た 絵 を 画面 に 表示 し ます 。 


④ 


の ) 


“LOAD" を 選択 する と 、 下 國 の よう な ウィ ンド ウ が 開き 、 ロー ド 可 能 な 絵 の フ ァ 
イル 名 が ガ 4 つ だ け 表 示さ れ ま す 。 

表示 され て いる ファ イル の 中 グ ら ロー ド し だ い フ ァイル 名 を を フリ ッ ク し て 選択 
し ます 。 こ の と き ウ ィ ン ド ウ 内 の “4” “ マ " を 左 フ リッ ツク フ す る と 、 ロ ー ド 可能 な フ 
アァ アイル が ノイ つ 以上 ある 場合 に は 、 フ ァイル 表示 が ガ 上 下 に スク ロー ル し ます の で 、 
すべ て の ロー ド 可 能 な ファ イル を 選択 する こと が で きま す 。 選択 され だ ファ イル 
名 は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の 下 側 に 表示 され ます 。 

ファ イル 選択 後 、"OK" を を フリ ッ フ する と 、 ロ ー ド を 実行 し 、 終 ず 後 は ファ アイ 
ルモード に 入る 以前 の モー ド に 戻り ます 。 

^OANCEL_" を を フリ リック する と 、 ファ イル モー ド に 入 つ だ と きま の ウィ ンド ウ に 
戻り ます 。 


FL) (大 選民 叫 ヨ 画 
と コ 


SPPLE64 ロ - ご 1* 


トコ 
EE 


SAVE 作成 し だ 給 を ディ スク に セー ブ し ます 。 


| 手 順 | ① "SAVE" を 選択 する と 、 下 図 の ウィ ンド ウ が 開き 、 指 定 し た デバ イス 内 の 絵 の フ 

アイ ル 名 が 4 つ だ け 表 示さ れ ま す 。 

② セー ブ す る ファ イル 名 を 決定 し ます 。 こ ご の と き 、 フ ァイル 名 を キー ボー ドカ ら 入 
力 す る だ け で な く 、 以 前 の ファ イル 名 を 用 いる こと が で きま す 。 以 前 の ファ イル 名 
を 用 いる 場合 、 表 示さ れ て いる ファ イル 名 を 左 フ リッ フク し て 選び ます 。 フ ァイル が 
4 つ 以 上 ある と き に は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の "4 ^、 "を 左 フ リッ フ す る と 、 フ ァ イ 
ル 表 示 が 上 下 に スク ロー ル し ます の で 、 す べ て の ファ イル 名 を 用 いる こと が で き 
ます 。 
セー ブ す る ファ イル 名 は 、 ウ ィ ン ド ウ の 下 側 に 表示 され ます 。 

③ "OK" を を フリ ッ フ する と セー ブ が 実行 され 、 終 了 後 は 、 フ ライ ルモード に 入る 以 
前 の モー ド へ 戻り の ます 。“CANOCEL" を 左 フ リッ フ す る と ファ イル モー ド に 入 つ 
だ と き の ウ ィ ン ド ウ に 戻り ます 。 


CRNCEL 
と 3 


SFF1PLEE4 ロ - や 1 = 


〒 


- ご 1* 
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KILL ディ スク に セー プ し て ある ファ イル を 削除 し ます 。 


チ 順 


④ 


の ) 


"KILL" を 選択 する と 、 下 図 の ウィ ンド ウ が 開き 、 指 定 し た デバ イス 内 の 絵 の フ 
ァイル 名 が 4 つ だ け 表 示さ れ ま す 。 

削除 し を い フ ァイル 名 を ウィ ンド ウ の 中 が ガ ら 選び を フリ ッ ク し ます 。 絵 の フ ァ イ 
ル が 4 つ 以 上 あり 、 ウ ィ ン ド ウ 内 に な い 場 合 は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の “4”“ マ "を を 
リッ ク す る と 、 フ ァイル 表示 が ガ 上 下 に スク ロー ル す る の で 、 目的 の ファ イル が 現 
れ だ ら 、 そ の ファ イル 名 を を フリ ッ ク し て ぐだ さい 。 

ファ イル 選択 後 、“OK" を フ リッ する と 削除 を 実行 し 、 終 了 後 は フタ アイル モ 
ー ド に 入る 以前 の モー ド に 戻り ます 。 “CANCEL "を を フリ ッ グ する と 、 ファ イ 
ルモード に 入 つ だ と き の ウ ィ ン ド ウ に 戻り ます 。 


ド III CRNCEL 
人 


ご PhPLE ビ 4 ロロ ・ マ 1* 


トッ 


- ご ユキ = ネ 
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| 1 一 5 | プリ ント モー ド と 手順 


メニ ュー バー の 防 還 (プリ ント モー ド ) を 左 フ リッ フ す る と 、 下 図 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 プ リ 
ント アウ ト の 設定 に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


放 ブ リタ の 機種 を 変更 し ます 5 ーー ドー PRINTER 
文 プ リン ト ア ウト する ペー ジ ( 画 面 ) を 変更 し ます 。 … つ 層 ム ド め に ーー ドド ドド ドド ドド ーー PAGE 
火 ブ プリ ジ シト モード に ビ を 変更 し まき ハード et MODE 


導 機 能 を 選択 する に は 、 名 機能 の 表示 部 分 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し (カー ソル の ある 部 分 の 機能 
表示 が 反転 し ます )、 左 フリ ツク する こと で 行なえ ます 。 

難 設 定 ガ 終了 し た ら 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の "OK" を を フリ ッ フ する こと に より 、 プ リン ト ア ウト で きま 
す 。 

"CANCEL" を を キ フ リッ する と 、 こ の モー ド を 呼び 出す 前 の モー ド に 戻れ ます 。 


F'F:TFhIT 11 【 品 記 吉 思 問 


PPGE : LR 
1ODE : IDRF ド PL 
PRTINT ER 


ヒン ー ご ロロ ロロ ピ 


e プリ ンタ の 機種 名 中 、CZ-8PC1/ MZ- 1P17、MZ- 1P04/IO-720、PC-PR201CL ン 
PR406 は 、 カ ラー プリ ンタ で す 。 

e プリ ン ツ の 機種 に よ つ て は 、 縦 横 比 の 関係 で 、 正 円 が 頂 円 に な つて し まつ こと が あり ます 。 

@ C ン - で 始ま る も の 以外 は X1 用 純正 品 で は あり ませ ん の で 、 プ リン タ の ディ ッ ツ プ スイ ツチ な 
どの 設定 に 注意 し て くだ さい 。 ま だ 、X 1 用 と し て 使用 する 場合 、 付 属 品 が 邊 要 に な る 場合 が 
あり ます 。 
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PRINTER | プリ ンタ の 機種 を 変更 し ます 。 


| 手順 | ① “PRINTER" を 選択 する と 、 下 図 の よう な ウィ ンド ウ が 開き 、 現 在 指定 され て 

いる プリ ンタ 名 が ガ 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の 下 側 に 表示 され 、 指 定 可能 な プリ ンタ の 機種 
名 が 上 側 に 機種 だ け 表 示さ れ ま す 。 

② 使用 する プリ ンタ の 機種 名 の 上 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 する と 、 そ の 文字 が 反転 
表示 され ます 。 使用 する プリ ンタ 名 が ウィン ドウ 内 に な い 場 合 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の 
* ム "、“ や "を 左 フ リッ フ す る と 、 フ ァイル 表示 が 上 下 に スク ロール する の で 、 目 
的 の プリ ンタ が 現れ た ら 、 そ の プリ ン る 名 を 左 フ リッ フク し て ぐだ さい 。 

③ 新しく 指定 し た プリ ンタ が ガウ イン ドウ 内 の 下 側 に 表示 され だ こと を 確認 し て 、 マ 
ウス カー ソル を ウィ ンド ウ の 外 に 出す と 、 ウィ ンド ウ は 消え ます 。 


FC 1H41 上 ド バ 


ー 
に ンー ロビ 
ヒビ デー ロロ ピ K 
に ビー ピロ リロ ど ジン S ピ ご ロロ 
に デ ー ジ PD る 


〒 
(515 記 
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FACE プリ ント アウ ト す る ペー ジ ( 画 面 ) を 変更 し ます 。 


まま 順 」 ①⑳ “PAGE" を 選択 する と 、 下 較 の よう な ウィ イン ドウ が 開き 、 現 在 指定 され て いる ペ 
ー ジ が “py "で 示さ れ ま す 。 
②⑨ ペー ジ 名 の 上 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 する と 、 そ の 文字 が 反転 表示 され ます 。 
③ 新 し ぐ 指定 し た ペー ジ 名 を 左 フ リッ で 決定 し ます 。 決定 し た ペー ジ 名 の 左側 に 
"> "が 表 示さ れ ま す 。 
⑳ マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 へ 出す こと で 、 下図 の ウィ ンド ウ は 消え ます 。 


ドミ に 己 ) Tr 還 還 還 昌 昌 還 =: m EdMBEEIEIEF 和 IEIEIEE 葉 軸 EIE 


「| 【 画 品 訓 瑞 当 癌 


較 


| ご 注意 | "L & R" を 選ぶ と 、 左 画面 、 右 画面 の 順 で 連続 し て プリ ント アウ ト を 行ない ます 。 
片 万 の 画面 だ け を プリ ント アウ ト し だ た い 場 合 は 、“LEFT" ま だ は "RIGHT" を 選択 
し て ぐだ さい 。 
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MODE プリ ント モー ド を 変更 し ます 。 


手 順 | ① "MODE" を 選択 する と 、 下 図 の よう な ウィ ンド ウ ガ 開 き 、 現 在 設定 され て いる 
モー ド が "py "で 示さ れ ま す 。 
② モー ド 名 の 上 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 する と 、 そ の 文字 が 反転 表示 され ます 。 
③ 新しく 設定 し た い モ ー ド 名 を 左 フ リッ フク で 決定 し ます 。 決定 し た モー ド 鍵 の を 側 
に "が 表 示さ れ ま す 。 
④ マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 へ 出す こと で 、 下 図 の ウィ ンド ウ は 消え ます 。 


FE:1H1 11 ( 画 富 如 過 引 上 


Fr1l 相 由 


NODRhTRL_ 
REVMERS ヒ 
に OLLOUR 


| ご 注意 | カラ ー プ リン を 選ん で いる と き 以 外 は “COLOR" の モー ド は 設定 で きま せん の で 、 
*NORMAL" (通常 出力) モー ドガ "REVERSE"( 白 ノ 黒 反転 出力 ) を 設定 し て ぐ 
だ さい 。 
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1 一 6| 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド と 手順 | 


手 順 | ① メニ ュー バー 内 の Wml アイ コン を 左 フ リッ ク し ます 。 
② 下図 の よう な ウィ ンド ウ が 開き *OFF/ の 左側 に yp * ガ 表示 され 立体 スー パー イ 
ン ポ ー ズ モー ドガ が 〇 OFF し て いる こと を 示し て いま す 。 
③ マウ ス を ON の 上 に 物 動 す る と "ON/ が 反転 表示 され ます の で 左 フ リッ フク フ で 決 
④ 


定 し ます 。 
マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 に 移動 する と 、 立 体 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ され ま 
すず 。 


ご 注意 | 
@ 立 体 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ モ ー ド を ON" ガ ら "O 〇 OFF * に する に は ③ で OFF“ を 選択 し ます 。 
(この 場合 る で" “は ON” を 示し て いま す 。) 


@ 立体 ボー ド 映 像 入力 端子 に 映像 信号 が 入力 され て な い 場 合 、(V 丁 中 再 生 中 に 信号 が 切れ だ 場合 
を 含む ) で は 、 自 動 的 に 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド を 解除 し ます 。( 接 続 等 は 第 1 章 4 頂 
立体 映像 セツ ト の 活用 を 参照 くだ さい ) 


@ 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド を `OFF" し た り 、 解除 され る と 、 標 準 解像度 モー ド の 状態 に な 
り ま す の で 、 元 の 状態 が 高 解 人 度 で あつ だ 場合 、 一 度 スクリーン モー ド 用 ウィ ンド ウ を 開い て 、 
その まま ウィ イン ドウ を 出る こと で 高 解像度 モー ド に 戻す こと が で きま す 。 


〈 立 体 ス ー パ ー イ ン ポ ボ ポーズ モー ド と は ?)》 
立体 ボー ド 映 像 入力 端子 に 立体 映像 信号 を 入力 し て いる 時 (第 1 章 4. オー フ 頂 参照 ) 


VTR 画面 と 作画 し だ グラ フィ ッ ン 画面 の 立体 同期 を こり 、 ス ー パ ー で 表示 する モー ド を 立体 スー 
パー イン ポー ズ モ ー ド と 呼び ます 。 

だ だ し 、[SHIFT ] 十 | キ ー で 強制 的 に スー パー 表示 し だ た 場合 、 また 、 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー 
ド の 時 、 立 体 ボ ー ド 映像 入力 端子 に VTR 等 の 映像 信号 が 入力 され て いな い 場 合 は 、V 画面 と 
パソ コン 画面 の 同期 は 保障 され ませ ん 。 さ ら に 、[SHIFT 」 十 [・] キ ー で 強制 的 に パソ コン 画面 へ 戻し 
だ 場合 に は 、 パ ソコ ン 画 面 の 同期 が 乱れ 、 正常 な 動作 を 行ない ませ ん 。 


mL ドビー 1FTFLTー ト 


IQN 
OFF 
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1 一 7| その 他 の モー ド と 手順 較 


メニ ュー バー の 問 音 を 左 フ リッ フ す る と 下図 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 ご の モー ド で は 以下 の よ 
うな 作業 を 行なう こと が で きま す 。 


全う) 際 。 ペー の PP 生 
大 弄 面 モー ド を 変更 し ます or [Ll【 

SI 8 = 中 上 
文 決定 の 方 法 を 確認 モー に と し ます eo7igteid0g GIIRTSier な 59 人 SBt5N97g75I9G75281741E: 和 979151X05192% や 1591SS1e te 2958C919161pa19 り 5566et5 い ag7SJe75IWS16 | 
文 立体 作画 ツー ル " を 終了 し ます saCa eg: 還る 57616(82 和 681 る 2 09870)S2678287518TS72 AS7RI ど Fmgl 


次 貞 ( 上 國 ) の よう な ウィ ンド ウ が 開き ます 。 

マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 きせ “OK" ま だ は "CANCEL "を 選択 し ます 。 
“ 〇 OK" で は 画面 リア を 実行 し ます 。 
“CANCEL "で は 画面 リア を 実行 せ ず 、 元 に 戻り ます 。 


@⑥@⑩@ 
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1 トト 上 ロ トー iL ヒト 


ICRNCEL 


ウィ ンド ウ 内 の を 左 フ リッ フク し ます 。 

下図 の よう な ウィ ンド ウ が 開き 、 現 在 の 画面 モー ド が *P * で 示さ れ ま す 。 

マウ スカ ー ソ ル を 指定 し た い 画面 モー ド 上 に 移動 し 、 を フリ ッ ツク に より 決定 し ま 
。 

決定 し だ 画面 モー ド の 左側 に "*P " が 表示 され ます 。 

マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 外 に 移動 する と ウィ ンド ウ ガ が 消え 、 指定 し た 画面 
モー ド に に な り ま す 。 


ロー 


ビオ ロ ェ ジロ ロロ 
うど ロ * ジ ロロ 
うど ジロ ォ オ ロロ 
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| 手 順 | ① ウィ ンド ウ 内 の 本 』 を 左 フ リッ フク し ます 。 

② 下図 の よう な ウィ ンド ウ が 開き 、 現 在 確認 モー ド に な っ て いれ ば *ON" の 左側 に 、 
確認 モー ド で な けれ ば *OFF* の 左側 に *y が 表示 され ます 。 

③ マウ スカ ー ソ ル を 移動 し 、“ON" ま だ は “OFF" を 選択 し ます 。 "ON" を 選択 し 
マウ スカ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 人 外 へ 移動 する と ウィ ンド ウ ガ が 消え 、 確 認 モ ー ド と 
な り ま す 。 


(確認 モー ド と は ?2 


ライ ン 、 連 続 ライ ン 、 ボッ クス 、 サ ー ク ル 、 コピ ー、 ペ イン ト で 左 フ リッ フク に よ つ て 決定 する 場合 、 
1 度 友 フ | リッ フ を し て も 決定 せ ず 、 ま ず マ ウス カー ソル が 惨 に 変わ り ま す 。 こ ご こ で も う 1 度 を 
クリ ッ ク を する と 決定 し 、 右 フ リッ フ で 、 決 定 を 止め ます (キヤ ン セ ル し ます )。 


ロロ HE LILIES-L IX 


還 


固 拉 っ IE 人 


手 順 | ① ウィ ンド ウ 内 の 回 曲 を フリック フ し ます 。 
② 炊 軸 (上 図 ) の よう な ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
③ カー ソル を 移動 させ 、“ 〇 OK" まだ は “CANCEL "を 選択 し ます 。 
*OK" で は "立体 作 国 ツ ー ル "を 終了 し ます 。 
*OANCEL" で は 終了 せ ず 、 元 の モー ド に 戻り ます 。 
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上 Fll TIM 
じ PNCEL 


1 一 | カラ ー チ ェ ン ジ モ ー ド と 手順 


ニコ ュー ルー の カラ ー ア イコ ン を 本 グリ ッ ク レ ます 。 
カラ ー チ エン ジ モ ー ド に 入り 、 描 画 カ ラー の 選択 び で きま す 。 
選択 し て いる 描画 機能 こよ つ て 手順 等 が 違い ます の で 、 別々 に 説明 し ます 。 


(3) ライ ン 、 連続 ライ ン 、 一筆 書 き 、 ボッ クス 、 
を 選択 し て いる と き 、8 色 か ら 選 べ ま す 。 


| 手 順 | ① 下図 の ウィ ンド ウ ガ が 開き ます 。 


② マウ ス を 移動 させ て 、 を フリ ツク す る こと で 色 を 選択 し ます 。 ご の と き カ ラー ア 
イコ ン ガ 指定 し だ 色 に 変わ り ま す 。 
③ ウィ ンド ウ 外 へ カー ソル を 秘 動 する と ウィ ンド ウ は 消え ます 。 


LTTTTTT 面 
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(b) 消 レ ゴム へ を 選択 し て いる と き 、36 色 の タイ ル バ パタ ー ン か ら 選 べ ま す 。 


手 順 | ① 下図 の ウィ ンド ウ ガ が 開き ます 。 
② マウ ス を 物 動 させ て 、 色 を 選択 し 、 左 フリ ッ フ し ます 。 ご この と き カ ラー アイ コン 
が 指定 し た 色 に 変わ り ま す 。 
③ ウィ ンド ウ 外 へ カー ソル を 移 動 す る と ウィ ンド ウ は 消え ます 。 


(c) ペイ ント を 選択 し て いる と き 、 
領域 色 を 36 色 の ツイル パ マー ン か ら 、 境 界 色 を ら 色 か ら 選 べ ま す 。 


手 順 | ① 下図 ( 左 ) の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
② マウ ス を 物 動 させ て 、 領 域 色 を 選択 し 、 左 フリ ッ フ し ます 。 マ ウス カー ソル を ウ 
ィ ン ド ウ 外 へ 出す と 下図 ( 右 ) の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
③ 秘 動 と を フリック に よ と 境界 色 を 指定 し ます 。 “ツマ "は 、 そ の 色 が 境界 色 に 指定 さ 
れ て いる 場合 赤 に な つて いま す 。 指定 を 解除 する に は 、 も う 1 度 を フリ ッ フ を 行 
な えば 、 び ツ " は 黒 に 変わ り 、 指 定 解除 を れ ま す 。 
④ カー ソル を ウィ ンド ウ 外 に 秘 動 し ます 。 


| ご 注意 | 領域 色 、 境 界 色 に つい て は 、( キ ー ボ ー ド 版 ) の 較 カラ ー チ ェ ン ジ 機 能 を 参考 に レ 
て ぐだ さい 。 


LTTTTTT 環 


(を を) ( 右 ) 
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2. ユー ティ リティ 【X 1 turbo 用 〕 


立体 作画 ソフ ト い 立 骨 欲 ター ポ C マ ウス 版 (CX 1tUTDO 用 )) の ディ スク に は お 手持 ちの 映像 装置 か ら 
手軽 に 立体 静止 画像 を 取り 込む た だ め の 立 体 エア ジ チ ェ ッ フ コー ティ リティ と ^\ 嬉 楽 / と の ファ イル 交 
換 を 行なう だ め の フ ァイル 交換 ユー ティ リティ イ が 入 つ て いま す 。 

以降 、 こ ご の 2 つの コー ティ リティ に つい て 手順 を 追 つて 説明 レ て いき ます 。 


ご 注意 | 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ リティ お よび ファ イル 交換 ユー ティ リティ に つい て は 、 マ 
ウス に よる 入力 は で きま せん の で ご 注意 こく ださい 。 


2 一 1| 立体 エア チェ ッ ク ユ ー テ ィ リティ (X1turbo 用 ) 


立体 作画 ソフ ト ` 立 骨 歓 ツー ポ ^( マ ウス 版 CX1tUrbO 用 )) に 付属 の 立体 エア ジ チ エ ッ フ ユー ティ リ テ 
イ を 利用 する こと に よ つ て 、 お ま ぼ 持 ちの 映像 装置 (VT 只 、 テ レビ 、V 征 呈 カメ スラ 、 ビデ オデ ィ ス フ 
等) か ら 、 立体 表 上 画像 を 取り 込む こと が 可能 と な り ます 。 カラ ー イ メー ジ ポ ボー ドカ ら 立 体 エ ア チ 
エッ フ コ ユー ティ リティ を 利用 し て 取り 込ん だ 体 表 上 画像 を 立体 作画 ソフ ト ヽ 立 骨 葵 ツ ー ボ で 利用 
する 場合 に は 、 立体 エア チェッ フ コ ー テ イリ ティ で 画面 を 1 度 デ ィ ス フク に セー ブレ て カ ら 、 立 匂 歓 
ター ボ ^ を 再起 動 し 、 そ の ファ イル の ロー ド を 行 な つ てこ だ さい 。 


a. 立体 エア チェ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ (X 1 turbo 用 ) の 起動 と 終了 


@ 起 動 
ま 順 | ① X1turpo BASIC(CZ-8FB02) を NEWONB 以 上 で 起動 し ます 。 
② 立体 作画 ソフ ト \ 立 杭 歓 ターボ (マウ ス 版 CX1tuDo 用 )J) の シス テム ディ スク を ド 


ライ プ 0 に セッ ト し ます 。 
RUN “AIRCHECK  .SuDp” | 


と 入力 する と 起動 し ます 。 

③ ユー ティ リティ ガ が 起動 する と 、 タ イト ル ガ 表 示さ れ だ 後 、 次 真 ( 和 を) の 画面 と な り ま 
す の で 、 お 手持 ちの シス テム を カー ソル キー で 選択 し 、 rl キー を 押し て くだ さ 
い 。 

④ 設定 が び ③ で 選択 し た も の で よい の か が 、 聞い て きま す の で よけれ ば YES| を 、 設 定 
を 変更 し た けれ ば [NO」 を カー ソル キー で 選択 し rl キー を 押し て こく だ さい 。 


⑥ 画面 が 下図 ( 右 ) の よう に な り ま す 、 画面 の モー ド を カー ソル キー で 選択 し 、 r 昭 | 
キー を 押し て ご だ さい 。 


ご 注意 ③ で 'tUrDoZ" を 選択 し た 場合 は 、 手順 6 は 行なわ れ ま せん 。 


turDoZ で は 、320X200、64 色 モー ド 専 用 と な り ま す 。 


]) 
** シ ステ ム 設 定 ** *x 表 示 画 面 設定 ** 
2 なー8 BIV ジ 320X200 
も APbO: る 
カー ソル で 選択 リタ ー ン で 決定 信二 る 
/ 
(を ) ( 右 ) 


⑥ 画面 モー ド の 選択 びら で 選択 し た も の で よい の か 、 聞 いて きま す の で 、 よ けれ ば 
YES 」 を 、 変更 し た けれ ば [NO」 を カー ソル キー で 選択 し r 当 | キー を 押し て ご 


だ さい 。 


ご 注意 | 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ リティ は 、 起 動 と 同時 に 立体 ボー ド CZ-8BR1 の 有無 


を 確認 し て いま す の で 、CZ-8BR1 が な い 場 合 に は 、 立 体 エ アジ チエ ッ ツク ユ ー テ ィ リ 


ティ は 自動 的 に 終了 し ます 。 
@ [ SHIFT | 十 寺 | キー で 強制 的 に スー パー イン ポ ボーズ 表 示し た 場合 、 ま だ [SHIFT」 十 


| キー で 強制 的 に パソ コン 画面 へ 戻し だ 場合 に は 、 パ ソコ ン 画 面 の 同期 が 乱れ 正常 
お 動作 を 行ない ませ ん 。 


@ 無 信 号 状 態 の 立体 エア チェ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ の 動作 に つい て 


立体 エア チエ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ で は 、 立 体 ボー ド 映 像 入力 端子 に 映像 信 写 が 入力 され て いな い 場 
合 (VTR 再生 途中 で 信号 が 切れ だ 場合 を 含 び ) で は 、 ス ー パ ー モ ー ド を 解除 し 、 取 込み 動作 は で き 
ませ ん 。 [ESC 」 キ ー を 押し 初期 画面 に 戻る か 、 端 子 に 映像 信号 を 入力 、 ま だ は V T を 再生 状態 に 
し て ぐだ さい 。 (接続 等 は 第 1 章 4 項 立体 映像 セツ ト の 活用 を 参照 くだ さい 。) 

また 、V 再生 中 の 早送り 、 巻 戻し 等 の 特殊 再生 時 は 取込み 動作 が で き な ぐ な る 場合 が ありま す 。 
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人 の 終了 


立体 エア チエ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ の メニ ュー アイ コン が 表示 され て いる 際 に 、LESC」 キ ー を 押す と 、 
~RETURN MENUCY/N) ゃ “と 聞い て きま す の で キー を 押す と 画面 が 下図 の よう に な り ま す 。 
番号 で 選択 し て ぐだ さい 。 


[1] シス テム 設定 
[2] ツー ル 復 帰 
[3] 終了 


(1 〕) の シス テム 設定 を 選ぶ と シス テム の 変更 を 行なえ ます が 、 そ れ ま で の すべ て の デー マヤ は 消去 
され ます 。 

〔 ど 〕 再び ツー ル に 戻り ます 。 

(3 づ 〕 プロ グラ ム を 終了 し ます 。 
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b. アイ コン 表示 お よび キー 操作 に つい て 


立体 エア ジ チ エ ッ フ ユー ティ リティ を 起動 する と カー ソル お よび アイ コン の 表示 され だ 上 図 の よう な 
コン ピュ ユー 画面 に な り ま す 。 

(以後 初期 画面 と 呼び ます 。) 初期 画面 お よび 各 モ ー ド に は いつ だ と き の キ ー 操 作 に は 次 の よう な も 
の が あり の ます 。 

回 加 キー : カー ソル ② を 左右 に 動 ひ し ます 。 

回 キー : アイ コン @ を 表示 まだ は 消去 し ます 。 


H TAB| キー : アイ コン ⑧ の 表示 位置 を 画面 上 まだ は 下 に 切り 損 え ます 。 


ESC キー : 初期 画面 で 李 す と END メ ニュ ユー を 表示 する か 聞い て きま す 。 
苔 モ ー ド 画面 で 押す と 初期 画面 に 戻り ます 。 


r 選 | キー: カー ソル ②⑳ の 示す アイ コン の モー ド に は いり ます 。 
一 部 の モー ド で は 左右 画面 の 切換 え を し ます 。 


スペ ー ス | キー : 絵 の 取 込み 、 ま だ は 消去 を し ます 。 
メッ シュ ユ モ ー ド で は メッ ツ シ ユ の 色 が ガ え を し ます 。 


HELP | キー : 立体 表示 中 アイ コン ⑧@ (左右 反転 モー ド ) と 同じ 働き を し ます 。 
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立体 エア チエ ッ フ コー ティ リティ で は 次 の よう な 作業 を 行なう こと が で きま す 。 

ーー トコ |c「 に 
田面 に 映 つ て いる 絵 を 取り 込み ます 』 ーーーnnwee 
ニニ リー | 
左右 の 画面 を 、 マ ニコ アル 操作 で 取り 込み ます 。 ーー 
左右 の 画面 を 自動 的 に 取り 込み ます oo 
つこ コミ 
| ーー に 
立体 表示 の 右 を 反転 し ます eee 


画 像 デー ツタ を ディ ス フ に セー ブ プ ま だ は ディ ス フ か ら ロ ー ド し ます 。 ……… の mt…… 
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画面 切 損 え 表示 する 画面 を 切り 換え ます 。 


手 順 | の カー ソル を [=|、 =| キー で [| まだ は IE 還 ] に 合わ せ [ 沼 | キー を 押し ます 。 
②  [ 滞 | キー を 押す た びに 画面 が 左 画面 、 右 画面 と 切り 換わり 、 ア イコ ン も 


。 ー* と 切り 換わり ます 。 
(アイ コン の 表示 に より 、 画 面 を 判断 で きま す 。) 


示し て いる 画面 を 取り込み ます 。 


M 


手 順 | の カー ソル を に | 、 加 キー で [] に 合わ せ [| キー を 押し ます 。( カ ー ソ ル が 


消え アイ コン の 色 が 反転 し ます ) 
② アイ コン 表示 され て いる 画面 C Im]| 、 ) お よび メ ツ セージ “PUSH SPA 
OE KEY" を 表示 し ます 。 
(スー パー イン ポー ズ 表 示 ) 
( 絵 が 取り 込ま れ て いな いと き に は 絵 は 表 示さ れ ま せん 。) 
③ 如 | キー を 押し て 、 取 り 込 画面 (を ノ 右 ) を 切り 換え ます 。 
④ [スペ ー ス ] キー を 押す と 映 つ て いる 画面 が 取り 込ま れ ま す 。 
⑥ 以後 の を 繰り 返す こと で 新しい 画面 が 取り 込ま れ ま す 。 
⑥ [ESC ] キ ー を 押す と 初期 画面 に 戻り ます 。 


ご 注意 | 絵 を 取り 込む 際 、 ア イコ ン が 不都合 な 場合 は |?」、}!! キー に て アイ コン を 消去 する ガ 、 


H TAB ]」 キー に て アイ コン を 上 下 に 移動 させ て くだ さい 。(〈 消 レ し た アイ コン は 、 再 
度 |1、|』| キー を 押す こと に より の 元 に 戻り ます 。) 


立体 表示 モー ド 左 、 右 画面 を 交互 に 表示 し ます 。 


手 順 | ① カー ソル を に | 、=| キー で [7] に 合わ せ [ 当 | キー を 押し ます 。 
② アイ コン が 消え 、 を 、 右 の 画面 が 交互 に 表示 され る の で 立体 スコ ー プ で 立体 視 で 
きま す 。 


(この と き コ シン ピュータ モー に と なぜ り ま す 。) 
③ [ESC 」 キ ー で を を 画面 の 表示 と な り 、 立 体 表 示 ガ 終了 し ます 。 


ご 注意 | 立体 表示 モー ド で は 、 ア イコ ン は 表示 され ませ ん の で |『| 、|!| キー は 、 入 力 で きま 


せん 。 
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マー ユア ルモード を 右 の 画面 取込み を マニ ユア ル で 行ない ます 。 


チチ 順 


| ご 注意 | 


の ④ カー ソル を | 、 回 | キー で に 合わ せ [ 当 | キー を 押し ます 。(〈 カ ー ソ ル が 
消え 、 ア イコ ン の 色 が 反転 し ます 。) 

の EEEY | また は 中 明 S 馬 FY | と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

③ | キー を 押し て 先 に 取り 込 お 画 面 右 まだ は 左 ) を 選択 し ます 。( [ 選 | キー を 
押す た びに 画面 が 切り 換わり 、[ 証 ] アイ コン に より 選択 画面 の 確認 が で きま す ) 

④ [スペ ー ス ] キー を 押す と 選択 画面 が 取り 込ま れ 、 アイ コン が も う 一 記 の 画 
面 の アイ コン に 入れ ガ わ り ESeFY | まだ は [POSR SPAefKEY] と メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 用 

⑥⑯ 「 ス ペー ス ] キー を 押す と も う 一 方 の 画面 が 取り 込ま れ 、 再び ④ に 戻り 、 立 体 表示 
と な り ま す 。 (スー パー イン ボー ズ モ ー ド ) 
(アイ コン が 消え ます 。) 

⑯ 「 ス ペー ス ] キー を 押す ご と に ⑥⑤ と 同じ 画面 に 新しい 絵 が 取り 込ま れ ら の 状態 に 戻 
り ま す 。 

⑦ @ 以 降 で [ESC] キー を 押す と 初期 画面 に 戻り ます 。 
(カー ソル お よび アイ コン が 表示 され ます 。) 


e の 終了 時 点 で [ 記 | キー を 押す と ③ に 戻り 先 に 取り 込み た い 画 面 を 再 設定 で きま す 
が 、@ 以 降 で [ 届 | キー を 押し て も 再 設定 は で きま せん 。 そ の 場合 は [ESC」 キー 
を 押し 1 度 初期 画面 に 戻り [手順 | の か ら や り 直 し て こ だ さ い 。 

e [アア] モー ド で 取り 込ん だ 画面 を 立体 視 で きま す 。 

e 画像 を 取り 込む 際 ネ 、 ア イコ ン が 不都合 な 場合 は |?」 、!!! キー で アイ コン を 消去 す 
る か ガ [H TAB] キー で アイ コン を 上 下 に 物 動 し て こく だ さい 。 消 去 し た アイ コン は 再 
度 |!』 キー を 押す こと に より 、 表 示さ れ ま す 。 

* ⑤ 以 降 立体 表示 され て いる 間 は 「1 | 、 |』| キー を 押し て も アイ コン は 表示 され ませ 
ん 。 
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HLTI 左右 の 画面 取込み を 自動 的 に 行ない ます 。 


ご 注意 


ゆめ カー ソル を に | 、 ビ | キー で に 合わ せ [ 記 | キー を 押し ます 。( カ ー ソ 
ル が 消え 、 ア イコ ン の 色 ガ 変わ り ま す 。) 


② 下図 の よう な 画面 と な り ま す の で |=| 、 ご | キー で 希望 する スピ ー ド を 選択 し て 


r| キー を 押し て こく ださい 。 

(アイ コン は 消え ます 。) 
③ アイ コン が 再び 表示 され [PUSH_SPACE KEY | と メ ツ セー ジ が 表示 され ます 。 
④ [| スペース] キー を 押す と 最初 に 左 画面 、 次 に 右 画面 が 取り 込ま れ 立体 表示 こと な り 、 
(スー パー イン ポー ズ モ ー ド ) ア イコ ン が 消え ます 。 
( 左 画 面 を 取り 込ん で か ら 右 画面 を 取り 込む まで の 時 間 は 、②@ で 設定 し だ 値 に より 
異な り の ます 。) 
スペ ー ス | キー を 押す ご と に ④ を ぐり の 返し 、 新 し い 絵 を 取り 込み ます 。 
@ 以 降 で [ESC」 キ ー を 押す こと 初期 画面 に 戻り ます 。 
(カー ソル お よび アイ コン が 表示 され ます 。) 


G) 
⑤) 


e [2] モー ド で 取り 込ん だ 画面 を 立体 視 で きま す 。 


e 画像 を 取り 込む 際 、 ア イコ ン が 不都合 な 場合 は '『 、.!) キー で アイ コン を 消去 す 
る ガ 、[H_ TAB 」 キー で アイ コン を 上 下 に 移動 し て ぐだ さい 。 消去 し だ アイ コン は 再 
度 |f| 、|! キー を 押せ ば 表示 され ます 。 


e ② 以 降 立 体 表 示さ れ て いる 間 は |? 、|!| キー を 押し て も アイ コン は 表示 され ませ 
ん 。 
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に ご | 画面 ノリ リ アモ ー ド 任意 の 画面 を 消去 し ます 。 


手 順 | ① カー ン ル を に | 、 に | キー で [ 還 計 | に 合わ せ [ 当 | キー を 押し ます 。 

(カー ソル が 消え 、 ア イコ ン の 色 が 変わ り ま す 。) 

r 当 | キー を 押し て 消去 し た い 画 面 右 まだ は 左 ) を 表示 し ます 。 

| スペ ー ス 」 キー を 押す と 表示 され て いる 画面 を 消 去 し 、 自 動 的 に も う 一 方 の 画面 
が 表示 され ます 。 

ここ で [スペ ベース ] キー を 押す と 表示 され て いる 画面 を 消去 し [ 坦 畔 モー ド を 終了 
し 、 カ ー ソ ル を 表示 し て 初期 画面 に 戻り ます 。 


⑤⑮ 


ご 注意 | @@ 以 降 で [ESC」 キ ー を 押す と 初期 画面 に 戻り ます 。 ま だ [スペ ー ス ] キー を 2 回 押す 
と 自動 的 に 初期 画面 に 戻る よう 設定 され て いま す の で 、 同 じ 画 面 で 2 回 [スペ ー ス 
キー を 押す こと 片方 の 画面 は 消去 され ませ ん の で 注意 し て くだ さい 。 


e ② で 表示 画面 は アイ コン を 見 る こと で どちら の 画面 が 表示 され て いる ガ が 判断 


で きま す 。 
スケ ー ル メッ シコ モー ド | 表示 画面 に スケ ー ル メッツ シ ユ を 書き ます 。 


| ま 順 | の カー ソル を に | 、 キー て 還 還 に 合わ せ 当 | キー を 押し ます 。( ア イコ ン の 
色 が 変わ り ま す 。) 
② スケ ー ル メッツ シコ ユ お よび [ CHANGE COLOR_SPACE KEY | と 表示 され ます 。 
③ 「 ス ペー ス ] キー を 押す だ びに メッ シコ の 色 ガ 変わ り ます 。 
④ も う 1 度 手順 の を 行なう か 、[ESC」 キ ー を 押す と スケ ー ル メッ シコ は 消え 、 ア イ 
コン の 色 が 元 に 戻り 初期 画面 と な り ます 。 


ご 注意 @ [ 富 ] モー ド で は カー ソル 、 ア イコ ン 、 お よび スケ ー ル メ ツ シコ は 消え ます 。 

*② で | ESC ] キー を 押す と 初期 画面 に 戻り ます 。 

% = 、 三 キー で カー ソル を 動か し だ 後 は 、 メ ッ シ ユ の 色 の 変更 は で きま せん 。 

% LESC」 キー で スケ ー ル メッ シコ ユ を 消す 場合 は め ず 各 モー ド が 、 終 了 し て か ら 、 

LESC」 キ ー を 押し て ぐだ さい 。 あ る モー に に は いつ だ まま [ESC ] キー を 押す と 

その モー ド を 終了 する と 判断 され て し まい ます 。 ま た 凍 時 モー ド と ig 
ド に 同時 に は いつ て い だ 場 合 、 モー ドガ が 先 に 解除 され 、 も う 1 度 [ESC] キ 
ー を 押す と 凍 モー ドガ 解除 され ます 。 
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相 右 反転 モー ド 立体 表示 の 左右 を 反転 し ます 。 


手 順 | ① カー ソル 回 、 還 キー で に 合わ せ [l| キー を 押し ます 。 


(アイ コン の 色 が 変わ り ま す 。) 

② [ESC」 キー まだ は [手順 ] の を 行なう と モー ド は 解除 され ます 。 

) 症 に 4| % の モー ド で 立体 表示 中 に [HELP ] キー を 押す と と 同 
じ 働 き を し ます 。 


ご 注意 | モー ド と は 、[]] モー ド で 立体 表示 を し た と き に 、 本 来 飛び 出し て 見 える 


は ず の も の が 奥まっ つて し まつ だ り 、 も し こぐ は そ の 逆 の 傾向 が 見 られ た と き 、 立体 ス 
コー プ の シャ ツタ マー の 開閉 を 逆 に し て 右 画面 び 表 示さ れ て いる と き に 立体 スコ ー プ 
の 左 眼 を 開け 、 左 画面 が 表示 され て いる と き に は 右 眼 を 開け て 絵 を 反転 させ て 立体 
視 で きる よう に する モー ド で す 。 (下図 参照 ) 
し だ が っ て 4、 N の 各 モ ー ド 以外 で は モー ド は 無効 と な り 
ます 。 シャ ツタ マター モー ド に は いる と モー ド は 自動 的 に キャン セル され ます 。 
モー に に は いつ た 状態 で [ 硬 ] モー ド に は いり 画像 デー ツタ を SAVE す る と 、 
反転 し た 状態 で セー プ さ れ ま す の で 、 以後 その デー タ を LOAD し だ 場合 に は 
モー ド を 使用 する め 要 は あり ませ ん 。 

e ESC 」 キ ー で モー ド を 解除 する 場合 は め ず 名 モー ド が 終了 し て か ら [ESC 
キー を 押し て ご だ さい 。 あ る モー ド に に は いつ だ まま [ESC」 キー を 押す と 、 そ の モ 
ー ド を 終了 する と 判断 され て し まい ます 。 ま た 凍 書 モー ド と モー ド に 同 
時 に は いつ て い だ 場 合 、 ImEu] モー ド が 完 に 解除 され も う 1 度 [ESC」 キー を 押す 
と 還 請 モー ド が 解除 され ます 。 


ノー マル モー ド REVERSE モ ー ド 
コン ピュ ー タ 画面 


「 | 欠 


/ い 
い 


/ 


左 眼 右 眼 左 眼 右 眼 


田 還 時 
団 國 叶 
団 國 叶 
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セー プ & ロ ー ド モー ド | デー タツ を ディ ス フ に セー プ 、 ロ ー ド し ます 。 


手 順 | の カー ン ソル を に | 、 に | キー で [ 硬 ] に 合わ せ [ 届 | キー を 押し ます 。 
(アイ コン の 色 が 変わ り コ ンピュータ 画面 と な り 、 セ ー ブ & ロー ド プ ログ ラム が 起 
動 し ます 。) 
② 下図 の よう な メニ コー 画面 が 表示 され ます の で [1 、[』] キー で モー ド を 選択 し 
て [ 滞 | キー を 押し て こく ださい 。 
な お 、 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ リティ に 戻る 場合 は [終了 ] を 選 ひ で ご だ さい 。 


水 セー ブ & ロー ド ※ 
セー フ 


終了 
カー ソル で 選択 化 , CR で 決定 。 


e | セー プ ] を 選ん だ 場合 …… 絵 の デ ー タ を デイ スク に 保存 し ます 。 
④① ファ イル 形式 の 選択 ……… セー ブ す る 画面 を 「『!、[] キー で 選択 し て [ 婦 | キー を 押し て 
< だ さい 。 ( 表 一 参照 ) 


⑨ デバ イス の 選択 ……… セー プ す る デバ イス を [1] [』| 、 に | 己 | キー で 選択 し て [ 引 ] キー を 押 
し て ぐだ さい 。 利用 で きる デバ イス は 表 一 の 通り で す 。 


③ ファ イル ネー ム の 入力 …… キー ボー ド か ら フ ァイル ネー ム (⑭3 文 字 以内 ) を 入力 し [ 当 | キ 
ー を 押し て ください 。 


| ご 注意 | * フ ァイル ネー ム に は 画面 モー ド に 応じ て 自動 的 に エフ ステ ンション が つけ られ ます 。 
エフ ステ ンション に つい て は 表 一 〇 の 通り こ な り ます 。 
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④ セー ブ の 確認 ……… セ ー ブ す る 画面 表示 され ます の で ファ イル ネー ム を 確認 し て 、 よ けれ 
ば に | 、 選 キー で [YES] を 選択 し て [ 当 | キー を 押し て こく だ さい 。 
ディ スク に デー ツマ が セー ブ さ れ ま す 。 [NO」 を 選択 する と の に 戻り ます 。 


ご 注意 | * デ ー タ を セー ブ プ す る ディ スク は フォ ー マ ッ ツ ト 済 み の ブ プラ ンク ディ スク を 使用 し て ぐ 
だ さい 。 プロ グラ ム 等 の は いつ て いる ディ ス フ を 使用 する と ディ ス フ の 記録 容量 が 
足り な べく なり 、 エ ラー が ガ が 出る 場合 が ありま す 。 ら イ ンチ 2D(320K バ イト ) の ディ 
スク 1 枚 に 640X200 モ ー ド で を 右 両 画面 セー ブ し だ 場合 、③ 組 ヒー プ で きま す 。 
(第 7 章 ら . 大 容量 ディ スク (2HD、HD) の 利用 を 参照 くだ さい 。) 


人 一 了 プ の 終 ゴ ー ツ …… 何 ガ サキ ー を 押す と メニ コー 画面 表示 され 、 セ ー ブ は 終了 し ます 。 


e | ロード | を 選ん だ 場合 ……… ディ スク か ガ ら 絵 の デ ー タ を 呼び 出し ます 。 
④① ファ イル 形式 の 選択 ……… ロー ド し だ たい 画面 を |? [| キー で 選択 し て r 如 | キー を 押 レ 
て ぐだ さい 。 ( 表 一 人 ) 


② デバ イス の 選択 …… ロー ド し だ た い 画 面 の 収め られ た デバ イス を [| [ 明 、 に | に | キー で 選 
択 し て [| キー を 押し て こく だ さい 。 利用 で きる デバ イス は 表 一 B の 
通り で す 。 デバ イス の 選択 を 終了 する と ディ スク に 収め られ て いる デ 
ー タ の ファ イル ネー ム が 表示 され ます の で 「?、「』| キー で 選択 し て 
r 認 | キー を 押し て こく だ さい 。 


③ ロー ド の 確認 ……… ロー ド す る ファ イル ネー ム へ お よび 画面 モー ド が 表示 され ます の で 、 よ け 
れ ば = 、=| キー で [YES] を 選択 し て [ 当 | キー を 押し て くだ さい 。 
デー タ が ロー ド さ れ ま す 。 [NO」 を 選択 する と ① に 戻り ます 。 


| ご 注意 | 指定 し た デバ イス に 画像 デー ツタ ガ 何 も は いつ て いな い 場 合 に は “ロー に で きる ファ 
イル が あり ませ ん "と 表示 され ます の で デー タ の は いつ て いる ディ スク と 交換 する 
ガ 、 別 の デバ イス を 指定 し て くだ さい 。 
e シス テム 設定 で 設定 し た モー ド と 異な る ファ イル を ロー ド し だ 場合 、 そ の 設定 は 解 
除 さ れ 、 ロ ー ド し レ た 画面 の モー ド に な り ま す 。 
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ファ イル 形式 一 覧 


ファ イル 形式 


左 画面 太 び 右 画 面 
左 画面 の み 
右 画 面 の み 


デバ イス 形式 一 覧 


デバ イス 形式 使用 で きる デバ イス 


2D0 : 2D1 : 2D2 : 2D3 : 局 268② ぢ 色 

([H TAB | キー を 押す と ドラ イブ の 5) 細 議 4 め 】 
種類 を 選択 で きま す 。) 5/ 骨 5D) 

に 0 に RE2SE3 8 B 

HD0 : HD1 :HD2 : HD3 : ハー ド デ ィ スク 10M バ イト 
EMM0 : EMM1 : EMM2 : EMM63 : 外部 メモ リ 320K バ イト 


表 一 


ファ イル ネー ム の エク ステ ンション (拡張 子 ) に つい て 


ファ イル ネー ム の 後ろ に は 画面 モー ド に 応じ て 自動 的 に エク ステ ンション が つけ られ ます が 、 和 名 工 
クス テン ショ ン の 内 容 は 以下 の 通り と な り ま す 。 


320x200 
320x200 
640X200 
640X200 
320x400 
320x400 
turboZ320 x200064 色 ) を 画面 
turboZ320X200064 色 ) 右 画面 


H 
回 


叶 
回 


叶 
回 


H 
| 上 | 目 | 目 | 目 


HT 
回 


叶 
固 
回 


表 一 じ 


ご 注意 エク ステ ンション の 同じ モー ド の L と RR を 書き ひえ る こと で 左右 を 反転 させ た 画面 
を 見 る こと が で きま す 。 
SR、 SL は 取込み で きま せん 。 
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ファ イル | を 選ん だ 場合 ……… デー ツ デ イス ジ の FILES 赤 と り ま す 。 


④ デパ イス の 選択 …… FILES を と り だ い デ バイ ス を [[ 丹 品 キー で 選択 し て ( 届 | キ 
ー を 押し て こく だ さい 。 ご の と き デ バイ ス は デー マタ の は いつ て いる デバ 
イス を 選ば な いと FILES は と れ ま せん 。 


9 ファ アイ JLO ず …ーー ESC 」 キ ー を 押す と ファ イル モー ド は 終了 し 、 メ ニコ ユー 画面 に 戻り 
ます 。 


@ | 消去 | を 選ん だ 場合 ……… 指定 し た ファ イル を 消去 (KILL) し ます 。 


④① ファ イル 形式 の 選択 ……… 消去 し た い 画面 を |?[』| キ ー で 選択 し て 当 | キー を 押し て ぐだ 
さい 。 ( 表 一 参照 ) 


②③ デパ イス の 過 択 ……… 消去 する デー タ の ある デバ イス を | 1][』 = に | | キー で 選択 し て 
キー を 押し て ぐだ さい 。 利用 で きる デバ イス は 表 一 BB の 通り で す 。 デ 
バイ ス の 選択 を 終了 する と ディ スク に 収め られ て いる デー ダ の ファ イ 
ルネ ー ム が 表示 され ます の で 1 キー で 選択 し て | キー を 押し 
て ぐだ さい 。 


③ 消去 の 確認 …… 消去 する デバ イス お よび ファ イル ネー ム へ が 表示 され ます の で 、 よ けれ ば 
に | ば | キー で [YES] を 選択 し て [本 | キー を 押し て くだ さい 。 デー タ が 
消去 され ます 。「NO」] を 選択 する と の に 戻り ます 。 
デー タ が 消去 され る と 自動 的 に メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 


ご 注意 e 指定 し た デバ イス に 画像 デー ツタ が 何 も は いつ て いな い 場 合 に は “消去 で きる ファ イ 
ル が あり ませ ん " と 表示 され ます の で 、 も う 1 度 デ ィ ス フク お よび デバ イス を 確認 し 
て ぐだ さい 。 


@ [終了 | を 選ん だ 場合 ……… セー ブ & ロ ー ド を 終了 し て 元 の シス テム に 戻り ます 。 


e い 補 崩 歓 ツ ー ボ * の ディ スク (立体 エ ジ チ ェ エッ フ ユ ー テ ィ リ ティ の は いつ て いる デイ 
スク フ ) が セッ に ト さ れ て いな いと エラ ー に な り ま す の で 、 邊 ば ディ スク を セッ ト し て 
お いて くだ さい 。 
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2 一 2| ファ イル 交換 ユー ティ リティ 


フラ フィ ッ ク ツ ー ル 稿 楽 画 "で 作成 し だ 絵 の デー ツ を 立体 作画 ソフ ト 、 立 骨 葵 で 使用 し だ り 、 逆 に 、 


^ 立 崩 歓 * の デー タ を \ 嬉 楽 画 / で 使用 し た りす る た め に 、 い 立 内 歓 マー ボ ポ ボ マウス 版 ) の ディ スク に フ 
アイ ル 交 換 ユ ー テ ィ リ ティ が 入 つ て いま す 。 


ご 注意 ~ 嬉 楽 画 タ ー ボ "を お 使い の 方 は 、^ 嬉 楽 画 ター ポ ^ に 付属 の ファ イル コン バー タ で ^ 半 
楽 画 "の ファ イル 形式 に 変更 し て か ら 行 な つて くだ さい 。 


- 順 | ④① 1turDO BASIC(CZ-8FB02) を 起動 し ます 。 
@ 人 歓 ター ポ ボ (マウ ス 版 ) の シス テム ディ スク フ を ドラ イブ 0 に セツ ト し ます 。 


RUN CONVERTER  .Bas/ 昭 | 


と 入力 づる と 起動 し ます 。 上 
③ 下図 の メニ ュー が 表示 され ます か ら 、 カ ー ソ ルキ ー で メニ ュー を 選択 し 、 [| 
キー を 押し て ぐだ さい 。 


水 ファ イル コン バー タ ※ 


立体 燈 > 嬉 探 画 
終 了 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 


以下 に 難 メニ ユー の 働き に つい て 説明 し ます 。 
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りつ だ い ガ ん 


e 嬉 楽 画 一 立 骨 歓 
^ 嬉 築 画 " の 繧 の デー ー タ ファ イル を ヾ 立 崩 歓 の 左 画 面 、 も し ぐ は 右 画面 の 給 の デー タフ アイ ル と し 
ます 。 


手 順 | ① 下図 の 画面 に お いて 、 カ ー ソ ルキ ー に より 、 嬉 楽 画 立 内 歓 を 選択 し 、 [| キ 


ーー を 押し ます 。 


水 ファ イル コン パー タ 


立体 燈 > 嬉 画 


終 了 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 


りつ だ いか ん 


② 画面 が 、 下 図 の よう に 変わ り ま す の で 、^ 嬉 楽 画 *『 の デー タフ ァイル を 、 立 剛 歓 の 
左 画面 ファ イル に する ガ 右 画面 フラ イル に する か 、 カ ー ソ ルキ ー で 選択 し 、[| 
キー を 押し ます 。 


水 ファ イル コン パー タ ポ 
ファ イル 形式 を 指定 し て 下さ い 。 


に 
RIGHT 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 
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③ 画面 が 、 下 図 の よう に 変わ り 、 変 換 を 行なう デバ イス を 聞い て きま す の で 、 カ ー 
ソル キー で 選択 し 部 | キー を 押し ます 。 


氷 ファ イル コン バー タ 氷 
デバ イス を 指定 し て 下さ めい 。 


劉 型 較 [2D 1:] [2D 2:] [2D 3:] 
[F 時 ][F 1:][F 2:][F 3:1 


[HD 時] [HD 1:] [HD 2:] [HD 3:] 
[EMWMW:] [EMM1:] [EMWM2:] [EMM3:] 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 


④ 画面 に 、 変 換 で きる ` 嬉 楽 画 / の ファ イル が 表示 され ます の で 、 (下図 に 例 を 示し ま 
す 。) カー ソル キー で 選択 し 、 | キー を 押し ます 。 


水 ファ イル コン パー タ ポ 
(bdMZ 朋 ) 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 
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⑥ 画面 が 、 下 図 の よう に 変わ り 、 変換 後 の フ ァイル 名 を 聞い て きま す の で 、 フ ァ イ 
ル 名 を 入力 し 、 [ 沖 | キ ー を 押し ます 。 


水 ファ イル コン バー タ 米 


GTS (REHM*ZMM) 


File name="MPLE64M .S 中 


⑥ 画面 が 、 下 図 ( 例 ) の よう に 変わ り 、 変 換 す る ファ イル を 確認 し て きま す の で 、 カ 
ー ソ ルキ ー で 選択 し 沖 | キー を 押し ます 。 


氷 ファ イル コソ バー タ 
く 書 深 画 一 > 立体 歓 > 


を 


に 変換 し ます 。 


②⑦ @ で [YES 」 を 選択 し な 場合 に は 、 変 換 を 行ない 、 最 初 の 画面 に 戻り ます 。 ま だ 、 
LNO] を 選択 し た 場合 に は ② へ 戻り ます 。 
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りつ だ いか 


< 人 炎 寺 画 


立 崩 歓 / の 左 画面 も し ぐ は 、 右 画面 の デー タフ ァイル を ~ 嬉 楽 画 " の デー タフ ァイル に 変換 し ます 。 


| 手順 | ① は じ め の 画面 に お いて 、 カ ー ソ ルキ ー に より 、 い 立 骨 歓 - 嬉 楽 画 / を 選択 し 、[ 
キー を 押し ます 。 
② 画面 が 下図 の よう に 変わ り 、 変換 を 行なう デパ イス を 聞い て きま す の で 、 カ ー ソ 

ルキ ー で 選択 し :| キー を 押し ます 。 


水 ファ イル コン バー タ 水 
デバ イス を 指定 し て 下さ い 。 
贈 叫 |[2D 11] [2D 2] [2D3: 


] 

ES LE SL FE Gi 
D 6 ] [HD 1:] [HD 2] [HD 3:] 
[EMWM:] [EMM1:] [EMW2:] 【[EMWSE] 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 


りつ だ たい 


③ 画面 に 変換 で きる ^ 立 崩 歓 ? の ファ イル が 表示 され ます の で 、( 下 図 に 例 を 示し ま 
す 。) カー ソル キー で 選択 し 、 [ 如 | キー を 押し ます 。 


氷 ファ イル コン バー タ 


5HMFLEE4HM 5 中 (5ZMk と MM) 
SHMPLE64M .S1L (64M*2MM) 


カー ソル で 選択 後 , CR で 決定 。 
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④ 画面 が 、 下 図 ( 倒 ) の よう に 変わ り 、 変換 後 の フ アイ ル 名 を 聞い て きま す の で 、 フ 
ァイル 名 を 入力 し [ 避 | キー を 押し ます 。 


炎 ファ イル コン バー タ 水 


5HMFLER4H .5S 嘱 (5SZM* ジ 明り 
SHMPLE64M .S1L (64M*ZMM) 


File name="MPLE64M .GrM 


⑥ 画面 が 下図 ( 例 ) の よう に 変わ り 、 変換 する ファ イル を 確認 し て きま す の で 、 カ ー 
ソル キー で 選択 し [ 癌 | キー を 押し ます 。 


光 ファ イル コソ バー タ ポ 
く 寺 体 燈 一 > 書 深 画 > 


⑥ @⑥ で [YES 」 を 選択 し な 場合 に は 、 変 換 を 行ない 、 初 期 画 面 へ 戻り ます 。 ま た 、 
[NO」 を 選択 し だ 場合 に は 、② へ 戻り ます 。 


@ 終了 
は じ め の 画面 に お いて 、~ 終 “を 選択 し 3 キー を 押す と 、 フ ァイル コン バー タダ は 終了 し ます 。 


レー 」 
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1 。 立体 エア チェ ッ ク ソ フト の 便 い 才 


1 一 1 概要 ] 


カラ ー イ メー ジ ポ ボー ド (CZ-8BV1、 CZ-8BBV の ) は 、 X1 イ プ X1tUrDoO シ リー ズ 用 と し て ご 好評 
を いた だ だ いて いる 周辺 機器 の 1 つ で あり 、 さ ま ざ ま な ソー スガ ら の 映像 (「T V、 ビ デオ 、 ビ デオ デ 
ィ マスク 、 ム ね ムー ビー な ど ) を コン ピュ ー タ の グラフィック デー タ と し て 取り 込 可 こと が で きま す 。 ま 
だ 、 付 属 の 強力 な サポ ー ト ソフ ト 「 カ ラー イメ ー ジ ツー ル 」 に より 、 い ろ い ろ ね な 画像 処理 が 可能 で す 
が 、 立 体 ボ ー ド (CZ-8BR1) と 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多彩 な 太 用 が 可能 と な り ま す 。 
(X1turDoZ を ご 使用 の 万 は さら に 64 色 モー ドガ 使え ます 。) 


1 一 2| カラ ー イ メー ジ ボ ー ド の 立体 へ の 応用 | 


電 立 体 映 條 と し て の 画像 デー ツタ を パソ コン で 作成 する に は 左右 視差 に 関す る 本 格 的 な 計算 が 入 要 
と な り ま す が 、 実体 僚 の 左右 視差 映像 を 等 価 的 に ビデ オカ メラ な ど に より 撮影 し 、 そ の 映像 を カラ 
ー イ メー ジ ボ ー ド を 用 いて コン ピュ ユー タダ の メモ リ に 取り 込む こと で 、 肝 時 に 画 依 デ ー ツ タ と し て 取り 
込む こと が 可能 で す 。 な お 、X 1 は 320X200 ド ツ ト モ ー ド で ど 面 、X1tUTDO は 640X200 ド ッ ト モ 
ー ド で 2 面 、320X200 ド ツ ト モ ー ド で 4 面 の プラ フィ ッ ン 画面 の 表示 な ら び に アフ セス が 可能 で す 
の で 2 の 面 の プラ フィ ッ フ メモ リ の お の お の に を 右 視差 映像 を 取り 込ま せ (例え ば 、 バ ンク 0 : を 映 
依 、 バ ンク 1 : 右 映 像 )、 立 体 ス コー プ と 同期 させ て 交互 に 表示 する こと で 簡単 に 電 地 立 体 映像 を 再 
現し ます 。 

サポ ー ト ソフ ト の 、 立体 エア チェッ フ モー ド 、X1turDO 用 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ リティ を ご 
利用 くだ さい 。 


hー | 立体 エア チェ ッ ク モ ー ド (X1/X1turbo 用 ) 
立体 エア チェ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ (X1turbo 用 ) 操 作例 


(a) TV、 ビ デオ 、 ビ デオ ディ スク か ら の 取込み 


立体 撮影 され だ 映像 は も ちろ ん 日 常 な に げ な ご ぐ 見 て いる オン エア の V 番 組 や CM、 ビ デオ や ビデ 
オデ ィ ス の 画像 に も 、 立 体 画像 に 遍 用 で きる 映像 の 瞬間 が あふ ゆれ て いま す 。 ご これ ら を 素材 と し て 、 
無限 と も 思わ れる 映像 ソー スガ ら 立 体 画像 を 取り 込ん で み ま し よう 。 


基本 設定 
e オ ン エ ア の T V 映 像 を 取り 込む 場合 
ディ スプ レイ テレ ビ に TV 放送 用 受信 アン テ ナ を 接続 し て チャ ヤン ネル を 選 局 し 、 映 像 が 正常 に 受 
信 さ れる の を 人 確認 し ます 。 
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e ゃ ビデオ 、 ビ デオ ディ スク な ご どの 再生 映像 か ら 取 り 込 む 場 合 
ディ スプ レイ テレ ビ を 外部 入力 に し 各 ソ ー ス か ガ ら の 映像 が 正常 に 表示 され る の を 確認 し ます 。 
「 X1 用 立体 エア チエ ッ ツクモ ー ド 」 ガ が 「X1tUrDO 用 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ リティ 」 を 起動 し ます 。 


* シス テム 設定 メニ ユー で カラ ー イ メー ジ ボ ー ド を ご 使用 の 場合 は 、CZ-8BV 1 み CZ-8BV2 を 
設定 し て くだ さい 。CZ-8BV2 を ご 使用 する 場合 、|/O ア ドレ ス を 選択 で きま す 。 こわ し こぐ は 
〆-8BV2 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 
取込み 画面 は X1 用 立体 エア チエ ッ フ モー ド 320X200、X1tUurDbo 用 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ 
リリ ティ で 320X200、640X200 が 選択 で きま す 。 


@ 信人 4 上 UTFDOZ(CZ-880C) を ご 使用 の 場合 は カラ ー イ メー ジ ボ ー ド と 別に 320X200 ド ツ ト 64 色 モー 
ド の 取込み が で きま す 。 (接続 は 、 第 1 章 の 、4. 立体 映像 セツ ト の 活用 を 参照 し て こ だ さ い 。) 
シス テム 設定 メニ ユー で tUrDoOZ を 選択 し て て だ さい 。(X%1tUurDO 用 立体 エア チェ ッ フ コー テ 
イリ ティ イィ イ の み ) 


| いよ いよ 立体 画面 を 取り 込み ます 。 
④ 方 法 そ の 1 (オー トモ ー ド ) 


アイ コン メニ ュー で オー トモ ー ド を 選択 し ます 。 立 体 視 に 適当 と 思わ れる 画面 で | スペ ー ス | キー を 
押す と 、 以 下 の 手 順 で 自動 的 に 画像 び 取り込ま れ ま す 。 


X41tUrDO X 1 
立体 エア チエ ツウ ユー テイ リティ 立体 エア チェ ッ フ モー ド 


ぞ ) 取込み 時 間 間隔 を 1 9 | 2) LEFT 画 面 を お 
の 中 ガ ら 設定 する 
([ 当 | キー を 押す ) 軸 


| 3) RIGHT 画 面 を 取 込 む 四 
う ) LEF T 画 面 を 取 込 む ! 
(| スペ ー ス | キー を 押す ) 
設定 時 間 | 人 イ ) 立体 視 | 


| RIGHT 画 面 を 取 込 む | 


1 


| ら ) 立体 視 」 


以降 | スペ ー ス 」 キー を 押す ご と に 取込み を 繰り 返し ます 。 還 


1 回 の | スペ ー ス | キー 操作 で 高速 に 取り 込め ます の で 、 動 き の 早 い 映 像 取込み に 有利 な は モー ド で す 。 
(X4tUurDO 立 体 エ アジ チエ ッ ツク ユー ティ リティ の み 取 込み 時 間 間 隔 の 設定 が 可能 で す 。 映像 の 動き 
に あわ せ て 設定 し て くだ さい 。) 
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@ 訪 法 その 2( マ ニュ アル モー ド ) 


アイ コン メニ ユー で マニ ュ ア ルモード を 選択 し ます 。 次 に 先 に 取り 込み た い 画 面 を 選択 し ます 。 


] 


立体 と 思わ れる 画面 で | スペ ー ス | 


キー を 押す と 以下 の ま 順 で 自動 的 に 画像 が 取り 込ま れ ま す 。 


XX1tUTDO 1 
立体 エア チエ ッ ク コ ユー デイ リティ 立体 エア チエ ッ ツ フ モー ド 
「F3 ] 
MANUAL 1 MAN | 


ト 半 一 一 


1 ) 先 に 取 込む を 画面 選択 | 


1 ) 先 に 取 込 む 左右 画面 を 選択 


| キー を 押す ご と に [3 キー を 押す ご と に 
トグル で 変わ り ま す トブ ル で 変わ り ま す 


2) 1 画面 ( 倒 :fOF LEFT) 
取込み | スペース |」 


取込み | スペ ー ス | 


3) 画面 ( 例 :for RIGHT) 


め 


画面 ( 倒 : LEFT) 


づ ) ど 画 面目 例 : RIGHT) 
取込み 「 ス ペー ス | 


4) 立体 視 
以降 | スペ ー ス 」 キー を 押す ご と に 取込み 動作 を 繰り 返し ます 。 | 
画面 目 と 2 画面 目 の 取 込み 間隔 が | スペ ー ス ] キー を 押す タイ ミン グ に より 任意 に 変え られ る だ め 、 


動き の お そい 映像 取込み に 有利 な モー ド で す 。 ま だ 後述 する カメ ラ 1 台 の 取込み に 便利 で す 。 
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③ 方 法 そ の 3( シ ャ ヤッター モー ド ) 
アイ コン メニ ュー で シャ ヤツ ター モー ド を 選択 し ます 。 取り込み た い 側 の 画面 を 選択 し ます 。 


1 


XX4tUrDO 
立体 エア チェッ フ モ ー ド 


立体 エア チエ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ 


1 


ーー 
1 ) 取 込 む 画面 を 選択 1 ) 取 込 む 画面 を 選択 」 
= キー を 押す ご と に F1 キ ー を 押す ご と に 
トグル で か わり ます トブ ル で 変わ り ま す 
の ) [スペ ー ス キー で 選択 し た 画面 を 取込み ます 。 」 


づ ) 以降 | スペ ー ス キー を 押す ご と に 取込み 動作 を 繰り 返し ます 。 


カメ ラ の シャ ヤツ ター を 押す よう に LEFT 、RIGHT 画 面 を 別々 に 取る こと が で きま す 。 ご この モー ド 
は し 、R 別 々 に 取る 時 や 片 訪 の 画面 を 取り な お ざす 場合 な ど に 有利 で す 。 


| お 知ら せ 」 

ご ご こ で 言う 立体 視 に 適当 と 思わ れる 画面 と は 、 通 常 の オン エア な ど で カ メラ が 横 方 向 に 移動 する 瞬 
間 や 被写体 が 動 ぐ 画面 を いい ます 。 ご の 画面 を 、 あ る 時 間 間 隔 を 空け て デジ タイ ズ す る こと に より ら 、 
両 眼 視差 と 等 価 な 画面 す 得 ら れ ま す 。 

立体 撮影 8 れ を ビデオ 、 ビ デオ ディ スク の 映像 ひら は LEFT、RIGHT 画 面 を 判別 し て 取り 込め ま 
す 。 ぐ わし ぐ は 「 付録 ③ 立 体 映像 信号 に つい て 」 を ご覧 くだ さい 。 
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(b) ビデ オカ メラ を 使用 し た 取込み の 場合 

ビデ オカ メラ 1 台 も し こく は 2 台 を 使え ば 本 格 的 な 立体 映像 取込み が 可能 で す 。 

基本 設定 

e カメ ラ を 利用 し て 本 格 的 立体 映像 を 作成 する 万 は ぜひ 付録 の 立体 視 に つい て 、@ 立 体 ボ ー ド プ 
ロッ ンク 図 、③ 立 体 映像 信号 に つい て 、④ 立 体 ボー ド ソ フト ウエ ア 資 料 の 項目 を 読ま れ 、 立 体 の 原 

理 に つい て 理解 を 深め る こと を お すす めし ます 。 立 内 歓 立体 エア チエ ッ フ モー ド 、X1tUrbO 


立体 エア チェ エ ッ フ ユ ー テ ィ リ ティ の 起動 、 操 作 は 前 項目 と 同一 で す が 、 カ メラ 1 台 を 使用 し だ 時 
は 、 炊 の 方 法 で マニ ユア ルモード を 使う と 便利 で す 。 


L MANUAL」 


| 1) 先 に 取 込 む 画 面 を 選択 (左右 選択 可 ) 
(カメ ラ を 左 眼 側 に セッ ト : 例 ) 


| 2) 1 画面 ( 例 : foF LEFT〉 ー 


取 込 む 
了 スペ ー ス 」 キ ー 


3) カメ ラ を る 眼 側 へ 少し 移動 する 目 


| [| スペ ー ス 」 キ ー 


4) 2 画面 目 を 取る ( 倒 : TOF RIGHT) 


| 5) 立体 視 す る 較 


以降 3) カメ ラ 物 動 と 4)、 ら ) を 繰り 返し 、 適 
当 と 思わ れる 、 カ メラ の 位置 の 移動 を し ます 。 


つま り 、 先 に 取り 込ん だ 画像 を 基準 に も う 一 方 の 画像 の み を 次 々 に 取り な お し で きま す 。 上 記 の 操 
作 に よ つ て 、 立 体 に 見 える 幅 そ う 角 の 限界 や 左右 像 の 上 下げ ずれ な ど を 容易 に 修正 で きま す 。 


お 知ら せ 」 マニ ュ ア ルモード の 取込み の 際 、 基 準 画像 と 取 な お し 画像 の 縦 す ずれ が 生じ な いよ う メ 
ツ シ ユ を 利用 する と 便利 で す 。 


日 常 あ り ふ れ だ 映像 で も * 立 崩 歓 立 休 エア チェ ッ フ モー ド 、X1tUrbO 立 体 エ アジ チエ ッ フ コー ティ 
リティ を 使用 すれ ば 瞬時 に 立体 イメ ー ジ と し て その 瞬間 を と ら え る こと が で きま す 。 その 取込み 操 
作 は スリ リン グ で あり 、 今 まで に な か つ だ 、 感 覚 の 映像 の 楽し み 方 を 与え て くれ る で し ょ よう 。TV、 
ビデ オ を ソー ス に する に も 、 本 格 的 に カメ ラ か ら 取 り 込 む に し て も 、 本 ツー ル は 立体 映像 に 対す る 
新しい 楽し み 方 を 与え て これ 、 よ り 立 体 へ の 興味 と 理解 を 深め て これ る で し よう 。 
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2 . 立体 エア チェ ッ ク 画 面 の 修正 


立体 エア チエ ッ ク ツ ー ル で 取り 込ん だ 画面 は 、 同 梱 の 立体 作画 ツー ル や 嬉 楽 画 ノ 嬉 楽 画 ク ター ポ ボ で 修 
正 、 追 加 等 の 編集 が 可能 で す 。 


手順 


②③ ーー 


⑩) 


⑨ 


や 


. 同 梱 の 立体 作画 ツー ル を 使用 し て 修正 する 場合 


立体 エア チエ ッ ク ツ ー ル で 画面 を 取り 込み ます 。 

つ 第 6 章 ク ー 1 . 立体 エア チエ ッ フ ユー ティ リティ <X 1 版 : 第 5 章 1 一 ノ . 立体 エア チエ ッ 
モー ド ) 参照 

ファ イル モー ドア イコ ン 還 : を 選択 し 、 取 り 込 ん だ 画面 を セー プ し ます 。(X 1 版 で は 不要 ) 
つ 第 6 章 1 一 4. フシ イ ルモード 参照 

立体 エア チエ ッ ク ツ ー ル を 終了 し 、 立体 作画 ツー ー ル を 起動 し ます 。 

つ 第 4 章 入門 編 1 . 立体 作画 ソフ ト ^ 立 内 歓 の 起動 と 終了 参照 CX1 版 : SHIFT |] 十 [F4| キ 
ー に より 作画 ツー ル に 戻り ます 。) 

ファ イル モー ドア イコ ン 還 : 肝 を 選択 し 、 @ で セー ブ し た 画面 を ロー ド し ます 。(X1 版 で は 不要 ) 
つ 第 6 章 1 一 4. フラ イル モー ド 参 照 


⑥ 作画 モー ド グ 編 集 モ ー ド に て 画面 の 修正 を 行 な つ て こく だ さい 。 


IN) 


つ 第 6 章 1 一 2. 作画 モー ド (X 1 版 第 5 章 1 一 1 . )、 第 6 章 1 一 3. 編集 モー ド 〈X 1 版 第 
ら 章 1 一 2.) 参 照 


. 嬉 楽 画 / 嬉 楽 還 ターボ を 使用 し て 修正 する 場合 


④ 立体 エア チェック ツー ル で 画面 を 取り 込み ます 。 


⑧ ⑥ 


⑩ ぐ ) 


ぐ ⑨⑥ 


づつ 第 6 章 ジ ー 1 . 立体 エア チエ ッ ク ユ ー テ ィ リ ティ 〈X 1 版 : 第 5 音 1 一 /. 立体 エア チエ ッ 
モー ド ) 参照 

ファ イル モー ドア イコ ン 計 : 凡 を 選択 し 、 取 り 込 ん だ 画面 を セー ブ し ます 。 

つ 第 6 章 1 4. フシ イル モー ド CX 1 版 第 5 章 1 一 .) 参 上 

ツー ル を 終了 さ せ 、BASIC(CZ-8BF02) を 起動 さ な せ ます 。 


(X1 版 :LSHIFT」 十 [FE4 」 キ ー に より 作画 ツー ル に 戻り 、 メ イン メニ ユー に て [SHIFT] 十 [FS 


キー で 終了 させ ます ) 了 
つ 第 4 章 入門 編 1 . 立体 作画 ソフ ト ^ 立 骨 歓 "の 起動 と 終了 参照 

同 机 の ファ イル 交換 ユー ティ リティ を 実行 し 、② で セー プ ブ し た だ 立体 フラ イル を 嬉 楽 還 フ ァイル 
に 変換 し ます 。 

つ 第 O 章 の ウー の . ファ イル 交換 ユー ティ リティ (〈X 1 版 : 第 5 章 .. ) 参照 

ファ イル 交 損 ユー ティ リティ を 終了 し 、 嬉 楽 画 を 起動 し ます 。 

つ 嬉 楽 画 マ ニュ アル 参照 

⑤ で 変換 し を フラ イル を ロー ド し ます 一 嬉 楽 画 取扱 説明 書 参 昭 

画面 の 修正 を 行 な つ て くだ さい 一 嬉 楽 画 取扱 説明 書 参照 
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ご 注意 | 修正 し た 画面 は ファ イル 交換 ユー ティ リティ に より 再び 、 立 体 フ タイル に 変換 し 、 


立体 作 男 ツー ルプ 立体 エア ジ チ エ ッ フ ツー ル に て ロー ド す る こと に より 立体 画面 と し 
て 楽し むこ と が 可能 で す 。 


りつ だ い ガ ん 


@X1tUTDOZ64 色 モー ド の ファ イル は 、 嬉 楽 画 / 嬉 楽 還 ター ボ 、 ま だ は ^ 立 骨 歓 "を 
使用 し て 修正 で きま せん 。 


e 嬉 楽 還 ツ ー ボ を お 使い の 万 は 、 嬉 楽 画 ター ボ に 付属 の フラ アイ ルコ ン バ ー タ で 秘 要 な 
ファ イル 形式 に 変更 し て くだ さい 。 
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3 . 立体 テロ ッ プ の 作り 方 


準備 | 


VTR や 、 カ メラ ガ ら の 立体 映 依 に 、 パ ー ソ ナル テロ ツ パ や 、 内 蔵 テ ロッ ツ パ ペ 1tUFDO シ リー ズ ) 
を 用 いて 、 テ ロッ ツ プ を 挿入 (立体 スー パー イン ポー ズ ) し た いと き 、 ご 使用 に な る 機器 を 、 本 書 第 1 
章 4. 立体 映 條 セ ツ ト の 活用 に 従 つ て 正しく 接続 し て て だ さい 。 

マウ スズ を 使 つ て 絵 や 文 の テロ ッ プ 画 を お 作り に な られ る 方 は 、 プ ロブ ラム を 起動 する 前 に 、 マ ウ 
ス を 本 体 の ツウ ス 端 子 に 接続 し て こく だ さい 。 


テロ ッ プ 画面 を 作る | 


テロ ッ プ する 繧 や 文字 を 作る 場合 、 画 面 モ ー ド は 、 標 準 解像度 (320X200 ド ツ ト ま だ は 640X200 ド 
ッ ト ) に 設定 し て ぐだ さい 。 X1tUTDO シ リー ズ で 高 解 像 度 モ ー ド を 使用 する と 、 ス ー パ ー イ ン ポ 
ー ズ で きま せん 。 


④ 立体 作画 ソフ ト ` 立 崩 歓 /、 い 立 鏡 歓 ター ポン を 使う 。 


@X1tUTDO シ リー ズ で マウ ス を お 使い に な る 方 は 、 デ イィ スク 1 を 、X 1 シリ ー ズ を お 持ち の 
万 、 ま だ は キー ボー ド で 作画 され る 万 は ディ スク ク を 起動 し ます 。 

@ 立体 作 男 モ ー ド アイ コン 除 二 1 を 選択 し 、 絵 や 文字 を 作り ます 。(〈 く わし ぐ は 、 本 書 第 4 章 入 
門 編 まだ は 、 第 ら 章 操作 手順 (キー ボー ド 版 〕、 第 の 章 操作 手順 (マウ ス 版 ) を 参照 し て くだ さ 
い 。) 


⑮⑨ グラ フィ ッ ク ツ ー ル * 嬉 楽 画 タ ー ポ ”、 イ メー ジ ツ ー ル ソフ ト を 使う 。 


@ マウ ス を お 使い に な る 方 は 、~ 嬉 染 画 ター ボ “(〈 〇 CZ-114SF) の ディ スク を 起動 し 、 ま た だ 、 キ ー 
ボー ド で 作画 され る 方 は 、 イ メー ジ ツ ー ル ソフ ト を 起動 後 、^ 嬉 楽 画 " を 選ん で こぐ ださい 。 


e 文字 を テロ ツ プ し たい 場合 、“ 嬉 楽 画 ター ボ ” で は 、[PoP] の アイ コン を 選択 し 、 イ メー ジ ツ 
ー ル ソフ ト で は 、 ラ クラ ク POP を 選び テロ ッ プ 画面 を 作成 し ます 。 (こわ し ぐ は 、 嬉 楽 画 タ 
ー ボ ” まだ は イメ ー ジ ツー ル ソ フ ト の 取扱 説明 書 を 参照 し て て だ さい 。) 

@ 作成 し だ 画面 を 、 右 どちら か の 画面 と し 、 ツ ー ル 内 の セー ブ & ロー ドル ー チ ン に より セー 
ブレ も う 一 旋 の 画面 を 作成 し ます 。 
この と き 、 作 画 し た 画 を と び 出 し だ 感じ で テロ ツ プ し た い 場 合 は 、 を 用 の 画 は 右 用 の 画 よ り 
右側 に 、 ま だ 、 奥 まつ だ 感じ に し た い 場 合 、 左 用 の 画 は 右 用 の 画 よ り を 側 に 作成 し ます 。 


e 再び セー ブ プ & ロー ドル ー チ ン を 呼び 出し セー プ す る こと で 、 左 用 、 右 用 の 立体 テロ ッ プ 画面 
の ファ イル が 作成 で きま し だ 。 ご の 画面 を 立体 視 す る に は 、 立 体 作 画 ソ フト 上 に 串 び 出す 秘 
要 が あり 、 ご のだめ に は 、 デ イィ ス フ に セー プ ブ し だ 画面 の ファ イル を 、 立 体 作画 ソフ ト 用 の 画 
面 フ ァイル に 変換 し な けれ ば な り ま せん 。 


e まず 、^ 嬉 染 男 ター ボ ” に 付属 の フラ イル コン バー タユ ー テ ィ リ ティ で 、 嬉 楽 画 の ファ イル 形 
式 に 変換 し て ぐだ さい 。 
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りつ だ い ガ ん 


e 立体 作画 ソフ トバ 立 崩 燈 ターボ ? の ディ スク 内 の 「CONVERTER.Bas」 ま だ は ヾ 購 歓 の 
rOONVERTER X1.BaS』 を RUN し 立体 作画 ソフ ト 用 の ファ イル に 変換 し て こ だ さい 。 
(こわ し こ は 、 本 書 第 5 章 つ . まだ は 第 6 章 フ ウー の の ファ イル 変換 コー ティ リティ を 参照 し て 
こ だ さ い 。) 


立体 テロ ッ プ の 表示 | 


立体 作画 ソ フト ` 立 鈴 葵 "以外 で 作成 し だ 画面 を テロ ツ プ し た い 方 は 、 ま び 、 い 立 崩 歓 * を 起動 後 セ 
ー ブ & ロー ドア イコ ン 肝 : 肝 を 選び い 立 醒 歓 "用 に 変換 され だ 画面 デー ツ を ロー ド し ます 。 
(こわ し こ は 、 本 書 第 ら 章 1 一 3. まだ は 第 G 章 1 一 4 の * フ ァイル モー ド * の 説明 を 参照 し て くだ 
さい 。) 


e 画面 を テロ ッ プ する だ ため に スー パー イン ポー ズ モ ー ド に し ます 。 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー ド 
を 選ん で くだ さい 。 ご の と き 、 ベ X 1 、X 1 tUTDO シ リー ズ の TV コン トロ ー ル 機能 で スー パー イ 
ン ポ ー ズ に する (〈[ SHIFT] 十 寺 | キー) と 、 画 面 と 立体 スコ ー プ の 同期 が 合わ ず 、 立 体 視 す る こと 
が で きま せん 。 (こわ し ぐ は 、 本 書 第 5 章 1 一 つど まだ は 第 G 章 1 一 〇 の ` 立 体 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 
モー ド " の 説明 を 参照 し て くだ さい 。) 


@ 立体 スー パー イン ポー ズ モ ー に に な り ま し た ら 、 不 要 な メニ ュー アイ コン や カー ソル 等 を 消し ま 
すず 。 こ れ は 、 マ ウス 版 で し た ら 、 メ ニュ ユー 消去 アイ コン 臨 記 を 選択 し 、 キー ボー ド 版 で し た ら 、 
GRAPH | 十 [日 TAB | キー を 押す こと で 行なう ご と が で きま す 。 


録 還 する 


立体 テロ ッ プ し た 画面 を 、 パ ー ソ ナル テロ ッ パ (CZ-8DT②) を 用 いて 録画 する 場合 、 テ ロッ パ を 
イン ター レー ス の CPU モー ド ( 赤 色 ラ ンプ 点 灯 ) に し て 行ない ます 。 

また 、 内 蔵 テ ロッ パパ CX1turDo シ リー ズ ) を 用 いる 場合 も 、 コ ンピュータ 本 体 前 面 の VTR RECORD 
スイ ッ ツチ を ON( イ ンタ ー レ ー ス ) に 設定 し て 行ない ます 。 
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4 . 立体 表示 プロ グラ ム の 作り 方 


本 サン プル プロ グラ ム は 立体 ボー ド を 使 つ を 、 パ ソコ ン 画 面 の 立体 表示 の し 万 を 簡単 に 説明 する だ 
め の も の で す 。 

立体 ボー ド の よう な お 電 式 (オル タネ ー テ ィ ブ 方 式 ) の 立体 表示 装置 で は 、 左 眼 右 眼 用 の 画面 ( 両 眼 
の 視差 の 分 だ け ズ レ た だ 画面) を 、 高 速 に 切り 換え 、 そ れ を 立体 スコ ー プ に よ つ て 、 左 眼 用 画面 が 表 
示さ れ て いる 時 は 左 眼 だ け で 、 右 眼 用 画面 が 表示 され て いる 時 は 右 眼 だ け で 見 る こと に より 、 人 間 
が 通常 物 を 見 て いる の と 同様 の 効果 (立体 感 う を 得る こと が で きる わけ で す 。 

それ で は 以下 に 、 台 種 言語 を 用 いて 立体 表示 を する だ め の 基 本 的 な プロ グラ ム を 紹介 し て お きま す 
の で 参考 に し て ぐだ さい 。 


|4 一 1|| オー ル BASIC 版 (CZ-8FB 01/8FB 02 )…LISTI| 


@1040 行 パソ コン の グラ フィ ッ ク 画 面 の 初期 化 


@1060 行 プラ フィ ッ ン 画面 の バ ページ 0 を 左 眼 用 、 ペ ー ジ 1 を 召 眼 用 の 画面 に 設定 する 。 
4070 行 


@1090 行 左 眼 用 の 画面 を 描こ <。 こ こ で は 、 画 面 の 奥 の 方 か ら 飛び 出し て 見 える 円 すい 状 の 絵 を 
て 1260 行 描い て いま す 。 


@1260 行 同じ く 右 眼 用 の 画面 を 描い て いま す 。 
て 1450 行 


@490 行 を 眼 用 画面 を 表示 し ます 。 と 同時 に 立体 スコ ー プ の 左 眼 側 を 開け 、 右 眼 側 を 閉じ ます 。 


@1500 行 今度 は 逆 に 右 眼 用 画面 を 表示 し 、 同 時 に 立体 スコ ー プ の 召 眼 側 を 開け 、 左 眼 側 を 閉じ 
ます 。 


@ 510 行 ESC 」 キ ー を 押す と プロ グラム を 終了 し ます が 、 そ ね れ 以外 は 、1490 行 と 1500 行 を 繰り 
返し 実行 し 、 立 体 表 示 を し ます 。 


お 知ら せ 


X1 プ CD ヒノ G で 実行 する 場合 は 、320X200 ド ツ ト で の み 立 体 表 示 が 可能 で す が X1tUrDO 
グエン 町 プ の で は 640X200 ド ッ ト で も 可能 で す 。 こ れ ら の 場合 の プラ フィ ッ ク RAM の 使用 状況 
を 以下 に 示し ます 。 


ェ --(X1/C/D/F/G)- 


5 + 
1 Ii 
! ! 
6 
! ペー ジ 0 I 
! | ( 左 眼 用 ) | 」 ! 
1 ! 1 
! ld バン ク 0 2 パン ググ | 6 
| ( 左 眼 用 ) ( 右 眼 用 ) | , 
し 
1 有 1 1 
1 1 
本 “ 
| 320X200 ド ッ ト ! 」 320X200 ド ッ ト 640X200 ド ッ ト 
1 ! 1 
1 1 ! I 
トー ーー ギー ドー ーー ソー パー パー ペー ドー ドー アー ポー ドー 


た だ し 、X1turbo で 640X200 ド ツ ッ ト の 立体 表示 を 行なう 場合 は 、 リ スト 中 の 変更 部 分 を 修正 し て 
がら 、CZ-8FB02 上 で 実行 し て くだ さい 。 


4 一 2| BASIC+ マ シン 語 版 …………… 回 SN2 8 


この プロ グラ ム で は 、 ノ 4ー 1 . BASIC 版 の 画面 切換 え (1490 行 と 1500 行 ) の 部 分 を 、 マ シン 語 に 置 
き 換え 〇 征 C の 割り 込み 処理 に よ つ て 実現 する も の で す 。 し た が つて 、CTC が 割り 込み で 画面 と 
立体 スコ ー プ の 切換 え を 自動 的 に や つて これ る の で 、BASIC あ る い は マシ ン 語 で キヤ ラク を 動 
ガ かす と いう こと も 可能 に な る わけ で す 。 本 作画 ツー ル も この 方 法 に よ つ て 絵 を 描い た り 、 カ ー ソ ル 
を 動 ひ の し た の り し て いま す 。 

それ で は 、 プ ログ ラム の 説明 に 入り ます 。 

絵 を 描く 部 分 は 、 オ ー 1 . BASIC 版 の 1000 行 一 1460 行 を を その まま 使い 、 画 面 と 立体 スコ ー プ の 切 
換え の 部 分 を マシ ン 語 に 置き 換え ます の で 1470 行 一 1680 行 の BASIC プ ログ ラム を 入力 し 、2000 行 
以降 か ら 、X 1 プン ンプ D ン ビン G を ご 使用 の 方 は X 1 用 マシ ン 語 、X1 tuFDO プ 1I/ 息 // の 亡 は 
tuUFDO 用 マシ ン 語 を 入力 し て ぐだ さい 。 

X 1 用 は 、BASIC CZ-8FB01 上 で 、X1 turDo 用 は CZ-8FB02 上 で 実行 し 、 X1tUuTDO で 640 
X200 ドッ ト の 立体 表示 を する 場合 は 、4ー 1 . BASIC 版 と 共通 部 分 の 修正 を 行 な つ て くだ さい 。 


(①⑪BASIC 


e 1490 行 マシ ン 語 の 読み 込み , (CX1 プ C プ DFG の 時 は X1 用 、X1tuTDOo シ リー ズ の 時 は 
turDo 用 を 入力 し て くだ さい 。 サ ブル ー チ ン ^MLOAD"1630 行 一 1680 行 、2000 行 以後 ) 


e1500 行 立体 表示 開始 。 (CTC 割 り の 込み スタ ー ト サブ ルー チン "CTCON"1540 行 一 1590 行 ) 


@ 1520 行 立体 表示 終了 CTC 割り 込み スト ツ プ サブ ルー チン "CTCOFF” 1590 行 1610 行 ) 
お よび 画面 初期 化 、 プ ログ ブラム 終了 


162 


〈② マ シン 語 
eSHEB00 CTC ス ター ト 
@ SHEB02 CTC ス トップ 
@ SHEB04 を 眼 用 画面 設定 ペー ジワ ー ク 
@ SHEB05 右 眼 用 画面 設定 ペー ジワ ー ツ 


ご 注意 
オー1. BASIC 版 同様 [ESC」 キー を 押す と プロ グラ ム は 終了 し ます が 、SHIFT 十 BRAKE 
で プレ ー ク し だ 場合 、 ご CTC の イン タラ プ ト は 、 ガ が ガ つ だ まま で す の で 、 画 面 は 立体 表示 され て 
いま す 。 ご これ を 中 止 す る に は 、「CTC 割 り 込 み ス ト ツ プ 」 の サブ プルー チン を CALL す る か ガ 、 (GO 
ら UB"CTCOFF う 直接 CTC の oh の に 割り 込み 禁止 の コマ ンド を 出力 し て くだ さい 。 (〈X1 な 


ら OUT&HA06, 1 X1tUFDO な ら OUT&H1FA2, 1 ) 


4 一 3| LISP 版 (turbo CP/M)……LIST 5 、 6 
な つ だ 操作 を 、 タ ー ボ CP/M 上 の LISPCZ-120LF) を 使用 


こ ご こ ご で は 、4ー1 . BASIC 版 で 行 


し て 作成 し て いま す 。 
だ た だ し 、CP/M、LISP 自 体 は プラ フィ ッ ン 機能 を サポ ー ト し て お り ま せん の で 、X1turbo の 日 | 


OS-ROM を 利用 し 、LINE、CIRCLE、PFAINT 等 の プラ フィ ッ ン 関数 を 定義 し て いま す 。 
し を が つて 、 こ の プロ プラ ム は 、※X1tUurDo 上 で の ゐ み 動作 し ます 。 ま だ 、 立 体 表 示 に 関し て は 、4 
ー ジ . BASIC 填 マシン 語 版 で 説明 し まし だ よう に 、 〇 CTC 割 り 込み 処理 に より 行ない ます 。 
LISP を 起動 後 、BPS 領 域 ( マ シン 語 プ ログ ラム 域 ) を 、0C000H か ら 確 保 し だ 後 、 マ シン 語 フ ァ イ 


ル 、LISGP フ ァイル を 読み 込み 
ensui) [ 当 | 
で プロ グラ ム が ガ が 開始 し 、 [ スペース ] エー で 終了 し ます 。 


(①LISP 
@ の 部 分 
@ II の 部 分 ノ つ の 円 すい を 描く サブ ルー チン で す 。 


@ 中 の 部 分 メイ ン ル ー チ ン で 以下 の 機能 を 含み ます 。 


皿 一 1 初期 化し ます 。 
yy ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 止め 、 


マシ ン 語 サブ ルー チン を し L |1 SF 関数 と し て 定義 し ます 。 


スク リー ン を リア し ます 。 
皿 - の 左側 画面 の 円 すい の デー タ を 写 え 、 描 画 し ます 。 
回 - づ 右側 画面 の 円 けい の デー を 与え 、 描 画 し ます 。 
m- オ 4 OTC を オン (立体 表示 ) レ し 、[ ス ペー ス ] キ ー が 入 つ だ ら CTC を オフ (立体 表 
示 止 め )、WIDTH を 戻し 、 ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を し ます 。 
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② マ シン 語 
&HC000 ビー ブ プ 音 を 只 ら し ます 。 
&HC003 WIDTH40、320X200 モ ー ド に し ます 。 
&HC006 スク フリ ー ン 切換 え を し ます 。 
&HC009 スク リー ン を リア し ます 。 
&HC00C ライ ン を 描き ます 。 
&HC00F 閉 区 間 を ベイ ント し ます 。 
&HC012 円 を 描き ます 。 
&HC015 ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 制御 し ます 。 
&HC016 ※C「C を ON( 立 体 表 示 ) し ます 。 
&HC01B ※ 〇 C「C を OFF( 立 体 表 示 禁 止 ) レ し ます 。 
&HC01E WIDTH、 画 面 モ ー ド を 戻し ます 。 


※ オー ク 2. BASIC+ マ シン 語 の サン プル 内 、X1tUTDO 用 の マシ ン 語 プロ グラ ム を 追加 し て くだ 
さい 。 
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LIST1| BASIC 版 プロ グラ ムリ スト 


1009 
1616 
1026 
1036 
1046 
1059 
1966 
1079 
1089 
1099 
1166 
1116 


"立体 表示 サン プル ブロ グラ ム * 
” 【X1]=CZ8FB91 使 用 [turbo]=CZ8FB92 使 用 
ま 
INIT:WI=1 'turbo で 640X2909 の 時 は WI=2 に する 
0PTIONSCREEN2:WIDTH 40:CONSOLE9,25:CLS 4 。 'X1 
"OPTIONSCREEN4:WIDTH40*WI,25,1,2:KLIST9:CLS4:WIDTH ,,9.2 'turbo 
SCL=6 ' 左 眼 用 画面 を SCREENO に 設定 する 
SCR=1 「 右 眼 用 画面 を SCREEN 1 に 設定 する (turbo で 629X269 の 時 は SCR=2 に する ) 


W ※ ※ 【 左 眼 用 の 総 を 指 Gi 】 も 1 も (も (も 7 も ん も (を (る (も (も 人 る 人 9 人 9 人 9 も ( も 人 も る を バル も (を バ も 人 もん 9 人 る れもん を 人 す も (を ババ を えも バ も バ も ババ も (を バル も ババ も バル (1 
RESTORE 1196:SCREEN SCL,SCL 

FOR 1=1 TO 8 

READ XYJRJD。C1.C2、X1.Y1.X2.Y2.X3.Y3 
CIRCLE(X*WI,Y) ,R,C 
LINE(1596*WT,489)-(X1*WI,Y1) ,PSET ,C 
LINE(150*WI,189)-(X2*WI,Y2),PSET,C 

PAINT(X*WI,Y) ,C1,C 

PAINT(X3*WI,Y3) ,C2,C 

NEXT 

DATA 59,159,22,1,1,&H19,48,172.65,134,85,165 
DATA 79,79,49,7,6,&H60,45,192.199,69,100,126 
DATA 170,.47.15.7.7,&H70,185,51,155,49,167,86 
DATA 215,49,15,.7,5,&H56,229,46,200,36、207,79 
DATA 287.79,.39,7,.4,&H40,261.54.397,93,255,196 
DATA 235,139,20.3.3,&H30,241,149.218.118.210,156 
DATA 285,179,15,1,1,&H19,285,185,283,155,250.175 
DATA 160,120,24.2.2.&H20,137,128,182,130,152 , 156 


7 ※※ 【 右 眼 用 の 絵 を 指 で 】 KTXSSXYXDA せ AA る (を 人 すもも (も 9 すもも すん を た 7 て X せ ADX す AS ん て バ も くも た を バタ AA て AX も (9 バル kc3 か する 
RESTORE 1389:SCREEN SCR,SCR 

FOR I=1 TO 8 

READ YR DD 62 0 YU 2.Y2 43。3 

CIRCLE(XxXWI,Y),R,C 

LINE(159*WI,180)-(X1*WI,Y1),PSET ,C 


LINE(159*WI,186)-(X2*W1、Y2) ,PSET ,C 

PAINT(X*WI,Y) ,C1,C 

PAINT(X3※WI.Y3) ,C2 ,C 

NEXT 

DATA 30,159,22,1,1,&H19.42,131.25.172,57,169 
DATA 55.706.49.7,5,.&H60.31.193.93,.55.39.115 

DATA 152,.47.15.7.7,&H79,167.51.137 、51.152,89 
DATA 205,49,15,.7,5,&H56.229.44.189,39.192,86 
DATA 272.79.36.7.4、&H40.292.93,249.59.249,169 
DATA 215,139.26.3.3.&H39.227.146,199.117.195.155 
DATA 280,179.15,1,1.&H10.280,185.272、157.249、175 
DATA 197.120.24、2.2.&H20、161,125、145。J913 145。155 


3 3 KA 体 去 示 玉 宗家 款 肖 家 吉水 衣 示 落款 誠 放 未完 丈 ※※ ポ KC00K2K2K2XK が が KR2KKSTSA262E2K2SK2K が が 
SCREEN SCL :OUT&HA96.1 「 左 画面 表示 を スコ ー フ 左 眼 開く 

SLREEN SCR :OUT&HA00.,2 ' 石 画面 表示 ああ スコ ー フ 有 眼 開く 
ST$=INKEY$:1F ST$=CHR$(27) THEN INIT:WIDTH 86:CLS4 ELSE 1496 
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し コ 


※※ 立体 表 示 CS 2 ジジ 語 バー シン ヨン ) ※ 水 氷水 ※※※ 了 ※ 未 氷水 水 ※ 衣 氷水 氷水 衣 承 衣 寺 涼 可 涼 氷 示 示 氷 衣 氷 氷 ※ 
CLEAR&HEB09:GOSUB"MLOAD" "マシ ン 語 を 読み 込む 

GOSUB"CTCON" "CTC に よる 画面 を スコ ー ブ 切 換え スタ ー ト 
ST$=INKEY$:TIF ST$<>CHR$(27) THEN 1519 

GOSUB"CTCOFF":INIT:WIDTH 80:CLS4:END 

LABEL "CTCON" 

POKE&HEB04 ,SCL,SCR ” 左 右 設定 画面 を マシ ン 語 ワー ク に 書き 込む 
CALL&HEB06 "CTCE ス ター ト エ ント リー 


LABEL "CTCOFF" 
CALL&HEB92 "CTCD ス トッ プ エ ン トリ ー 
RETURN 
LABEL "MLOAD" 
RESTORE 2000 :L=9 "turbo の 時 は L=11 に する 
FOR IT=6 TO L 
READ M$:MEM$(&HEB00+16*1 , 16)=HEXCHR$(M$ ) 
NEXT 
RETURN 


"XX 1 用 マシ ン 語 ------ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
DATA 18 65 18 72 909 91 00 F3 21 30 EB 22 5C 69 91 91 
DATA 1A ED 78 CB 57 28FA 91 94 6A 3E 58 ED 79 91 66 
DATA 0A 3E A5 ED 79 3E 8 ED 79 3E 69 32 96 EBFB C9 
DATAF5C5 D5 E5 3』4 96 EB E6 91 6F 26 969 3C 32 96 EB 
DATA 47 11 64 EB 19 7E 32 A1 53 6F 26 60 11 74 EB 19 
DATA 5E 68 7B 32 E9 69 91 91 1A ED 78 CB 57 28FACD 
DATA 8D EB 91 96 64 3E A7 ED 79 3EF8 ED 79 E1 D1 C1 
DATAF]1 FB ED 4D 9 94 F3 91 06 6A 3E 91 ED 79 2E 63 
DATA AF 32 E9 69 5F 32 』]1 53 CD 8D EBFB C9 1 069 18 
DATA 3E 6C ED 79 9CED 59 61 99 9A ED 69 C9 9 09 09 


ませ 上 k 上 umDpo 用 マシ ン 語 一 --ーーーーーーーーーーーーーーーー 
DATA 18 05 18 7E 60 91 09 F3 21 29 EB 22 1C F8 91 61 
DATA 1AED 78 CB57 28FA 91 A2 1F 3E A5 ED 79 3E 86 
DATA ED 79 3E 69 32 96EBFBC9F5C5D5E5 3A 66 EB 
DATA E6 61 6F 26 909 3C 32 966 EB 47 11 94 EB 19 7E 32 
DATAF4FB6F 26 60 29 11 7A EB 19 56 23 5E 68 3A D6 
DATAF8 E5F7 B2 32 D6 F8 57 7B 32 6A FB 91 61 1A ED 
DATA 78 CB 57 28FACDA9 EB 91 A2 1F 3E A7 ED 79 3E 
DATA F8 ED 79 E] D1 C1 F]1 FB ED 4D 09 09 09 64 68 06 
DATA 68 64 F3 61 A2 1F 3E 91 ED 79 21 D6 F8 CB 9E 56 
DATA 1E 60 2E 63 AF 32 6AFB 32F4FBCD AEBFBC9 
DATA 61 D9 1F ED 51 01 69 18 3E 6C ED 79 6C ED 59 91 
DATA 60 9A ED 69 C9 09 09 09 99 09 69 99 99 00 09 66 


95 


96 
9 1 


99 


96 


9A 


の 9A 


EB 


EB 


EB 


(Oo ココ の の ① 心 の いい ビ 


8 * CTC ON ネ * 

ORG の 9EB の 0 の H 
SCP EQU 9A9 の H 
CRTC EQU 1899H 
VSYNC EQU 1A91H 
CTC2 EQU 9A96H 
CTCTNT: EQU 995CH 
TNTVCT: EQU 9A04H 
TNTADR: EQU 99E9H 
SCRN99: EQU 53A1H 
CTC_ SS JR CTCON 
CTC_EN: JR CTCOFEF 
SCL : DB 99H 
SCR : DB 91H 
RLFLG DB 99H 
CTCON 

DI 

LD HL, ITNTT 

LD (CTCTINT ) , HL 

LD BC , VSYNC 
WAIT1: IN 人 (CO) 

BIT 2.A 

JR Z, WAIT1 

LD BC,TNTVCT 

LD A,58H 

OUT (G) ,A 

LD B63 GTG2 

LD A, の 9A5H 

OUT (G)。A 

LD A,8 の H 

OUT (C) ,A 

LD A,99H 

LD (RLFLG) ,A 

E1 

RET 
馬 同 還 $ j イシ タラ ブラ” トト ショ リ 贅 = チッ ] 。 

PUSH AF 

PUSH BC 

PUSH DE 

PUSH HL 

SR フワ ラク "ワラ ハッ テン スル > 

LD A,(RLFLG ) 

AND 91H 

LD LA 

LD 有 H, 99H 

TNC AA 

ID ( RLFLG ) ,A 


語 プ ログ ラム リス ト (X1 用 ) 


く CTC イン タラ フ ? トニ ヨル カ ` メン キリ カエ ェ > 


On BASTC CZ-8FB91 ver.1/yver.2 


167 


大 コ ー ブ ? 


ホ ? -ー ト アト "レス 


5CRTC ボー- ト アト "レス 
jV-Syno ホ " - ト アト ~ レス 


j CTC(CH2 ) 


5CTC へ "クタ セッ ト ホ *ー ト 


: CRTC スタ ー ト オフ セッ ト ( 9/4 ) 


: ヘ グリーン アウ ド AS こめ ^ (0/1) 


iLeft タイ オウ へ ? - シ ド 
jR1ght タイ オウ へ ? - シ >~ 


iL/R ヒョウ シ ~ 


: ワリ コミ 


3 


フワ ラク" (上 カラ ) 


ツ ョ リ ルー チン 
セン トウ アト ドレ ルス セッ ト 


) V-SYnO マチ 


*CHBGC ワリ コミ ベク タ や ヤット 


jiCTC(CH2 ) 
イネ ンタ ラ ワ ウト タイ ダマ モト Y 


う 


タイ ムコ ンス タン ト ロー ト * 


3 民 / TL フラ ク *" ショ キ カ =0 


の 0 る WW も る る @ et 


sHL= の / 1 


j 作 =1 / 2 


ホー ニ ト アト ドル レス 
CD ジコ SS セン ジラ" ジ ゲージ" 少 


EB409 65 0 
EB49 47 66 LD B,」A 


EB4 1 67 次 み ェ シン アウ の k NO= ダ " デー タ や 区 下 > 

EB41 11 94 EB 68 LD DE 。SG1L 

EB44 19 69 ADD HL , DE 5HL=SCL/ SCER 

EB45 7E 70 LD A, (HL ) 

EB46 32 A1 53 人 | LD ( SCRN00 ) ,A トー 

EB49 語 有 iX GRTGI テ *" ネ メ ラ レイ オフ セッ ト テー ク ルッ ト > 

EB49 6F 析 LD L,A 

EB4A 26 99 7 は LD H,909H 

EB4C 11 74 EB 75 LD DE , DATA 

EB4FE 19 76 ADD HL , DE 

EB59 5E 77 LD B。 (6H 馬 ) ニオ フ セ ッ ド デ *ー タ 

EB5 1 78 

EB51 68 79 LD L,B ? 二 ニ スコ ー フ ?” オー フ ? ン チャ ネル 
EB52 80 R 

RBS52 7B 81 LD AE 

EB53 32 E9 90 82 LD (TNIADR ) ,A >: フ セ ザ ト チー タ 名 ア 

EB56 83、* 

EB56 9 の 1 9 の 1 1A 84 LD BC , VSYNC ) V-SYnC マチ 

EB59 ED 78 85 WAIT2: TN A,(C) 

EB5B CB 57 86 BIT レル 

EB5D 28 FA 87 JR Z,WATT2 

EB5F 88 5 

EB5F CD 8D EB 89 CALL SET 23CREC みみ スロ ー ワ ウマ 攻 y 下 
EB62 99 5 く 1@U カウ リッ クタ セッ ト > 

EB62 91 96 9A 91 LD B6。@TC2 

EB65 3E A7 92 LD A, の 9A7H ウラ タ リセ ッ ト 邊 = ホ " 

EB67 ED 79 93 OUT (C),A 

EB69 3E F8 94 LD A, の F8H ? タイ マ カウ ンタ リヤ セット 

EB6B ED 79 95 OUT (C),A 

EB6D 96 

EB6D E1 97 POP HL 

EB6E D1 98 POP DE 

EB6F C1 99 POP BC 

EB7 の 9 F1 190 POP AF 

EB71 FB 1091 EI 

EB72 ED 4D 102 RETI 

EB74 103 : 

EB74 194 DATA: 旧称 を Wh ウパ 泊 Snowzewcswwow wwsW 吉 人 0 
EB74 90 1095 DB 99H 5 へ? ー- シ "の CRTC オフ セッ ト 
EB75 94 196 DB 94H 5 ページ ト は CRTG すう 穫 ウ ト 
EB76 7 3 

EB76 198 :ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
EB76 199 : * CTC OFF * 

EB76 10 :ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
EB76 よう 1 

EB76 FE3 112 CTCOFE: DI 

EB77 9@1 96 9A 113 LD BC。 @FC2 

EB7A 3E 9 の 1 114 LD A, の 1H 2 Me に か 2 

EB7C ED 79 ま 介 5 OUT (C),A 

EB7E 116 5 

EB7E 2E 93 中 央 LD L , の 3H ニコ ロー ブ ” 層 L ボ ー ジ ドッ アーー タ 
EB8 の 9 AF 118 XOR A 

EB81 32 E9 09 119 LD ( TNIADR ) ,A : CRTC オフ セッ ト = ひ 

EB84 5F 120 LD E,A 5 且 本 す オア セッ トト 腔 " = タニ ⑳ 
EB85 32 A1 53 1 LD (SCRN90),A 3 ウジ ペー ご の 

EB88 CD 8D EB 4122 CALL SET COEG が "= ェ タ セ yik 

EB8B FB 2 ET 

EB8C C9 124 RET 

EB8D 125 :-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 
EB8D 126 SE sj RDG ニン ゲニ シー ニタ (セット | 設 ニ チ と 1 oo 2 
EB8D 91 99 18 127 LD BC , CRTC 

EB99 3E 0C 128 LD A, の CH が CR レジ "スタ 12 シテイ 
EB92 ED 79 129 OUT (C),A 

EB94 の @C 130 TNC C 5 BC=CRTC テ " -ー タ セッ ト ホー- ト 
EB95 ED 59 1 競 部 OUT (CC) ,E 
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EB97 
RB97 
EB9A 
EB9C 
EB9D 


91 0 9A 
ED 69 
9 


132 
133 
134 
135 
136 


OBJECT CODE END EB9C 


LD BC , SCP ーー デー タダ みみ ェ リザ サザ ョ ケ ク 
OUT (C) , エ 
RET 
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に 3 ゃ 三 : い 】 に 」 
LIST4| マシ ン 語 プロ グラ ムリ スト (X1 turbo 用 ) 
99090 1 ミニ ニニ ニニ ニニ ミニ ミニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ラミ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ デニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
9999 3 く CTC イン タラ フ ? トニ ヨル カ ^~ メン キリ カエ > 
99090 3。 On CZ-8FB92 for XX1-turbo 
909009 4 ? ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
9900 が ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ペー ニーー ニ ーーー ニー ラー で な Cee 
99090 6: * CTC ON * 
9900 7 jーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
99099 <) 
EB00 9 ORG の 9EB00H 
EB90 19 
EB の 0 昌 SG 有 B EQU 9A090H * ズ スコ ー フ ラフ” ホー ト アト "ルス 
EB00 12 CRTC EQU 18909H 5 ORTGC ホ "ー ニ ト アト "ルス 
EB90 13 VSYNC EQU 1A01H ゎ :V-syno ホ "-ー ト アト ` レ ス 
EB00 14 CTC: EQU 1FA2H 5 CTC(CH2 ) ホ *- ト アト ^~ レ ルス 
EB00 15 #1FD の EQU 1FDO の H ) カル カツ メリ 小 マ ー ト 
EB00 16 CTCTNT: EQU 9F81CH SCTGCCGH2) ワリ コミ JP テー ブル 
EB90 17 WK1FD9: EQU の 9F8D6H ) カ ` メン カン リ ホ ? ーー ト ワー ク 
EB99 18 TNTADR: EQU 9FB6AH j CRTC スタ ー ト オフ セッ ト ( 9/4 ) 
EB90 19 SCRN99: EQU 9FBF4H : スク リー ン アウ ト へ "ニシ ~ 
EB の 0 2 の 0 : 
EB00 2 1 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
EB99 18 05 22 CTC_STi VER CTCON 
EB92 18 7E 23 CTC_ED: JR CTCOFF 
EB の 4 2 の 4 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ミニ ニニ ニニ ニニ ニニ ミニ ニニ ニニ ニニ ニ 
EB94 99 25 SCL: DB 96H で G ず も ダイ オウ ベ ? こ ニシ“ 
EB95 91 26 SCR: DB 91H Rgh れ も ダイ ボウ へ ーー ジ " 
EBO の 6 90 27 RLFELG DB 909H L/ 民 セ ウジ” フラ が" 
EB07 28 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 一 
EB07 の 9 5 
EB97 39 CTCON ilE 必 台 守 形 ツ テイ 沙 ー チ ナウ 1 205 CN 
EB97 F3 SL DI 
EB の 8 21 29 EB 892 LD HL, INTT > ワリ コロ ミ ジョ リ ルー チン 
EBOB 22 1C F8 33 LD (TGCHNT)。 有 HL 3 穫 シ ドウ アド ルズ スズ セッ ト 
EBOE 91 91 1A 34 LD BC , VSYNC )V-SYnC マチ 
EB11 ED 78 35 WAIT1: 1IN A, (C) 
EB13 CB 57 36 BIT し の 
EB15 28 FA 37 JR Z , WAIT1 
EB17 38 1 
EB17 9 の 1 A2 1F 39 LD BC ,CTC jCTC(CH2 ) 
EB1A 3E A5 49 LD A, 9A5H イツ ウタ ラフ ツ ド タイ マ 和 モ こ ド " 
EB1C ED 79 4 1 OUT (C) ,A 
EB1E 3E 89 42 LD A,80H j タイ ムコ ンス タン ト ロー ト ~ 
EB29 ED 79 43 OUT (C) ,A 
EB22 44 8 
EB22 3E 90 45 LD A,90H bu/R ワウ ラク" ショ キ カ = ひ 
EB24 32 96 EB 46 LD (RLFLG ) ,A 
EB27 FB 47 EI 
EB28 C9 48 RET 
EB29 49 
EB29 59 TNTT: :[ イシ レタ ラジ ” ト ゆめ aU 光 = ニ チン ]。。。。 we lewieieie ease 
EB29 F5 5 ユ PUSH AF 
EB2A C5 52 PUSH BC 
EB2B D5 53 PUSH DE 
EB2C E5 54 PUSH HL 
EB2D 55 SC、 / 護 ウラ クサ ルッ ゲン スル > う 
EB2D 3A 96 EB 56 LD AA,(RLFLG ) 
EB39 E6 91 57 AND 91H 
EB32 6F 58 LD L,A 
EB33 26 99 59 LD H,90H jHL= の / 1 
EB35 30 69 TNC 人 A 
EB36 32 96 EB 6 1 LD (RLFLG) , え 3 人 A= 当 7 尾 
EB39 62 5 
EB39 47 63 LD B,」A 
EB3A G+ 3 交 天 タ の 東 eK チリ トド Am コジ キー 宇 以 テ 
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EB3A 11 94 EB 65 LD DE , SCL 


EB3D 19 66 ADD HL , DE jHL=SCL/SCR (アト ~ レス ) 
EB3E 7E 67 LD A, (HL ) iA=(SCL ) / ( SCR ) 
EB3F 32 F4 FB 68 LD (SCRN90 ) ,A 

EB42 69 i く CRTC テ ^ ィ ス フ " レイ オフ セッ ト テ *ー タ セッ ト > 

EB42 6F 79 LD L,A 

EB43 26 99 7 1 LD H, 9 の 0 の H js HL= の /1/2/3 

EB45 29 72 ADD HL ,HL 

EB46 11 7A EB 73 LD DE ,DATA ? DE= ニ テー タテ ー ブ フル セン トウ 
EB49 19 7 4 ADD HL , DE j HL= ニ テー フル ホ ? イン タ 
EB4A 56 5) LD D, (HL ) iD=BANK 9/1 

EB4B 23 76 TNC HL 

EB4C 5E 人 4 LD E, (HL ) jiE=CRTC オフ セッ ト ( 0/4 ) 
EB4D 78 ト 

EB4D 68 79 LD L,B ? ミス コーワ" 了 L/R テ *ー タ 
EB4E 809 ルー ジグ ゲ ァ ーー ツジ せみ ド > 

EB4E 3A D6 F8 81 LD A,(WK1FD9 ) 

EB51 E6 F7 82 AND の F7H 

EB53 B2 83 OR D 

EB54 32 D6 F8 84 LD (WK1FD ) ,A 

EB57 85 

RBS57 57 86 LD D,A ぶ D に 207 ジグ ケー タ 

EB58 87 

EB58 7B 88 LD AE jCRTC ボボ フ セッ テ ^ー タ スト ア 
EB59 32 6A FB 89 LD (TNITADR ) , A 

EB5C 90 : 

EB5C 9 の 1 9 の 1 1A 91 LD BC, VSYNC jV-SynC マチ 

EB5F ED 78 92 WAITT2: TIN A,(C) 

EB61 CB 57 93 BIT の 謝 

EB63 28 FEA 94 JR Z,WATT2 

EB65 95 3 

EB65 CD A9 EB 96 CALL SET な カク テー タ ジジ ホ *"ー ニ トニ ジュ ツタ リョク 
EB68 97 : く CTC カウ ンタ リセ ッ ト > 

EB68 9 の 1 A2 1F 98 LD BC,CTC 

EB6B 3E A7 99 LD A, の A7H ) カウ ンタ リセ ッ ト モー ト ^ 
EB6D ED 79 1909 OUT (C),A 

EB6F 3E F8 191 LD A, の F8H j NEW タ イム コン スタ ント ロー ト ~ 
EB71 ED 79 192 OUT (C),A 

EB73 193 

EB73 E1 194 POP HL 

EB74 D1 195 POP DE 

EB75 C1 196 POP BC 

EB76 F1 197 POP AF 

EB77 FB 198 E+ 

EB78 ED 4D 199 RETT 

EB7A 由 沿 の 8 

EB7A 11 1 洪 末 氏 ! 2F シグ CRHG オ フラ セッ トド チー oenes wwweveo es 
EB7A 99 99 中 労 DB 99H: 909H 5 ベータ“ の (パック の:CRTC ) 
EB7C 99 94 由 8 DB 99H:94H 5 1 

EB7E 98 99 114 DB 98H:99H R 2 

EB89 98 94 よら DB 98H:94H h 3 

EB82 貞 6 ミ 

EB82 117 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
EB82 118 5 * CHO OBE * 

EB82 119 :ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
EB82 店 の 0 5 

EB82 F3 121 CTCOFE' 

EB83 91 A2 1F 由 当 連 LD BC,CTC j CTC( CH2 ) ワリ コミ キン シ 
EB86 3E の @1 123 LD A, の 1H 

EB88 ED 79 124 OUT (C) ,A 

EB8A 21 D6 F8 125 LD HL , WK1FD の 0 グラ ラク * この 

EB8D CB 9E 126 RES 3, (HL ) 

EB8F 56 127 LD D, (HL ) iD= の 9( ハ ` ンク 69 ) 

EB99 1E 99 128 LD E,909H jE=CRTC オフ セッ ト 

EB92 2E 93 129 LD L, の 93H j ミス コー ブフ ” 民 肥 オー フ ” ン デ "ニー タ 
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EB94 
EB95 
EB98 
EB9B 
EB9E 
EB9F 
EBA の 
EBAO 
EBAO の 
EBA3 
EBAS 
EBA5 
EBA8 
EBAA 
EBAC 
EBAD 
EBAF 
EBAF 
EBB2 
EBB4 
EBB5 


FB 
FB 
EB 


1F 


18 


9A 


XOR A 
LD (TNTADR)。A 3:CRTC オフ セッ ト テ "ー タ スト ア 
LD (SCRN の 9 ) ,A "j ス クリ ー ン アウ ト ヘ へ " ー- シ "ストア 
CALL SET 
E1 
RET 
に Wi sh GRTG ああ #1EDO アド ニタ ヤ み h 沙 = チ ツジ ]o  。 avewsoss 
LD BC ,#1FD の *207 ウ ク グ セッ ト 
OUT (C),D 
LD BC CRTC RE 江 G 必 … ス タグ 12 7 
LD A, の CH 
OUT (00 和 9 
TNC C :CRTC オフ セッ ト ヤッ ト 
OUT 69 。 邑 
LD BC , SCP 『 和 コーブ < 学 " の = 老 y ド 
OUT (C),L 
RET 


17 有 2 


LISP 版 プ ログ ラム リス ト 


7////7/////7//////////////////////7//5//////////////////////// 
7/////ENSUI HOUSYR for LISP////////// 
プア 77////7///////////1986.19.3//////// 


DJ 
1 衝 。 


define function 
(ds beep subr cgMMh) jjSound of beep 
(ds width subr 9c993h) Set width 4M 
(ds scr subr ch) jjEhange screen 
(ds cls subr 9c9h) jjElear screen 
(ds line subr* cgMch) jjLine 
(ds paint subrx cfh) Paint 1 
(ds circle subr* gc12h) jj じ ircle 
(ds keu subr 9c15h) Function key displav 
(ds ctcon subr cg18h) 3-D display ON 
(ds ctcoff subr gcM1bh) jj3-D displau OFF 
(ds uidthret subr Mc1eh) jjReinitialize width 
1 Mrite routine 
(de write () 
(do (〈⑪1 9 (add1 j)))((eq 1 7) 」 


(setq x (nth j datax)) 
(setq ぃ (nth idatau)) 
(setq r (nth i datar)) 
(setq c (nth i datac)) 
(setq c1 (nth ji datac1)) 
(setq c2 (nth ji datac2)) 
(setq x1 (nth ji datax1)) 
(setq u1 (nth ji datau1)) 中 | 
(setq x2 (nth idatax2)) 
(setq u2 (nth j datau2)) 
(setq x3 (nth ji datax3)) 
(setq u3 (nth ji datau3)) 
(circlex urrc) 

(ine 159 195 x1 1 o) 
(line 159 195 x2 oc) 
(paint x ぃ cc1) 

(paint x3 u3 c c2))) 


3 Main routine 
(de ensui () 
(progn 

(width) 
(key 
(cls) 
(scr ! の 
(setq datax 
(sstq datau 
(setq datar 
(setq datac 
(setq datac1 
(setq datac2 
(setq datax1 
(setq datau1 
(setq datax2 
(setq datav2 
(setq datax3 
(setq datau3 
(write) 
(beep) 
Cser 1 1) 
(setq datax 
(setq datax1 
(setq datau1 
(setq datax2 
(setq datau2 
(setq datax3 
(setq datau3 
(write) 
(besp)(beep) 
(ctcon) 


「(59 79 179 215 288 235 285 169)) 
'(159 79 47 49 79 139 179 129)) 
'(22 49 15 15 39 29 15 24)) 
も Ya 届 0 
(GbD7 5 ある 1 の) 
'(16 96 112 89 64 48 16 32)) 
'(48 46 185 229 261 241 285 13?) 
'(172 12 51 46 54 149 185 128)) 
'(65 169 155 299 397 219 283 182)) 
"(134 69 49 36 93 118 155 131)) 
'「(85 199 177 268 255 216 259 153)) 
'(165 129 89 79 199 159 175 159)) 


"(39 55 153 205 273 215 289 138)) 
「(43 32 168 229 293 228 289 162)) 
"(131 193 51 44 93 146 185 125)) 
「(25 93 158 199 249 199 272 116)) 
"(172 56 51 39 59 117 157 131)) 
'(68 9 153 193 249 195 249 145)) 
"(169 115 8 89 199 155 1 155) 


(do () ((equal (readch) (ascii 32)))) 


(ctcoff) 

(uidthreb) 

(key 1))) 
(EOF) 
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蘭 


LIST6| LISP 用 マシ ン 語 プロ グラ ム 


MHCRO-89 3.36 17-Mar-88 PRGE 1 


H 

ji77////////////////////////////////////////////// 
j/7/////BIOS-ROM-PRCKRGE for SHRRP "LISP アア ルル 7//// 
j77////////////////////////////1986.19. 3//////// 


.Z89 
MM RSEG 
3FB SPS EL 多 3F 明 jStack Pointer Save area 
C3F8 有 S EQU 多 3F8H jHF register Save area 
C3F2 BCS EL 玉 3F2H jBC register Savue area 
C3F4 DES EQU 区 3F4H iDE register Saue area 
C3F6 HLS EQU 叱 3F6H jHL register Saue area 


H BIOS RONM DDRESS 


1B41 RBEEP EL 1B41H jsound of beep 


14BF RINTCRT EQU 14BFH jcrt initialize 

SR4D RCLSGRR ELU 5R4DH jclear screen 

569F RLINE EQU 569FH jgraphic |ine command 
SER1 RPRINT EQ SER1H jgraphic paint command 
53 RCIRCLE EL 63EH jgraphic circle command 
1DF SCRSUB EQU 19DFH jmood change 

122g MITHS8 EQU 122 中 中 o uidth 8H 

1227 MITH49 EQU 12 グ 守 ito width 4M 

12DB SCRNOT EQ 12DBH jout screen chenge 
13g7 SCRNIN EQU 1397H jinput screen chenge 
2R5B EDLNDS EQU 2F6BH jiF-key ON/OFF 


H BIOS ROM MORK 所 ER DDRESS 


F87B GRRXMWX EL 時 87BH jmax X graphics dot 
F87D GRRYX EL 針 87DH jmax Y graphics dot 
F87F MIDTH9 EQU 時 87FH jmax colom 

F88M CURYMX EL 包 88 中 jmax line 

F8D9 COLORF EQU 針 8D 明 jattrebute buffer 
F8D6 MK1FD』 EQH F8D6H jinitialize CRTC 

F8D7 SCRYOD EU 8D7H joption screen 

F8DC TIWPEND EQHU 包 8DCH jstart adress of paint 
FRBC FLNDSF EQU 包 RBCH 汗 -key displav 

FRFM BRKBUF EQHU 針 村 明 jibreak buffer 
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FB6R 
FBF4 
FBFS 
FBF6 
FBF7 


FBF8 
FC16 
FC17 
FDZ 
FE48 
FE5M 
FESZ 
FE53 
FES4 
FES9 
FE61 
FE63 
FE65 


C999 
C993 
C9% 
C999 
C9WC 
C9WF 
C912 
C915 
C918 
C91B 
C91E 


CZ21 
CM2S 
CW8 
C92C 
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C3 C98D 
C3 C9D 
C3 C171 
C3 C18F 
C3 Ci 的 
C3 C1C8 
C3 CIF6 
C3 C996 
C3 C22R 
C3 CZ22D 
C3 C11R 


ED 73 CSF6 
31 CSDE 

ED 43 CSF2 
ED 53 CSF4 


INIRDR 
SCRNM 
SCRN1 
SCRW2 
SCRNM5 


17-tar-89 


EL 


EU 


FB6RH 
叶 BF4H 
FBFSH 
FBF6H 
FBF 衝 


1 


FBF8H 
FC16H 
針 C1 和 1 
FD7H 
FE48H 
FES 中 
FES2H 
FE53H 
FES4H 
FES9H 
FE61H 
FE63H 
FE6SH 


叱 99 中 


j//7/7//NRIN Routine/77//// 


INIT: 


JP BEEP 

JP INTCRT 
JP SCR 

JP CLS 

JP LINE 

JP PINT 

JP CIRCLE 
JP KEY 

JP CTCON 

JP CTCOFF 
JP REINIT 
BIOS ROW select 
LD (SPS),SP 
LD SP, 叱 3DEH 
LD (BCS),BC 
LD (DES),DE 
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jscreen out mode 
jscreen acCeSs mode 
igrapic COLOR/MONO (⑳ 
jiMIDTH,L,M,D (9MH) 


i 員 IDTHL,MD (1 時 ) 

jgrapic color 

jstart point X 

iXFER mode buffer 

jboder color 

jnumber of boder 

igrapic cls parameter (9 中) 
jline mode (1:PSET) 

iline pattern data (FFFFH) 
jcircle center point X 
jcircle step kakudo 
jcircle start kakudo 
jcircle end kakudo 


C939 
C635 
C934 
C935 
C939 
CC 
C93D 
C9SE 
C93F 
(43 


C945 
CM4? 


C948 
CM4R 
C94C 
C959 
C51 
C@52 
CS55 
(6 
(957 
(058 
C95B 
CW5F 
C63 


C964 
C@56 
C067 
C958 
(59 
C96B 
C96C 
C96E 
C6F 


22 CSF6 
F5 

前 ! 

ED 43 C3F8 
2R C3F6 
4E 

23 

46 

ED 43 C3DE 
6 1D 
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ED 41 
C9 


6 1E OMRRI: 
ED 41 

ED 4B C3F8 
CS 

F1 

2R CSF6 
23 

23 

F9 

2R C3F6 
ED SB CSF4 
ED 4B C3F2 
C9 


3E 中 GETNUM: 


POP 


OUT 
RET 


(HLS), 財 

村 

ド 

(RFS), 錠 
HL,(SPS) 
C,(HL) 

時 

B,(HL) 

(区 3DEH) ,BC 
B,1DH 


1-2 


(6,B 


Return to LISP 


LD 
OUT 
LD 
PUSH 
POP 
LD 
INC 
INC 
LD 
LD 
LD 
LD 
RET 


B,1EH 
(OB 
EEC, (RFS) 
多 

肝 
HL,(SPS) 
財 

財 
SP,HL 
HL,(HLS) 
DE, (DES) 
錠 ,(BCS) 


Conuert argument number routine 


LD 
RND 
LD 
LD 


: 証 : 生 : 


R,MFH 
H 
HH 
,L 


WZZ 


CW79 
C973 
CW74 
C@7S 
C976 
C977 
C978 
C979 
C97R 
C97D 
C97E 
CW7F 
C989 


C98D 
C990 
C993 


(996 
C699 
C99C 


2R CS3F6 
C5 
4E 


MCRO-89 3.35 


CD CM1 
CD 1B41 
C3 CS8 


CD C21 
2R CSF6 
CD C964 


8 Get argument routine for not-spread function 


HL,(HLS) 

LOOPS: PUSH 巡 

LD C,(HL) 

INC H 

PUSH _ 比 

LD B, (HL) 

PUSH 妨 

POP 緒 

CHLL GETINUM 

LD (DE),R 

INC DE 

LD ,H 

LD (DE),R 


17-『sr-89 PHGE 1-3 


INC DE 
POP 肌 

INC 財 

LD C,(HL) 
INC HL 

四 B, (HL) 
PUSH 多 
POP HL 
POP 多 
DJNZ LOOPS 
RET 


H 
j77/77//Function set////////// 
H 


H Sound of beep routine 


BEEP: CHL INIT 
CHLL RBEEP 
JP OMRRI 


H Function ke ON/OFF 
KEY: CRLL 1]NIT 


LD 財 ,(HLS) 
CRLL GEINUM 
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C99F 32FRBEC LD (FUNDSF),R 


CH2 SE 中 LD R, 9H 

CH4 32 FD72 LD (X1MODE),H 
C9H7 CD 266B CHHLL EDLNDS 
C9RR  C3C948 JP OMRRI 


H 
j7////Graphics package//////// 
H 


j) Screen initialize routine 


C9ND CDC21 INTCRT: CALL INIT 


CB 2RF87B LD HL, (GRRXMX) 
C9BS 22C229 LD (SGRRXW) HL 
CMB6 21 915F LD 財 ,319 
C9B9 22F87B LD (GRRXWO,HL 
C9BEC 2 紋 F87D LD HL, (GRRYM%) 
C9BF 22C222 LD (SGRRYMO,HL 
CE2 21 蛇 ? LD HL,199 
CES  @ み F87D LD (GRRYW%O,HL 
C 多 8 SHF87F LD R, (MIDTH9) 
CEB 32C224 LD (SMIDTH8),8 
MCRO-89 3.36 17-Mar-88 PHGE 1-4 
CE 3E28 LD H, 4M 
CD9 32F87F LD (MIDTH9),H 
CDS 3RF888 LD R, (CURYMX) 
CMD6 32C225 LD (SCURYMWO,H 
CAD9 SE18 LD H,Z4 
CeDB 32F889 LD (CURYMXD,H 
CADE SE LD 朋 ,7 
CE9 22F8D9 LD (COLORF),H 
CMES 3RF8D7 LD R, (SCRMOD) 
CgE6 32 C226 LD (SSCRMYOD),H 
CgE9 3RHF8D6 LD R, (MK1FD9) 
LAELE 32C227 LD (SMK1FD@),R 
CEF 3RFBF7 LD R, (SCRNYS) 
CMF2 32 C228 LD (SSCRNS),H 
CFS 3RHFBF8 LD R, (SCRNM4) 
CMF8 32C229 LD (SSCRN4),H 
CMFB SE 釣 LD RM 
CFD 32F8D7 LD (SCRMOD) 
C199 32F8D6 LD (MK1FD@),RF 
C193 32FBF6 LD (SCRNM2) 
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C105 32FBF? LD (SCRNY5),R 


C199 3SE1M LD 1 時 
C19B 32FBF8 LD (SCRNW4) , 有 H 
CE COD19DF CHLL SCRSUB 
C111 CD 122? CALL MITH4M 
C114 OOD14BF CHLL RINICRT 
C117 CO5C948 JP OMRRI 


H Screen reinitiarize routine 


C11R CDC921 REINIT: CHLL INIT 


C11D 糸 C229 LD H, (SGRRXMX) 
C129 22F87B LD (GRRWO, 財 
C123 2HC222 LD HL, (SGRRYMO 
C126 22 F87D LD (GRRYWO,HL 
C129 SRC224 LD R, (SMIDTH9) 
C12C 32F87F LD (MIDTH9),R 
C12F 3HC225 LD ,(SCURYMX) 
C132 32 F889 LD (CURYMXD ,H 
55 前 LD 7 

C137 32 F8D9 LD (COLORF),H 
C12R 3RC226 LD R, (SSCRMOD) 
C13D 32 F8D7 LD (SCRMOD),R 
C149 3RC22? LD R,(SMK1FD9) 
C143 32 F8D6 LD (MK1FD9) ,R 
C146 SRC228 LD R, (SSCRNS) 


MCRO-89 3.36 17-Tar-88 PHGE 1-5 


C149 32 FBF7 LD (SCRW3),R 
C14C 3HC229 LD R, (SSCRN4) 
C14F 32FBF8 LD (SCRW),H 
C152 OO19DF CHLL SCRSUB 
C155 SE LD R,9 

C157 32 FBF6 LD (SCRW),R 
C15R 3 多 F87F LD R, (MIDTH8) 
C15D 「FE5S9 P 89 

C15F CHC168 JP Z,MIDS 
C162 COD 122? CHL MITH49 
C165 65C16B JP MIDEND 
C168 CD 1229 MIDS: CRLL MITH89 
C16B CD14BF MIDEND: CRLL RINCRT 
C16E  O5C948 JP OMRRI 
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ド Page change 


C171 OODC ゥ 1 SCR: CHL INIT 

C174 張 CSF6 LD H,(HLS) 
C17 OODC@4 CHL GETNJM 
C1 字 CD 12DB CaL SCRNOT 
C17D 32FBF4 LD (SCRN99),R 
C189 2 紀 CSF4 LD HL, (DES) 
C183  ODC9@54 CHL GETNUM 
C186 OUD1897 CAL SCRNIN 
C189 32FBF5 LD (SCRN91,8B 
C18C 65C948 JP OMRRI 


H Clear screen routine 


C18F CDCW21 CLS: CHL INIT 


C192 SE LD R,9 

C194 2322 FES2 LD (SMOD),8 
C197 CD 5R4D CHLL RCLSGRR 
C19R 6C948 JP OMRRI 


H Color set routine 


C19D 4 GRSET: LD C, (HL) 


C19E 25 INC 肌 
C19F 46 LD B, (HH) 
CiHg OO PUSH 区 
C1R1  E1 POP HL 
C1R2 CDC04 CAL GEINUM 
C1 的 22 FC16 LD (GCOLOR),B 
C1HRS  C9 RET 

MCRO-88 3.36 17-NMar-89 PHGE 1-6 


H Line routie 


C1R9 CODCW21 LINE: CHLL INIT 


CI1RE 6 史 LD B, 4H 
CE 11 FC17 LD DE,LINEXS 
CiB1 CDCW79 CHLL SESET 
C1B4 CODC19D CHHLL GRSET 
C1B7 SE LD 1 
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C1B9 
C1BC 
C1BF 
C1C2 
C1C5 


C1C8 
C1CB 
C1CC 
CCF 
C1D1 
C1D4 
C1D7 
C1D9 
C1DC 
C1DF 
C1E2 
C1E5 
C1E7 
CIER 
C1ED 
CIFW 
C1F3 


C1F6 
C1F9 
CI1FR 
C1FD 
LAFF 
CZ 時 
C2 的 
C28 
C20 


C2E 
C211 
C214 
C217 


3②2 FE53 
21 FFFF 
22 FES4 
CD 569F 
C3 C948 


CD C921 
肝 

32 FRFM 
6 時 
11 FES9 
CD C979 
6 1 
11 FE48 
22 C3F6 
CD CWY9 
CD C19D 
SE 1 
32 FES9 
21 8 
22 F8DC 
CD 5ER1 
C3 C948 


CD CM21 
肝 

32 FRF9 
的 94 
11 FES9 
CD C79 
CD C19D 
21 MR 
22 FEB1 


MHCRO-89 3.36 


21 M999 
22 FE63 
21 9168 
2 の FE65 


PRINT: 


CIRCLE: 


17-War-89 


LD 
LD 
LD 
CHLL 
JP 


(PSMODE),8 
HL,MFFFFH 
(LINPTD,H 
RLINE 
OMRRI 


Faint rutine 


CRLL 
XOR 
LD 
LD 
LD 
CHLL 
LD 
LD 
LD 
CRLL 
CALL 
LD 
LD 
LD 
LD 
CHLL 
JP 


INIT 
H 
(BRKBLF),B 
B,ZH 
DE,SINSX 
SESET 
B,H 
DE,BKCOLR 
(HLS),HL 
SESET 
GRSET 

Hi, 1 
(BKCLLN),B 
HH ,89M 時 
(TMPEND),H 
RPRINT 
OMRRI 


Circle rutine 


CHLL 
XOR 
LD 
LD 
LD 
CHLL 
CAL 
LD 
LD 


PHGE 


INIT 

H 
(BRKBUF),f 
B,H 
DE,SINSX 
SESET 
GRSET 
HL,1 
(SIND),HL 


HL,9 
(SINSTR) 時 
366 
(SINEND),HL 
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C21H 
C21D 


C22 
C222 
C224 
CZ225 
C226 
C22? 
C228 
CZ29 


C22R 


C22B 
C22C 


C22D 


C22E 
C22F 


CD 63B 
C3 C948 


F3 


FB 
C9 


F3 


FB 
C9 


CAL RCIRCLE 
JP OMRRI 


SGRRXMX:DS 2 
SGRRYMX:DS 2 
SMIDTH9:DS 1 
SCLRYMX:DS 1 
SSCRWOD:DS 1 
SMK1FDg:DS 1 

1 

1 


CTCON: DI 

H ********* Please insert CIC UN routine ****x**** 
EI 
RET 


CTCOFF: DI 

5 ********* Please insert CTC OFF routine ***x**** キ 
EI 
RET 


END 
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4 一 4|| C 言 語 版 (BDS-C)……… "LIST7、8 | 


ご の プロ グラ ハム で は 、 X1tUFDO の BIOS-ROM ル ー チ ン を 利用 し て Oircle Paint、Start3d 
等 の 関数 を アジ セ ン ブ ラ で 作成 し 、 そ れ ら 追加 関数 を DEFF3.CRL の ファ イル 名 と し て BDS-C の 
ユー ザラ マイ プラ リー と し て いま す 。 

そし て 、 そ の 追加 関数 を メイ ン ル ー チ ン よ り コ ー ル を 行ない 、 コ ン パ イル 処理 後 、 他 の ライ ブラ リ 
ー と 共に リン フク する こと に より 円 すい 放射 を 描い て いま す 。 


ご 注意 
ご の プロ グラ ム は BIOS-ROM を 利用 する だ め 、X1tUurDo 上 で し ガ 動 作 し ませ ん 。 


(〈① プ ログ ラム 説明 (LIST7 ) 
Imain ル ー チ ン 
@ 5 行 変数 X(X 軸 訪 向 の 変化 量 )、 〇 (表示 色 ) の 定義 
@ 4 行 パソ コン の グラ フィ ッ ク ノ ク 画 面 の 初期 化 
e5 行 こら 行 左 眼 用 の 円 すい を 異な る 色 で 6 つ 描 いて いる 
e 10 行 グラ フィ ッ ク RAM の 出力 ・ 入 力 ペ ー ジ を 1 に する 。 
@ 11 行 --15 行 。 右 眼 用 の 円 すい を 異な る 色 で 6 つつ 描い て いる 。 
@ 46 行 ビー プ 音 の 出力 
@ 17 行 立体 表示 の 開始 
( キー の 入力 で 立体 表示 が 終了 する 。) 
e 15 行 ビー プ 音 の 出力 
enSul ル ー チ ン 
@ 2 行 引数 X、C の 定義 


@ お 行 一 5 行 引数 X、 ご に より 1 つの 円 すい を 描い て いる 。 


② ア セン ブラ に よる 追加 関数 (LIST8) 


@ 7 We 引数 な し レ 
表示 画面 を 640X200 ド ツ ト に する 。 
@SCTGeGn1 …… 引数 な し 
グラ フィ ッ ク RAM の 出力 ペー ジ を 1 に する 。 
グラ フィ ッ ク R AM の 入力 ペー ジ を 1 に する 。 
@DG6D………… 引数 な レ 
ビー プ 音 を 出力 する 。 
@ StGTt3d …… 引数 な し 
ダラ フィ ッ ク R AM の 出力 ペー ラペ ー ジ 0 と ペー ダリ だ 
立体 スコ ー プ ( 右 眼 と を 眼 ) を 切り 換え る 。 


@GIPCIG ………・ 中 刷 座 標 メ ・Y、X 亡 向 の 半径 XT、 ヤ 方向 の 半径 YT、 描 画 色 ご を 引数 と し て 
円 を 作成 する 。 

間 加 他 上 ・voow プラ フィ ッ ン 画面 上 の 閉 曲 線 で 囲ま れ だ 領域 を 指定 色 で ぬり つぶ す 。 

生 0 人 "ツマ 始点 座標 ら X・SY よ り 終 点 座標 EX・EY に 指定 色 C で 直線 を ひ ぐ 。 
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C 言 語 版 (BDS-C)main ル ー チ ン 、ensui ル ー チ ン 


1: main() 
2 
3 1iht %xGi 
4 ri 才 (05 
9y for (c = 1jx = 1 所 < く 一 c 村 ) 
5: { 
記 ensui (x,c)i し 
8 x += 5 中 
9 } 
1 screen] ( ) 
JA: for (c=1x = に く 富 < せ ) 
12: { 
13: ensui (x,C)i 
14: x+= 6 中 
15: ] 
|LIST 8 | 


9 


beep ( ): 
start3d ( ): 
beep ( ): 


1: ensui (x,c) 


( 


テー 


nt XpG5 


circle (179Hx,15, 1 18,7)) 
paint (17MHx,15 c,7): 
ine (328,49,15gTx、15, 人 の: 
lline (329,49,19Tx,159,?7) 
paint (17Tx,139,c,7): 


C 言 語 版 (BDS-C) ア セン ブラ に よる 追 加 関 数 


リキ キネ キネ ネネ ネネ ネネ ネ ネネ ネネ キキ ネネ キネ ネネ ネネ ネネ ボネ ネネ キネ キキ 


BDSC 3D-GRRPHICS PRCKRGE 


COPY 1986,11,19 


3 3 3 半 難 


リポ ポポ ネ ネネ ネオ 素 ポキ 玉 玉 キキ ドキ ドキ 半 玉 玉 玉 玉 玉 ドキ 
3 


j***** BIUS RUM HDDRESS **x* 


SCRNSE EL 1gDFH 
MITH89 ELU 122 明 
INTCRT EL 14BFH 
RBEEP EL 1B4FHH 
LINESB EL S69FH 
HPRINT EL SER1H 
POLYSB ELU 639BH 


U 
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ji***** BIUS RUM MORK RER RDDRESS *x*xx 


MIDTHM 
COLORF 
CLSCHR 
MK1FDM 
SCRMOD 
GRRXMX 
GRRYIK 
CURYMX 
CLSMOD 
PRINTX 
PRINTY 
GCOLOR 
LINEXS 
LINEYS 
LINEXE 
LINEYE 


EL 
EL 
EL 
EL 
EL 
EL 
EQU 
EL 
EaU 
EL 
EL 
ELU 
EL 
EQU 
EL 
EL 


叶 87FH 
叶 8D 中 
時 8D1H 
F8D6H 
叶 8DH 
MF87BH 
叶 87DH 
中 88 明 
針 ES2H 
FE59H 
FESBH 
針 C16H 
MFC 
時 C19H 
MFC1BH 
叶 C1DH 


PSMODE 
LINPRT 
BKCLLN 
BKCOLR 
TMPEND 
SINSX 
SINSY 
SINRX 
SINRY 
SIND 
SINSTR 
SINEND 
SCRNMM 
SCRNg1 
SCRNMZ 
SCRNMS5 
SCRNM4 


FUNCTION 
EXTERNRL 
EXTERNRL 


j***** INIT CRT 


INIT: 


EL 
ELU 
EQU 


CHLL 
LD 
LD 
LD 


こつ も つう 5 お に 3 3 


つう BB ロウ BB 


ESS NSJ ニン 叶 1 1 5 | に き | の 生 


rー 
に 3 


MFES3H 
FES4H 
時 FES 明 
MFE48H 
F8DCH 
包 ES9H 
FESBH 
時 FESDH 
MFESFH 
MFE6iH 
MFE63H 
時 FE6SH 
MFBF4H 
FEFSH 
叶 BFEH 
FEBF 
MFBF8H 


INIT 
REGFUSH 
REGPOP 


を そそ を 1 


REGPUSH 
H,8M 
(MIDTH9) ,f 
HL,639 
(GRRXMXD, 
財 ,199 
(GRRYMXD ,HL 
HH,24 
(CURYMXD,R 
R,1 中 
(SCRNM4),R 
R,Z 中 
(CLSCHR),H 
H, 7H 
(COLORF),R 
R, HH 
(MK1FD9),f 
(SCRMOD),R 
(SCRNMM) ,F 
(SCRN91),R 
(SCRNW2),R 
(SCRNM3),f 
BC,SCRNSB 
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CRLL 
LD 
CRLL 
LD 
CRLL 
CHLL 
RET 
ENDFUNC 


FNCTION 
EXIERNRL 
EXTERNRL 


叶 69MH 
BC,MITHSBg 
F69MH 
BC, INTCRT 
時 68MH 
REGPOP 


LLINE 
REGPUSH 
REGPOF 


1***** | NE ***** 


LLINE: LD 
RDD 
CRLL 


CHLL 
CHLL 


ENDFLNC 


FLNCTION 
EXTERNRL 
EXTERNRL 


IX,2 

IX,SP 
REGPUSH 
L,(IX+) 

H, (IX+1) 
(LINEXS),H 
L,(IX42) 

H, (1X+3) 
(LINEYS),HL 
L, (IX+4) 

H, (IX+5) 
(LINEXE),HL 
L, (IX46) 

H, (IX4?) 
(LINEYE),HL 
H, (IX+8) 
(GCOLOR),R 
H, 1H 
(PSNMODE),R 
HL, 時 FFFH 
(LINPRT),H 
BC,LINESB 
針 6MMH 
REGPOP 


PRINT 
REGPUSH 
REGPOP 


1***** PHIN| ***** 


PRINT: LD 
DD 
CRLL 
LD 

LD 


CRLL 

CHLL 

RET 
ENDFUNC 


FUNCTION 
EXTERNRL 
EXTERNRL 


U 


1X,2 

IX,SP 
REGPLSH 

L, (CT) 

H, (41) 
(PHINT め ,HL 
L,(IX+2) 

H, ] 衝 3) 
(PRINTY),HL 
R, (IXT4) 
(GCOLOR),R 
H, (IXT6) 
(BKCOLR),H 
R, 91H 
(BKCLLN),H 
HH,89MMH 
(TMPEND),HL 
多 ,HPRINT 
FM 
REGPOP 


CiRCLE 
REGPUSH 
REGPOP 


1**** ま * し RLL 上 ***** 


CIRCLE: LD 
RDD 
CHLL 
LD 
LD 
LD 
LH 
LD 
LD 
LD 
LD 


1X,2 

IX,SP 
REGFLSH 
L,(IX+ 
H, (IT1) 
(SINS%),HL 
L,(I42) 
H, (IX+3) 
(SINSY,HL 
L, (TXT4) 
H, (IT5) 
(SINRO,HL 
L,(146) 
H, (14 人 の 
(SINRY),HL 
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ENDFLNC 


FUNCTION 
EXTERNRL 
EXTERNRL 


り 


R, (IX+8) 
(GCOLOR),H 
農 ,18 
(SIND),HL 
HH,9MH 
(SINSTR), 山 
HL,36M 
(SINEND),H 
BC,POLYSB 
叶 SMMH 
REGPOP 


BEEP 
REGPUSH 
REGPOP 


ネネ ネネ キ BFFP ** ネ ネネ 


BEEP: CRL 
LD 
CALL 
CALL 
RET 

ENDFLNC 


FUNCTION 
EXTERNRL 
EXTERNRL 


REGPUSH 
RE,RBEEP 
F6MMH 
REGPOP 


STRRT3D 
REGPUSH 
REGPOP 


i***** 3D ROUTINE *xx 


STRRT3D:CRLL 
LD 

PMH1: IN 
BIT 
JR 
LD 
OR 
LD 
LD 
OUT 
LD 
LD 
OUT 


REGPUSH 

巡 ,1R1H 
R, (C) 

2, 昌 

Z,PMH1 

R, (MKIFDB) 
98H 
(MK1FDM),H 
多 ,1FDMH 
(C),H 
BC, 角 MH 
R, 2H 
(C),H 


RIT PU-H 


jBRNK 1 SET 


jBRHNK 1 OUT 


jiRIGHT ON 


LD 
PMLTE IN 
BIT 
JR 
PMH2: IN 
BIT 
JR 
LD 
FRND 
LD 
LD 
OUT 
LD 
LD 
OUT 
LD 
LD 
CRLL 
(PE 
JR 
LD 
PML2: IN 
BIT 
JR 


P 


END3D: CRLL 
RET 
ENDFUNC 


FUNCTION 
EXTERNFHL 
EXTERNRL 


3 


BC,181H 
6,(C) iMAIT PUL 
2.8 

NZ,PUL1 

6,(C) iMRIT PU 
2.R 

Z,PUH2 

R (MK1FD8) 

dF7H iBANK 8 SET 
(MK1FD9),8 

BC,1FD9H 

((⑩ 朋 : iBaNK 8 OUT 
BC, 暫 89H 

61H 

C),R iLEFT ON 
C,6H 

E 刀 FH 

9905H 

1BH 

2,END3D 

BC,1R81H 

R,(C iMIT PUL 
2 

NZ,PUL2 


PMH1 


REGPOP 


SCREEN1 
REGPUSH 
REGPOP 


j***** SLREEN 1 PRGE ****x 


SCREEN1:CRHLL 
LD 
OR 
LD 
LD 
OUT 
CHLL 
RET 

ENDFLNC 


REGPUSH 

H, (MK1FDW) 
18H 
(MK1FDM) ,H 
EC,1FDMH 
(CD,H 
REGPOP 
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FUNCTION 


j***** REGSTRER 


REGPUSH:PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
EX 
EXX 
PUSH 
PLSH 
PLSH 
PUSH 
LD 
RDD 
LD 
RET 

ENDFUNC 


FUNCTION 


j***** REGSTRER 


REGPOP: LD 
FRDD 
LD 
POP 
POP 
POP 
POP 
EXX 
EX 
POP 
POP 
POP 
POP 
RET 

ENDFUNC 


REGPUSH 


PUSH ROUTINE *xxw 


IY,16 
IY,SP 
SP,IY 


REGPOP 


POP ROUTINE **xx* 


Y,-16 
IY,SP 
SP, 1Y 
財 
DE 
BC 
HF 


FRF,FF' 
HL 
DE 
区 
HF 
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立体 アニ メメ ーション (BASIC+ マ シン 語 /X1turbo 用 )……LIST 9 


ここ ご で は 、4ー 


ど . BASIC+ マシ ン 語 (静止 画 ) を 発展 させ て 、 遠 近 感 を 持た せ た だ の つの キャ ラク 


を 動 ひ お す プ ログ ラム を 紹介 し ます 。 立体 表示 の 手法 は オー ク 2. の マシ ン 語 部 分 を その まま 流用 し 
ます 。 一 万 、 キ ヤラ クタ の 移動 は 、BASIC で 行 な つ て も よい の で す が 、 ス ムー ズ さ に 欠け る の で 、 
ご ご で は マシ ン 語 を 使 つ て いま す 。 

以下 に プロ グラ ム の 説明 を 述べ ます 。 


(①BASIC 


@ 4020 行 

@ 4030 行 
ー1040 行 

@ 1000 行 

@ 407( 行 

@ 4060 行 

@ 4090 行 

@ 110 行 一 

@ 230 行 一 

@ 1260 行 一 

@ 1320 行 一 

@ 1440 行 一 

@ 2110 行 一 

@ 2340 行 一 

@ 2400 行 一 

e 2440 行 一 

@ 2460 行 一 


〈② マ シン 語 


* く SHE000 
eSHE021 
e く HE140 


eSHEB00 
e く HEB02 
eSHEB04 
eSHEB05 


画面 の 初期 化 
パソ コン グラ フィ ッ ン 画面 の ペー ジ 0 を 左 眼 用 、 ペ ー ジ 1 を 如 眼 用 に 設定 する 。 


マシ ン 語 を 読み 込む 

カニ と ヨッ ツ ト を PCG に 定義 する 

右 眼 用 の 繧 ( 育 景 ) を 描く 

左 眼 用 の 繧 ( 育 景 ) を 描く 

カニ 、 ヨ ッ ト 、 波 の 動 こ < 速 さ を 入力 する 
カニ 、 ヨ ッ ト 、 波 の 表示 位置 の 初期 化 
立体 表示 & 効果 音 ス ター ト 

カニ 、 ヨ ッ ト の 移動 & 波 の パレ ッ ツ ト 切 換え 
育 景 を 描く サブ ルー チン 
PCG セ ツ ト サ プル ー チ ン 

CTC 割 込み スタ ー ト サブ ルー チン 
CTC 割 込み スト ツ プ サブ ルー チン 

キヤ ラク 表示 位置 初期 化 サ ブル ー チ ン 
マシ ン 語 プロ グラ バム デ ー タ 読込 み サ ブル ー チ ン 


3Ecazcand キヤ ラン ンタ 表 示 位 置 初期 セット 
Nmrans キヤ ラン ツタ 秘 動 (1 回 の み ) 
NN キャ ラク タタ 惣 動 ワー フエ リア 

SA ASRGRK CTC 割 込み スタ ー ト エン トリ ー 
vogouroc CTC 割 込み スト ッ プ エン トリ ー 
258 左 眼 用 画面 設定 ペー ジワ ー ク 
Wi 右 眼 用 画面 設定 ペー ジワ ー フ 
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LIST9 立体 アニ メー ショ ンプ ログ ラム リス ト 


1999 /**< く 夏 の 浜辺 ノ for X1turbo (on Basic CZ-8FB92) >*※ 
1919 / 

1920 INIT:WIDTH 49,25:KLIST9:PRW&B1109:PALET@ 9,1,6,9,1,5,7,7 
1939 SCL=@9 ' 左 眼 用 画面 を SCREEN@ に 設定 する 

1949 SCR=1  ' 右 眼 用 画面 を SCREEN1 に 設定 する 


1059 
1969 CLEAR&HE999:GOSUB”MLOAD? / マ シン 語 を 読み 込む 
197@ GOSUB7PCG7 PCG を 定義 する 


1980 SCREEN SCR,SCR:CLS4:CL=1:GOSUB7 位 イイ ” 右 眼 用 の 絵 を 描く 

199@ SCREEN SCL,SCL:CLS4:CL=2:GOSUB" ル イイ * 左 眼 用 の 絵 を 描く 

1190 / 

1119 SCREEN9,1:CLS:SCREEN0,0:CLS:SCREEN:COLOR7:KMODE1 

1129 CGEN1:FOR IL=@⑳ TO 1:LOCATE 4,11+1:CH=6+ T*3 

1139 PRINT#9,CHR$(CH,CH+1,CH+ 2) :NEXT:CGEN 

11496 LOCATE8,12:PRINT"…・ カ ニ の 速 さ は 9 [1-3] 

1159 S$=INKEY$(1 ) :S=VAL (S$)・TF S<1 OR S>3 THEN 1159 ELSE KA=S*5:POKE&HE15B,KA 
1169 CLS:CGEN1FOR 1=9 TO 1:LOCATE 4,11+T:CH=12+T*3 

1179 PRINT#0,CHR$(CH,CH+ 1,CH+ 2 ) :NEXT:CGEN 

1186 LOCATE8,12・PRINT'"・・ ヨ ッ ト の 速 さ は 9 [1-3] :?: 

1199 S$=INKEY$(1):S=VAL(S$):TF S<1 OR S>3 THEN 1199 ELSE YT=S*5:POKE&HE159,YT 
1299 CLS:LOCATE2,12:PRINT”> 波 の 速 さ は 9 [1-3] :?: 

1210 S$=INKEY$(1) :NS=VAL(S$):TF NS<1 OR NS>3 THEN 1219 ELSE NA=NS*50 
1226 ” 

1239 POKE &HE149,&H63,&H31,&H65,&H35 

1240 POKE &HE148,&H3F,&H41,&HC,&HFA,&H32,&HF8,&H36 

1250 POKE &HE153 , 9, 9, 20,6,9 

1269 GOSUB”MVINTT? 

1270 

1289 GOSUB”CTCON” 

1299 SOUND6, 29:SOUND7,&H37:SOUND8,1 

1399 SOUND11,199,SQR(NS) ^2*40+ (NS=3)*20:SOUND13,14 

310 7 

1329 N=@ 

1339 N=(N+1) MOD NA 

1340 CALL &HE921 

1350 K$=INKEY$:TF K$=CHR$(27) OR K$=? ” THEN 1399 

1369 ITF N=@⑳ THEN PL=(PL=@) :PALET 6+2*PL,7・PALET 4-2*PL, 1 

1379 GOTO1339 

1389 ” 

1399 SOUND7,&H3F:SOUND8,9:GOSUB7CTCOFF? 

1409 IF K$=/ ? THEN 1199 ELSE TNITT:WIDTH 89,25:CLS4:END 

1419 " 

1420 デリ Subroutine ] ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
1439 “ 

1449 LABEL” か イイ "7////////////////////////////////////////////////////////////// 
1450 LABEL "カモ ”sRESTORE 1830・” ネネ 玉 来 ※ 来 ※ 氷 ※ 来 来 ※ 玉 

1469 Dk=24 

1470 READ X,Y,R:TF X=Y AND Y=R THEN 1509 

1489 CIRCLE(X+ (CL=2) *Dk,Y) ,R,7:PATNT(X+ (CL=2)*Dk,Y) ,7 

1499 GOTO 1479 

1599 TF X=@ AND Y=⑳ THEN "94? ELSE 1519 

1519 Dk=16:GOTO 1479 

1520 LABEL “9 ミッ RESTORE 1809・"*※*※ 氷 ※ 氷 玉 来 来 氷 玉 ※ 来 

1539 LINE(0,72) -(319,72) ,PSET,7 
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15496 LINE(6+(CL=2)*19, 74) -(319+ (CL=2)*19, 74) ,PSET,。7 

1559 READ X1,Y1,X2,Y2,X3,Y3,X4,Y4:TF X1=9 AND X2=9 THEN 1620 

1569 LTNE(X1+ (CL=2)*(119-Y1)*.3,Y1)-(X2+(CL=2)*(110-Y2)*.3,Y2) ,PSET,4 
1570 LTNE(X3+ (CL=2)*(110-Y3)*.3,Y3) -(X4+(CL=2)*(116-Y4)*.3,Y4) ,PSET,6 
1589 GOTO 1559 

1599 READ X1,Y1,X2,Y2:TF X1=0 AND Y2=⑳ THEN ” イ リー』? 

1600 LINE(X1+ (CL=2)*(119-Y1)*.3,Y1)-(X2+(CL=2)*(119-Y2)*.3,Y2) ,PSET,7 
1619 GOTO 1599 

1629 TF Y1=1 AND Y2=1 ELSE 1599 

1639 PATINT@(59,77),1:GOTO 1559 

1640 LABEL” イ 1 りー-A”:RESTORE 2030:/* ネ *※ 玉 玉 来 来 氷 氷 氷 氷 来 

1659 LINE(157+ (CL=2)*10,56) -(248+(CL=2)*10,56) ,PSET, 7 

1660 PATNT@(88+(CL=2)*8,56) , 7:PATNT@(184+ (CL=2)*8,48) ,7 

1679 LINE(-24-(CL=2)*24,99)-(9-(CL=2)*24,161) ,PSET, 2 

1689 READ X1,Y1:TF X1=9 AND Y1=@ THEN / 人 7-BZ 

1699 LTNE -(X1-(CL=2)*24,Y1) ,PSET, 2 

1799 GOTO 1689 

1719 LABEL” イ 人 7-B":RESTORE 2070・′* ネ ネネ **※ 玉 氷 来 来 来 ※ 氷 

1720 LTNE(126-(CL=2)*12,174)-(129- (CL=2)*12,171) ,PSET, 2 

17390 READ X2,Y2・TF X2=9 AND Y2=⑳ THEN 1769 

1740 LINE -(X2-(CL=2)*14,Y2) ,PSET, 2 

1759 GOTO 1739 

1766 LTNE(179-(CL=2)*12,177)-(129-(CL=2)*12,177) ,PSET, 2 

1770 LINE(125-(CL=2)*12,177)-(127-(CL=2)*12,174) ,PSET, 2 

1780 PATNT(37-(CL=2)*24,166) ,&H23,2:PATNT(149-(CL=2)*12,166) ,&H23,2 
1790 PATNT@(109,115) ,6:PAINT@(19,19) ,5:PAINT@(109,195),7 

1899 RETURN 

1810 ”" 

1829 "[LINE & PAINT す ヒョウ プー 多 ] ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
1839 DATA 48,64,8,56,56,8,69,44,8,68,32,8,89,24,12,192,26,16 

1840 DATA 108,44,10,120,56,8,120,68,4 

1859 DATA 1,1,1 

1869 DATA 169,45,19,156,32,8,169,24,4,172,18,19,199, 21,10 

1879 DATA 200,32,8,212,49,10,228,36,8,240,49,4,248,46,16 

18809 DATA 9,09,0 

1899 DATA 339,108,247,113,339,128,259,133, 248,113,198,112,259,133,209,139 
1999 DATA 199,112,122,1098,209,139,129,128,153,193,83,112,129,128,85,132 
1919 DATA 84,112,41,119,85,132,43,139,42,119,18,194,43,136,29,124 

1929 DATA 19,104,9,191,20,124,0,121 

1930 DATA 9,1,9,1,0,0.9,9 

1949 DATA 248,194,399,193,77,193,129,109,129,92,177,91,179,96,249,95 
1959 DATA 9,09,0,9,0,0,0,9 

1969 DATA 2,79,5,78,5,78,14,79,14,79,45,78,45,78,58,79,58,79,62,78 

1979 DATA 62,78,68,79,68,79,118,78,118,78,139,79,139,79.286,79 

1989 DATA 286,79,311,78,319,81,227,89,227,80,162,81,162,81,57,89 

1999 DATA 97,80,21,81,21,81,9,81,0,85,21,86,23,86,87,83,85,85,174,89 
2000 DATA 9,76,309,76,3092,76,320,76 

2919 DATA 164,85,223,91,223,91,319,85, 264,83,196,84,56,86,71,87,74,86,195,88 
2020 DATA 9,0,0,0,0,09,9,0 

2039 DATA 6,101,13,109,16,191,18,194,21,195,23,112,25,113,39,116 

2040 DATA 32,119,35,128,38,138,42,143,45,149,55,155,58,159,69,166 

2050 DATA 58,170,57,173,57,176,61,182,63,187,71,194,84,199 

2060 DATA 9,0 

2970 DATA 131,166,135,163,136,161,139,169,143,161,149,162,155 

2080 DATA 161,165,164,168,168,179,172,175,177 

2099 DATA 9,09 
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2100 
2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
2169 
2170 
2180 
2199 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2279 
2280 
2290 
2300 
2310 
2320 
2330 
2340 
2359 
2369 
2370 
2389 
2399 
2409 
2410 
2420 
2430 
2440 
2459 
2469 
2479 
2480 
2499 
2500 
2519 
2529 
2539 
2540 
2550 
2560 
25709 
2589 
2599 
2600 
26109 
2620 
2639 
2640 
2659 


LABEL?PCG7"/////////////////////////////////////////////////////////////// 
DEFCHR$(0) =HEXCHR$("9000990090000000000000090999009009000990000000000”) 
DEFCHR$(1)=HEXCHR$(”090009009909000000000900000000999000090090099090") 
DFFCHR$(2) =HEXCHR$(”0000090990909090900009000900000099900900909900000") 
DEFCHR$(3) =HEXCHR$(”900009909090000009009000900900000900090090099009”) 
DEFCHR$(4)=HEXCHR$(”990009909000000000000000000900009000090990090909") 
DEFCHR$(5)=HEXCHR$ ("990000000000000000009909009000090909090900009000”) 
DEFCHR$(6)=HEXCHR$(”00900909990090090909003C693D190C960900900900900090") 
DEFCHR$(7)=HEXCHR$(”9000099090000009090093009B9993969900900090900990") 
DEFCHR$(8)=HEXCHR$(”900099909090900000900C960C080000909900009000000000") 
DEFCHR$(9) =HEXCHR$(”9000090999009909093B47FF479FA728090900900900009090") 
DEFCHR$(19)=HEXCHR$(”9909990909900090FDFE9FOE9FFF91009009900999009900") 
DEFCHRW(11)=HEXCHR$(”090090999099090000C020D029995040090099009009990000”) 
DEFCHR$(12)=HEXCHR$(”900099000000000000090009000009009909099090000900") 
DEFCHR$(13) =HEXCHR$(/0909900900990000009908080C9E9FOF000909900900970F”) 
DEFCHR$(14) =HEXCHR$(”990009990000009000900000090000800900909000009980") 
DEFCHR$(15)=HEXCHR$(/000099991F0F9000900000991F9F9799009999901F9F0900”) 
DEFCHR$(16)=HEXCHR$("09000999FFFF90090FOF9FOFFFFFFF900E990090FFFF9900") 
DEFCHR$(17)=HEXCHR$("99000099F8F00000C0F0C999F8F0E900990909990F8F00000") 


DEFCHR$(18)=HEXCHR$(”9009000000000000000000999000099009090900009000000") 
DEFCHR$(19) =HEXCHR$(”90009000000000000000009090099099000000099099000900") 
RETURN 


LABEL?CTCON”"///////////////////////////////////////////////////////////// 
SCREEN0,0:CLS 

POKE &HEB94,SCL,SCR 

CALL &HEB09 
RETURN 


LABEL”CTCOFF""//////////////////////////////////////////////////////////// 
CALL &HEB02 
RETURN 


LABEL”MVINIT”"//////////////////////////////////////////////////////////// 
CALL &HE099 
RETURN 


LABEL”MLOAD?"///////////////////////////////////////////////////////////// 
RESTORE 2579:FOR 1=⑳ TO 21 
READ MVW:MEM$(&HE990+16*T,16)=HEXCHR$(MV$) 
NEXT 
RESTORE 2899:FOR 1=0 TO 11 
READ CT$:MEM$(&HEB90+16*T,16)=HEXCHR$(CT$) 
NEXT 
RETURN 


DATA ED 4B 49 E1 ED 43 44 E1 ED 4B 42 E1 ED 43 46 E1 
DATA ED 4B 4B E1 ED 43 4F E1 ED 4B 4D E1 ED 43 51 El 
DATAC9F5C5 E5 3A 59 E1 4F 3』A 58 E1 B9 28 96 3C 32 
DATA 58 E1 18 51 3E 69 32 58 E1 3A 57 E]1 ED 4B 44 El 
DATA CD 94 E1 3A 57 El ED 4B 46 E1 CD 94 E1 ED 4B 44 
DATA E1 9B 3A 48 E1 B9 30 27 34 4A E1 CD 94 E1 ED 43 
DATA 44 E1 ED 4B 46 E] 9B 34 49 E1 B9 39 9C 34 44 El 
DATA CD 94 E1 ED 43 46 E] 18 @C ED 4B 42 E1 18 EE ED 
DATA 4B 49E1 18 D3 3A 5B E1 4F 3A 5A E1 B9 28 06 3C 
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2660 
2670 
2686 
2690 
2700 
2710 
2720 
2730 
2740 
2750 
2760 
2779 
2780 
2796 
2800 
2810 
2820 
2830 
2840 
2859 
2860 
2870 
2880 
2890 
2900 
2910 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


SA 
CD 
BI 
94 
54 
ED 
9A 
99 
93 
3E 
E5 
99 
0 


95 
ED 
79 
91 
FB 
E6 
CB 
ED 
94 
90 
D9 
94 


18 
E1 
93 
ED 
5F 
51 
18 
F5 
79 
CD 
C1 
90 
90 


7E 
CB 
90 
26 
26 
B2 
28 
E1 
91 
93 
ED 
69 


55 
34 
E1 
43 
3 上 4 
E1 
C8 
C5 
3C 
27 
CB 
99 
90 


99 
57 
32 
90 
90 
32 
FA 
D1 
42 
AF 
51 
C9 
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5 . 大 容量 ディ スク (2HD、HD) の 利用 


りつ だ | 


^ 立 界 鈴 ツー ボツ や 立体 エア チェッ フ ユー ティ リティ で 作成 され だ 画像 デー ツタ は 、 下 記 に 示す よう に 
大 き な お 容量 を も つて いま す が 、 デ ィ ス ク へ の セー プロ ー ド 機能 と し て 、2HD、HD ⑦\ー ド デ 
ィ ス ク )、EMM( 外 部 RAM) な ども サポ ー ト し て いま す 。 ご これ ら デ バイ ス を 使用 する こと に より だ 
ぐさ ん の 画像 デー タ を 保存 で きま す 。 


5 一 1| 2 HD、HD へ の デー タ 格 納 方 法 


F: 有 モー ド で HD( ハ ハー ド デ ィ スク ) や 2HD に デー タ を 格納 する 場合 に は 以下 の よう に 行 な つ て 
ぐだ さい 。 (X1 タ ー ボ と HD、 あ る い は 2HD と の 接続 は 、 そ れ ぞ れ に 付属 の 取扱 説明 書 を お 読み 
ぐだ さい 。) 


セー プ ブ && ロ ー ド 起動 
④ [| セー プ ] を 選択 


②⑨ ファ イル 形式 選択 
(L&R、 LEFT、RIGHT) 

③ デバ イス 指定 に お いて 
ハー ド デ ィ スク な ら ば 〔HDn:〕) を 選択 し て ぐだ さい 。 
ど HD な ら ば 〔2HDn:〕 を 選択 し て て だ さい 。 
(n は 設定 し て ある ドラ イブ No( 〇 3)) 


以上 で デバ イス の 指定 は 終了 で す 。 馬 : 有 モー ド に つい て の 詳細 は 第 6 章 1 - オ の ファ イル モ 
ー ド を ご 参照 くだ さい 。 
な お 、 デ ー ダ を 、 ロ ー ド する 場合 は の で | ロード 」 を 選択 する だ け で あと の 手順 は 同じ で す 。 


お 知ら せ 


HHD デ ィ ス ク 1 枚 に は 640X200 モ ー ド で を を 右 両 画面 を 1 組 と し て 10 組 格納 で きま す 。 ハ ー ド デイ 
スク に は 640X200 モ ー ド で を 右 両 画面 を 1 組 と し て 約 100 組 格納 で きま す 。 各 モ ー ド に お ける デー 
容量 は 以下 の 通り で す 。 


(ター 羽 ジ リ ー ズ ) 640X200 モ ー ド で は 1 画面 に つき 486K バ イト を 右 で 96K バ イト 
(ポー ポ シリ ロース ) 320X200 モ ー ド で は 1 画面 に つき 24K バ イト を 右 で 46 に バイ ト 
(ター ボン マル チ モ ー ド )320X200 モ ー ド の み で 1 画面 に つき 486K バ イト 左右 で 96K バ イト 
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① 立 体 視 に つい て 


立体 視 こ は 、 正 確 に 言う と 両 眼 視差 に よる 立体 視 の こと で す 。 

私 だ ち が 物 体 を 立体 に 見 える の は 、 左 右 の 目 が 離れ て (65m) 水 平 に つつ 付い て いる こと が 主 な 要因 
と 言え ます 。 

これ に より を を 右 の 目 の 網膜 に は 、 異 な つ だ 角度 か ら 見 だ 物体 の 像 が 投影 され て お り 、 そ れ ら は 融合 
し て 1 つの 立体 依 と し て 見 えま す 。 

図 1 一 1 は 、 あ る 水平 面 に ある 点 P、 〇 が 網膜 に 結 公 す る 様子 を 模式 的 に 表わし て いま す 。 


P 


網膜 ( 右 ) 


図 1 一 1 


これ を 立体 カメ ラ の 撮影 の 場合 に 当て は め る と 、 図 1 - の 2 の よう に な り ま す 。 

を カメ ラ の 像 が 右 カ メラ の 像 の 左 に 結 像 する 場合 と (PL と P"s)、 相 カメ ラ の 像 が 右 カ メラ の 像 よ 
り 右 に 結 公 さ れる 場合 (OL. と O"s) に わか れ ま す 。 

これ は 、 図 1 3 の よう に 〇 は 「 V の ま 前 に 見 え 、 は 奥 ま つ て 見 えま す 。 


付 ど 


ご こ で 、 ブ プ ブラウン管 面 に AL、As、Bs、Br、C の 映像 が 表示 され て いる 場合 を 考え て み ま す 。 図 1 
ー4 を ご 参照 くだ さい 。Ar、As を 見 る こと ブラウン管 の 奥 の 方 に A が 見 え 、Bs、Br の よう に 左右 の 
優 が 目 と 反対 に 見 える と き は の よう に 飛び 出 て 見 えま す 。 

まだ 、C の よう に を 右 の 像 に プレ ( 両 眼 視差 ) が な い 場 合 は 、 ブ ラウ ン 管 面 上 に 見 えま す 。 表 示 画 面 
で は 、 を 右 の 映像 が 重 な つ て 見 えま す が 、 立 体 ス コー プ に より 召 眼 用 映像 は 右 眼 だ け に 、 左 眼 用 映 
像 は 左 眼 だ け に 見 える よう に 分 けら われ ます か ら 、 両 眼 か ら 入 つ だ 視差 の ある 像 が ひと つの 映像 と し 
て 見 えま す 。 


〇 : 左 眼 用 の 映像 \6 

@⑳ : 右 眼 用 の 映像 / ん へ AI 

人 ウ ' 実 際 に 見 える 像 と の SN 
その 位置 左 眼 右 眼 


較 1 一 4 


図 1 5 は 、 興行 き の あ る 物体 ピ 〇 を 両 眼 で 見 て いる 様子 を 表わし て いま す 。 を 眼 の 網膜 に は Pr 

〇 が 映り 、 右 眼 の 網膜 に PPs、 〇 "s が 映 つ て いま す 。 

今 、 物 体 ピ ひと 両 眼 の 間 に X ヤ 平面 を 考え 、X ヤ 平面 に 垂直 に 立つ て いる /Z と いつ 面 を 考え ます 。 

を 眼 で XY 平面 上 の PL OL の み を 見 て 、 右 眼 で P"s 〇 "sm の み を 見 る よう に し ます 。 

ご の 状態 で は 、 人 間 の 目 に は 物体 ピロ 〇 を 見 だ 時 と 同じ よう に 、 奥行 感 を も つて 立体 的 に 見 えて いま 

fo 

ご れ は 、 人 間 の 目 の 網 膜 に 映 つ て いる 像 が 前 も つて つの 像 に な つて いて も 、 人 間 の 目 に は や は り 

立体 視 の 視覚 情報 が び 入 つて お り 、 大 脳 で 融合 され て 奥行 感 を 感じ て いま す 。 人 間 の 目 の 網 膜 に 生成 

され る 像 が びあ ら が じ め 2 枚 の 像 に な つて いて も 、 人 間 の 大 脳 で は その 区 別 が つき ませ ん 。 す な わ ち 、 

ご れ も 本 物 の 立体 視 で ある と 言え ます 。 
左 眼 


P 図 1 5 


較 1 一 6 は 、 平面 X メ イ 上 に 三角 すい ABCD が 置い て ある 場合 で す 。 ご この 場合 に つい て 、 立 体 ス コ 
ー プ で 立体 視 に 見 える 過程 を 考え て み ま す 。 

図 1 一 G で は 、 左 眼 用 と 右 眼 用 の ビデ オカ メラ ガ ら 成 つ て いる 立体 ビデ オカ メラ で 撮影 し て いま す 。 
Z ノ 平面 は 、X Y 平 面 に 垂直 で ビデ オカ メラ の ビュ ユー ファ アイ ンダ ー と 考え られ ます 。 左 眼 用 ビデ オカ 
メラ の ビュ ユー ファ イン ダー か ガ ら 三角 すい ABCD を 見 だ 時 に は 、Z 平 面 に は 四角 形 ArBLOLDL が 
映 つ て いま す 。 

右 眼 用 ビデ オカ メラ に は 、 四 角形 ARBsCsDs が 映 つ て いま す 。 

この 2 系 統 の 映像 信号 を 立体 ボー ド 内 の 立体 ビデ オ 回 路 で 1 フィ ー ル ド ご と に 交互 に 切り 損 え て 、 

立体 映像 信号 を 作り ます 。 

立体 映像 信号 を モニ ターT V に 映し ます と 、1 フィ ー ル ド ご と に を を 右 の 信号 が 交互 に 映 つ て いる の 
で 、 画 面 は 視差 分 だ けず れ の ある 画面 び の つ ダ ブ つ て 見 えま す 。 


右 眼 用 ビデ オカ メラ 


立体 
映像 信号 


/ 


次 
1 フィー ルド NK! い グ ヽ 
1 > が 
1 フレ ー ム 
1 フィー ルド Zi い 2 が 


ょ ゝ 


/ 
/ 


区 2N 
TS 
と 


交 
7 
の 
人 


Z7 
生計 康 こ ン 
ュー 


左 眼 用 映像 信号 立体 映像 信号 右 眼 用 映像 信号 
図 1 一 6 
付 4 


内 
1 
1「 ヽ 
1 
ャ ー 
ペ 
2 
1 
| 
0 
1 
1 
ネ 
入 
で RI 
計 バ 
レー 


較 1 一 プア は 、 人 間 の 目 の 前 に 立体 スコ ー プ (次 晶 シ ヤツ ダー) を が ガ け て 物体 ABCD を 立体 視 し て い 
る 原理 を 表わし て いま す 。 立体 スコ ー プ は 、 を を 右 の 目 の 部 分 が 液晶 ガラ ス で で きだ 電子 式 シ ヤッ ツタ 
ー に な つて お り 、 電 気 信号 の コン トロ ー ル に より の 透過 、 あ る い は 非 透 過 状 態 に な つ だ り し ます 。 
ブラウン管 に 左 眼 用 の 映像 が 映 つ て いる 時 は 、 左 眼 の 液晶 ガラ ス が 透 過 こ な り ま す 。 

右 眼 用 の 映像 が 映 つ て いる 時 は 、 そ の 逆 で す 。 

シヤ ツマ ター 方 式 に よる 立体 視 の 万 式 は 、 人 間 が 日 常 、 回 り の 風景 な ど を 見 て 立体 感 を 感じ て いる の 
と まつ だ ぐ 変 わる と ころ な ぐ 、 人 間 の 目 に は 自然 で ある と 言え ます 。 


図 テ デ 


付 ら 


② 立 体 ボ ー ド ブロ ッ ク 図 


左右 判別 


左右 切換 
モー ド 切 換 


〇 ーー( 〇 ( 〇 
ビ カ ビ カ 垂 立 
ーー メ の 直 体 
オ ラ オラ 同 ス 
出 右 入 左 期 コ 
状 。s 和 。 | | 
9 カ 月 4 
出 
力 

ーー 三 ー 
⑧ 立 体 映 像 信号 に つい て 


ビデ オカ メラ 入力 の 場合 を 便 に と つて 、 立 体 映像 信号 に つい て 説明 し ます 。 図 ー 1 の よう に 立体 
ビデ オカ メラ を 立体 ボー ド に 接続 し だ 場合 の 癌 部 の 信号 波形 を 図 コ ー ジ に 示し ます 。 

左右 の 台 の ビデ オカ メラ か ガ ら 得 ら れ だ 映像 信号 を 、 垂 直 同 期 信 号 の 周期 で 交互 に 取り 出し 合成 する 
こと に より 、 一 系 統 の 立体 映像 信号 に 変換 し ます 。 こ の と き 、 左 右 の 2 双 の ビデ オカ メラ は 同期 を 
と る 和 政 要 が あり ます 。 

立体 ボー ド で は 、 を カメ ラ の 映像 信号 は 偶数 フィ ー ル ド に 対応 させ て お り 、 右 カメ ラ の 映像 信号 は 
奇数 フィ ー ル ド に 対応 させ て いま す 。 

この 映像 信号 は 、NT SC 方式 で す の で 、V T R に 録画 再生 も で きま す 。 


立体 ビデ オ ソ フト を VTR で 再生 する と 、NTSC 廊 式 で を を 右 両 眼 に 相当 する 映像 信号 が 1 フィ ー 
ルド ご と に 交互 に 出力 され 、 こ の 信号 を VHD 用 立体 アダプタ マー の 映像 入力 端 に 入力 する と 、 立 
体 ス コー プ が ガザ フ ィ ー ル ド 周 波数 に 同期 し て 交互 に 切り 換わり 、 ブ ラウ ン 管 上 に 表示 され て いる 画面 
が 立体 視 で きま す 。 
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立体 ビデ オカ メラ na 
2 台 の ビデ オカ メラ 
カメ ラ 出 力 ( 右 ) ェ ー 語 一 還 胃 


立体 スコ ー プ ブ 
垂直 同期 信号 (液晶 メガ ネ ) 


ディ スプ レイ 


映 父 入 力 


し の 


TV コン トロ ー ル 


の の | 


カメ ラ 出 力 ( 堪 ) 計 大 yy3 ーー 
半 時 ls 
左右 判別 ント ロー ル 
カメ ラ 入 力 ( 右 ) 


バス ライ ン 
カメラ 六 力 (だ )ーーーーー 


立体 ポー ド 


VTR RT 


~ 図 3ー1 立体 ビデ オカ メラ の 入力 


垂直 期間 
の カメ ァ ラ 出力 ( 左 ) 
左 | 左 2 左 3 を 4 左 5 左 6 
と 1 1 wo ッ y の へ ンク 2 人 
が ! ノ ト ニー“ 1 ンー の \ ンー \ ンー ! ルー ! 
@ カ メラ 出力 ( 右 ) 
右 | 右 2 右 3 右 4 右 5 右 6 


の 立体 映像 出力 


偶数 フィ ー ル ド 奇数 フィ ー ル ド 偶数 フィ ー ル ド 奇数 フィ ー ル ド 偶数 フィ ー ル ド 奇数 フィ ー ル ド 


図 ー グ 立体 映像 信号 の 合成 
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④ 立 体 ボ ー ド ソフ トウ ェ ア 資 料 
立体 ボー ド の ソフ トウ エア 資料 と し て 、 下 記 の 項目 に つい て 述べ て いま す 。 


. 概要 

. 立体 ボー ド 有 無 の 判断 と て CTC の 選択 
. 立体 スコ ー プ の 切換 え 

. プラ フィ ッ ク 画 面 の 切 損 え 

. 切換 制御 手順 

. フ イール ド 判 定 訪 法 

・ ペー パー イン ボー ズ 計 訪 


NO) Qi 太 00 IO 


1. 概 要 


X1、 X1tUFDO に 立体 ボー ド を 装備 し て 立体 プラ フィ ッ ク を 実現 する 場合 、 左 右 の 画面 に 相当 す 
る 2 枚 の プラ フィ ッ ク 画 面 の 制御 と 立体 スコ ー プ の 制御 を 同期 させ る 和 め 要 が あり ます 。 ご これ ら 同 期 
制御 の ソフ ト 負 担 を 軽減 を せる だ め 、 X1 シ リー ズ 用 と し て 立体 ボー ド に は CTC を 搭載 し て いま 
す 。 

ご れ に より グラ フィ ッ ク フク 画面 の 制御 や 立体 スコ ー プ の 制御 が 容易 に 行なえ ます 。〈X 1 tuUTDo シ リー 
ズ は 、 本 体内 蔵 の CT「C を 使用 し ます 。) 

また 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ や カラ ー イ メー ジ ボ ー ド に 対応 する に は 、 入 力 さ れる 映像 信号 の フィ ー 
ルド 判定 が 秒 要 に な り ま す 。 立体 ボー ドガ ら 得 られ る 立体 映像 信号 は 、 偶 数 フィ ー ル ドガ 左 眼 、 奇 
数 フィ ー ル ドガ 名 眼 用 画面 に 対応 し て いま す の で 、 ス ー パ ー イ ン ボ ー ズ の 時 は この 立体 映像 信 写 の 
フィ ー ル ド を 検出 し 、 それに 対応 し を プラ フィ ッ ツン 画面 を スー パー イン ボー ズ し ます 。 

カラ ー イ メー ジ ボ ー ド の 場合 も 立体 映像 信号 ひら LR の うち 希望 する フィ ー ル ド 画 面 を 取り 込む 
だ め に 、 フ ィ ー ル ド の 検出 を 行なわ な けれ ば な り ま せん 。 ご これ ら フ ィ ー ル ド の 検出 信号 は 立体 ボー 
ド 上 の CTCch1 に 入力 され て お り 、 CTCoh 1 を カウ ンタ ー モ ー ド に 設定 し 、 そ の カウ ンタ ー の 
変化 を ソフ ト で 監視 する こと で 判定 し ます 。 


2 . 立体 ボー ド 有 無 の 判断 と CTC の 選択 
立体 ボー ド 有 無 の 判別 お よび OTC の 選択 の 流れ を 図 1 に 示し ます 。 


立体 ボー ド 有 無 の 判別 


ソフ トウ エア で 立体 ボー ド の 有無 を 確認 する に は 

④ ルル O 〇 ポー ト &HA04 に ある CTOCch0 の 制御 レジ スタ を ( 割 込 禁止 ) カ カウ ンタ ー モ ー ド に し ただ う 
え で 時 間 定 数 を 設定 し ます 。 

②⑨ CTCohO(&HA04) の デー タ を 読み 込み ます 。 

③ ④ で 設定 し だ 時 間 定 数 デー ツタ と ② で 読み 込ん だ デー タ と が 一 致す れ ば 、 立 体 ボー ド が 存在 し 
ます 。 
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@CTC の 選択 


時 間 管理 に CT ご を 用 いる 場合 、 本 体 に O 征 びび ある 時 CX1tuFDoO シ リー ズ ) は 本 体 の OTC を 、 

な い 時 (CX 1 シリ ー ズ ) は 立体 ボー ド 上 の CTTC を 使用 願い ます 。 

⑨④ IO ポー ト &H1FA0 に ある CTCoh0 の 制御 レジ スタ を ( 割 込 禁止 ): カ ウン ター モー ド に し だ た 
うえ で 時 間 定数 を 設定 し ます 。 

⑨③ CTCchO0&H1FA0) の デー を 読み 込み ます 。 

③ ⑳⑨ で 設定 し だ 時 間 定 数 デー ツタ と ② で 読み 込ん だ デー タ が ガー 致す れ ば 、 コ ンピュータ 本 体 に C 
「C ガ が 存在 し ます の で 、 め ず 本 体内 の 〇 征 〇 を 用 いて こく ださい 。 
デー タ が ガー 致し な い 場 合 は 、 立 体 ボ ー ド CT 〇 を 使用 し ます 。 


ご 注意 | CTC の 選択 は 必ず 実施 し て こ だ さ い 。 選 択 を 誤り の ます と プロ グラ ム が 暴走 する 恐 
れ が あり ます 。 


較 1 立体 ボー ド の 有無 の 判別 お よび CTC の 選択 


CTC は ある か 


立体 ポー ド は あり ませ ん 


コン ピュ ー タ 本 体 
に CTC は ある か 


本 体内 の CTC を 使用 
(&H IFA0) 


立体 ポー ド 上 の OTC を 使 
用 (&HA04) 


CTC の !/O ア ドレ ス 


表 1 一 1 X1turbo 内 蔵 CTO 表 1 一 2 立体 ボー ド 上 の CTC 
アド レス 内 容 | | アド レス 内 容 
1FA0H | チャ ン ネ ル 0 | 0A04H | チャ ン ネ ル 0 
1FA1H| チャンネル 1 | 0A05H | チャ ン ネ ル 1 

(SIO チ ャ ン ネ ル A 用 フロ ッ フ ) | (フィ ー ル ド 判 定 用 ) 
1FA2H| "チャンネル 2 0A06H | チャ ン ネ ル 2 

(SIO チ ャ ン ネ ル 日 用 フロ ッ ク ) 0A07H | チャ ン ネ ル 3 
1FA3H| チャ ン ネ ル 3 
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( 例 ) 
CTC3D EOU 0A04H 
CTCX1 EOU 1FAOH 


LD BC, CTC3D 
らん LIL CHEOK デー タチ エッ ジワ ルーチン 
se NZ, COM1 : 不一致 な ら ば 3 う D ボ ー ド な し 


LD BC で 1 な XX1 

CALL CHECK 

NZ, COM2 : 不一致 な ら ば 立体 ボー ド 上 の 
CTC 使 用 

: XX1tUTDO 本 体内 の CTC 使 用 (1 FA0Hー1 FA お H) 


CHECK:LD A, 4 フ H は 


OUT  ⑯), Ax 、 
LD E, A  ) LE | 
QUT 6⑯)。A レレ 
IN AO) 1 
CP EE 

RET 


COM1 : 立体 ポー ド が あり ませ ん の で プロ グラ ム は 作動 させ な い 。 
COM2 : 立体 ポー ド 上 の CTC(OA04H こ 0A07H) を 使用 


3 . 立体 スコ ー プ の 切換 え 


立体 ボー ド に お ける 立体 スコ ー プ 切換 制御 用 / 〇 ポート ア ドレ ス は 、「&H0A00」 で あり OU「 の み 
可能 で す 。O 〇 OUT され だ デー タ D。Di〈 下 位 2bIt) は ラッ ツチ され 、 次 の デー タ が 与え られ る まで 変化 
し ませ ん 。 な お 、DoDi の 値 に より 表 の の よう に 区 別 さ れ ま す 。 ま だ 、 ラ ツチ され だ デー ダ に よる 立 
体 ス コー プ の 液晶 シヤ ッ タ ー の 開閉 は 次 の フィ ー ル ド で デー タ と 相反 する シヤ ツタ ー の 開 開 を し ま 
す 。 

(例え ば 、 あ る フィ ー ル ド で ~ 1 ? を 出力 する と 次 の フィ ー ル ド で 立体 スコ ー プ は を シヤ ツマ ダー 閉 、 右 
シヤ ツマ ダー 開 に な り ま す 。) 


表 
Di D。 | デー タ 出 力 時 の フィ ー ル ド に お ける 立体 ス | 表示 する プラ フィ ックス クリ 
デー タタ 出力 
コー プ 動 作 ーー 
0 0O 0 | 垂直 同期 毎 L 、R 交 互 に 開 開 垂直 同期 笛 L 、 員 交互 に 表示 
1 O 1 | 左 シ ャ ヤッ タ OPEN 右 シ ヤッタ CLOSE | LEFT(PAGE0) 
1 0O | 在 シ ャ ッ ツタ CLOSE 右 シ ヤッ タ OPEN | RIGHT(PAGE1) 
3 1 41 | 在 シ ャ ヤッタ OPEN 右 シ ヤッ ツタ OPEN 
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ご 注意 
立体 スコ ー プ の 動作 は 1 フィ ー ル ド 前 に 出力 され た デー マ に 相反 する 動作 を し ます が 、 実際 の ソ 
フト 興 理 は 、 デ ー ダ * 1 ?、 の? を 交互 に 出力 する た め 、 ソ フト 側 か ら 見 だ 場合 、 あ だか も 表 の に 
示す よう な 立体 スコ ー プ と グラ フィ ッ フ スク フリ ー ン を 同時 に 切り 換え て いる よう な ふる まい に 見 
えま す 。 そ の た だ た め 、 実際 の 立 休 スコープ の ハー ド 娘 理 は 意識 する 秘 要 は あり ませ ん 。 


具体 的 に 次 の 2 通り の 切 拠 方法 が あり ます 。 


@ ハー ド に よる 自動 切換 
T。 テ 約 640/sec 


UM To To 
| T Ts Ta | 諾 | Ts 

PV-sync = 5 | 
OUT デ ー タ | OUT&HA00.2 | OUT&HAO0.0 | 1( 自 動 切 換 | | | i 
( ( 務 まっ | 1 

本 | 左 閉 , 右 開 ! 

引 | 不定 。 ! を 隔 右 閉 | ユーーー ド | 左 開 , 右 閉 
(初期 状態 ) | [ 
(LEFT) | 

グラ フィ ッ ク 
| 「 


PV-SynC の 「 の 期間 に “の "て 堪 閉 、 右 開 ) を 出力 する と 、 次 の フィ ー ル ド で 立体 スコ ー プ は 相反 する 
動作 、 す な わ ち 、 左 開 、 右 半 に な り LEFT 画 面 に 対応 し た 初期 状態 に 設定 され ます 。 次 に T: 期 間 に 
^0"( 垂 直 同 期 毎 L.、 中 交互 に 開閉 ) を 出力 ける と ハー ド に よる 自動 切換 び ス ター ト し 、: 期 間 は Ts 
期間 の 初期 状態 に 相反 する 状態 ( 左 閉 、 右 開 ) に な り ま す 。 T。 期 間 は ( 左 開 、 右 閉 ) の 状態 に な り ま す 。 
以後 、PV-Sync に 同期 し て 交互 に 立体 スコ ー プ の 状態 は ハー ド に よっ つて 自動 的 に 切り 換え られ 、 ソ 
ノ フト は PV-sync ご と に 交互 に グラ フィ ッ フ を 切り 換え る の み で 良い こと に な り ま す 。 


以上 の よう に 本 廊 式 を 使用 する 場合 、 立体 スコ ー プ と グラ フィ ックス フリ ー ン の 表示 は 初期 状態 で 
設定 され だ 条件 を 基準 に し て 、 PV-syhc ご と に トグル 動作 させ ます か が 、 立体 スコ ー プ の ハー ド に よ 
る 自動 切換 に 対し て プラ フィ ックス クリ ー ン の 切換 は 、 あ ぐま で も ソフ ト で 行なわ な けれ ば な り ま 
せん の で 、 何ら か の 要因 で ソフ ト が PV-syncC を 取り 逃す と 、 その 後 、 立 体 ス コー プ と 表示 グラ フィ 
ックス リーン の 対応 が 反転 し て し まう 恐れ が あり ます 。 よ つ て 、 数 PV-Sync ご と に 立体 スコ ー プ 
の 動作 に 対し て 表示 プラ フィ ックス フク リーン を 再 設定 する な どの 工夫 が 秘 要 で す 。 

(垂直 同期 PV-Sync は 、|/ 〇 ボー ト 1A01H の ビッツ ト 2 が 「H」 に な る の を 監視 する こと で 行ない ます 。) 


@ ソフ ト に よる 交互 切 損 
T。 三 約 640/sec 


To To To 
1 | | 1 1 1 | 
| 本 | T2 ll 』 Ts | T4 
PV-sync 1 | 昌 L 
9UT デ ー タ | OUT&HA00.| | | OUT&HA00.2 」 「 OUT&HA00.I | 」 OUT&HA00,2 
| | ! | 1 | 1 
立体 スコ ー プ | 左 義 . 右 開 ! | 坪 閉 , 
| 不定 ! ーー | 左 開 , 右 閉 | 上 er 冶 
| | 
| | | 
| | 
| | 
| I 


| 
| 
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ソフ ト に よる 交互 切換 の 方 式 で は 、 ハ ー ド に よる 自動 切換 と 異な り 、 如 フィー ルド ご と に 立体 スコ 
ー プ の 切換 お よび プラ フィ ックス クリ ー ン の 制御 を 表 の に 示す 、 デ ー タ “1 “^、 “どど” を 交互 に 出力 す 
る こと で 行ない ます 。 

この 時 、 プ グラフィ ックス クリ ー ン の 制御 は 即 実行 され ます が 、 立 体 ス コー プ の 制御 は 1 フィ ー ル ド 
遅れ ます 。 

ご の こと を 意 頭 に お いて ぐだ さい 。 

以下 、 ぐ わし く 説 明 し ます 。 


グラ フィ ッ ク フク 画面 の 制御 は 、 切 り 換 える と すぐ に 対応 し た 表示 ペー ジ (PAGE 0 お よび FAGE1) 
に な り ま す が 、 立 体 ス コー プ の 制御 は DD と 相反 する 動作 を 実行 きせ て いま す 。 

ご の よう に し て いる 理由 は 、 前 買 下 の タイ ミン ブチ ヤー ト に 示す よう に 、 各 フ ィ ー ル ド ご と に OUT「 デ 
ー タ 、 立 体 ス コー プ 、 プラ フィ ッ ク の を を 、 右 の 指示 を 一 致 な せる だ めで す 。 


例え ば 、Ts の フィ ー ル ド に 注目 し て みる と 、 〇 OUT デ ー タ OUT&HA00, 1 は 立体 スコ ー プ ( 左 開 、 
右 閉 ) と いう 指示 で す 。 

まだ た 、Ts フ ィ ー ル ド で は 立体 スコ ー プ は ( 左 開 、 右 閉 ) に な つて いま す 。 さ ら に 、 プ グラ フィ ッ ク は 
LEFT 面 を 表示 し て いま す 。 し か し 、 実際 に は Ts フィ ー ル ド の OUT&HA00, 1 は 、「4 フ ィ ー ル 
ド で デー ダ ~ 1 / が 実行 され ます 。 そ れ に よる 立体 スコ ー プ 制御 は 、 デーツ ~ 1 “の 相反 する 内 容 で 

( 左 閉 、 右 開 ) の 状態 に な り ま す 。 


( 例 ) e 期間 の フィ ー ル ド で デー タ ^ ら “( 左 閉 、 右 開 ) と プラ フィ ックス クリ ー ン "RIGHT” を 垂 
直 同 期 信 写 (PV-Svync) の ツイ ミン グ で 出力 し ます 。 Ts の フィ ー ル ド で は 、 立 体 ス コー プ 
の 右 が 開放 し 右 眼 用 の 画面 び 見 えま す 。 

@ 「 3 期間 の フィ ー ル ド で は デー タマ ~ 1 “( 左 開 、 右 半 ) と プラ フィ ックス クリ ー ン ジン “LEFT” を 
同時 に 出力 する こと に より 、Ts フ ィ ー ル ド で は 立体 スコ ー プ の を が 開放 し 左 眼 用 の 画面 が 
見 えま す 。 

@ ご ご で 、Ts フ ィ ー ル ド の み に 注 目 し て みる と 、 前 の フィ ー ル ド T「 ュ に 出力 され を デー ダ “1" 
( 左 開 、 右 開 ) が Ts フィ ー ル ド て で 実行 され ます 。 

た だ し 、 実行 時 に は デー ダ ~ 1 “と 相反 し た だ 内容 で 実行 され る の で 、 立 体 ス コー プ は ( 左 閉 、 
右 開 ) の 状態 に な り ま す 。 

e ご の 時 、 プ ラフ ィ ッ ツン 画面 は 、T フィー ルド で 指定 され だ も の ガ 即 実行 され て いま す の で 、 
Ts フィ ー ル ド で は RIGHT 画 面 (PAGE1) が 表示 され て いま す 。 

@ 「 2 フィ ー ル ド で は 、 次 の Ts フィー ルド に お ける 立体 スコ ー プ の 制御 の だ め の デ ー ダ “ ぢ " 

( 左 閉 、 右 開 ) を 出力 し ます 。 
し だ が つて 、 本 2 フィ ー ル ド で は デー タダ ^~ の “を 出力 し を こと に より の RIGHT スク リー ン に 対 
応 し た 状態 ( 左 開 、 右 開 ) の コマ ンド を 実行 し た ガ の よう に 見 えま す 。 


以上 の よう に PV-sync ご と に 立体 スコ ー プ と プラ フィ ックス クリ ー ン の 切 損 え を 交互 に 繰り 返し ま 
す 。 ソ フト 側 か ら 見 だ 時 、 立 体 ス コー プ と プラ フィ ックス フリー ン を 各 フ ィ ー ル ド ご と に 表 2 の よ 
うに ソフ ト を 組め ば 良い こと に な り ま す 。 


ご 注意 e 出力 デー ダ ~ 1 ?OrY の "を 交互 で は な ぐ 連 続 し て 出力 ける こと に より 、 立 体 ス コー プ 
の 片側 開き を 持続 する こと は で きま せん が 、 出 力 デー タ ^3“ に よる 両開き は 可能 で 
す の で 、 立 体 視 モ ー ド 以外 で は スコ ー プ を 両開き に する な ど を し て ぐだ さい 。 
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4. グラ フィ ッ ク 画 面 の 切換 え 


@ 立 体 グ ラフ ィ ッ ク が 可能 な グラ フィ ッ ク 画 面 構成 
320X200CX1, X1tUFDO) 


図 の 表 3 
PAGEO | *※PAGE2 組み 合せ LEFT | RIGHT 

a | PAGEO | PAGE1 

テキ スト ※D | PAGE2 | PAGE3 
画面 切 握 | っ 、L。 | 5AoEa ※C | PAGEO | PAGE2 
※d | PAGE1 | PAGE3 

5 ※ ら | PAGEO | PAGE3 


※f | PAGE1 | PAGE2 


※BANK 


PCG 利 用 な ど に よる テキ スト 画面 の 切換 え 
は 組み 合せ (8),b), (@),(①) で 可能 で す 。 
| ご 注意 | ※X1tUrDo の み CCZ-850C は CZ-8BGR2 尿 要 ) 
640X200(X1turbo の み 可 ) 組み 合わ せ | LEFT RIGHT 
図 3 「 g | PAGEO | PAGE1 


PAGEO PAGE1 
上 CZ-650 ご は CZ-8BGR2 が 邊 要 で す 。 


640X200 モ ー ド で は テキ スト 画面 が 1 画面 し か 
持て な い だ め 、PCG 利 用 な ど に よる 画面 の 切 
換え は で きま せん 。 


BANK 
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@ グラフィック 画面 の 切換 方 法 + め 


組合 せ (a) の 例 - 2 
LD BCO,M800H4 
LD A, 12. CRTOC の Ri レジ スタ を 選択 メー /? 
OUT  (〈O>, 届 和 A で ) e- 7 の) 
INC BCO ーーーーーーー ウゥ ぁ = こ o て C=/ ダ 
LD A, 04H オン ymeiwe ーッ 
OUT (GGD: A = ニー ウッ ) と ズ 
「 ハ 3 
表 5 

ORTO の LO2SEuE CRTC シ ステ ム |/O ア ドレ ス 
V-RAM 先 頭 番地 から オフ ボー トレ ス 機 能 
セッ ツ ト 値 を 設定 する 

1800H アド レス レジ スマ 
PAGE0 っ PAGE1 04H 1801H レジ スタ デー マ 


PAGE1ーPAGE0 00H 


組み 合わ せ (C)、 (9) の 例 (X4tUrDO) 
CRTCAD EOU 1800H CRTC ア ドレ スレ ジス 
SCRNIO _EOU 1FD0H : 画面 管理 用 !/ 〇 ボー ト 
WK1FD0  EOU 0F8D6H : ポート 1FD0H 用 ワー クノ バ パッ ツ フ ァ 


し L 誰 世 。 1 目 ー*1FD0H の DB3、DB4 を セツ ト し 、 画 面 の 表示 、 
LD A, (WK4FD0) アク セス と も BANK1 に する 。 

6 料 

LD BC, SCRNIO 

OUT ( 〇 ), A 


LD (WK1FD0O), A バッ ファ へ BIT 操作 後 の 情報 を 書き 込む 。 
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画面 管理 用 / 〇 ポー ト (|/O ア ドレ ス IFD* 晶 ) の 内 容 


DB0 : し ン H Res-…0 : 標準 解 儲 度 モー ド (200 ラ イン 表示 ) 
1 : 高 解析 度 モー ド (400 ラ イン 表示 ) 
DB1 : 12 RA…0 : プラ フィ ッ ツク 表 示 =1RA ン dot 
1 : プラ フィ ッ フ 表示 2RA ン QOL(2 度 打ち ) 
| DB2 : 25/2 行 …0 : テキ スト 表示 一 25 行 モー ド 〈Or20 行 ) 
| 1 : テキ スト 表示 12 行 モー ド Cor10 和 ) 


DB3 : DISP Bank0 ノ 1・ 了 グラフィック V-RAM BanK0 を 画面 表示 
2 の 2W2 RAM BanK1 を 画面 表示 


DB4 : CPU Bank0/ / 作 <0.1 プラ フィ ッ ク V- RAM Bank0 を CPU アフ セス 
1: ワラ フィ ッ フ ツー- RAM BanK1 を CPU アグ セス 


DB5 : SPGG/FPOG0 コン シリ チ OG ア クセ ビス モー ド ( ベ 1 と の コシ / テモ ー 際 
1 : 高速 つら アフ セス モー ド 


DB6 : CGSEL 8 ノ 16RA…0 : 8 ラス タン キャ ラフ タ の CG フ ォ ン に を CPU アフ セス 
1 : 16 ラ スマ タン キヤ ラク フタ の CG フ ォ ン ト を CPU アフ セス 
DB7 : 25(2) ン 200) 行 …0 : テキ スト 表示 25 行 Or12 行 
1 : テキ スト 表示 =20 行 Or10 行 
(ゲー ライ ツン 家 示 モー ド ) 


画面 管理 用 // 〇 ポー ト は 書き 込み 専用 ポー ト で 読み 出す こと は で きま せん が 、BIOS ROM 内 の ル 
ー チ ン は メイ ン RAM の F8DG6H 番 地 を バッ ファ と し て 、 書 き 込 ん だ 値 を 保存 し て いま す 。 し た だ 
が つて 、BIOS FROM 内 ルー チン を 使用 し て 画面 モー ド 等 を 切り 換え だ 場合 、FBDGH 番 地 を 参 
星 する こと で 画面 管理 用 // 〇 ボー ト の 設定 値 を 知る こと が で きま す 。 


PAGE0 つ PAGE1 DB3、DB4、 セ ッ ト 
PAGE1 つ PAGEO _ DB3、DB4 オ 、 リ セッ ト 


他 の 組み 合わ せ は 上 記 ク の 例 を 組み 合わ せる こと で 可能 で す 。 
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5 . 切換 制御 手順 
立 林 スコ ー プ と ブラ フィ ッ ク 画 面 の し 、R を 対 店 させ て 同期 制御 する に は 以下 の 方 法 を 用 いま す 。 


図 4 タイ ミン プチ ャ ー ト (代表 例 ) 


標準 ディ スプ レイ モー ド 


高 解像度 モー ド (I6.293msec ) 


15.87msec 
PV-Sync 


(IA0IH ポ ー ト ) 
S C EFGJ D EHIJ D EFGJ 
\ 
cpu AAB 。 昌 lp 上 上 
1 I 1 1] 
は I イシ クラ マト ! ゴイ ンタ タプ FI【 インタ ラプ k ト 】 1 
I H 
、 80H ダ ウン F8H F 8H F8H 
QTO カ ウン ター カウ ント ダウ シカ ウン ト 2 カウ 2 ド クウ ジン カウ ント 
7.68msec 15.872msec 
グラ フィ ッ ク LEFT RIGHT LEFT 
(PAGE0) (PAGEI) (PAGE0) 
立体 スコ ー プ | LEFT OPEN | RIGHT OPEN | LEFT OPEN 
I/0 ポ ー ト 出力 | | 
OUT&HA00, | OUT&HA00, 2 0UT &HA00, | 


上 記 図 4 の ツイ ミン ブチ ャ ヤー ト と 図ら の フロ ー チ ヤー ト て 制御 例 を 示し ます 。 


切換 制御 に お ける CPU の 仕事 は A 一 り に 示さ れる よう な ま 順 で 行ない ます 。 

ご の A 二 に わ だ る 一 連 の 負 理 時 間 を で きる 限り 少な ぐす る だ め 、 こ ご これら AJ の 処理 は CTO か 
ら の タイ マー モー ド 割 り の 込み サー ビス に より 行 な つ て いま す 。 

それ に より CTC が ダウ ンカ ウン ト 中 、CPU は 他 の プロ グラ ム 処 理 が 可能 に な り の ます 。 ま だ CT 
C の 時 間 定 数 に より 、CPU 負 理 D の PV-syno 待 ち 時 間 の 調整 が 可能 で す が 、X1tUTDO に は 標 
準 解 依 度 モー ド と 高 解像度 モー ドガ が あり PV-synoC の 周期 が 変化 し ます の で 注意 が 入 要 で す 。 
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CTC を タイ マー 割り 
込み モー ド に 設定 


割り 込み 処理 


立体 スコ ー プ 
OUT&HA00, 2 
RIGHT OPEN 


CTC へ 時 間 定 数 F 8H を | 
設定 


な お フロ ー チ ヤー ト 中 B、D の 垂直 同期 PV-Syno 待 ち は |/ 〇 ポー ト 1A01H の ビッ 
ト ど が 日 」j に な る の を 監視 する こと で 行ない ます 。 
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6. フィ ー ル ド 判 定 方 法 

スー パー イン ポー ズ や カラ ー イ メー ジ ボ ー ド に 対応 し だ 動作 を する に は 、 入 力 さ れる 映像 信号 の フ 
イー ルド 判定 を し な けれ ば な り ま せん 。 

立体 ボー ド は 入力 映像 信号 の フィ ー ル ド 判 定信 号 (L_〆R) ガ が ボード 上 CTCch1 の CK/ T1 端 子 に 入 
力 さ れ て いま す 。 スー パー イン ポー ズ の 時 、 コ ン ピ ユ ー タ 内 の 垂直 同期 信号 (PV-Sync) は 入力 映 
依 信 号 に 同期 し ます の で 、 フ ィ ー ル ド 判 定信 号 (L〆R) と の 関係 は 図 つ の よう に な り ま す 。 


図 G スー パー イン ボー ズ 


I 
0.5ms ! 
| トー!6.2ms 一 一 引 | | 
EX-Vsync 


PV-Sync 『 5 1 
1) L/R ジ ャ ッ ジ 時 間 1 

LR4GTOh) ニーーーー Ni RieHT 1 間 ==) ]! RiGHT 
ト た 生 ) | い イ ) し | 

CPU K,L,MIN|O,P,R KJLJMIN|O.P,Q K,L,MINI O,R,P 

CTO To | = To-|1 T ュ =To To 和 エ ュ =To-1 

ダウ ンカ ウン ト ダウ ンカ ウン ト 


具体 的 に は 立体 ボー ド 上 の CTCch 1 を カウ ンタ ダー モー ド に 設定 し 、 し LR 信号 の 立ち 上 が り で ダ 
ウン カウ ント させ 、 カ ウン マー 値 の 変化 を 読む こと で 行ない ます 。 

図 6( ア ) の 難 タ イミ ング 条件 に お いて 、CPU 負 理 L で 設定 され だ カウ ンダ ー 値 T。 は 、PV-sync 
が 到来 後 し 信号 の エッ ジ を と ら え る だ め 、 約 640xSeC の し プロ ドジ ヤ ッ ツジ 時 間 を 待つ こと に より 
本 テモ Tー1 に ダウ ンカ ウン ト さ れ ま す 。 ま だ 、 ( イ ) の タイ ミン グ 条 件 に お いて CPU 処理 し で 再 設 
定 さ れ だ カウ ンダ ー 値 和 「」+ は し プロ ジ ヤ ッ ツジ 時 間 を 待つ こと に より To で ダウ ンカ ウン ト さ れ ま 
せん 。 

以上 の よう に し ンド 信号 の 立 上 が り 、 立 下がり エッ ツジ を と ら え CTC の カウ ンタ ー 値 の 変化 を 読む 
こと で LEFT、RIGHT の フィ ー ル ド を 判定 で きま す 。 


フィ イー ルド 判定 | 立体 ポ ボード 上 CTCoh1 
(&HO0A05) を 立上り カウ ンタ ー モ ー ド に 設定 


ご 注意 @ ご の フィ ー ル ド 判 定 は スー パー イン ボー ズ モ ー ド の み で 可能 で す 。 
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図 ノ 


START 


CTCO チ ャ ン ネ ル | を カウ ン | K 
ター モー ド に 設定 
立ち 上 が り ト リガ ー 


CTC チ ャ ン ネ ル | に カウ ン | 上 
ター 値 T。 を 設定 
( 例 :T。 ニ FFH) 


CTC チ ャ ン ネ ル | の カウ ン 
ター 値 T」 を 読み 出し ます 


現在 の フィ ー ル ド は 
RIGHT 画 面 で す 

1 

1 

1 

1 


1 
1 
1 
以降 、 画 面 と シャ ッ タ ー の 切換 を し て V 周 期 で 繰り 返し ます 
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7 、 ス ー パ ー イ シボ ー ズ 対 大 


立体 ボー ド を 装着 し た X1 、X1tUTDO で 立体 スー パー イン ポー ズ を する 場合 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー 
ズ の ベー ス に な る 映像 信号 の フィ ー ル ド と スー パー の 情報 で ある パソ コン の スク フリ ー ン の 対応 が 秘 
要 で す 。 具体 的 に は 、LEFT に 対応 し だ 映像 信号 の フィ ー ル ド の 時 LEFT に 対応 し た パソ コン の 
ページ ( 例 えば PAGE0) を , RIGHT に 対応 し た 映像 信号 の フィ ー ル ド の 時 RIGHT に 対応 し た パ 
ソコ ン の ペー ジ ( 例 えば PAGE1) を 表示 させ る こと で す 。 つ まり 、 映 像 信号 、 パ ソコ ン の グラ フィ 
ッ ツク 画面 の 切換 えと 立体 スコ ー プ の 切換 え が 同 期し な けれ ば な り ま せん 。 

以上 の 条 件 を 満 ま すこ と は 「4. プラ フィ ツン 画面 の 切 拠 え 」 に 「G. フィ ー ル ド 判 定 方 法 」 を 組み 合 
せる こと に より 実現 で きま す 。 


表 


立体 映像 信号 LorR L ン 信号 


偶数 フィ ー ル ド し FT LOW 
奇数 フィ ー ル ド RIGHT HIGH 


ご 注意 | 立体 ボー ド を 「 パ ソコ ン 入 力 モ ー ド 」 で 使用 する 場合 は 、 上 記 の よう な ソフ ト 制 御 が 秘 
要 で す が 、「 映 像 入力 お よび カメ ラ 入 力 モ ー ド 」 の 場合 、 立 体 ス コー プ の 切換 え は 立体 
ボー ド 内 で 自動 的 に 処理 され る だ め 、 パ ソコ ン で の 制御 は 不要 と な り ま す 。 
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グ ャ ー の が 杯 式 華 社 


本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 
電機 器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 
電話 02874 (3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


お 買い あげ 店 名 


も より の 
お 客 様 ご 相談 窓口 


トー 


お 買い あげ 年 月 日 年 月 日 | 


ノ 


[TO5-A]@ 
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